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フ リ ガ ナ   リッキョウダイガク

大 学 の 名 称 立教大学　（Rikkyo University）

大 学 本 部 の 位 置 東京都豊島区西池袋三丁目３４番１号

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ   ガッコウホウジン　リッキョウガクイン

設 置 者 学校法人　立教学院

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

文学部
【College of Arts】

ｷﾘｽﾄ教学科
【Department of
Christian
Studies】

50 ― 200 学士（文学）
【Bachelor
of Arts】

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

大 学 の 目 的
キリスト教に基づく人格の陶冶を旨とし，学校教育法（昭和22年法律第26号）により学術の理論及
び応用を教授研究し，その深奥を究めること。

新 設 学 部 等 の 目 的 環境学部の新設のため、収容定員の変更を行う。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

同上

教育学科
【Department of
Education】

101 ― 404 学士（文学）
【Bachelor
of Arts】

文学関係 昭和37年4
月

第1年次
同上

文学関係 昭和24年4
月

第1年次

東京都豊島区西
池袋三丁目３４

番１号

史学科
【Department of
History】

215 ― 860 学士（文学）
【Bachelor
of Arts】

文学関係 昭和24年4
月

第1年次

昭和24年4
月

第1年次
同上

会計ﾌｧｲﾅﾝｽ学科
【Department of
Accounting and
Finance】

176 ― 704 学士
（経済学）
【Bachelor
of Arts】

経済学関係 平成14年4
月

第1年次
同上

平成18年4
月

第1年次
同上

経済学部
【College of
Economics】

経済学科
【Department of
Economics】

332 ― 1328 学士
（経済学）
【Bachelor
of Arts】

経済学関係

文学科
【Department of
Letters】

552 ― 2208 学士（文学）
【Bachelor
of Arts】

学士（学術）
【Bachelor
of Arts】

文学関係

昭和24年4
月

第1年次
同上

物理学科
【Department of
Physics】

77 ― 308 学士（理学）
【Bachelor

of Science】

理学関係 昭和24年4
月

第1年次
同上

平成18年4
月

第1年次
同上

理学部
【College of
Science】

数学科
【Department of
Mathematics】

66 ― 264 学士（理学）
【Bachelor

of Science】

理学関係

経済政策学科
【Department of
Economic Policy
Studies】

176 ― 704 学士
（経済学）
【Bachelor
of Arts】

経済学関係

社会学部
【College of
Sociology】

社会学科
【Department of
Sociology】

173 ― 692 学士
（社会学）
【Bachelor
of Arts】

社会学・社会福
祉学関係

昭和33年4
月

第1年次

昭和24年4
月

第1年次
同上

生命理学科
【Department of
Life Science】

72 ― 288 学士（理学）
【Bachelor

of Science】

理学関係 平成14年4
月

第1年次
同上

化学科
【Department of
Chemistry】

77 ― 308 学士（理学）
【Bachelor

of Science】

理学関係

同上
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平成18年4
月

第1年次
同上

法学部
【College of Law and
Politics】

法学科
【Department of
Law】

360 ― 1440 学士（法学）
【Bachelor
of Arts】

法学関係

ﾒﾃﾞｨｱ社会学科
【Department of
Communication and
Media Studies】

173 ― 692 学士
（社会学）
【Bachelor
of Arts】

社会学・社会福
祉学関係

現代文化学科
【Department of
Contemporary
Culture and
Society】

173 ― 692 学士
（社会学）
【Bachelor
of Arts】

社会学・社会福
祉学関係

平成14年4
月

第1年次 同上

昭和63年4
月

第1年次 同上

観光学部
【College of
Tourism】

観光学科
【Department of
Tourism and
Hospitality
Management】

195 780 学士
（観光学）
【Bachelor
of Arts】

社会学・社会福
祉学関係

平成10年4
月

第1年次

埼玉県新座市北
野

一丁目２番２６
号

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ法学科
【Department of
International
Business Law】

115 ― 460 学士（法学）
【Bachelor
of Arts】

法学関係

昭和34年4
月

第1年次
同上

政治学科
【Department of
Politics】

110 ― 440 学士
（政治学）
【Bachelor
of Arts】

法学関係 平成8年4月
第1年次 同上

同上

経営学部
【College of
Business】

経営学科
【Department of
Business】

230 920 学士
（経営学）
【Bachelor
of Arts】

経済学関係 平成18年4
月

第1年次

東京都豊島区西
池袋三丁目３４

番１号

ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科
【Department of
Community
Development】

220 880 学士
（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉

学）
【Bachelor
of Arts】

社会学・社会福
祉学関係

平成18年4
月

第1年次

同上

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部
【College of
Community and Human
Services】

福祉学科
【Department of
Social Work】

130 520 学士
（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉

学）
【Bachelor
of Arts】

社会学・社会福
祉学関係

平成18年4
月

第1年次 同上

交流文化学科
【Department of
Culture and
Tourism Studies】

175 700 学士
（観光学）
【Bachelor
of Arts】

社会学・社会福
祉学関係

平成18年4
月

第1年次

同上

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
【College of
Intercultural
Communication】

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学
科
【Department of
Intercultural
Communication】

210 840 学士
（異文化ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ学）
【Bachelor
of Arts】

文学関係 平成20年4
月

第1年次

東京都豊島区西
池袋三丁目３４

番１号

映像身体学科
【Department of
Body Expression
and Cinematic
Arts】

176 704 学士
（映像身体

学）
【Bachelor
of Arts】

文学関係 平成18年4
月

第1年次

同上

現代心理学部
【College of
Contemporary
Psychology】

心理学科
【Department of
Psychology】

143 572 学士
（心理学）
【Bachelor
of Arts】

文学関係 平成18年4
月

第1年次

埼玉県新座市北
野

一丁目２番２６
号

国際経営学科
【Department of
Global Business】

155 620 学士
（経営学）
【Bachelor
of Arts】

経済学関係 平成18年4
月

第1年次

基本計画書- 2 -



4 ―

※令和7年4
月設置届出
予定

4 ―

新
設
学
部
等
の
概
要

東京都豊島区西
池袋三丁目３４

番１号

計
5,066

(4,862)
20,264

(19,448)

令和5年4月
第1年次

埼玉県新座市北
野

一丁目２番２６
号

環境学部
【College of
Environmental
Studies】

環境学科
【Department of
Environmental
Studies】

204
(0)

816
(0)

学士
（環境学）
【Bachelor
of Arts and
Sciences】

理学関係
法学関係

経済学関係

令和8年4月
第1年次

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学部
【College of Sport
and Wellness】

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科
【Department of
Sport and
Wellness】

230 920 学士
(ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ

学)
【Bachelor
of Arts】

体育関係

実験・実習 計

― ― ― ― ―

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

・令和7年4月　設置届出予定
　　環境学部環境学科（204）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

文学部
　キリスト教学科

人 人 人 人

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 1

―

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

58

（7） （1） （0） （0） （8） （0） （58）

人 人 人

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0

7 1 0 0 8 0

（7） （1） （0） （0） （8）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0

0 0 8 大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　5

人0

8

0

0

（7） （1） （0） （0） （8）

0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
7 1 0 0

8

（7） （1） （0） （0） （8）

（0） （0） （0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
7 1 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

人 人

16 3 0 0 19 0 80　史学科

人 人 人 人 人

（16） （3） （0） （0） （19） （0） （80）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

16 3 0 0 19

小計（ａ～ｂ）
16 3 0 0 19

（16） （3） （0） （0）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

0

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　8

人

（16） （3） （0） （0） （19）

（0）

（19）

（0） （0）

計（ａ～ｄ）
16 3 0 0 19

（16） （3）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

（0） （0） （0）

（0） （0） （19）

0 0

（0） （0） （0） （0）

（0）

新

設

分
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　教育学科

人 人 人 人 人

（8） （3） （0） （1） （12） （0） （69）

人 人

8 3 0 1 12 0 69

0

（0） （0） （0） （0） （0）

12 大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　5

人

（8） （3） （0） （1） （12）

0

3 0 1 12

（8） （3） （0） （1）

（3）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（12）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
8

（0） （1） （12）

　文学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
8 3 0 1 12

（8）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

8 3 0 1

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

（207）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

30 10 0 4 44

（30） （10） （0） （4） （44） （0）

人 人

30 10 0 4 44 0 207

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数

15人

（30） （10） （0） （4） （44）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（44）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
30 10 0 4 44

（30） （10） （0） （4）

（10） （0） （4） （44）

経済学部
　経済学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
30 10 0 4 44

（30）

（82）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

15 3 0 5 23

（15） （3） （0） （5） （23） （0）

人 人

15 3 0 5 23 0 82

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数

12人

（15） （3） （0） （5） （23）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（23）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
15 3 0 5 23

（15） （3） （0） （5）

（3） （0） （5） （23）

　会計ファイナンス学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
15 3 0 5 23

（15）

（82）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 5 0 1 15

（9） （5） （0） （1） （15） （0）

人 人

9 5 0 1 15 0 82

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（9） （5） （0） （1） （15）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（15）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 5 0 1 15

（9） （5） （0） （1）

（5） （0） （1） （15）

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
9 5 0 1 15

（9）

新

設

分
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　経済政策学科

人 人 人 人 人

（82）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 3 0 2 14

（9） （3） （0） （2） （14） （0）

人 人

9 3 0 2 14 0 82

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（9） （3） （0） （2） （14）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（14）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 3 0 2 14

（9） （3） （0） （2）

（3） （0） （2） （14）

理学部
　数学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
9 3 0 2 14

（9）

（17）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 3 0 4 17

（10） （3） （0） （4） （17） （0）

人 人

10 3 0 4 17 0 17

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6

人

（10） （3） （0） （4） （17）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（17）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
10 3 0 4 17

（10） （3） （0） （4）

（3） （0） （4） （17）

　物理学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
10 3 0 4 17

（10）

（42）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

6 4 0 10 20

（6） （4） （0） （10） （20） （0）

人 人

6 4 0 10 20 0 42

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6

人

（6） （4） （0） （10） （20）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（20）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
6 4 0 10 20

（6） （4） （0） （10）

（4） （0） （10） （20）

　化学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
6 4 0 10 20

（6）

（18）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 4 0 5 19

（10） （4） （0） （5） （19） （0）

人 人

10 4 0 5 19 0 18

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6

人

（10） （4） （0） （5） （19）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（19）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
10 4 0 5 19

（10） （4） （0） （5）

（4） （0） （5） （19）

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
10 4 0 5 19

（10）

新

設

分
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　生命理学科

人 人 人 人 人

（26）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 4 0 7 20

（9） （4） （0） （7） （20） （0）

人 人

9 4 0 7 20 0 26

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6

人

（9） （4） （0） （7） （20）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（20）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 4 0 7 20

（9） （4） （0） （7）

（4） （0） （7） （20）

社会学部
　社会学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
9 4 0 7 20

（9）

（91）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 2 0 1 12

（9） （2） （0） （1） （12） （0）

人 人

9 2 0 1 12 0 91

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（9） （2） （0） （1） （12）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（12）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 2 0 1 12

（9） （2） （0） （1）

（2） （0） （1） （12）

　現代文化学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
9 2 0 1 12

（9）

（97）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 2 0 2 13

（9） （2） （0） （2） （13） （0）

人 人

9 2 0 2 13 0 97

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（9） （2） （0） （2） （13）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（13）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 2 0 2 13

（9） （2） （0） （2）

（2） （0） （2） （13）

　メディア社会学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
9 2 0 2 13

（9）

（102）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 2 1 1 13

（9） （2） （1） （1） （13） （0）

人 人

9 2 1 1 13 0 102

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（9） （2） （1） （1） （13）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（13）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 2 1 1 13

（9） （2） （1） （1）

（2） （1） （1） （13）

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
9 2 1 1 13

（9）

新

設

分
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法学部
　法学科

人 人 人 人 人

(101）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

14 2 1 3 20

（14） （2） （1） （3） （20） （0）

人 人

14 2 1 3 20 0 101

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数

12人

（14） （2） （1） （3） （20）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（20）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
14 2 1 3 20

（14） （2） （1） （3）

（2） （1） （3） （20）

　政治学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
14 2 1 3 20

（14）

（101）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 1 0 3 13

（9） （1） （0） （3） （13） （0）

人 人

9 1 0 3 13 0 101

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　8

人

（9） （1） （0） （3） （13）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（13）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 1 0 3 13

（9） （1） （0） （3）

（1） （0） （3） （13）

　国際ビジネス法学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
9 1 0 3 13

（9）

（101）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

12 5 0 0 17

（12） （5） （0） （0） （17） （0）

人 人

12 5 0 0 17 0 101

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　8

人

（12） （5） （0） （0） （17）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（17）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
12 5 0 0 17

（12） （5） （0） （0）

（5） （0） （0） （17）

観光学部
　観光学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
12 5 0 0 17

（12）

（54）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

11 1 0 2 14

（11） （1） （0） （2） （14） （0）

人 人

11 1 0 2 14 0 54

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（11） （1） （0） （2） （14）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（14）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
11 1 0 2 14

（11） （1） （0） （2）

（1） （0） （2） （14）

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
11 1 0 2 14

（11）

新

設

分
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　交流文化学科

人 人 人 人 人

（36）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 3 0 1 14

（10） （3） （0） （1） （14） （0）

人 人

10 3 0 1 14 0 36

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（10） （3） （0） （1） （14）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（14）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
10 3 0 1 14

（10） （3） （0） （1）

（3） （0） （1） （14）

コミュニティ福祉学部
　福祉学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
10 3 0 1 14

（10）

（49）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 3 0 6 16

（7） （3） （0） （6） （16） （0）

人 人

7 3 0 6 16 0 49

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　8

人

（7） （3） （0） （6） （16）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（16）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
7 3 0 6 16

（7） （3） （0） （6）

（3） （0） （6） （16）

　コミュニティ政策学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
7 3 0 6 16

（7）

（51）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 6 0 3 19

（10） （6） （0） （3） （19） （0）

人 人

10 6 0 3 19 0 51

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数

10人

（10） （6） （0） （3） （19）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（19）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
10 6 0 3 19

（10） （6） （0） （3）

（6） （0） （3） （19）

経営学部
　経営学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
10 6 0 3 19

（10）

（62）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 5 0 1 13

（7） （5） （0） （1） （13） （0）

人 人

7 5 0 1 13 0 62

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数

10人

（7） （5） （0） （1） （13）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（13）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
7 5 0 1 13

（7） （5） （0） （1）

（5） （0） （1） （13）

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
7 5 0 1 13

（7）

新

設

分
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　国際経営学科

人 人 人 人 人

（58）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

6 4 0 4 14

（6） （4） （0） （4） （14） （0）

人 人

6 4 0 4 14 0 58

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（6） （4） （0） （4） （14）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（14）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
6 4 0 4 14

（6） （4） （0） （4）

（4） （0） （4） （14）

現代心理学部
　心理学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
6 4 0 4 14

（6）

（38）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

8 5 0 3 16

（8） （5） （0） （3） （16） （0）

人 人

8 5 0 3 16 0 38

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6

人

（8） （5） （0） （3） （16）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（16）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
8 5 0 3 16

（8） （5） （0） （3）

（5） （0） （3） （16）

　映像身体学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
8 5 0 3 16

（8）

（44）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

12 2 0 2 16

（12） （2） （0） （2） （16） （0）

人 人

12 2 0 2 16 0 44

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　7

人

（12） （2） （0） （2） （16）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（16）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
12 2 0 2 16

（12） （2） （0） （2）

（2） （0） （2） （16）

異文化コミュニケーション学部
　異文化コミュニケーション学科

人 人 人 人 人

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
12 2 0 2 16

（12）

（82）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

21 6 2 6 35

（21） （6） （2） （6） （35） （0）

人 人

21 6 2 6 35 0 82

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9

人

（21） （6） （2） （6） （35）

（0）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（35）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
21 6 2 6 35

（21） （6） （2） （6）

（6） （2） （6） （35）

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
21 6 2 6 35

（21）

新

設

分
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スポーツウエルネス学部
　スポーツウエルネス学科

人 人 人 人 人

（27）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

14 6 0 8 28

（14） （6） （0） （8） （28） （0）

人 人

14 6 0 8 28 0 27

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数

12人

（14） （6） （0） （8） （28）

（0）

（28）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
14 6 0 8 28

（14） （6） （0） （8）

（0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
14 6 0 8 28

（14）

（0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

9 9 0 0 18 0 41

（6） （0） （8） （28）

環境学部
　環境学科

　人 　人 人 　人 人

（41）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 9 0 0 18

（9） （9） （0） （0） （18） （0）

　人 人

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
9 9 0 0

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
12人

（9） （9） （0） （0） （18）

（0）

（18）

（0）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 9 0 0 18

（9） （9） （0） （0）

（0） （18）

（0）

18

（9） （9） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

0 1898

（306） （107） （4） （85） （502） （0） （1898）
計

306 107 4 85 502

新

設

分
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大学全体

―既

設

分

該当なし

　人 　人 人 　人

（－） （－） （－） （－）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

― ― ― ― ―

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－） （－） （－）

人 　人 人

― ― ― ― ― ―

小計（ａ～ｂ）
― ― ― ― ―

（－） （－） （－） （－）

― ― ― ― ―

（－） （－） （－） （－）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

― ― ― ― ―

（－） （－） （－） （－）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

― ― ― ― ―

（－） （－） （－） （－）

― ―

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

（－） （－）

計
― ― ― ― ―

計（ａ～ｄ）
― ― ― ― ―

（－） （－） （－）

（－） （－） （－） （－）

事 務 職 員
267 176 443

(267）

0 1898

（306） （107） （4） （85） （502） （0） （1898）
合　　　　計

306 107 4 85 502

図 書 館 職 員
23 3 26

（23） （3） （26）

(176） （443）

技 術 職 員
26 0 26

（26） （0） （26）

職　　　種 専　　属 その他 計

計
316 179 495

（316） （179） （495）

指 導 補 助 者
0 0 0

（0） （0） （0）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

校 舎 敷 地 259,974㎡ ㎡ ㎡ 259,974㎡

そ の 他 4,929㎡

校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

㎡ ㎡ 4,929㎡

合 計

188,050㎡ ㎡ ㎡ 188,050㎡

（　182,054㎡） （　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡） （　182,054㎡）

264,903㎡ ㎡ ㎡ 264,903㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

標本

学部単位で
の特定不能
のため、大
学全体の
数。

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 315室 教 員 研 究 室 712室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌 機械・器具

0

(2,141,579〔835,259〕) （44,835〔34,011〕） (118,843〔103,725〕) (96,628〔96,467〕) (763) 0

種 〔うち外国書〕 点 点

大学全体
2,220,640〔857,801〕　 52,712〔39,419〕　 118,843〔103,725〕　 96,628〔96,467〕　 763

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

大学全体
13,450㎡ 881㎡ 17,838㎡

( 0) 

(2,141,579〔835,259〕) （44,835〔34,011〕） (118,843〔103,725〕) (96,628〔96,467〕) (763) ( 0 )
計

2,220,640〔857,801〕　 52,712〔34,419〕　 118,843〔103,725〕　 96,628〔96,467〕　 763

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 1,002千円 1,002千円 1,002千円 1,002千円

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 717,217,000 717,217,000 717,217,000 717,217,000 717,217,000 ― ―

設 備 購 入 費 772,915,000 772,915,000 772,915,000 772,915,000 772,915,000

― ―

共同研究費等 14,380千円 14,380千円 14,380千円 14,380千円 ― ―

―　千円

文学部
教育学科初等教育専攻（NEXUSﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑを除く）
1,378千円 1,178千円 1,188千円 1,178千円 ―　千円 ―　千円

文学部(教育学科初等教育専攻、ｸﾞ
ﾛｰﾊﾞﾙ・ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、NEXUS

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを除く)
1,378千円 1,178千円 1,178千円 1,178千円 ―　千円

― ―

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次
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経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

―　千円

経済学部（NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを除く）
法学部（NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ法学科ｸﾞﾛｰ

ﾊﾞﾙｺｰｽを除く）
観光学部

1,371千円 1,171千円 1,171千円 1,171千円 ―　千円 ―　千円

文学部
NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（教育学科初等教育専

攻）
1,967千円 1,178千円 1,188千円 1,178千円 ―　千円

―　千円

文学部
NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（教育学科初等教育専

攻を除く）
1,967千円 1,178千円 1,178千円 1,178千円 ―　千円 ―　千円

文学部
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

2,100千円 1,900千円 1,900千円 1,900千円 ―　千円

―　千円

理学部
物理学科

1,808千円 1,618千円 1,638千円 1,718千円 ―　千円 ―　千円

理学部
数学科

1,798千円 1,598千円 1,598千円 1,598千円 ―　千円

―　千円

法学部
国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ法学科ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺｰｽ

1,471千円 1,271千円 1,271千円 1,271千円 ―　千円 ―　千円

経済学部NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
法学部NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

1,956千円 1,171千円 1,171千円 1,171千円 ―　千円

―　千円

社会学部
NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

1,971千円 1,186千円 1,186千円 1,186千円 ―　千円 ―　千円

社会学部（NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを除く） 1,386千円 1,186千円 1,186千円 1,186千円 ―　千円

―　千円

理学部
生命理学科

1,838千円 1,638千円 1,678千円 1,678千円 ―　千円 ―　千円

理学部
化学科

1,838千円 1,678千円 1,598千円 1,678千円 ―　千円

―　千円

経営学部
NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

1,996千円 1,191千円 1,191千円 1,191千円 ―　千円 ―　千円

経営学部（NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを除く） 1,411千円 1,191千円 1,191千円 1,191千円 ―　千円

―　千円

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 1,970千円 1,181千円 1,181千円 1,181千円 ―　千円 ―　千円

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部（NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを除
く）

1,381千円 1,181千円 1,181千円 1,181千円 ―　千円

―　千円

現代心理学部
映像身体学科NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

2,075千円 1,255千円 1,255千円 1,255千円 ―　千円 ―　千円

現代心理学部
映像身体学科（NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを除

く）
1,455千円 1,255千円 1,255千円 1,255千円 ―　千円

―　千円

現代心理学部
心理学科

NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
2,037千円 1,230千円 1,230千円 1,230千円 ―　千円 ―　千円

現代心理学部
心理学科（NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを除く）

1,430千円 1,230千円 1,230千円 1,230千円 ―　千円

―　千円

環境学部 1,590千円 1,370千円 1,370千円 1,370千円 ―　千円 ―　千円

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学部
NEXUSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

2,090千円 1,255千円 1,255千円 1,255千円 ―　千円

―　千円

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学部 1,470千円 1,255千円 1,255千円 1,255千円 ―　千円 ―　千円

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 1,388千円 1,181千円 1,181千円 1,181千円 ―　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、資産運用収入、寄付金収入、補助金収入等
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キリスト教学科

史学科

教育学科

文学科

経済学科

会計ﾌｧｲﾅﾝｽ学科

経済政策学科

数学科

物理学科

化学科

生命理学科

社会学科

現代文化学科

メディア社会学科

法学科

政治学科

国際ビジネス法学科

観光学科

交流文化学科

福祉学科 ※令和5年
度入学定員
減（24人）

ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科 ※令和5年
度入学定員
増（66人）

経営学科

国際経営学科

心理学科

映像身体学科

東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 　立教大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

昭和24
年度

4 215 － 860 学士（文学） 1.04
≪0.99≫

昭和24
年度

4 50 － 200 学士（文学） 1.04
≪0.97≫

倍

文学部 1.05
≪0.99≫

同上

4 332 － 1328 学士（経済学） 1.06
≪1.00≫

昭和24
年度

学士（学術）

経済学部 1.03
≪0.98≫

昭和37
年度

4 552 － 2208 学士（文学） 1.03
≪0.98≫

平成18
年度

4 101 － 404 学士（文学） 1.14
≪1.09≫

理学部 1.02
≪0.97≫

平成14
年度

4 176 － 704 学士（経済学） 1.05
≪1.00≫

平成18
年度

4 176 － 704 学士（経済学） 0.97
≪0.93≫

昭和24
年度

4 77 － 308 学士（理学） 0.98
≪0.94≫

昭和24
年度

4 77 － 308 学士（理学） 1.03
≪0.96≫

同上

4 66 － 264 学士（理学） 1.05
≪0.99≫

昭和24
年度

同上

4 173 － 692 学士（社会学） 1.07
≪1.01≫

昭和33
年度

平成14
年度

社会学部 1.06
≪1.01≫

4 72 － 288 学士（理学） 1.01
≪0.98≫

同上

4 360 － 1440 学士（法学） 0.95
≪0.91≫

昭和34
年度

法学部 1.05
≪1.00≫

平成14
年度

4 173 － 692 学士（社会学） 1.07
≪1.02≫

平成18
年度

4 173 － 692 学士（社会学） 1.04
≪0.98≫

埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

4 195 － 780 学士（観光学） 1.09
≪1.02≫

平成10
年度

観光学部 1.05
≪0.99≫

昭和63
年度

4 115 － 460 学士（法学） 1.32
≪1.25≫

平成8年
度

4 110 － 440 学士（政治学） 1.07
≪1.01≫

同上

4 130 － 544 学士（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学） 1.00
≪0.96≫

平成18
年度

平成18
年度

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部 1.02
≪0.98≫

4 175 － 700 学士（観光学） 1.00
≪0.95≫

東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

4 230 － 920 学士（経営学） 1.02
≪0.98≫

平成18
年度

平成18
年度

経営学部 1.04
≪1.00≫

4 220 － 814 学士（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学） 1.03
≪1.00≫

埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

4 143 － 572 学士（心理学） 1.04
≪1.00≫

平成18
年度

平成18
年度

現代心理学部 1.05
≪1.00≫

4 155 － 620 学士（経営学） 1.08
≪1.02≫

平成18
年度

4 176 － 704 学士（映像身体学） 1.06
≪1.01≫
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※令和6年
度入学定員
増（65人）

※令和5年
度設置

英米文学専攻(M)

英米文学専攻(D)

史学専攻(M)

史学専攻(D)

教育学専攻(M)

教育学専攻(D)

日本文学専攻(M)

日本文学専攻(D)

フランス文学専攻(M)

フランス文学専攻(D)

ドイツ文学専攻(M)

ドイツ文学専攻(D)

比較文明学専攻(M)

比較文明学専攻(D)

超域文化学専攻(M)

超域文化学専攻(D)

経済学専攻(M)

経済学専攻(D)

物理学専攻(M)

物理学専攻(D)

化学専攻(M)

化学専攻(D)

数学専攻(M)

数学専攻(D)

生命理学専攻(M)

生命理学専攻(D)

社会学専攻(M)

社会学専攻(D)

既
設
大
学
等
の
状
況

東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 210 － 710 学士（異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学） 1.12
≪1.02≫

平成20
年度

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 1.12
≪1.02≫

令和5年
度

文学研究科

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学部 1.00 埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科 4 230 － 690 学士（ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学） 1.00

昭和28
年度

2 15 － 30 修士（文学） 0.70 昭和33
年度

3 3 － 9 博士（文学） 0.56

東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

2 18 － 36 修士（文学） 0.25 昭和26
年度

昭和47
年度

2 20 － 40 修士（文学） 0.73 昭和35
年度

3 3 － 9 博士（教育学） 0.67

昭和51
年度

2 10 － 20 修士（教育学） 0.25 昭和44
年度

3 6 － 18 博士（文学） 0.83

昭和42
年度

2 8 － 16 修士（文学） 0.31 昭和42
年度

3 3 － 9 博士（文学） 0.22

昭和37
年度

2 8 － 16 修士（文学） 0.44 昭和40
年度

3 8 － 24 博士（文学） 0.50

平成12
年度

2 5 － 10 修士（文学） 0.80 昭和42
年度

3 5 － 15 博士（比較文明学） 0.33

昭和44
年度

2 10 － 20 修士（比較文明学） 0.65 平成10
年度

3 3 － 9 博士（文学） 0.22

同上

2 40 － 80 修士（経済学） 0.71 昭和26
年度

昭和44
年度

経済学研究科

3 3 － 9 博士（文学） 0.11

博士（会計学）

理学研究科

修士（会計学）

3 5 － 15 博士（経済学） 0.55 昭和38
年度

昭和30
年度

2 20 － 40 修士（理学） 1.00 昭和29
年度

3 4 － 12 博士（理学） 1.08

同上

2 20 － 40 修士（理学） 1.08 昭和28
年度

昭和37
年度

2 15 － 30 修士（理学） 1.23 平成8
年度

3 3 － 9 博士（理学） 0.44

昭和37
年度

2 5 － 10 修士（理学） 1.70 昭和30
年度

3 4 － 12 博士（理学） 0.17

同上

2 20 － 40 修士（社会学） 0.93 平成2
年度

平成10
年度

社会学研究科

3 4 － 12 博士（理学） 0.33

平成9
年度

3 10 － 30 博士（社会学） 0.63
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法学政治学専攻(M)

法学政治学専攻(D)

観光学専攻(M)

観光学専攻(D)

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(M)

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(D)

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(M)

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(D)

※令和6年4
月名称変更

経営学専攻(M)

経営学専攻(D)

国際経営学専攻(M)

心理学専攻(M)

心理学専攻(D)

臨床心理学専攻(M)

臨床心理学専攻(D)

映像身体学専攻(M)

映像身体学専攻(D)

キリスト教学専攻(M)

キリスト教学専攻(D)

既
設
大
学
等
の
状
況

同上

2 20 － 40 修士（法学） 0.50 平成18
年度

法学研究科

博士（政治学）

観光学研究科

修士（政治学）

3 8 － 24 博士（法学） 0.23 平成18
年度

平成10
年度

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学研究科

3 8 － 24 博士（観光学） 0.50

埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

2 20 － 40 修士（観光学） 0.60 平成10
年度

平成16
年度

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科 東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

2 90 － 180 修士（経営管理学）

3 5 － 15 博士（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学） 0.47

同上

2 15 － 30 修士（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学） 0.67 平成18
年度

同上

社会デザイン学専攻(M) 2 50 － 100 修士（社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ学） 1.12 平成14
年度

社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科

1.17 平成14
年度

3 5 － 15 博士（経営管理学） 平成19
年度

同上

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(M) 2 20 － 40 修士（異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学） 0.88 平成14
年度

1.07 平成19
年度

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科

社会デザイン学専攻(D) 3 5 － 15 博士（社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ学）

同上

2 10 － 20 修士（経営学） 1.90 平成18
年度

1.40 平成16
年度

経営学研究科

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(D) 3 5 － 15 博士（異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学）

埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

2 10 － 20 修士（心理学） 0.15 平成18
年度

修士（公共経営学）

現代心理学研究科

平成18
年度

2 50 － 100 修士（国際経営学） 0.53 平成23
年度

3 5 － 15 博士（経営学） 1.07

平成18
年度

2 15 － 30 修士（映像身体学） 0.63 平成20
年度

3 4 － 12 博士（臨床心理学） 0.25

平成18
年度

2 15 － 30 修士（臨床心理学） 0.97 平成18
年度

3 3 － 9 博士（心理学） 0.22

東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

2 10 － 20 修士（神学） 1.05 平成21
年度

平成22
年度

キリスト教学研究科

3 4 － 12 博士（映像身体学） 0.17

平成21
年度

博士（文学）

修士（文学）

修士（実践神学）

3 5 － 15 博士（神学） 0.60
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人工知能科学専攻(M)

人工知能科学専攻(D)

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学専攻(M) 10

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学専攻(D) 5

既
設
大
学
等
の
状
況

人工知能科学研究科

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学研究科 埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

2 － 20 修士（ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学） 0.90

3 8 － 24 博士（人工知能科学） 0.71

同上

2 63 － 126 修士（人工知能科学） 1.00 令和2年
度

附属施設の概要 該当なし

令和5年
度

3 － 15 博士（ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学） 1.00 令和5年
度

令和4年
度
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立教大学 立教大学

編入学
定員

編入学
定員

（３年次） （３年次）

キリスト教学
科

50 － 200
キリスト教学
科

50 － 200

史学科 215 － 860 史学科 215 － 860

教育学科 101 － 404 教育学科 101 － 404

文学科 552 － 2,208 文学科 552 － 2,208

経済学科 332 － 1,328 経済学科 332 － 1,328

会計ファイナ
ンス学科

176 － 704
会計ファイナ
ンス学科

176 － 704

経済政策学科 176 － 704 経済政策学科 176 － 704

数学科 66 － 264 数学科 66 － 264

物理学科 77 － 308 物理学科 77 － 308

化学科 77 － 308 化学科 77 － 308

生命理学科 72 － 288 生命理学科 72 － 288

社会学科 173 － 692 社会学科 173 － 692

現代文化学科 173 － 692 現代文化学科 173 － 692

メディア社会
学科

173 － 692
メディア社会
学科

173 － 692

法学科 360 － 1,440 法学科 360 － 1,440

政治学科 110 － 440 政治学科 110 － 440

国際ビジネス
法学科

115 － 460
国際ビジネス
法学科

115 － 460

観光学科 195 － 780 観光学科 195 － 780

交流文化学科 175 － 700 交流文化学科 175 － 700

福祉学科 130 － 520 福祉学科 130 － 520

コミュニティ
政策学科

220 － 880
コミュニティ
政策学科

220 － 880

経営学科 230 － 920 経営学科 230 － 920

国際経営学科 155 － 620 国際経営学科 155 － 620

心理学科 143 － 572 心理学科 143 － 572

映像身体学科 176 － 704 映像身体学科 176 － 704

異 文 化 コ
ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ
ン学部

異文化コミュ
ニケーション
学科

210 － 840

異 文 化 コ
ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ
ン学部

異文化コミュ
ニケーション
学科

210 － 840

ス ポ ー ツ
ウ エ ル ネ
ス学部

スポーツウエ
ルネス学科

230 － 920
ス ポ ー ツ
ウ エ ル ネ
ス学部

スポーツウエ
ルネス学科

230 － 920

環境学部 環境学科 204 － 816

4,862 － 19,448 5,066 － 20,264計 計

経営学部 経営学部

現 代 心 理
学部

現 代 心 理
学部

学部の設置（届出）
※収定増認可申請

観光学部 観光学部

コ ミ ュ ニ
テ ィ 福 祉
学部

コ ミ ュ ニ
テ ィ 福 祉
学部

法学部 法学部

経済学部 経済学部

理学部 理学部

社会学部 社会学部

文学部 文学部

学校法人立教学院　設置認可等に関わる組織の移行表

令和7年度 令和8年度

学   部 学 科
入学
定員

収容
定員

学   部 学 科
入学
定員

収容
定員

変更の事由
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令和7年度 令和8年度

立教大学大学院 立教大学大学院

英米文学専攻(M) 18 － 36 英米文学専攻(M) 18 － 36

英米文学専攻(D) 3 － 9 英米文学専攻(D) 3 － 9

史学専攻(M) 15 － 30 史学専攻(M) 15 － 30

史学専攻(D) 6 － 18 史学専攻(D) 6 － 18

教育学専攻(M) 10 － 20 教育学専攻(M) 10 － 20

教育学専攻(D) 3 － 9 教育学専攻(D) 3 － 9

日本文学専攻(M) 20 － 40 日本文学専攻(M) 20 － 40

日本文学専攻(D) 8 － 24 日本文学専攻(D) 8 － 24

フランス文学専攻(M) 8 － 16 フランス文学専攻(M) 8 － 16

フランス文学専攻(D) 3 － 9 フランス文学専攻(D) 3 － 9

ドイツ文学専攻(M) 8 － 16 ドイツ文学専攻(M) 8 － 16

ドイツ文学専攻(D) 3 － 9 ドイツ文学専攻(D) 3 － 9

比較文明学専攻(M) 10 － 20 比較文明学専攻(M) 10 － 20

比較文明学専攻(D) 5 － 15 比較文明学専攻(D) 5 － 15

超域文化学専攻(M) 5 － 10 超域文化学専攻(M) 5 － 10

超域文化学専攻(D) 3 － 9 超域文化学専攻(D) 3 － 9

経済学専攻(M) 40 － 80 経済学専攻(M) 40 － 80

経済学専攻(D) 5 － 15 経済学専攻(D) 5 － 15

物理学専攻(M) 20 － 40 物理学専攻(M) 20 － 40

物理学専攻(D) 4 － 12 物理学専攻(D) 4 － 12

化学専攻(M) 20 － 40 化学専攻(M) 20 － 40

化学専攻(D) 4 － 12 化学専攻(D) 4 － 12

数学専攻(M) 5 － 10 数学専攻(M) 5 － 10

数学専攻(D) 3 － 9 数学専攻(D) 3 － 9

生命理学専攻(M) 15 － 30 生命理学専攻(M) 15 － 30

生命理学専攻(D) 4 － 12 生命理学専攻(D) 4 － 12

社会学専攻(M) 20 － 40 社会学専攻(M) 20 － 40

社会学専攻(D) 10 － 30 社会学専攻(D) 10 － 30

法学政治学専攻(M) 20 － 40 法学政治学専攻(M) 20 － 40

法学政治学専攻(D) 8 － 24 法学政治学専攻(D) 8 － 24

観光学専攻(M) 20 － 40 観光学専攻(M) 20 － 40

観光学専攻(D) 8 － 24 観光学専攻(D) 8 － 24

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(M) 15 － 30 ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(M) 15 － 30

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(D) 5 － 15 ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(D) 5 － 15

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(M) 90 － 180 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(M) 90 － 180

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(D) 5 － 15 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(D) 5 － 15

社会デザイン学専攻(M) 50 － 100 社会デザイン学専攻(M) 50 － 100

社会デザイン学専攻(D) 5 － 15 社会デザイン学専攻(D) 5 － 15

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻
(M)

20 － 40
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻
(M)

20 － 40

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻
(D)

5 － 15
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻
(D)

5 － 15

経営学専攻(M) 10 － 20 経営学専攻(M) 10 － 20

経営学専攻(D) 5 － 15 経営学専攻(D) 5 － 15

国際経営学専攻(M) 50 － 100 国際経営学専攻(M) 50 － 100

編入学
定員

文学研究科

経済学研究科

理学研究科

社会学研究科

法学研究科

観光学研究科

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学
研究科

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ
研究科

社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ研
究科

異文化ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ研究科

経営学研究科

社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ研
究科

異文化ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ研究科

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学
研究科

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ
研究科

経営学研究科

法学研究科

観光学研究科

経済学研究科

理学研究科

社会学研究科

学校法人立教学院　設置認可等に関わる組織の移行表

研究科 専攻
入学
定員

収容
定員

研究科 専攻
入学
定員

収容
定員

変更の事由
編入学
定員

文学研究科
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学校法人立教学院　設置認可等に関わる組織の移行表

令和7年度 令和8年度
立教大学大学院 立教大学大学院

心理学専攻(M) 10 － 20 心理学専攻(M) 10 － 20

心理学専攻(D) 3 － 9 心理学専攻(D) 3 － 9

臨床心理学専攻(M) 15 － 30 臨床心理学専攻(M) 15 － 30

臨床心理学専攻(D) 4 － 12 臨床心理学専攻(D) 4 － 12

映像身体学専攻(M) 15 － 30 映像身体学専攻(M) 15 － 30

映像身体学専攻(D) 4 － 12 映像身体学専攻(D) 4 － 12

キリスト教学専攻(M) 10 － 20 キリスト教学専攻(M) 10 － 20

キリスト教学専攻(D) 5 － 15 キリスト教学専攻(D) 5 － 15

人工知能科学専攻（M） 63 － 126 人工知能科学専攻（M） 63 － 126

人工知能科学専攻（D） 8 － 24 人工知能科学専攻（D） 8 － 24

スポーツウエルネス学
専攻(M)

10 － 20
スポーツウエルネス学
専攻(M)

10 － 20

スポーツウエルネス学
専攻(D)

5 － 15
スポーツウエルネス学
専攻(D)

5 － 15

計 746 － 1,626 計 746 － 1,626

現代心理学研
究科

キリスト教学
研究科

人工知能科学
研究科

スポーツウエ
ルネス学研究
科

スポーツウエ
ルネス学研究
科

現代心理学研
究科

キリスト教学
研究科

人工知能科学
研究科

研究科研究科 専攻
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

専攻
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由
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RIKKYO UNIVERSITY AND SCHOOLS

※

校地面積参入部分

当該申請に係る学部等の
使用部分

※ 立教池袋中学・高等学校
との共用部分

校地面積　70225㎡
校舎面積　130774㎡

（３）校舎、運動場等の配置図
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RIKKYO UNIVERSITY AND SCHOOLS

校地面積参入部分

9号館

※

※

当該申請に係る学部等の使用部分

※ 立教新座中学・高等学校との共用部分

校地面積　102906㎡
校舎面積　57275㎡

9号館
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校地面積参入部分

校地面積：86844㎡
校舎面積：0㎡
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立教大学諸規程集 
立教大学編

第 2編 学則 

立教大学学則

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施行 昭和 24年４月１日 
改正 昭和 30年４月１日 

昭和 31年４月１日 
昭和 33年４月１日 
昭和 34年４月１日 
昭和 36年４月１日 
昭和 37年４月１日 
昭和 38年４月１日 
昭和 39年４月１日 
昭和 40年４月１日 
昭和 41年４月１日 
昭和 42年４月１日 
昭和 43年４月１日 
昭和 44年４月１日 
昭和 46年４月１日 
昭和 47年４月１日 
昭和 48年４月１日 
昭和 49年４月１日 
昭和 50年４月１日 
昭和 51年４月１日 
昭和 52年４月１日 
昭和 53年４月１日 
昭和 54年４月１日 
昭和 55年４月１日 
昭和 56年４月１日 

1982年４月１日 
1983年４月１日 
1984年４月１日 
1985年４月１日 
1986年４月１日 
1987年４月１日 
1988年４月１日 
1989年４月１日 
1990年４月１日 
1991年４月１日 

1991年 10月 11日 
1992年４月１日 
1993年４月１日 
1994年４月１日 
1995年４月１日 

1995年４月 14日 
1996年４月１日 
1997年４月１日 
1998年４月１日 
1999年４月１日 
2000年４月１日 
2001年４月１日 
2002年４月１日 
2003年４月１日 
2004年４月１日 
2005年４月１日 
2006年４月１日 
2007年４月１日 

改正 2008年４月１日 
2009年４月１日 
2010年４月１日 
2011年４月１日 
2012年４月１日 
2013年４月１日 
2014年４月１日 
2015年４月１日 
2016年４月１日 
2017年４月１日 
2018年４月１日 
2019年４月１日 
2020年４月１日 
2021年４月１日 
2022年４月１日 
2023年４月１日 
2024年４月１日 
2025年４月１日 
2026年４月１日 
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第１章 総 則 
 
（目的） 
第１条 本大学は，キリスト教に基づく人格の陶冶を旨とし，学校教育法（昭和 22 年法律第 26
号）により学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究めることを目的とする。 

 
２ 学部ごとの，人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は，別表７のとおりとする。 
 
（設置） 
第２条 本大学に学部及び大学院を置く。 
 
（学部，学科等） 
第３条 本大学の学部，学科及びその収容定員は，次のとおりとする。 

学       部 学科 入学定員 
編入学定員 
（３年次） 

収容定員 

文 学 部 キ リ ス ト 教 学 科 50 名  200 名 

史 学 科 215 名  860 名 

教 育 学 科 101 名  404 名 

文 学 科 552 名  2,208 名 

 計   918 名  3,672 名 
経 済 学 部 経 済 学 科 332 名  1,328 名 

会 計 フ ァ イ ナ ン ス 学 科 176 名  704 名 

経 済 政 策 学 科 176 名  704 名 

 計   684 名  2,736 名 
理 学 部 数 学 科 66 名  264 名 

物 理 学 科 77 名  308 名 

化 学 科 77 名  308 名 

生 命 理 学 科 72 名  288 名 

 計   292 名  1,168 名 
社 会 学 部 社 会 学 科 173 名  692 名 

現 代 文 化 学 科 173 名  692 名 

メ デ ィ ア 社 会 学 科 173 名  692 名 

 計   519 名  2,076 名 
法 学 部 法 学 科 360 名  1,440 名 

政 治 学 科 110 名  440 名 

国 際 ビ ジ ネ ス 法 学 科 115 名  460 名 

 計   585 名  2,340 名 
観 光 学 部 観 光 学 科 195 名  780 名 

交 流 文 化 学 科 175 名  700 名 

 計   370 名  1,480 名 
コ ミ ュ ニ テ ィ 福 祉 学 部 福 祉 学 科 130 名  520 名 

コ ミ ュ ニ テ ィ 政 策 学 科 220 名  880 名 

ス ポ ー ツ ウ エ ル ネ ス 学 科 募集停止 

 計   350 名  1,400 名 
経 営 学 部 経 営 学 科 230 名  920 名 

国 際 経 営 学 科 155 名  620 名 

 計   385 名  1,540 名 
現 代 心 理 学 部 心 理 学 科 143 名  572 名 

映 像 身 体 学 科 176 名  704 名 

 計   319 名  1,276 名 
異文化コミュニケーション学部 異文化コミュニケーション学科 210 名  840 名 
ス ポ ー ツ ウ エ ル ネ ス 学 部 ス ポ ー ツ ウ エ ル ネ ス 学 科 230 名  920 名 
環 境 学 部 環 境 学 科 204 名  816 名 

合 計 5,066 名 0 名 20,264 名 

 
（修業年限） 
第４条 １年次から同一学部・学科・専修に在学する者の修業年限は４年とする。ただし，在学
年数は８年を超えることができない。 

２ ２年次に編入学又は転部・転科した者の当該学部・学科の修業年限は３年とする。ただし，
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在学年数は７年を超えることができない。 
３ ３年次に編入学又は転部・転科・転専修した者の当該学部・学科・専修の修業年限は２年と
する。ただし，在学年数は６年を超えることができない。 

４ 第１項の規定にかかわらず，NEXUS プログラムに入学した者（異文化コミュニケーション学
部に在学する者を除く。）の修業年限は，4.5 年（９学期）とする。ただし，在学年数は８年
を超えることができない。 

 
（学士の学位） 
第５条 １年次から同一学部・学科・専修に４年以上在学して，所定の試験に合格し，所定の単
位を修得した者には学士の学位を授与する。ただし，NEXUS プログラムに入学した者（異文化
コミュニケーション学部に在学する者を除く。）の在学期間は 4.5 年（９学期）以上とする。 

２ ２年次に編入学又は転部・転科した場合，当該学部・学科に３年以上在学して，所定の試験
に合格し，所定の単位を修得した者には学士の学位を授与する。 

３ ３年次に編入学又は転部・転科・転専修した場合，当該学部・学科・専修に２年以上在学し
て，所定の試験に合格し，所定の単位を修得した者には学士の学位を授与する。 

４ 学部・学科において授与する学士の学位の専攻分野名を次のとおりとする。 
 

学    部 学    科 専 攻 分 野 名 

文学部 キリスト教学科 文学 

 史学科  

 教育学科  

 文学科 文学，学術 

経済学部 経済学科 経済学 

 会計ファイナンス学科  

 経済政策学科  

理学部 数学科 理学 

 物理学科  

 化学科  

 生命理学科  

社会学部 社会学科 社会学 

 現代文化学科  

 メディア社会学科  

法学部 法学科 法学 

 政治学科 政治学 

 国際ビジネス法学科 法学 

観光学部 観光学科 観光学 

 交流文化学科  

コミュニティ福祉学部 福祉学科 コミュニティ福祉学 

 コミュニティ政策学科  

 スポーツウエルネス学科 スポーツウエルネス学 

経営学部 経営学科 経営学 

 国際経営学科  

現代心理学部 心理学科 心理学 

 映像身体学科 映像身体学 

異文化コミュニケーション学部  異文化コミュニケーション学科 異文化コミュニケーション学 

スポーツウエルネス学部  スポーツウエルネス学科 スポーツウエルネス学 

環境学部  環境学科 環境学 

第５条の２ 法学部法学科法曹コースは前２条の規定にかかわらず，３年以上在学し，所定の試
験に合格し，所定の単位を優秀な成績をもって修得した者には学士の学位を授与する。 

２ 法学部法学科法曹コースの学修を許可された者は，別表８による登録料を指定された期間内
に納めなければならない。 
 
（学年） 
第６条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月 31 日に終わる。または９月 20 日に始まり,翌年
９月 19 日に終わる。 

 
（学期） 
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第７条 学年を分けて次の２期とする。 
    春学期 ４月１日から９月 19 日まで 
    秋学期 ９月 20 日から翌年３月 31 日まで 
 
（休業日） 
第８条 休業日は，次のとおりとする。 
（1） 日 曜 日 
（2） 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）で規定する休日 
（3） 本大学創立記念日 ５月５日 
（4） 春季休業 ２月上旬から３月下旬まで 
（5） 夏季休業 ７月下旬から９月中旬まで 
（6） 冬季休業 12 月下旬から翌年１月上旬まで 
２ 前項の休業日を変更し，又は臨時に休業日を定めることがある。 
 
第２章 教育課程 
 
第１節 単位 
 

第９条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって
構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な
学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

（1）講義及び演習については，15 時間から 30 時間の授業をもって１単位とする。 
（2）輪講，実験，実習及び実技については，30 時間から 45 時間の授業をもって１単位とする。 
２ 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究等の授業科目については，これらの学修の成
果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学修等を考慮
して，単位数を定めることができる。 

３ 本大学は，第 1 項に規定する講義，演習，輪講，実験，実習及び実技による授業科目につい
て,教育上有益と認めるときは，文部科学大臣が別に定めるところにより，多様なメディアを
高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

 
第１０条 学生は，第 13 条から第 18 条の８に定める所定の授業科目を履修し，所定の単位を修
得しなければならない。 

２ 授業科目は，全学共通科目及び専門教育科目は配当年次の指定科目を除き全年次において履
修させる。 

 
第１０条の２ 本大学は,教育上有益と認めるときは,教授会の定めるところにより,学生が他の
大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を,60 単位を超えない範
囲で本大学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は,学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 
 
第１０条の３ 本大学は,教育上有益と認めるときは,教授会の定めるところにより,学生が行う
短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を,本
大学における授業科目の履修とみなし,単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることのできる単位数は,前条第１項及び第２項により本大学において修得
したものとみなす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。 

 
第１０条の４ 本大学は,教育上有益と認めるときは,教授会の定めるところにより,学生が本大
学に入学する前に,大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位（科目
等履修生として修得した単位を含む。）を,本大学に入学した後の本大学における授業科目の履
修により修得したものとみなすことができる。 

２ 本大学は,教育上有益と認めるときは,教授会の定めるところにより,学生が本大学に入学す
る前に行った前条第１項に規定する学修を,本大学における授業科目の履修とみなし,単位を
与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし,又は与えることのできる単位数は,編入学,転部等の場
合を除き,本大学において修得した単位以外のものについては,第 10 条の２第１項及び第２項
並びに前条第１項により本大学において修得したものとみなす単位数と合わせて 60 単位を超
えないものとする。 

 
第１０条の５ 第９条第３項に定める授業科目の履修により修得できる単位数は，第１３条から
第１８条の８に定める所定の単位のうち，６０単位を上限として卒業に必要な単位とすること
ができる。 
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第１１条 小学校，中学校，高等学校教諭１種免許状取得希望者は，各学部・学科・専修に配置
された教科に関する専門教育科目及び文学部教育学科に配置された小学校，中学校，高等学校
教育職員免許状取得に必要な教職に関する専門教育科目を履修し，その単位を修得しなければ
ならない。 

２ 本大学の各学部・学科・専攻・専修において取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科
は，次のとおりとする。 

 

学   部 学   科 
種 類 ・ 教 科 

小学校教諭 
１種免許状 

中学校教諭 
１種免許状 

高等学校教諭 
１種免許状 

文 学 部 キ リ ス ト 教 学 科 
 社 会 

宗 教 
地理歴史，公民 
宗 教 

 史 学 科  社 会 地理歴史，公民 
 教 育 学 科    
    教 育 学 専 攻 課 程  社 会 公 民 
    初 等 教 育 専 攻 課 程 小学校   
 文 学 科    
    英 米 文 学 専 修  英 語 英 語 
    ド イ ツ 文 学 専 修  ド イ ツ 語 ド イ ツ 語 
    フ ラ ン ス 文 学 専 修  フランス語 フ ラ ン ス 語 
    日 本 文 学 専 修  国 語 国 語 
    文 芸 ・ 思 想 専 修  国 語 国 語 

経 済 学 部 経 済 学 科 

 
社 会 
（2018 年度
入学者まで） 

地理歴史， 
公民・商業（2018
年度入学者ま
で） 

  
会 計 フ ァ イ ナ ン ス 学 科 

 社 会 
（2018 年度
入学者まで） 

公民（2018 年度
入学者まで），
商業 

 

経 済 政 策 学 科 

 

社 会 

公民， 
地理歴史・商業
（2018年度入学
者まで） 

理 学 部 数 学 科  数 学 数 学 ， 情 報 
 物 理 学 科  理 科 理 科 
 化 学 科  理 科 理 科 
 生 命 理 学 科  理 科 理 科 
社 会 学 部 社 会 学 科  社 会 公 民 
 現 代 文 化 学 科  社 会 公 民 
 メ デ ィ ア 社 会 学 科  社 会 公 民 

法 学 部 
法 学 科  社 会 地理歴史（2018

年度入学者ま
で），公民 

 政 治 学 科  社 会 
（2018 年度
入学者まで） 

地理歴史， 
公民（2018 年度
入学者まで） 

 国 際 ビ ジ ネ ス 法 学 科  社 会 
（2018 年度
入学者まで） 

地理歴史・公民
（2018年度入学
者まで） 

観 光 学 部 観 光 学 科  社 会 
（2018 年度
入学者まで） 

地理歴史（2018
年度入学者ま
で） 

 交 流 文 化 学 科  社 会 地 理 歴 史 
コ ミ ュ ニ テ ィ 福 祉 学 部 福 祉 学 科  

社 会 
（2018 年度
入学者まで） 

公民（2018 年度
入学者まで），
福祉（2022 年度
入学者まで） 

 コ ミ ュ ニ テ ィ 政 策 学 科  社 会 公 民 
 ス ポ ー ツ ウ エ ル ネ ス 学 科 

（ 2022 年度入学者まで）  
 保 健 体 育 保 健 体 育 

経 営 学 部 経 営 学 科  社 会 公 民 
(2015 年度入学者まで) 国 際 経 営 学 科  社 会 公 民 

現 代 心 理 学 部 
(2015 年度入学者まで) 

心 理 学 科   公 民 
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異文化コミュニケーション学部 異文化コミュニケーション学科  英 語 英 語 
ス ポ ー ツ ウ エ ル ネ ス 学 部 ス ポ ー ツ ウ エ ル ネ ス 学 科  保 健 体 育 保 健 体 育 
環 境 学 部 環 境 学 科  社 会 

理 科 
公 民 
理 科 

 
３ 削除 
 
４ 免許教科「情報」及び「福祉」は 2000 年度以降入学者が取得できる。 
 
第１２条 学芸員の資格を取得しようとする者は，各学部・学科所定の単位のほか，第 19 条に
定められた博物館に関する科目を履修し，その単位を修得しなければならない。 

  博物館に関する科目及びその単位は，第 10 条に規定する授業科目及び単位には含まれない。 
２ 司書の資格及び司書教諭の資格を取得しようとする者は，第 19 条に定められた図書館に関
する科目を履修し，その単位を修得しなければならない。 

  図書館に関する科目及びその単位は，第 10 条に規定する授業科目及び単位には含まれない。 
３ 社会教育主事の資格を取得しようとする者は，第 19 条に定められた社会教育に関する科目
を履修し，その単位を修得しなければならない。 

  社会教育に関する科目及びその単位は，第 10 条に規定する授業科目及び単位には含まれな
い。 

 
 第２節 全学共通科目 
 
第１３条 全学共通科目及びその単位並びに各学部における履修方法は，別表１のとおりとする。 
 

第３節 文学部 
 
第１４条 文学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりとする。 
 
 第４節 経済学部 
 
第１５条 経済学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりとする。 
 
第５節 理学部 

 
第１６条 理学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりとする。 

 
第６節 社会学部 

 
第１７条 社会学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりとする。 
 
第７節 法学部 

 
第１８条 法学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりとする。 

 
第８節 観光学部 

 
第１８条の２ 観光学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりと 
する。 
 
第９節 コミュニティ福祉学部 

 
第１８条の３ コミュニティ福祉学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１の
とおりとする。 
 
第１０節 経営学部 

 
第１８条の４ 経営学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりとする。 

 
第１１節 現代心理学部 
 

第１８条の５ 現代心理学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりと 
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する。 
 
第１２節 異文化コミュニケーション学部 

 
第１８条の６ 異文化コミュニケーション学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，
別表１のとおりとする。 
 
第１３節 スポーツウエルネス学部 

 
第１８条の７ スポーツウエルネス学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１
のとおりとする。 

 
第１４節 環境学部 

 
第１８条の８ 環境学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりとする。 
 

第１５節 学芸員，司書，司書教諭及び社会教育主事 
 
第１９条 本大学の全ての学部・大学院に在籍する学生の学芸員，司書，司書教諭及び社会教育
主事の資格取得に必要な所定の科目及びその単位並びに履修方法は，別表１のとおりとする。 

 
第１６節 日本語教育センター 
 

第１９条の２ 日本語教育センター科目及びその単位は，別表１のとおりとする。 
 
第３章 試験 
 
第２０条 削除 
 
第２１条 試験は，各授業科目について行い，合格，不合格を定める。 
２ 試験成績は，100 点を満点とし，60 点以上を合格とし，60 点未満を不合格とする。 
３ 試験に合格した者には，その授業科目所定の単位を与える。 
 
第２２条 忌引その他の事由により試験を受けることができなかった者のために，追試験を行う
ことがある。 

 
第２３条 休学中は，試験を受けることができない。 
 
第４章 入学，編入学，休学，復学，退学，再入学及び除籍 
 
（入学） 
第２４条 本大学の１年次に入学を許可する者は，次の各号の一に該当する者で選抜試験に合格
し所定の手続を完了した者とする。 

（1）高等学校を卒業した者 
（2）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者 
（3）通常の課程以外の課程により前号に相当する学校教育を修了した者 
（4）外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学 
  大臣の指定した者 
（5）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 
（6）文部科学大臣の指定した者（昭和 23 年文部省告示第 47 号） 
（7）高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭
和 26 年文部省令第 13 号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

（8）その他相当の年齢に達し高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると本大学において
認めた者 

 
第２４条の２ 立教新座高等学校，立教池袋高等学校及び日本聖公会関係の各高等学校又は本大
学の推薦入学者制度の指定を受けた高等学校の卒業者中当該学校長の推薦した者については，
前条の規定にかかわらず選抜試験の一部又は全部を免除することができる。 
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（編入学） 
第２５条 ２年次以上に編入学又は転部・転科・転専修を許可する者は，別に定める本大学の編
入学又は転部・転科・転専修の資格を有し，かつ，本大学で行う選抜試験に合格し所定の手続
を完了した者とする。 

 
第２５条の２ 本大学と協定のある大学長の許可を得て本大学への転入学を願い出る者に対し
て，教授会等の審査の上，転入学を許可することがある。 

 
第２６条 第 24 条による入学資格を有しない外国人であって在外公館の推薦ある者は，審査 
の上，学修を許可することがある。 

２ 前項により学修を許可された者は，第５条を除き本学則を準用する。 
 
（入学期） 
第２７条 入学期は，学年又は学期の初めとする。 
２ 第 50 条の２に規定する特別外国人学生の入学時期は，各年の 4 月 1 日又は 9 月 1 日とする
ことができる。 
３ 第 51 条の３に規定する短期プログラム受講生の受入時期は，別に定める細則による。 
 
（入学志願手続） 
第２８条 入学志願者は，入学願書，出身学校長証明の調査書，写真を提出し，かつ，別表２の
１若しくは別表２の２による入学検定料を納めなければならない。 

 
（入学手続） 
第２９条 選抜試験に合格した者で本大学に入学しようとする者は，保証人を定め，所定の期日
までに保証人届出書を提出し，その他指定された手続をしなければならない。 

２ 本大学は，前項の手続を完了した者に対して入学を許可する。 
 
第３０条 保証人は，本人在学中に係る一切の事項についてその責に任じ，本人の父母又はこれ
に代わるべき者でなければならない。 

 
第３１条 保証人が死亡し又は前条の要件を欠いた時は，遅滞なく新たな保証人を定め更に保証
人届出書を提出しなければならない。 

 
（休学及び復学） 
第３２条 病気その他やむを得ない事由により満２か月以上就学することができないときは，保
証人連署をもって願い出て許可を受け当該学期間休学することができる。なお，その事実を証
明する書面の提出を求めることがある。 

２ 休学中の期間は，在学年数に算入しない。 
３ 休学回数は，通算して８回を超えることができない。 
４ 休学者は，第１項により休学した期間終了後，学期の初めにおいて復学する。 
 
（退学） 
第３３条 病気その他の事由により退学しようとする場合は，保証人連署をもって願い出て許可
を受けなければならない。 

 
（再入学） 
第３４条 願いにより退学した者が再入学を願い出るときは，学年又は学期の初めにおいて原年
次に入学を許可することがある。 

 
第３５条 再入学を許可された者は，第 29 条に規定する手続をしなければならない。 
 
（除籍） 
第３６条 次の各号の一に該当する者は，除籍する。 
（1）第４条各項のただし書に定める在学年数を超えた者 
（2）学費を納めない者 
 
第３６条の２ 入学，編入学，休学，退学及び再入学の許可並びに除籍は，教授会の議を経て，
総長がこれを行う。 

 
第５章 留学 
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第３７条 本大学の学生が本大学との間にあらかじめ学生の相互交流を目的とする協定，又は本
大学からの留学に関する協議が成立している外国の大学，又はこれに相当する高等教育機関等
及び本学が認めた同等の大学，機関の授業科目を履修するため当該大学等への留学を希望する
ときは，審査の上，本人の教育上有益であると認める場合，これを許可することがある。 

２ 前項による留学は，本大学における学籍上の扱いを在学のままとする留学（以下在学留学と
いう。）及び休学とする留学（以下休学留学という。）の２種とする。 

 
第３８条 在学留学の許可を受けた者については，その許可を受けた期間を本大学における在学
年数に算入する。 

 
第３９条 在学留学の許可を得た者が，留学した大学等において修得した単位又は成果のうち，
教授会が適当と認めたものは，第 10 条の２第２項に基づき，本大学の卒業に必要な単位とし
て認定することがある。 

２ 休学留学の許可を得た者が，留学した大学等において修得した単位又は成果のうち，教授会
が適当と認めたものは，第１０条の２第２項に基づき，本大学の単位として認定することがあ
る。 

 
第４０条 第 32 条の規定は，休学留学のための休学に準用する。 
 
第６章 学費その他 
 
第４１条 選抜試験に合格した者で本大学に入学しようとする者は，別表２の３及び別表２の４，
又は別表２の３及び別表２の５による学費を指定された入学手続期間内に納めなければなら
ない。 

２ 学生は，別表２の４による学費を毎学年授業開始後の指定の期日までに納めなければならな
い。 

３ 第１項及び前項に定める学費のうち授業料及び実験・実習費は，春学期・秋学期に分納する
ものとする。 

 
第４２条 学費とは，入学金，授業料（在籍料を含む。）及び実験・実習費をいう。 
 
第４３条 学費は，休学中も別に定める額を納めなければならない。 
 
第４４条 学年の中途で退学する場合も，学費は別に定める額を納めなければならない。 
 
第４５条 既に納めた学費その他の納入金は，次項及び第３項に定めた場合を除いて，返還しな
い。 

２ 選抜試験に合格し学費その他の納入金を納めた者のうち，やむを得ない事由により，所定の
手続きに則り入学辞退願を提出した者については，入学金を除く学費その他の納入金を返還す
るものとする。 

３ 出願時に卒業見込みや所定単位修得見込みなどで選抜試験に合格し，学費その他の納入金を
納めた後に，卒業不可や所定単位未修得などが確定し，入学資格要件を満たすことができなく
なった者には，届け出により入学金を含む学費その他の納入金を返還するものとする。 

 
第４６条 在学中の学費その他について変更のあった場合には，新たに定められた額に基づいて
納めなければならない。 

 
第４７条 教育職員免許状取得に必要な教職に関する専門科目及び学芸員・司書・司書教諭・社
会教育主事の資格取得に必要な科目を履修する者は，別表３による受講料を納めなければなら
ない。 

 
第４８条 削除 
 
第４９条 証明書等の交付を受ける者は，別表５による手数料を納めなければならない。 
 
第５０条 学費滞納者には，当該年次の単位認定，研究指導の認定及び学位の授与を行わない。 
 
第６章の２ 特別外国人学生 
 
（特別外国人学生） 
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第５０条の２ 本大学と協定のある外国の大学から派遣される学生及び政府その他の機関から
本大学に委託される外国人学生は，教授会等の審査の上，特別外国人学生として入学を許可す
ることがある。 

 
第５０条の３ 入学を許可された特別外国人学生は，所定の手続をし，かつ，別に定める納入金
を納めなければならない。 

 
（単位の認定） 
第５０条の４ 特別外国人学生が履修した授業科目については，所定の単位を与えることができ 
る。 

 
（学則の準用） 
第５０条の５ 特別外国人学生については，第５条を除き本学則を準用する。 
 
第５０条の６ 前４条に定めるほか，特別外国人学生の受入に関して必要な事項は，立教大学学
則及び立教大学大学院学則に定める特別外国人学生の受入に関する細則に定める。 

 
第７章 科目等履修生・特別聴講学生・短期プログラム受講生 
 
（科目等履修生） 
第５１条 各学部及び全学共通科目所定の授業科目中その１授業科目又は数授業科目の学修を
願い出る者に対して，選考の上，科目等履修生として学修を許可することがある。 

２ 教職課程，学芸員課程，司書課程及び社会教育主事課程の所定の授業科目の学修を願い出る
者に対して，選考の上，科目等履修生として学修を許可することがある。 

３ 科目等履修生として学修を願い出る者は，別表６による選考料を納めなければならない。 
４ 科目等履修生が，その履修した授業科目に合格した場合には，所定の単位を与える。 
 
（特別聴講学生） 
第５１条の２ 本大学と協定のある他大学学生及び他の教育機関の学生・生徒が，本大学の授業
科目の学修を願い出るときは，特別聴講学生として許可することがある。 

２ 特別聴講学生が，その聴講した科目に合格した場合には，所定の単位を与える。 
 
（短期プログラム受講生） 
第５１条の３ 主に海外の大学等の高等教育機関に在籍する学生で，各学部又はその他教育プロ
グラムの提供が可能な組織が本学で実施する短期間の教育プログラムに参加を願い出る者に
対して，短期プログラム受講生として受入を許可することがある。 

２ 短期プログラム受講生が履修した授業科目に合格した場合には，所定の単位を与えることが
できる。 

 
（登録料及び受講料） 
第５２条 第 51 条第１項及び第２項で科目等履修生として学修を許可された者は，別表６によ
る登録料及び受講料を指定された期間内に納めなければならない。 

 
第５３条 削除 
 
（学則の準用） 
第５４条 科目等履修生,特別聴講学生については，第５条を除き本学則を準用し，第 51 条,第

51 条の 2 及び第 52 条で規定した以外の事項については，別に定める細則による。 
 
第５４条の２ 短期プログラム受講生については，第５条及び第 36 条の 2 を除き本学則を準用
し，第 51 条の 3 で規定した以外の事項については，別に定める細則による。 

 
第８章 賞罰 
 
第５５条 品行方正学業優等の者又は善行により本大学の名誉を揚げた者は，これを表彰する。 
 
第５６条 本大学の規則に違反し，又は本大学の教育方針に背いた者は，これを懲戒する。 
２ 懲戒は，訓告，停学及び退学の３種とする。 
３ 退学は，次の各号の一に該当する者に対して行う。 
（1）学業を怠り成業の見込みのないと認められる者 
（2）性行不良で改善の見込みのないと認められる者 
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（3）本大学の秩序を乱し，その他学生としての本分に著しく反した者 
４ 停学は，行為により以下の各号が適用される場合がある。 
（1）停学期間を在学年数に算入しない。 
（2）当該年度の卒業を認めない。 
５ 停学中は以下の各号が適用される。 
（1）停学中は，大学からの指示がある場合を除き，原則として大学に来ることはできない。 
（2）当該科目の授業時数の２分の１以上の期間にわたって停学であった場合は，当該科目の単位修 

得は認められない。 
（3）停学中は休学を願い出ることはできない。 
（4）停学中は第 37 条による留学はできない。 
 
第５７条 賞罰は，教授会の議を経て，総長がこれを行う。 
 
第９章 教職員組織 
 
（職位） 
第５８条 本大学に，次の職位を置く。 
（1）総長 
（2）チャプレン長 
（3）研究科委員長 
（4）研究科専攻主任 
（5）学部長 
（6）学科長 
（7）全学共通カリキュラム運営センター部長 
（8）全学共通カリキュラム運営センター構想・運営チームリーダー 
（9）外国語教育研究センター長 
（10）学校・社会教育講座委員長 
（11）課程主任 
（12）削除 
（13）図書館長 
（14）学生部長 
（15）キャリアセンター部長 
（16）教務部長 
（17）総長室長 
（18）人権・ハラスメント対策センター長 
（19）入学センター長 
（20）国際センター長 
（21）メディアセンター長 
（22）総合研究センター長 
（23）削除 
（24）ボランティアセンター長 
（25）大学教育開発・支援センター長 
（26）リサーチ・イニシアティブセンター長 
（27）学生相談所長 
（28）日本語教育センター長 
（29）グローバル教育センター長 
（30）国際化推進機構長 
（31）立教サービスラーニングセンター長 
（32）グローバル・リベラルアーツ・プログラム運営センター長 
（33）しょうがい学生支援室長 
（34）事務部長 
（35）課長 
（36）主幹 
（37）課長補佐 
（38）調査役 
 
２ 本大学に，次の職種を置く。 
（1）チャプレン 
（2）教員 教授，准教授，特別専任教授，助教，講師，教育講師，特別任用教員，英語特定講

師 
（3）カウンセラー 
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（4）職員 事務職員，司書職員，技能職員，医療技能職員，校務職員，嘱託，助手 
（5）実験技術員 
 
（総長） 
第５９条 総長は，大学を代表し，学長として校務を統括する。 
 
（チャプレン長及びチャプレン） 
第６０条 チャプレン長及びチャプレンは，本大学の礼拝を掌り，宗教教育，キリスト教活動及
びその行事を主管する。 

 
（研究科委員長） 
第６０条の２ 研究科委員長は，研究科を主管する。 
 
（研究科専攻主任） 
第６０条の３ 研究科専攻主任は，研究科委員長の事項に関し研究科委員長を補佐する。 
 
（学部長） 
第６１条 学部長は，学部を主管する。 
 
（全学共通カリキュラム運営センター部長） 
第６２条 全学共通カリキュラム運営センター部長は，全学共通科目を主管する。 
 
（外国語教育研究センター長） 
第６２条の２ 外国語教育研究センター長は，外国語教育研究センターを主管する。 
 
（学校・社会教育講座委員長） 
第６２条の３ 学校・社会教育講座委員長は，学校・社会教育講座の運営を主管する。 
 
（課程主任） 
第６２条の４ 課程主任は，その課程の運営を主管する。 
 
第６２条の５ 削除 
 
（図書館長） 
第６３条 図書館長は，図書館に関する事項を主管する。 
 
（学生部長） 
第６４条 学生部長は，学生の福祉厚生に関する事項を主管する。 
 
（キャリアセンター部長） 
第６５条 キャリアセンター部長は，学生のキャリア支援及び就職に関する事項を主管する。 
 
（教務部長） 
第６６条 教務部長は，教学に関する事項を主管する。 
 
第６７条 削除 
 
（総長室長） 
第６８条 総長室長は，総長室に関する事項を主管する。 
 
第６８条の２ 削除 
 
第６８条の３ 削除 
 
第６８条の４ 削除 
 
（人権・ハラスメント対策センター長） 
第６８条の５ 人権・ハラスメント対策センター長は，人権・ハラスメント対策センターに関す
る事項を主管する。 

 
（入学センター長） 
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第６８条の６ 入学センター長は，入学センターに関する事項を主管する。 
 
（国際センター長） 
第６８条の７ 国際センター長は，国際センターに関する事項を主管する。 
 
（メディアセンター長） 
第６８条の８ メディアセンター長は，メディアセンターに関する事項を主管する。 
 
（総合研究センター長） 
第６８条の９ 総合研究センター長は，各研究所を統括しこれを代表する。 
 
第６８条の１０ 削除 
 
第６８条の１１ 削除 
 
（ボランティアセンター長） 
第６８条の１２ ボランティアセンター長は，ボランティアセンターに関する事項を主管する。 
 
第６８条の１３ 削除 
 
（大学教育開発・支援センター長） 
第６８条の１４ 大学教育開発・支援センター長は，大学教育開発・支援センターに関する事項
を主管する。 

 
（リサーチ・イニシアティブセンター長） 
第６８条の１５ リサーチ・イニシアティブセンター長は，リサーチ・イニシアティブセンター
に関する事項を主管する。 

 
第６８条の１６ 削除 
 
第６８条の１７ 削除 
 
（学生相談所長） 
第６８条の１８ 学生相談所長は，学生相談所に関する事項を主管する。 
 
（日本語教育センター長） 
第６８条の１９ 日本語教育センター長は，日本語教育センターに関する事項を主管する。 
 
（グローバル教育センター長） 
第６８条の２０ グローバル教育センター長は, グローバル教育センターに関する事項を主管
する。 

 
（国際化推進機構長） 
第６８条の２１ 国際化推進機構長は, 国際化推進機構に関する事項を主管する。 
 
（立教サービスラーニングセンター長） 
第６８条の２２ 立教サービスラーニングセンター長は，立教サービスラーニングセンターに関 
する事項を主管する。 

 
（グローバル・リベラルアーツ・プログラム運営センター長） 
第６８条の２３ グローバル・リベラルアーツ・プログラム運営センター長は，グローバル・リ
ベラルアーツ・プログラム運営センターに関する事項を主管する。 

 
（しょうがい学生支援室長） 
第６８条の２４ しょうがい学生支援室長は，しょうがい学生支援室に関する事項を主管する。 
 
（学科長等） 
第６９条 学科長は，当該学科の事項（文学科においては，ＧＬＡＰを除く。）に関し学部長を
補佐する。 

２ 全学共通カリキュラム運営センター構想・運営チームリーダーは，当該構想・運営チームの
事項に関し全学共通カリキュラム運営センター部長及び全学共通カリキュラム運営センター



 学則- 14 - 

副部長を補佐する。 
 
（課長等） 
第７０条 事務長，課長，主幹，課長補佐及び調査役は，上長を補佐し所管事項を掌る。 
 
（教授） 
第７１条 教授は，学生を教授し，その研究を指導し，又は研究に従事する。 
 
（准教授） 
第７２条 准教授は，学生を教授し，その研究を指導し，又は研究に従事する。 
 
（特別専任教授） 
第７２条の２ 特別専任教授は，学生を教授し，その研究を指導し，又は研究に従事する。 
 
（助教） 
第７２条の３ 助教は，学生を教授し，その研究を指導し，又は研究に従事する。 
 
（講師） 
第７２条の４ 講師は，教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 
 
（カウンセラー） 
第７３条 カウンセラーは，学生の相談にあずかり助育に当る。 
 
第７４条 削除 
 
（教育講師） 
第７４条の２ 教育講師は，所属センター長等の指揮を受け教育に従事する。 
 
（特別任用教員） 
第７４条の３ 特別任用教員は，学部長又は研究科委員長等の指揮を受け主に学部又は大学院の
教育・研究に従事する。 

 
（英語特定講師） 
第７４条の４ 英語特定講師は，外国語教育研究センター長等の指揮を受け教育に従事する。 
 
第７４条の５ 削除 
 
（実験技術員） 
第７５条 実験技術員は，教授，准教授，講師，特別専任教授及び助教の指揮により，研究及び
教育を技術面から支援する。 

 
（事務職員等） 
第７６条 事務職員，司書職員，技能職員，医療技能職員，校務職員，嘱託及び助手は，その職
制に基づく担当業務に従事する。 

 
第１０章 教授会 
 
第７７条 各学部に教授会を置く。 
２ 教授会は，当該学部の教授及び准教授をもって構成する。ただし，学部の定めるところによ
り専任講師をこれに加えることができる。 

３ 教授会は，学部内の人事，学部長の選挙，教育課程，試験，学生の入学，編入学，卒業，休
学，退学，再入学，除籍，転部・転科及び賞罰その他学部に関する事項のほか，総長の諮問事
項に関し審議する。 

４ 教授会に関する細則は，別にこれを定める。 
 
第７７条の２ 削除 
 
第７７条の３ ＧＬＡＰについては，グローバル・リベラルアーツ・プログラム運営センター委
員会（「以下「ＧＬＡＰセンター委員会」という。）を第７７条第１項に規定する教授会とみな
して，第１０条の２から第１０条の４まで，第３６条の２，第３９条，第５７条及び第７７条
第３項の規定（学部長の選挙を除く。）を適用する。この場合において，第１０条の２第１項，
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第１０条の３第１項，第１０条の４第１項及び第２項，第３６条の２，第３９条，第５７条並
びに第７７条３項の規定中「教授会」とあるのは「グローバル・リベラルアーツ・プログラム
運営センター委員会」と，同項中「学部」とあるのは「グローバル・リベラルアーツ・プログ
ラム」とする。 

２ 前項のほか，ＧＬＡＰセンター委員会その他のＧＬＡＰの運営に関し必要な事項は，別に定
める。 

 
第７７条の４ 日本語教育センターに所属する特別外国人学生については，日本語教育センター
運営会議（「以下「運営会議」という。）を第７７条第１項に規定する教授会とみなして第５０
条の２を適用する。この場合において，規定中「教授会」とあるのは「日本語教育センター運
営会議」とする。 

２ 前項のほか，日本語教育センター運営会議その他の日本語教育センター科目の運営に関し必
要な事項は，別に定める。 

 
 
第１１章 附属施設 
 
 第１節 礼拝堂 
 
第７８条 礼拝堂は，本大学の建学精神の象徴であって教職員及び学生が日本聖公会の信仰と法
憲・法規に基づいてキリスト教生活を営むことを目的とする。 

 
第７９条 礼拝堂においては，次の行事を行う。 
（1）礼  拝 
（2）本学の諸式典 
（3）キリスト教講演 
（4）聖書研究 
（5）その他のキリスト教行事 
 
第２節 図書館 
 

第８０条 本大学図書館は，池袋図書館，新座図書館，及び新座保存書庫をもって構成する。 
 
第８１条 本大学図書館所蔵の資料は，本学の教職員，学生及び本学図書館が特に定めた者の利
用に供する。 

 
第８２条 閲覧室の開架式による資料は自由閲覧とし，その他の資料は所定の手続によつて利用
することができる。 

 
第８３条 各図書館が所蔵する資料の貸出に関する細則は，別にこれを定める。 
 
第８４条 各図書館の開館日及び開館時間に関する細則は，別にこれを定める。 
 
第３節 診療所 
 

第８５条 診療所は，教職員並びに学生の保健衛生思想の向上，疾病の予防並びに診療を行うこ
とを目的とする。 

 
第８６条 本診療所の目的達成のため，次の事業を行う。 
（1）定時並びに不定時健康診断の実施 
（2）治療の実施 
（3）保健衛生に関する講演会の開催 
（4）その他必要と認めた事項 
 
第８７条 本診療所の組織及びその他の細則は，別にこれを定める。 
 
第４節 学生相談所 

 
第８８条 学生相談所は，学生が当面する問題について，カウンセリングを行うことを目的とす
る。 
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第８９条 本相談所の組織及びその他の細則は，別にこれを定める。 
 
第５節 研究所等 

 
第９０条 この大学に，研究所，センターその他の附属教育研究機関（以下「研究所等」という。）
を置く。 

 
第９１条 前条の研究所等については，別に定める。 
 
第１２章 改廃 
（改廃） 
第９２条 本学則の改廃は，順次，大学部長会，理事会の議を経て，総長が行う。 
２ 前項に係る主務官庁への届出又は申請は，主務官庁の定めるところによる。 
 
 

附 則 
本学則は，昭和 24 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
 本学則は，昭和 30 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
 本学則は，昭和 31 年４月１日から施行する。 
 

  附 則 
 本学則は，昭和 33 年４月１日から施行する。 
  

  附 則 
 本学則は，昭和 34 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 36 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
 本学則は，昭和 37 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 38 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 39 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 40 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 41 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 42 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 43 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
 本学則は，昭和 44 年４月１日から施行する。 
 

  附 則 
 本学則は，昭和 46 年４月１日から施行する。 
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   附 則 
 本学則は，昭和 47 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 48 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
 本学則は，昭和 49 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 50 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 51 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 52 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 53 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 54 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 55 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，昭和 56 年４月１日から施行する。 

 
  附 則 

 本学則は，1982 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，1983 年４月１日から施行する。  
 
   附 則 
 本学則は，1984 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，1985 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，1986 年４月１日から施行する。 

 
  附 則 

 本学則は，1987 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，1988 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，1989 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，1990 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，1991 年４月１日から施行する。 
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   附 則 
本学則は，1991 年 10 月 11日から施行し，1991 年７月１日から適用する。 

 
   附 則 
本学則は，1992 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，1993 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，1994 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，1995 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，1995 年４月 14日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，1996 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，1997 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，1998 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
 本学則は，1999 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 本学則は，2000 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
本学則は，2001 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2002 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2003 年４月１日から施行する。 

  
附 則 

本学則は，2004 年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
本学則は，2005 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2006 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2007 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2008 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2009 年４月１日から施行する。 
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   附 則 
本学則は，2010 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2011 年４月１日から施行する。 
 

   附 則 
本学則は，2012 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2013 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2014 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2015 年４月１日から施行する。 

 
   附 則 
本学則は，2016 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2017 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2018 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2019 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2020 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2021 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2022 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2023 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2024 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2025 年４月１日から施行する。 
 

附 則 
本学則は，2026 年４月１日から施行する。 
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別表１（第 13 条－第 19 条関係） 
 
Ⅰ 全学共通科目 
 
Ａ  総合系科目 
 
１ 選択科目 
（1） 学びの精神 
世界史の中のキリスト教 2 
思想を生み出すキリスト教 2 
美術の中のキリスト教 2 
音楽の中のキリスト教 2 
文学を生み出すキリスト教 2 
国際社会の中の宗教 2 
現代社会の中の宗教１ 2 
現代社会の中の宗教２ 2 
人文学からの学び （文学） 2 
人文学からの学び（思想・教育） 2 
人文学からの学び（史学） 2 
芸術への扉 2 
グローバル経済社会を考える 2 
学びの場としての社会 2 
メディアからみる学び 2 
社会学からの学び 2 
法と政治の世界 2 
経営学への招待 2 
現代社会と観光 2 
現代社会の諸相 2 
自然科学の探究 2 
身体科学からの学び 2 

現代心理学からの学び 2 
アジア地域での平和構築 2 
グローバル社会での平和構築 2 
大学生の学び・社会で学ぶこと 2 
人権とジェンダー 2 
ライフマネジメントと学生生活 2 
立教大学の歴史 2 
西欧キリスト教社会における大学の誕生 2 
キャリアデザイン 2 
キリスト教史に学ぶ多文化共生 2 
美と生命について：キリスト教の美学 2 
愛について：キリスト教の倫理と哲学 2 
ＧＬ１０１ 2 
University Education in the World 2 
Economy and Society 2 
Image Studies 2 
英語によるビジネスコミュニケーション入門 2 
教養の扉をひらく 2 
多文化共生社会と大学 4 
異文化コミュニケーション学からの学び 2 
なぜ外国語を学ぶのか？ 2 

（2） 多彩な学び 
＜1．人間の探究＞
聖書と人間 2 
聖書考古学 2 
ジェンダーとキリスト教 2 
イスラームの世界 2 
仏教の世界 2 
日本の宗教 2 
「宗教」とは何か 2 
現代社会と人間 2 
哲学への扉 2 
論理的思考法 2 
教育と人間 2 
歴史への扉 2 
地域研究への扉 2 
教育学への扉 2 
多文化の世界 2 
文化を生きる 2 
日本文化と精神性 2 
人権思想の根源 2 
手話と人権を考える 2 
点字から考える人権 2 
アジアの文化とことば 2 
ヨーロッパの文化とことば 2 
ラテンアメリカの文化とことば 2 
ロシア・東欧の文化とことば 2 
  

中東の文化とことば 2 
アフリカの文化とことば 2 
イタリアの文化とことば 2 
ドイツ語圏の文化 2 
フランス語圏の文化 2 
スペイン語圏の文化 2 
中国語圏の文化 2 
朝鮮語圏の文化 2 
Japanese Ethnology 2 
立教ゼミナール１ 2 
立教ゼミナール発展編１ 2 
睡眠文化論 2 
ボランティア論 2 
World History 4 
現代社会における言葉の持つ意味 2 
哲学対話 in Rikkyo 2 
ジェンダー・宗教・社会 2 
立教学院とポールラッシュ 2 
Ｒｅｌｉｇｉｏｎｓ in Asia 2 
Peace and Human Rights 1 1 
Peace and Human Rights 2 1 
International Humanities 1 2 
International Humanities 2 2 
Introduction to Gender Studies 2 
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多文化共生社会と日本 4 
多文化社会と異文化コミュニケーション  2 

子どもの権利から考える国際協力 2 

 
＜2．社会への視点＞
入門・経済教室 2 
世界経済と日本 2 
統計情報で社会・経済を診断する 2 
景気・格差問題と統計情報 2 
日本国憲法 2 
法と社会 2 
政治と社会 2 
グローバル社会における法と政治 2 
現代のビジネスを学ぶ 2 
企業と社会 2 
現代社会と環境 2 
情報と倫理 2 
近代日本社会と人権 2 
メディアと人間 2 
文化と社会 2 
現代社会の解読 2 
いのちの尊厳と福祉を考える 2 
コミュニティをデザインする 2 
観光学への誘い 2 
シティズンシップを考える 2 
経験から学ぶ、世界とつながる 2 
対話を学ぶ 2 
大学と現代社会 2 
日本の「多文化」政策を問い直す 2 
世界の中のロシア 2 
パレスチナ問題の歴史と現在 2 
国際情勢を読み解く 2 
ドイツ語圏の社会 2 
フランス語圏の社会 2 
スペイン語圏の社会 2 
中国語圏の社会 2 
朝鮮語圏の社会 2 
Modern Japanese History１ 2 
Modern Japanese History２  2 
Japanese Politics & Economy１ 2 
Japanese Politics & Economy２ 2 
Japanese Relations in Asia１ 2 
Japanese Relations in Asia２ 2 
Japanese Society１ 2 
Japanese Society２ 2 
Tokyo Studies 2 
Political Sociology 4 
Economic Thought 4 
University in Modern Society 2 
Career and University Education in the Global 

World 2 
Saitama Studies 2 
社会調査入門 2 

社会調査の技法 2 
データ分析入門 2 
データの科学 2 
多変量解析入門 2 
データサイエンス入門 2 
データサイエンス応用 2 
Introduction to Statistics １ 2 
Introduction to Statistics ２ 2 
立教ゼミナール２ 2 
立教ゼミナール発展編２ 2 
グローバルシティ・ソウルを読み解く 2 
RSL ゼミナール 2 
異文化コミュニケーションを考える 2 
異文化コミュニケーションを考えるＡ 2 
異文化コミュニケーションを考えるＢ 2 
異文化コミュニケーションを考えるＣ 2 
ＳＤＧs×ＡＩ×経済×法 2 
大衆演劇の世界 2 
立教卒業生の「社長の履歴書」 2 
ファミリービジネスの可能性 2 
世界を動かす変革のチカラ 2 
持続可能性の理論と実践 2 
持続可能な公共サービス提供体制の構築 2 
福島原発事故と社会の持続性 2 
環境学のすすめ 2 
Knowledge, Design, and Innovation 2 
Food Cultures and the Acceptance of Japanese 

Food in the World 2 
Humans and Other Animals 2 
Business Communication 2 
Global and Japanese Political Economy 1 2 
Global and Japanese Political Economy 2 2 
Japanese Society and Culture 1 2 
Japanese Society and Culture 2 2 
Introduction to Sociology 2 
Introduction to Tourism Studies 2 
The Dignity of Life and Welfare 2 
Selected Topics in Intercultural Communication Ａ 2 
Selected Topics in Intercultural Communication Ｂ 2 
Knowledge and Society 1 1 
Knowledge and Society 2 1 
Learning and Teaching Today １ 1 
Learning and Teaching Today ２ 1 
Introduction to International Cooperation 2 
Introduction to the Social Survey 2 
Introduction to the Multivariate Analysis 2 
SDGs と現代社会の課題とその関わり方入門 2 
  

＜3．芸術・文化への招待＞ 
文学への扉 2 
表象文化 2 
美術の歴史 2 

美術と社会 2 
音楽の歴史 2 
音楽と社会 2 
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美術論演習 2 
音楽論演習 2 
キリスト教美術 2 
キリスト教音楽 2 
日本の美術 2 
日本の音楽 2 
都市と芸術 2 
建築と文化 2 
舞踊論 2 
映像と社会 2 
身体表現と哲学 2 
日本の演劇 2 
ドイツ語圏の文学 2 
フランス語圏の文学 2 
スペイン語圏の文学 2 
中国語圏の文学 2 
朝鮮語圏の文学 2 

Japanese Culture １ 2 
Japanese Culture ２ 2 
Japanese Arts A 2 
Japanese Arts B 2 
Literature and Society 4 
Culture and Fine Arts 4 
立教ゼミナール３ 2 
立教ゼミナール発展編３ 2 
演芸の世界 2 
観光と文学 2 
The Psychology of Literature1 1 
The Psychology of Literature2 1 
Exploring Children's Literature 2 
Techniques for reading and enjoying a 

picturebook in English 2 
International Humanities 3 2 
Topics in Humanities and Arts 2 

 
＜4．心身への着目＞ 
認知・行動・身体 2 
心の科学 2 
パーソナリティの心理 2 
対人関係の心理 2 
心の健康 2 
身体パフォーマンス 2 
ストレスマネジメント 2 
癒しの科学 2 
スポーツの科学 2 
健康の科学 2 
栄養の科学 2 
アンチエイジングの科学 2 
スポーツとメディア 2 
スポーツと社会 2 

スポーツと文化 2 
レジャー・レクリエーションと現代社会 2 
アウトドアの知恵に学ぶ 2 
Japanese Mind 2 
Health and Wellness 4 
立教ゼミナール４ 2 
立教ゼミナール発展編４ 2 
いのちを健康で彩る智慧 2 
Individual Differences in Psychology 2 
Understanding Speech Sounds 1 1 
Understanding Speech Sounds 2 1 
Health Science 2 
Applied Data Science with the focus on Sport 

and Wellness 2 
 
 
＜5．自然の理解＞ 
数学の世界 2 
宇宙の科学 2 
生命の科学 2 
物質の科学 2 
身近な物質の化学 2 
化学と自然 2 
化学と社会 2 
行動の科学 2 
生命の歩み 2 
地球の理解 2 
情報科学Ａ 2 
情報科学Ｂ 2 
自然環境の保全 2 
生物の多様性 2 
地球環境の未来 2 

自然と人間の共生 2 
脳と心 2 
オーダーメイド医療最前線 2 
大学と科学技術 2 
Science Studies 2 
Nature of the Earth 4 
立教ゼミナール５ 2 
宇宙から地球のみらいを考える 2 
カーボンニュートラル人材育成講座 2 
Understanding of Agricultural Science 2 
Importance of Global Plant Health 2 
Ecology：Environment and Sustainability 1 1 
Ecology：Environment and Sustainability 2 1 
Topics in Environment 2 
Topics in Natural Science 2 

 
 
＜6．知識の現場＞ 
ＧＬ１０２ 2 
ＧＬ１０３ 2 
ＧＬ１０4 2 
ＧＬ１１１ 2 
ＧＬ２０１ 2 

ＧＬ２０２ 2 
国連ユースボランティア 12 
陸前高田プロジェクト 2 
海外ワークエクスペリエンス 1 1 
海外ワークエクスペリエンス 2 2 
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ACEパートナー大学オンライン（SNU） 2 
ACE パートナー大学オンライン（PKU） 2 
ACEパートナー大学オンライン（NUS） 2 
ACEパートナー大学オンライン（RIK） 2 
ＲＳＬ-コミュニティ（池袋） 2 
ＲＳＬ-コミュニティ（埼玉） 2 
ＲＳＬ-ローカル（南魚沼） 2 

ＲＳＬ-ローカル（陸前高田） 2 
ＲＳＬ-グローバル（フィリピン） 2 
国際的協働のためのキャリア実践 2 
グローバルワークエクスペリエンス（オンライン） 1 
RSL-ローカル（地域共生） 2 
RSL-グローカル A 2 
RSL-グローカル B 2 

 
 
（3） スポーツ実習 
スポーツプログラム１ 1 
スポーツプログラム２ 1 
スポーツプログラム３ 1 
スポーツプログラム４ 1 
スポーツスタディ１ 2 

スポーツスタディ２ 2 
スポーツスタディ３ 2 
スポーツスタディ４ 2 
スポーツスタディ e 2 

B  言語系科目 
１ 必修科目 
  

英語 6 

  

  
  

  

  

  
  

 
ドイツ語  

フランス語  

スペイン語  

中国語 いずれか 1 言語選択,4 
朝鮮語  

ロシア語*  

日本語*  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 自由科目 
＜英語＞ 
英語R 1  

Self-directed and Reflective Language Learning 2  

Intercultural Studies 2  

Reading for Pleasure 2  

Current News through English Media 2  

Study Abroad Preparation: TOEFL 1 (Basic) 2  

Study Abroad Preparation: TOEFL 2 
(Intermediate) 2 

 

Study Abroad Preparation: TOEFL 3 (Advanced) 2  

Study Abroad Preparation: IELTS 1 (Basic) 2  

Study Abroad Preparation: IELTS 2 (Intermediate) ２  

Study Abroad Preparation: IELTS 3 (Advanced) 2  

Multimodal Communication in English 2  

Academic Communication 2  

Introduction to Global Studies A：Humanities 2  

Introduction to Global Studies B：Social Science 2  

Introduction to Global Studies C：Natural Science 2  

CLIL Seminars：Literature 2  

CLIL Seminars：Ecology 2  

CLIL Seminars：Japanology 2  

CLIL Seminars：SDGS 2  

CLIL Seminars：Psychology 2  

CLIL Seminars：Tourism 2  

CLIL Seminars：History 2  

CLIL Seminars：Art 2  

CLIL Seminars：Health and Wellness 2  

CLIL Seminars：Globalization and Business 2  

CLIL Seminars：Movies 2  

* ロシア語は，文学部，経済学部，社会学部，法
学部，観光学部，コミュニティ福祉学部（コミュニテ
ィ政策学科・スポーツウエルネス学科），現代心理
学部、異文化コミュニケーション学部，スポーツウエ
ルネス学部、環境学部のみ選択可 
*日本語は，留学生及び文学部の GLAP の学生の
み選択可。 
*NEXUS プログラムの学生,PEACE プログラム（法
学部,異文化コミュニケーション学部）の学生及び,
法学部ビジネス法学科グローバルコース（外国人
留学生書類選考入試）の留学生は,上記に変えて,
必修科目として日本語 10 単位を修得する。 
*NEXUSプログラムの学生は,学部カリキュラムの履
修の前に,必修科目である日本語10単位を修得し,
かつ,所定の成績を修める必要がある。 
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CLIL Seminars：International Relations and Politics 2  

CLIL Seminars：Advertising and the Media 2  

CLIL Seminars：Intercultural Communication 2  

CLIL Seminars：Language Learning 2  

CLIL Seminars：Gender Issues 2  

Communication for Global Business 2  

Collaborative Business Projects 2  

英語海外文化研修 2  

ビクトリア夏ＥＳＬ２ 2  

ハワイ夏ＥＳＬ１ 1  

ダブリン夏ＥＳＬ３ 3  

ダブリン春ＥＳＬ３ 3  

ビクトリア春ＥＳＬ２ 2  

ハワイ春ＥＳＬ１ 1  

グリフィス春ＥＳＬ３ 3  

オンライン海外語学研修科目(英語) 1  

短期語学研修科目（英語） 1  

   
 
＜ドイツ語＞ 
ドイツ語総合１ 2 

ドイツ語総合２ 2 
ドイツ語総合３ 2 

ドイツ語総合４ 2 

ドイツ語総合５ 2 

ドイツ語総合６ 2 
ドイツ語総合７ 2 

ドイツ語演習１ 2 

ドイツ語演習２ 2 

ドイツ語演習３ 2 
ドイツ語演習４ 2 

ドイツ語演習５ 2 

ドイツ語演習６ 2 

入門ドイツ語 2 
キャリアドイツ語１ 2 

キャリアドイツ語２ 2 

キャリアドイツ語３ 2 
キャリアドイツ語４ 2 

ドイツ語トレーニング１ 2 

ドイツ語トレーニング２ 2 

ドイツ語トレーニング２ 2 
ドイツ語トレーニング２ 2 

アカデミックドイツ語 1 2 

アカデミックドイツ語２ 2 

アカデミックドイツ語３ 2 
アカデミックドイツ語４ 2 

ドイツ語ＣＬＩＬ１ 2 

ドイツ語海外言語文化研修（春学期） 2 

ドイツ語海外言語文化研修（秋学期） 2 

 
＜フランス語＞ 
上級フランス語ライティング 1 2 

上級フランス語ライティング 2 2 

フランス語総合 1 2 
フランス語総合 2 2 

フランス語総合 3 2 

フランス語総合 4 2 

フランス語総合 5 2 
フランス語総合 6 2 

フランス語総合 7 2 

フランス語総合 8 2 

フランス語総合 9 2 
フランス語総合 10 2 

フランス語総合 11 2 

フランス語演習 1 2 

フランス語演習 2 2 

フランス語演習 3 2 
フランス語演習 4 2 

フランス語演習 5 2 

フランス語演習 6 2 

入門フランス語 2 
キャリアフランス語１ 2 
キャリアフランス語２ 2 
キャリアフランス語３ 2 
フランス語トレーニング１ 2 
フランス語海外言語文化研修（秋学期） 2 

 
＜スペイン語＞ 
上級スペイン語演習 1 2 

上級スペイン語演習 2 2 
スペイン語総合 1 2 

スペイン語総合 2 2 

スペイン語総合 3 2 

スペイン語総合 4 2 
スペイン語総合 5 2 

スペイン語総合 6 2 

スペイン語演習 1 2 

スペイン語演習 2 2 
スペイン語演習 3 2 

スペイン語演習 4 2 

スペイン語演習 5 2 

スペイン語演習 6 2 
スペイン語演習 7 2 

入門スペイン語 2 

キャリアスペイン語１ 2 

キャリアスペイン語２ 2 
スペイン語トレーニング１ 2 

スペイン語トレーニング２ 2 

アカデミックスペイン語１ 2 

アカデミックスペイン語２ 2 
スペイン語海外言語文化研修（秋学期） 2 

 
 
＜中国語＞ 
上級中国語コミュニケーション 1 2 

上級中国語コミュニケーション 2 2 

上級中国語リスニング・リーディング 1 2 

上級中国語リスニング・リーディング 2 2 

上級中国語ライティング 1 2 

上級中国語ライティング 2 2 
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上級中国語演習 1 2 

上級中国語演習 2 2 

中国語総合 1 2 
中国語総合 2 2 

中国語総合 3 2 

中国語演習 1 2 

中国語演習 2 2 
入門中国語 2 

キャリア中国語 1 2 

キャリア中国語 2 2 

中国語トレーニング 1 2 
中国語トレーニング２ 2 

アカデミック中国語 1 2 

アカデミック中国語２ 2 

中国語海外言語文化研修（春学期） 2 
中国語海外言語文化研修（秋学期） 2 

 
＜朝鮮語＞ 
上級朝鮮語コミュニケーション 1 2 

上級朝鮮語コミュニケーション 2 2 

上級朝鮮語ライティング 1 2 
上級朝鮮語ライティング 2 2 

上級朝鮮語演習 1 2 

上級朝鮮語演習 2 2 

朝鮮語総合 1 2 
朝鮮語総合 2 2 

朝鮮語総合 3 2 

朝鮮語総合 4 2 

朝鮮語演習 1 2 
朝鮮語演習 2 2 

朝鮮語演習 3  

朝鮮語演習 4  

入門朝鮮語 2 
朝鮮語海外言語文化研修（春学期） 2 

 
＜ロシア語＞  
ロシア語総合 1 2 
ロシア語総合 2 2 
ロシア語総合 3 2 
ロシア語総合 4 2 
ロシア語総合 5 2 

入門ロシア語 2 
ロシア語演習 1 2 
ロシア語演習 2 2 
ロシア語演習 3 2 

 
＜ポルトガル語＞ 
ポルトガル語（ブラジル）1 2 ポルトガル語（ブラジル）2 2 
 
＜日本語＞ 
日本の社会と文化 A 2 

日本の社会と文化 B 2 

日本の社会と文化 C 2 

社会の中の日本語 A 2 
社会の中の日本語 B 2 

論文読解の技法 2 

論文作成の技法 2 

キャリアの日本語 A 2 

キャリアの日本語 B 2 

ビジネスのための口頭運用力 A 2 
ビジネスのための口頭運用力 B 2 

ビジネスメールと文書 2 
 
 
＜日本手話＞ 
日本手話初級 1 2 
日本手話初級 2 2 

日本手話中級 1 2 
日本手話中級 2 2 

 
＜インドネシア語＞
入門インドネシア語 2 
 
＜タイ語＞
入門タイ語 2 
 
＜タガログ語＞
入門タガログ語 2 
 
＜ベトナム語＞
入門ベトナム語 2 
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総合系科目の選択科目については，各学部（文学部のＧＬＡＰを除く）とも下表に定める単位
数を修得しなければならない。なお，必要単位数を超えて修得した単位についても，各学部が定
めるところにより卒業要件単位として認められることがある。 

履  修  区  分 必要単位 合計 
学びの精神  4 

18 
多彩な学び 

１ 人間の探究 

14 

２ 社会への視点 
３ 芸術・文化への招待 
４ 心身への着目 
５ 自然の理解 
６ 知識の現場 

スポーツ実習 スポーツプログラム 
 スポーツスタディ 
＊法学部の学生は，「学びの精神」の「法と政治の世界」，「多彩な学び」「２ 社会への視点」
の「法と社会」「政治と社会」を履修しても卒業要件単位とはならない。 
 

[注意] 全学共通科目の開講科目・担当者一覧の備考欄に｢＊＊学部所属学生履修不可」とある
科目については，「＊＊学部」に所属する学生は履修できない。 

 
言語系科目については，各学部とも英語及びそれ以外の１言語を修得しなければならない。各

学部の言語系科目の卒業に必要な単位数は，表 1 に定めるとおりである。 
また、PEACE プログラム,NEXUS プログラムの学生が卒業に必要な単位数は,表 2 及び表 3 に定

めるとおりである。 
 
表１ 

学 部 言  語 必 要 単 位 
文学部 
経済学部 
社会学部 
法学部 
観光学部 
コミュニティ福祉学部 
（コミュニティ政策学科・スポーツウ
ェルネス学科） 
＊ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科は募集停止 
現代心理学部 
異文化コミュニケーション学部 
スポーツウエルネス学部 
環境学部 

英語 6 

ドイツ語，フランス語，スペイン  
語，中国語，朝鮮語，ロシア語，
日本語のうちいずれか１言語 

4 

理学部 
経営学部 
コミュニティ福祉学部（福祉学科） 

英語 6 
ドイツ語，フランス語，スペイン  
語，中国語，朝鮮語，日本語のう
ちいずれか１言語 

4 

 
なお，言語系科目のうち日本語は，外国人留学生（文学部文学科ドイツ文学専修・フランス文

学専修を除く。）及び文学部のＧＬＡＰの学生を対象とするものであり，他の言語にかえて４単
位を限度として修得するものとする。 

 
表２ PEACE プログラム学生 
 

学部   言語   必要単位 

法学部（＊） 
異文化コミュニケーション学部 

日本語   10 

文学部（GLAP) 英語   6 

日本語   4 

*）法学部国際ビジネス法学科グローバルコース（外国人書類選考入試）の外国人留学生を含む。 
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表３ NEXUS プログラム学生   

  学部   言語   必要単位   

  

文学部 

経済学部 

社会学部 

法学部 

経営学部 
異文化コミュニケーション学部 
コミュニティ福祉学部 

現代心理学部 

スポーツウエルネス学部 

環境学部 

日本語   10   

 
 
Ⅱ 文学部 
 
Ａ 文学部基幹科目(ＧＬＡＰを除く。) 
 
１ 必修科目 
① 基幹科目Ａ 
人文学とキャリア形成 a 2 人文学とキャリア形成 b 2 
 
２ 選択科目 
① 基幹科目Ｂ 
インターンシップ 2 

海外フィールドスタディ＜1.海外ＥＡＰ＞ 4 

海外フィールドスタディ＜2.海外ＡＳＤ＞ 4 
海外フィールドスタディ＜3.海外ＳＬＶ＞ 4 

書道 1 1 

書道 2 1 

SDGsフィールドワーク＜グローバル＞ 2 
SDGsフィールドワーク＜ローカル＞ 2 

情報処理（PCプレゼンテーション）3a 2 

情報処理（PCプレゼンテーション）3b 2 

情報処理（PCプレゼンテーション）3c 2 
情報処理（PCプレゼンテーション）3d 2 

情報処理（PCプレゼンテーション）4a 2 

情報処理（PCプレゼンテーション）4b 2 

情報処理（PCプレゼンテーション）4c 2 
情報処理（PCプレゼンテーション）4d 2 

Humanities Study１（History） 2 

Humanities Study２（Education） 2 

Humanities Study３（Religion） 2 
Humanities Study４（History） 2 

Humanities Study５（Literature） 2 

Humanities Study６（Literature） 2 

SDGs 演習 1［環境思想］ 2 
SDGs 演習 2［対話スキルと合意形成法］ 2 

SDGs 特論１［環境の文学］ 2 

SDGs 特論２［緑の政治・経済］ 2 

SDGs 特論３［コミュニティ・地域づくり］ 2 
SDGs 特論４［人権と平等］ 2 
人文情報・メディア学演習１［人文情報メディ
ア基礎論（文献講読）］ 2 
人文情報・メディア学演習２［人文情報メディ
ア応用論（報告と対話）］ 2 
人文情報・メディア学特論１［人文情報とメディ
ア］ 2 
人文情報・メディア学特論２［人文情報と社
会］ 2 
人文情報・メディア学特論３［電子メディア基
礎論］ 2 
人文情報・メディア学特論４［電子メディア応
用論］ 2 

 
② 基幹科目Ｃ 
音楽と感性 2 

言葉と感性 2 

デジタルアーカイブ論 2 
テキストマイニング論 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

情報処理 1 2 
情報処理 2 2 

宗教思想 1 2 

（キリスト教と「知」）  

宗教思想 2 2 

（欧米のキリスト教）  

倫理思想 2 
英米文学概論 2 

ドイツ語圏文化概論 1 2 

ドイツ語圏文化概論 2 2 

フランス文学・文化概論 2 
日本語学概論 1 2 

日本語学概論 2 2 

漢文学概論 2 
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日本文学概論 2 

文芸・思想概論 2 

世界史概論 1 2 
（海域・海洋世界）  

世界史概論 2 2 

（大陸世界）  

日本史概論 1 2 
日本史概論 2 2 

超域文化学概論 2 

教育制度・政策論 2 

家庭教育論 2 

教育と福祉 2 
教育と宗教 2 

Humanities Lecture１(History） 2 

Humanities Lecture２（Literature） 2 

SDGs 入門 2 
人文情報・メディア学入門 2 

 
 
③ 基幹科目Ｄ 
ヘブライ語 1 2 

ヘブライ語 2 2 

ギリシア語 1 2 

ギリシア語 2 2 
ラテン語 1 2 

ラテン語 2 2 

ドイツ語文献講読 1 2 

ドイツ語文献講読 2 2 
フランス語文献講読 1 2 

フランス語文献講読 2 2 

  

英語文献講読 1 2 

Japan in Asian Context 2 

Traditional Arts in Japan 2 

Postmodern Turn in Japanese Arts 2 
Development of Gender Studies 2 

Intellectual History of Japan 2 

Christianity in Japan 2 

Japanese Literature in the World 2 
Rethinking European Literatures 2 

  

Ｂ 各学科専門教育科目 
 
（1）キリスト教学科専門教育科目 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 A1a 2 

入門演習 A1b 2 
入門演習 A2a 2 

入門演習 A2b 2 

キリスト教学基礎演習 A1a 2 

キリスト教学基礎演習 A1b 2 
キリスト教学基礎演習 A2a 2 

キリスト教学基礎演習 A2b 2 
 
２ 選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 A1 2 

演習 A2 2 
演習 A3 2 

演習 A4 2 

演習 A5 2 

演習 A6 2 
演習 A7 2 

演習 A8 2 

演習 A9 2 

演習 A10 2 

演習 A11 2 
演習 A12 2 

演習 A13 2 

演習 A14 2 

演習 A15 2 
演習 A16 2 

演習 A17 2 

演習 A18 2 
 
② 指定科目Ｂ２ 
フィールドワーク A1 2 

キリスト教学特論 2 
ヘブライ語購読２ 2 

ギリシア語購読２ 2 

  

ラテン語購読２  2 

ヘブライ語購読１ 2 
ギリシア語購読１ 2 

ラテン語購読１ 2 

  
 
③ 指定科目Ｃ 
キリスト教学入門講義 1 2 
（聖書１）  

キリスト教学入門講義 2 2 

（聖書２）  

キリスト教学入門講義 3 2 
（キリスト教史１）  

キリスト教学入門講義 4 2 

（キリスト教史２）  

キリスト教学入門講義 5 2 
（宗教と文化１）  

キリスト教学入門講義 6 2 

（宗教と文化２）  

キリスト教学講義 1 2 
（旧約聖書学１）  

キリスト教学講義 2 2 

（旧約聖書学２）  
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キリスト教学講義 3 2 

（新約聖書学１）  

キリスト教学講義 4 2 
（新約聖書学２）  

キリスト教学講義 5 2 

（キリスト教思想史１）  

キリスト教学講義 6 2 
（キリスト教思想史２）  

キリスト教学講義 7 2 

（比較宗教学１）  

キリスト教学講義 8 2 
（比較宗教学２）  

キリスト教学講義 9 2 

（神学思想１）  

キリスト教学講義 10 2 
（神学思想２）  

キリスト教学講義 11 2 

（キリスト教倫理学１）  

キリスト教学講義 12 2 
（キリスト教倫理学２）  

キリスト教学講義 13 2 

（宗教社会学）  

キリスト教学講義 14 2 
（宗教心理学）  

キリスト教学講義 15 2 

（キリスト教と教育１）  

キリスト教学講義 16 2 
（キリスト教と教育２）  

キリスト教学講義 17 2 

（アジアのキリスト教１）  

キリスト教学講義 18 2 
（アジアのキリスト教２）  

  

キリスト教学講義 19 2 

（アジアの宗教１）  

キリスト教学講義 20 2 
（アジアの宗教２）  

キリスト教学講義 21 2 

（キリスト教と美術１）  

キリスト教学講義 22 2 
（キリスト教と美術２）  

キリスト教学講義 23 2 

（キリスト教と音楽１）  

キリスト教学講義 24 2 
（キリスト教と音楽２）  

キリスト教学講義 25 2 

（キリスト教美術史１）  

キリスト教学講義 26 2 
（キリスト教美術史２）  

キリスト教学講義 27 2 

（キリスト教音楽学１）  

キリスト教学講義 28 2 
（キリスト教音楽学２）  

キリスト教学講義 33 2 

（キリスト教の礼拝１）  

キリスト教学講義 34 2 
（キリスト教の礼拝２）  

キリスト教学講義 35 2 

（キリスト教と現代社会１）  

キリスト教学講義 36 2 
（キリスト教と現代社会２）  

キリスト教学講義 37 2 

（日本キリスト教史）  

キリスト教学講義 38 2 
（日本宗教史）  

卒業論文（制作）・卒業論文（制作）指導演習 10 
 
３  自由科目 
世界史 2 

日本史 2 

社会学 2 

経済学 2 

法律学 2 

政治学 2 
 
４  随意科目 
社会・地理歴史科教育法１ 2 

社会・地理歴史科教育法演習１ 2 
社会・地理歴史科教育法２ 2 

社会・地理歴史科教育法演習２ 2 

社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
宗教科教育法１ 2 

宗教科教育法演習１ 2 

宗教科教育法２ 2 

宗教科教育法演習２ 2 
  
 指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，
他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 
 
キリスト教学科は，全学共通科目 28 単位，必修科目 10 単位（うち基幹科目 2 単位），選択科

目 58 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければならな
い。 
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（2）史学科専門教育科目 
 
[１] 世界史学専修 
 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 G1a 2 

入門演習 G1b 2 

入門演習 G1c 2 
入門演習 G2a 2 

入門演習 G2b 2 

入門演習 G2c 2 

卒業論文（制作）予備演習 2 

 
２ 選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 G1 2 

演習 G2 2 
演習 G3 2 

演習 G4 2 

演習 G5 2 

演習 G6 2 

演習 G7 2 

演習 G8 2 
演習 G9 2 

演習 G10 2 

演習 G11 2 

演習 G12 2 

演習 G13 2 

演習 G14 2 
演習 G15 2 

演習 G16 2 

演習 G17 2 

演習 G18 2 
演習 G19 2 

演習 G20 2 

演習 G21 2 

演習 G22 2 
演習 G23 2 

演習 G24 2 
 
② 指定科目Ｂ２ 
専門基礎１ 2 

（アジア・アフリカ系言語１）  

専門基礎２ 2 

（アジア・アフリカ系言語２）  
専門基礎３ 2 

（ヨーロッパ系言語１）  

専門基礎４ 2 

（イングリッシュ・コンプリヘンジョン）  
  

  

専門基礎５ 2 

（アカデミックライティング）  

専門基礎６ 2 

（ヨーロッパ系言語２）  
専門基礎７ 2 

（ヨーロッパ系言語３） 

  

  
  

  
 
③ 指定科目Ｃ 
史学講義 1 2 

（地中海世界１）  
史学講義 2 2 

（地中海世界２）  

史学講義 3 2 

（前近代ヨーロッパ１）  
史学講義 4 2 

（前近代ヨーロッパ２）  

史学講義 5 2 

（近代ヨーロッパ１）  
史学講義 6 2 

（近代ヨーロッパ２）  

史学講義 7 2 

（グローバルヒストリー）  
史学講義 8 2 

（地域からの歴史）  

史学講義 9 2 

（前近代東アジア・ユーラシア１）  
史学講義 10 2 

（前近代東アジア・ユーラシア２）  

  

史学講義 11 2 

（前近代における法と国家）  
史学講義 13 2 

（近代東アジア・ユーラシア１）  

史学講義 14 2 

（近代東アジア・ユーラシア２）  
史学講義 15 2 

（アジア海域１）  

史学講義 16 2 

（アジア海域２）  
史学講義 17 2 

（世界大戦とヨーロッパ）  

史学講義 18 2 

（世界大戦とアジア）  
史学講義 19 2 

（近現代における法と社会）  

史学講義 21 2 

（社会史の方法）  
史学講義 22 2 

（マイノリティと境界）  
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史学講義 23 2 

（人間と都市）  

史学講義 24 2 
（人間と環境）  

史学講義 25 2 

（信仰と知の歴史１）  

史学講義 26 2 

（信仰と知の歴史２）  

自然地理学 1 2 
比較政治史 1 2 

卒業論文（制作）・卒業論文（制作）指導演習 10 

 
３  自由科目 
社会学 2 

経済学 2 

法律学 2 

政治学 2 

 
４  随意科目 
社会・地理歴史科教育法１ 2 

社会・地理歴史科教育法演習１ 2 

社会・地理歴史科教育法２ 2 
社会・地理歴史科教育法演習２ 2 

社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 
社会・公民科教育法演習２ 2 

 
指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，

他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 

 
史学科世界史学専修は，全学共通科目 28 単位，必修科目 8 単位（うち基幹科目 2 単位），選択

科目 60 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければなら
ない。  
  
[２] 日本史学専修 
 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 G1d 2 

入門演習 G1e 2 
入門演習 G1f 2 

入門演習 G2d 2 

入門演習 G2e 2 

入門演習 G2f 2 
卒業論文（制作）予備演習 2 

 
２  選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 H1 2 

演習 H2 2 
演習 H3 2 

演習 H4 2 

演習 H5 2 

演習 H6 2 
演習 H7 2 

演習 H8 2 

演習 H9 2 

演習 H10 2 
演習 H11 2 

演習 H12 2 

演習 H13 2 

演習 H14 2 
演習 H15 2 

演習 H16 2 

演習 H17 2 

演習 H18 2 
演習 H19 2 

演習 H20 2 

演習 H21 2 

演習 H22 2 
演習 H23 2 

演習 H24 2 
 
② 指定科目Ｂ２ 
フィールドワーク H1a 2 

フィールドワーク H1b 2 
フィールドワーク H2a 2 

フィールドワーク H2b 2 

専門基礎 9 2 

（近代史料論）  
  

専門基礎 10 2 

（現代史料論）  
専門基礎 17 2 

（古文書・古代）  

専門基礎 18 2 

（古文書・中世）  
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専門基礎 19 2 
（古文書・近世） 
  

  

③ 指定科目Ｃ 
史学講義 27 2 

（古代日本とアジア１）  

史学講義 28 2 

（古代日本とアジア２）  
史学講義 29 2 

（律令制国家論１）  

史学講義 30 2 

（律令制国家論２）  
史学講義 31 2 

（中世日本史論１）  

史学講義 32 2 

（中世日本史論２）  
史学講義 33 2 

（中世日本と世界）  

史学講義 34 2 

（中世国家と民衆）  
史学講義 35 2 

（近世日本史論）  

史学講義 36 2 

（伝統社会史論１）  
史学講義 37 2 

（近世日本と世界）  

史学講義 38 2 

（日本社会史論１）  
史学講義 39 2 

（近代日本史論１）  

史学講義 40 2 

（近代日本史論２）  

史学講義 41 2 

（近代日本と世界）  

史学講義 42 2 

（日本女性史）  
史学講義 43 2 

（現代日本史論）  

史学講義 44 2 

（現代日本と世界）  
史学講義 45 2 

（伝統社会史論２）  

史学講義 46 2 

（日本社会史論２）  
史学講義 47 2 

（戦争と平和の歴史１）  

史学講義 48 2 

（戦争と平和の歴史２）  
史学講義 49 2 

（都市と村落）  

史学講義 50 2 

（日本の思想・文化）  
史学講義 51 2 

（日本変動期史論１）  

史学講義 54 2 

（史科学）  
自然地理学 2 2 

比較政治史 2 2 

卒業論文（制作）・卒業論文（制作）指導演習 10 

 
３  自由科目 
社会学 2 
経済学 2 

法律学 2 
政治学 2 

 
４  随意科目 
社会・地理歴史科教育法１ 2 

社会・地理歴史科教育法演習１ 2 
社会・地理歴史科教育法２ 2 

社会・地理歴史科教育法演習２ 2 

社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 
社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
  
指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，

他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 

 
史学科日本史学専修は，全学共通科目 28 単位，必修科目 8 単位（うち基幹科目 2 単位），選択

科目 60 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければなら
ない。 
  
[３] 超域文化学専修 
 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 G1g 2 

入門演習 G1h 2 

入門演習 G1i 2 

入門演習 G2g 2 
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入門演習 G2h 2 

入門演習 G2i 2 

卒業論文（制作）予備演習 2 

 
２ 選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 I1 2 
演習 I2 2 

演習 I3 2 

演習 I4 2 

演習 I5 2 
演習 I6 2 

演習 I7 2 

演習 I8 2 

演習 I9 2 
演習 I10 2 

演習 I11 2 

演習 I12 2 

演習 I13 2 
演習 I14 2 

演習 I15 2 

演習 I16 2 

演習 I17 2 
演習 I18 2 

演習 I19 2 

演習 I20 2 

演習 I21 2 
演習 I22 2 

演習 I23 2 

演習 I24 2 
 
② 指定科目Ｂ２ 
フィールドワーク I1 2 

フィールドワーク I2 2 

専門基礎 13 2 
（アジア･アフリカ系言語 3）  

専門基礎 15 2 

（カルトグラフィ）  

専門基礎 16 2 

（フィールドワーク方法論）  

宗教の多様性と社会 2 
  
  
  

 
③ 指定科目Ｃ 
超域文化学講義 1 2 

（文化人類学１）  
超域文化学講義 2 2 

（文化人類学２）  

超域文化学講義 3 2 

（地域研究論１）  
超域文化学講義 4 2 

（地域研究論２）  

超域文化学講義 5 2 

（地域研究論３）  
超域文化学講義 7 2 

（アメリカ社会史１）  

超域文化学講義 8 2 

（アメリカ社会史２）  
超域文化学講義 9 2 

（アメリカ社会史３）  

超域文化学講義 11 2 

（イスラーム複合社会史１）  
超域文化学講義 12 2 

（イスラーム複合社会史２）  

超域文化学講義 13 2 

（イスラーム複合社会論１）  
超域文化学講義 14 2 

（イスラーム複合社会論２）  

  

超域文化学講義 15 2 

（文化環境学１）  
超域文化学講義 16 2 

（文化環境学２）  

超域文化学講義 17 2 

（農耕牧畜論）  
超域文化学講義 18 2 

（考古学）  

超域文化学講義 19 2 

（都市空間論）  
超域文化学講義 20 2 

（文化ダイナミクス論）  

超域文化学講義 21 2 

（フォークロア１）  
超域文化学講義 22 2 

（フォークロア２）  

超域文化学講義 23 2 

（比較技術論）  
超域文化学講義 24 2 

（人類生態学）  

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 
地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

卒業論文（制作）・卒業論文（制作）指導演習 10 
 
３  自由科目 
社会学 2 

経済学 2 

法律学 2 

政治学 2 

 
４  随意科目 
社会・地理歴史科教育法１ 2 

社会・地理歴史科教育法演習１ 2 

社会・地理歴史科教育法２ 2 

社会・地理歴史科教育法演習２ 2 
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社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
 
指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，

他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 
 
史学科超域文化学専修は，全学共通科目 28 単位，必修科目 8 単位（うち基幹科目 2 単位），選

択科目 60 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければな
らない。 
  
（3）教育学科専門教育科目 
 
[１] 教育学専攻課程 
 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 J1a 2 
入門演習 J1b 2 

入門演習 J1c 2 

入門演習 J1d 2 

入門演習 J2a 2 
入門演習 J2b 2 

入門演習 J2c 2 

入門演習 J2d 2 
教育学 2 

教育心理学 1 2 

教育社会学 1 2 

教育史 1 2 
教育哲学 1 2 

 
２  選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 J1 2 

演習 J2 2 
演習 J3 2 

演習 J4 2 

演習 J5 2 

演習 J6 2 
演習 J7 2 

演習 J8 2 

演習 J9 2 

演習 J10 2 

演習 J11 2 
演習 J12 2 

演習 J13 2 

演習 J14 2 

演習 J15 2 
演習 J16 2 

演習 J17 2 

演習 J18 2 
 
 
② 指定科目Ｂ２ 
教育調査実習 1 2 

教育調査実習 2 2 

教育調査実習 3a 2 

教育調査実習 3b 2 

教育調査実習 4a 2 

教育調査実習 4b 2 

教育実践研究 2 

 
③ 指定科目Ｃ 
教育方法学 2 

教育とメディア 2 

特別活動の理論と方法 2 

生徒指導・進路指導 2 
教育相談 2 

カウンセリング 2 

道徳教育の理論と方法 2 

幼児教育学 2 
比較教育学 1 2 

比較教育学 2 2 

キリスト教と教育 1 2 

キリスト教と教育 2 2 
教育心理学 2 2 

教育社会学 2 2 

教育史 2 2 

教育哲学 2 2 

社会教育・生涯学習論 2 
教育課程論 2 

国際教育論 2 

環境教育論 2 

教育と表現 2 
教育臨床論 2 

教育臨床心理学 2 

発達心理学 2 

現代教育の諸問題 1 2 
現代教育の諸問題 2 2 



 学則- 35 - 

子ども文化論 2 

哲学的人間学 2 

国語科教育論 2 
社会科教育論 2 

算数科教育論 2 

理科教育論 2 

生活科教育論 2 
家庭科教育論 2 

英語科教育論 1 

特別支援教育の理論と方法 2 

総合的な学習の時間の理論と方法 2 
人間と哲学１ 2 

人間と哲学２ 2 

ＩＣＴ活用の理論と方法（小学校） 2 

卒業論文（制作）・卒業論文（制作）指導演習 10 

 
３  自由科目 
世界史 2 
日本史 2 

社会学 2 

経済学 2 
法律学 2 

政治学 2 

 
 
４  随意科目 
社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
 
 

5 学科関連科目 
開発経済学 2 
アジア経済論 2 

セクシュアリティの社会学 2 

都市生活誌 2 

若者とメディア 2 
現代政治理論 4 

日本政治論 4 

 
指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，

他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 

 
教育学科教育学専攻課程は，全学共通科目 28 単位，必修科目 16 単位（うち基幹科目 2 単位），

選択科目 52 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければ
ならない。 
  
[２] 初等教育専攻課程 
 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ１ 
入門演習 J1a 2 

入門演習 J1b 2 

入門演習 J1c 2 

入門演習 J1d 2 
入門演習 J2a 2 

入門演習 J2b 2 

入門演習 J2c 2 

入門演習 J2d 2 

教育学 2 

教育心理学 1 2 

教育社会学 1 2 
教育史 1 2 

教育哲学 1 2 

 
② 指定科目Ａ２ 
国語科教育法 2 
社会科教育法 2 

算数科教育法 2 

理科教育法 2 

生活科教育法 2 
家庭科教育法 2 

音楽科教育法 2 

図画工作科教育法 2 

英語科教育法 2 
体育科教育法 2 

教職実践演習（小学校） 2 
教職論 2 

初等教育実習 5 

音楽実技 1 1 

音楽実技 2 1 
造形表現 1 1 

造形表現 2 1 

体育実技 1 

教育方法学 2 
特別活動の理論と方法 2 
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生徒指導・進路指導 2 

教育相談 2 

道徳教育の理論と方法 2 
教育課程論 2 

特別支援教育の理論と方法 2 

総合的な学習の時間の理論と方法 2 

ＩＣＴ活用の理論と方法（小学校） 2 

 
２ 選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 J1 2 

演習 J2 2 

演習 J3 2 
演習 J4 2 

演習 J5 2 

演習 J6 2 

演習 J7 2 
演習 J8 2 

演習 J9 2 

演習 J10 2 

演習 J11 2 

演習 J12 2 
演習 J13 2 

演習 J14 2 

演習 J15 2 

演習 J16 2 
演習 J17 2 

演習 J18 2 
 
② 指定科目Ｂ２ 
教育調査実習 1 2 

教育調査実習 2 2 
教育調査実習 3a 2 

教育調査実習 3b 2 

教育調査実習 4a 2 

教育調査実習 4b 2 
教育実践研究 2 

 
③ 指定科目Ｃ１ 
国語科教育論 2 

社会科教育論 2 
算数科教育論 2 

理科教育論 2 

生活科教育論 2 

家庭科教育論 2 
英語科教育論 1 

 
④ 指定科目Ｃ２ 
教育とメディア 2 

カウンセリング 2 
幼児教育学 2 

比較教育学 1 2 

比較教育学 2 2 

キリスト教と教育 1 2 
キリスト教と教育 2 2 

教育心理学 2 2 

教育社会学 2 2 

教育史 2 2 
教育哲学 2 2 

社会教育・生涯学習論 2 

国際教育論 2 

環境教育論 2 

教育と表現 2 
教育臨床論 2 

教育臨床心理学 2 

発達心理学 2 

子ども文化論 2 
哲学的人間学 2 

指定科目Ｃ１  超過履修分  

現代教育の諸問題 1 2 

現代教育の諸問題 2 2 
人間と哲学１ 2 

人間と哲学２ 2 

卒業論文（制作）・卒業論文（制作）指導演習 10 
 
３  自由科目 
世界史 2 

日本史 2 

社会学 2 

経済学 2 

法律学 2 

政治学 2 
 
指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，

他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 

 
教育学科初等教育専攻課程は，全学共通科目 28単位，必修科目 67単位（うち基幹科目 2単位），

選択科目 31 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 8 単位，計 134 単位以上を修得しなければ
ならない。 
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[３] 中学校・高等学校の教育職員免許状に必要な教育の基礎的理解に関する科目等 
 
① 必修科目 
教職概論 2 

教育原論 2 

教育制度論・教育課程論 2 
教育心理学 2 

特別活動及び総合的な学習の時間の理論と方法 2 

教育方法論 2 

ICT 活用の理論と方法 1 

生徒・進路指導の理論と方法 2 

学校教育相談の理論と方法 2 

教職実践演習（中・高） 2 
中・高教育実習事前指導 1 

中・高教育実習 4 

高校教育実習 2 

教職特別演習 2 
 
 教育の基礎的理解に関する科目等については，中学校の教育職員免許状取得希望者について定
めた科目を 28 単位，高等学校の教育職員免許状取得希望者について定めた科目を 24 単位修得し
なければならない。 
 
（4）文学科専門教育科目 
 
[１] 英米文学専修 
 
１  必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門講義 1 2 

入門講義 2 2 
入門演習 B1a 2 

入門演習 B1b 2 

入門演習 B1c 2 

入門演習 B1d 2 
入門演習 B1e 2 

入門演習 B1f 2 

入門演習 B1g 2 

入門演習 B2ａ 2 
入門演習 B2b 2 

入門演習 B2c 2 

入門演習 B2d 2 

入門演習 B2e 2 
入門演習 B2f 2 

入門演習 B2g 2 

基礎演習 1a 2 

基礎演習 1b 2 
基礎演習 1c 2 

基礎演習 1d 2 

基礎演習 1e 2 

基礎演習 1f 2 

基礎演習 1g 2 

基礎演習 2a 2 
基礎演習 2b 2 

基礎演習 2c 2 

基礎演習 2d 2 

基礎演習 2e 2 
基礎演習 2f 2 

基礎演習 2g 2 

英語基礎演習 1a 2 

英語基礎演習 1b 2 
英語基礎演習 1c 2 

英語基礎演習 1d 2 

英語基礎演習 1e 2 

英語基礎演習 1f 2 
英語基礎演習 1g 2 

英語基礎演習 2a 2 

英語基礎演習 2b 2 

英語基礎演習 2c 2 
英語基礎演習 2d 2 

英語基礎演習 2e 2 

英語基礎演習 2f 2 

英語基礎演習 2g 2 
 
２  選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 B1 2 

（英語文学）  

演習 B2 2 

（英語文学）  
演習 B3 2 

（英語文学）  

演習 B4 2 

（英語文学）  
演習 B5 2 

（英語文学）  

演習 B6 2 

（英語文学）  
演習 B7 2 

（英語文学）  

演習 B8 2 

（英語文学）  

演習 B9 2 

（英語文学）  
演習 B10 2 

（英語文学）  

演習 B11 2 

（英語文学）  
演習 B12 2 

（英語文学）  

演習 B13 2 

（英語文学）  
演習 B14 2 

（英語文学）  
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演習 B15 2 

（英語文学）  

演習 B16 2 
（英語文学）  

演習 B17 2 

（英語学）  

演習 B18 2 
（英語学）  

演習 B19 2 

（英語学）  

演習 B20 2 
（英語学）  

演習 B21 2 

（英語文学）  

演習 B22 2 
（英語文学）  

演習 B23 2 

（英語文学）  

演習 B24 2 
（英語文学）  

演習 B25 2 

（英語文学）  

演習 B26 2 
（英語文学）  

演習 B27 2 

（英語学）  

演習 B28 2 
（英語学）  

演習 B29 2 

演習 B30 2 

  

 
② 指定科目Ｂ２ 
英語表現演習 1 2 

英語表現演習 2 2 

英語表現演習 3 2 
英語表現演習 4 2 

英語表現演習 5 2 

英語表現演習 6 2 

英語表現演習 7 2 
英語表現演習 8 2 

英語表現演習 9 2 

英語表現演習 10 2 

英語表現演習 11 2 

英語表現演習 12 2 

英語表現演習 13 2 
英語表現演習 14 2 

英語表現演習 15 2 

英語表現演習 16 2 

英語表現演習 17 2 
英語表現演習 18 2 

英語表現演習 19 2 

英語表現演習 20 2 
 
③ 指定科目Ｃ 
文学講義 1 2 
（英語学概説１）  

文学講義 2 2 

（英語学概説２）  

文学講義 3 2 
（イギリス文学概説１）  

文学講義 4 2 

（イギリス文学概説２）  

文学講義 5 2 
（アメリカ文学概説１）  

文学講義 6 2 

（アメリカ文学概説２）  

文学講義 7 2 
（イギリス散文１）  

文学講義 8 2 

（イギリス散文２）  

文学講義 9 2 
（アメリカ散文１）  

文学講義 10 2 

（アメリカ散文２）  

文学講義 11 2 
（英米詩１）  

文学講義 12 2 

（英米詩２）  

文学講義 13 2 
（シェイクスピア１）  

文学講義 14 2 

（シェイクスピア２）  

文学講義 15 2 
（文学批評・理論１）  

文学講義 16 2 
（文学批評・理論２）  

文学講義 17 2 

（英米演劇１）  

文学講義 18 2 
（英米演劇２）  

文学講義 19 2 

（中世英文学）  

文学講義 20 2 
（児童文学）  

文学講義 21 2 

（比較文学１）  

文学講義 22 2 
（比較文学２）  

文学講義 23 2 

（英語圏文学１）  

文学講義 24 2 
（英語圏文学２）  

文学講義 25 2 

（表象芸術１）  

文学講義 26 2 
（表象芸術２）  

文学講義 27 2 

（英語発達史１）  

文学講義 28 2 
（英語発達史２）  

文学講義 29 2 

（英語構造論１）  

文学講義 30 2 
（英語構造論２）  
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文学講義 31 2 

（音声学１）  

文学講義 32 2 
（音声学２）  

文学講義 33 2 

（英米事情１）  

文学講義 34 2 
（英米事情２）  

文学講義 35 2 

（イギリス文化１）  

文学講義 36 2 
（イギリス文化２）  

文学講義 37 2 

（アメリカ文化１）  

文学講義 38 2 

（アメリカ文化２）  

文学講義 39 2 
（英語圏文化１）  

文学講義 40 2 

（英語圏文化２）  

文学講義 41 2 
（比較文化１）  

文学講義 42 2 

（比較文化２）  

卒業論文（制作）・卒業論文（制作）指導演習 10 
  

  

 
３ 自由科目 
指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，

他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 

 
４  随意科目 
英語科教育法１ 2 

英語科教育法演習１ 2 

英語科教育法２ 2 

英語科教育法演習２ 2 
 
文学科英米文学専修は，全学共通科目 28 単位，必修科目 18 単位（うち基幹科目 2 単位），選

択科目 50 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければな
らない。 
  
[２] ドイツ文学専修 
 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 C1a 2 

入門演習 C1b 2 
入門演習 C1c 2 

入門演習 C2a 2 

入門演習 C2b 2 

入門演習 C2c 2 
ドイツ語入門 1a 2 

ドイツ語入門 1b 2 

ドイツ語入門 1c 2 

ドイツ語入門 2a 2 
ドイツ語入門 2b 2 

ドイツ語入門 2c 2 

ドイツ語入門 3a 2 

ドイツ語入門 3b 2 
ドイツ語入門 3c 2 

ドイツ語入門 4a 2 

ドイツ語入門 4b 2 

ドイツ語入門 4c 2 

ドイツ語基礎演習 1a 2 

ドイツ語基礎演習 1b 2 
ドイツ語基礎演習 1c 2 

ドイツ語基礎演習 2a 2 

ドイツ語基礎演習 2b 2 

ドイツ語基礎演習 2c 2 
ドイツ語基礎演習 3a 2 

ドイツ語基礎演習 3b 2 

ドイツ語基礎演習 3c 2 

ドイツ語基礎演習 3d 2 
ドイツ語基礎演習 4a 2 

ドイツ語基礎演習 4b 2 

ドイツ語基礎演習 4c 2 

ドイツ語基礎演習 5a 2 
ドイツ語基礎演習 5b 2 

ドイツ語基礎演習 5c 2 

ドイツ語基礎演習 5d 2 

 
２ 選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 C1 2 

（現代ドイツ語圏文化・ジェンダー文化）  

演習 C2 2 

（現代ドイツ語圏文化・ジェンダー文化）  

演習 C3 2 

（メディア文化・表象文化）  

演習 C4 2 

（メディア文化・表象文化）  
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演習 C5 2 

（日独における越境の文化）  

演習 C6 2 
（日独における越境の文化）  

演習 C7 2 

（言語文化）  

演習 C8 2 
（言語文化）  

演習 C9 2 

（伝承・物語）  

演習 C10 2 
（伝承・物語）  

演習 C11 2 

（比較文化）  

演習 C12 2 
（比較文化）  

 
② 指定科目Ｂ２ 
ドイツ語表現演習 1A 2 
（討論１）  

ドイツ語表現演習 1B 2 

（討論１）  

ドイツ語表現演習 2A 2 
（討論１）  

ドイツ語表現演習 2B 2 

（討論１）  

ドイツ語表現演習 3A 2 
（討論２）  

ドイツ語表現演習 3B 2 

（討論２）  

ドイツ語表現演習 4A 2 
（討論３）  

ドイツ語表現演習 4B 2 

（討論３）  

ドイツ語表現演習 5 2 
（小論文）  

ドイツ語表現演習 6 2 

（小論文）  

ドイツ文学・文化演習 1 2 
（韻文）  

ドイツ文学・文化演習 2 2 

（思想・評論）  

ドイツ文学・文化演習 3 2 
（児童文学）  

ドイツ文学・文化演習 4 4 

（日独比較文化タンデム）  

ドイツ文学・文化演習 5 2 
（ドイツ文化論）  

ドイツ文学・文化演習 6 2 

（中・近世ドイツ語研究）  

ドイツ文学・文化演習 7 2 
（メディアのドイツ語）  

ドイツ文学・文化演習 8 2 

（検定ドイツ語）  

ドイツ文学・文化演習 101 2 
（日独比較文化）  

ドイツ文学・文化演習 103 2 

（メディア文化・表象文化）  

ドイツ文学・文化演習 105 2 
（ドイツと異文化）  

ドイツ文学・文化演習 107 2 

（言語文化）  

ドイツ文学・文化演習 109 2 
（伝承・物語）  

ドイツ文学・文化演習 111 2 

（比較文化）  
 
③ 指定科目Ｃ 
文学講義 101 2 
（ドイツの言語）  

文学講義 103 2 

（東ドイツの文化）  

文学講義 104 2 
（現代の言語論）  

文学講義 105 2 

（言語研究の諸相）  

文学講義 106 2 
（ドイツ文学にみるジェンダー文化）  

文学講義 107 2 

（ドイツのメディア論）  

文学講義 108 2 
（日独文化交流）  

文学講義 109 2 

（日独比較文化）  

文学講義 110 2 
（ドイツのメルヘン）  

文学講義 111 2 

（ゲーテの時代）  

文学講義 112 2 
（ドイツの近代社会と思想）  

文学講義 113 2 

（ドイツの都市文化）  

文学講義 114 2 
（ドイツの音楽・舞台芸術）  

文学講義 115 2 

（ドイツの生活文化）  

文学講義 116 2 
（ドイツのユダヤ系文化）  

文学講義 117 2 

（ドイツと異文化）  

文学講義 118 2 
（ドイツ中世の文学・文化）  

文学講義 157 2 

（ドイツの学術文化）  

文学講義 160 2 
（ドイツの児童文学）  

文学講義 161 2 

（バロックの文化）  

文学講義 162 2 
（ドイツの表象文化）  

文学講義 164 2 

（ドイツの映像文化）  

文学講義 168 2 
（ドイツ近世の文学・文化）  
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３ 自由科目 
 指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，
他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 
 
４  随意科目 
ドイツ語科教育法１ 2 

ドイツ語科教育法演習１ 2 

ドイツ語科教育法２ 2 

ドイツ語科教育法演習２ 2 
 
文学科ドイツ文学専修は，全学共通科目 28 単位，必修科目 24 単位（うち基幹科目 2 単位），

選択科目 44 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければ
ならない。 
  
[３] フランス文学専修 
 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 D1a 2 
入門演習 D1b 2 

入門演習 D1c 2 

入門演習 D2a 2 

入門演習 D2b 2 
入門演習 D2c 2 

フランス語入門 1a 2 

フランス語入門 1b 2 

フランス語入門 1c 2 
フランス語入門 2a 2 

フランス語入門 2b 2 

フランス語入門 2c 2 

フランス語入門 3a 2 
フランス語入門 3b 2 

フランス語入門 3c 2 

フランス語入門 4a 2 

フランス語入門 4b 2 

フランス語入門 4c 2 
フランス語基礎演習 1a 2 

フランス語基礎演習 1b 2 

フランス語基礎演習 1c 2 

フランス語基礎演習 2a 2 
フランス語基礎演習 2b 2 

フランス語基礎演習 2c 2 

フランス語基礎演習 3a 2 

フランス語基礎演習 3b 2 
フランス語基礎演習 3c 2 

フランス語基礎演習 4a 2 

フランス語基礎演習 4b 2 

フランス語基礎演習 4c 2 
フランス語基礎演習 5a 2 

フランス語基礎演習 5b 2 

フランス語基礎演習 5c 2 

 
２ 選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 D1 2 

演習 D2 2 

演習 D3 2 

演習 D4 2 
演習 D5 2 

演習 D6 2 

演習 D7 2 

演習 D8 2 

演習 D9 2 

演習 D10 2 
演習 D11 2 

演習 D12 2 
 
② 指定科目Ｂ２ 
フランス語表現演習 1 2 

（資格のためのフランス語１）  
フランス語表現演習 2 2 

（資格のためのフランス語２）  

フランス語表現演習 3 2 

（コミュニカシオン１）  
フランス語表現演習 4 2 

（コミュニカシオン２）  

フランス語表現演習 5 2 

（コミュニカシオン３）  
フランス語表現演習 6 2 

（コミュニカシオン４）  

フランス語表現演習 7 2 

（ライティング１）  
フランス語表現演習 8 2 

（ライティング２）  

フランス語表現演習 9 2 

（パフォーマンス１）  
フランス語表現演習 10 2 

（パフォーマンス２）  

フランス文学・文化演習 1 2 

（フィクション１）  
フランス文学・文化演習 2 2 

（フィクション２）  
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フランス文学・文化演習 3 2 

（エッセー１）  

フランス文学・文化演習 4 2 
（エッセー２）  

フランス文学・文化演習 5 2 

（時事フランス語１）  

フランス文学・文化演習 6 2 
（時事フランス語２）  

フランス文学・文化演習 7 2 

（映像文化１）  

フランス文学・文化演習 8 2 
（映像文化２）  

フランス文学・文化演習 9 2 

（フィクション３）  

フランス文学・文化演習 10 2 
（フィクション４）  

 
③ 指定科目Ｃ 
文学講義 201 2 
（仏中世・ルネサンス文学）  

文学講義 202 2 

（仏中世・ルネサンス思想）  

文学講義 203 2 
（仏古典主義文学）  

文学講義 204 2 

（仏近代社会）  

文学講義 205 2 
（仏近・現代小説１）  

文学講義 206 2 

（仏近・現代小説２）  

文学講義 207 2 
（フランス語圏文学）  

文学講義 208 2 

（フランス哲学）  

文学講義 209 2 
（フランス思想）  

  

文学講義 210 2 
（表象文化論）  

文学講義 211 2 

（フランス美術）  

文学講義 212 2 
（日仏比較）  

文学講義 213 2 

（ヨーロッパとフランス）  

文学講義 214 2 
（仏詩・戯曲）  

文学講義 215 2 

（フランス文化史）  

文学講義 216 2 
（仏現代社会）  

文学講義 217 2 

（フランス語学概説１）  

文学講義 218 2 
（フランス語学概説２）  
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３ 自由科目 
指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，

他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 
 
４  随意科目 
フランス語科教育法１ 2 

フランス語科教育法演習１ 2 

フランス語科教育法２ 2 

フランス語科教育法演習２ 2 
 
文学科フランス文学専修は，全学共通科目 28 単位，必修科目 24 単位（うち基幹科目 2 単位），

選択科目 44 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければ
ならない。 

 
[４] 日本文学専修 
 
１ 必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 E1a 2 

入門演習 E1b 2 
入門演習 E1c 2 

入門演習 E1d 2 

入門演習 E1e 2 

入門演習 E2a 2 

入門演習 E2b 2 

入門演習 E2c 2 
入門演習 E2d 2 

入門演習 E2e 2 

日本文学研究法 2 

 
２ 選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 E1 2 演習 E2 2 
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演習 E3 2 

演習 E4 2 

演習 E5 2 
演習 E6 2 

演習 E7 2 

演習 E8 2 

演習 E9 2 
演習 E10 2 

演習 E11 2 

演習 E12 2 

演習 E13 2 
演習 E14 2 

演習 E15 2 

演習 E16 2 

演習 E17 2 
演習 E18 2 

演習 E19 2 

演習 E20 2 

演習 E21 2 

演習 E22 2 
演習 E23 2 

演習 E24 2 

演習 E25 2 

演習 E26 2 
演習 E27 2 

演習 E28 2 

演習 E29 2 

演習 E30 2 
演習 E31 2 

演習 E32 2 

演習 E33 2 

演習 E34 2 
演習 E35 2 

演習 E36 2 
 
② 指定科目Ｂ２ 
日本文学講読 1 2 

（古代）  
日本文学講読 2 2 

（古代）  

日本文学講読 3 2 

（中世）  
日本文学講読 4 2 

（中世）  

日本文学講読 5 2 

（近世）  
日本文学講読 6 2 

(近世)  

日本文学講読 7 2 

（和歌・俳諧）  
日本文学講読 8 2 

（和歌・俳諧）  

漢文学講読 1 2 

（漢文）  
漢文学講読 2 2 

（漢文）  

漢文学講読 3 2 

（漢文）  
漢文学講読 4 2 

（漢文）  

卒業論文（制作）予備研究 1 2 

卒業論文（制作）予備研究 2 2 
研究小論文 1ｂ 2 

研究小論文 2a 2 
 

2 

研究小論文 2b 2 

  
  

 
③ 指定科目Ｃ 
文学講義 301 2 

（日本文学史・古代１）  
文学講義 302 2 

（日本文学史・古代２）  

文学講義 303 2 

（日本文学史・古代３）  
文学講義 304 2 

（日本文学史・古代４）  

文学講義 305 2 

（日本文学史・中世１）  
文学講義 306 2 

（日本文学史・中世２）  

文学講義 307 2 

（日本文学史・和歌・俳諧１）  
文学講義 308 2 

（日本文学史・和歌・俳諧２）  

文学講義 309 2 

（日本文学史・和歌・俳諧３）  
文学講義 310 2 

（日本文学史・和歌・俳諧４）  

文学講義 311 2 

（日本文学史・近世１）  
  

文学講義 312 2 

（日本文学史・近世２）  
文学講義 313 2 

（日本文学史・近現代１）  

文学講義 314 2 

（日本文学史・近現代２）  
文学講義 315 2 

（日本語史１）  

文学講義 316 2 

（日本語史２）  
文学講義 317 2 

（古代日本文学１）  

文学講義 318 2 

（古代日本文学２）  
文学講義 319 2 

（古代日本文学３）  

文学講義 320 2 

（古代日本文学４）  
文学講義 321 2 

（中世日本文学１）  

文学講義 322 2 

（中世日本文学２）  
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文学講義 323 2 

（中世日本文学３）  

文学講義 324 2 
（中世日本文学４）  

文学講義 325 2 

（和歌・俳諧１）  

文学講義 326 2 
（和歌・俳諧２）  

文学講義 327 2 

（和歌・俳諧３）  

文学講義 328 2 
（和歌・俳諧４）  

文学講義 329 2 

（近世日本文学１）  

文学講義 330 2 
（近世日本文学２）  

文学講義 331 2 

（近現代日本文学１）  

文学講義 332 2 
（近現代日本文学２）  

文学講義 333 2 

（近現代日本文学３）  

文学講義 334 2 
（近現代日本文学４）  

  

文学講義 335 2 

（近現代日本文学５）  

文学講義 336 2 
（近現代日本文学６）  

文学講義 337 2 

（日本語学１）  

文学講義 338 2 
（日本語学２）  

文学講義 339 2 

（日本語学３）  

文学講義 340 2 
（日本語学４）  

文学講義 341 2 

（日本語学５）  

文学講義 342 2 
（日本語学６）  

文学講義 343 2 

（書誌学１）  

文学講義 344 2 
（書誌学２）  

文学講義 345 2 

（文献解読１）  

文学講義 346 2 
（文献解読２）  

卒業論文（制作）・卒業論文（制作）指導演習 10 
 
３ 自由科目 
 指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，
他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 
 
４  随意科目 
国語科教育法１ 2 
国語科教育法演習１ 2 

国語科教育法２ 2 
国語科教育法演習２ 2 

 
文学科日本文学専修は，全学共通科目 28 単位，必修科目 8 単位（うち基幹科目 2 単位），選択

科目 60 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければなら
ない。 
  
[５] 文芸・思想専修 
 
１  必修科目 
① 指定科目Ａ 
入門演習 F1a 2 

入門演習 F1b 2 

入門演習 F1c 2 
入門演習 F1d 2 

入門演習 F2a 2 

入門演習 F2b 2 

入門演習 F2c 2 

入門演習 F2d 2 
卒業論文（制作）予備演習 2 

 
 

 

２ 選択科目 
① 指定科目Ｂ１ 
演習 F1 2 
演習 F2 2 

演習 F3 2 

演習 F4 2 

演習 F5 2 

演習 F6 2 
演習 F7 2 

演習 F8 2 

演習 F9 2 

演習 F10 2 
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演習 F11 2 

演習 F12 2 

演習 F17 2 
演習 F18 2 

演習 F19 2 

演習 F20 2 

演習 F21 2 
演習 F22 2 

演習 F23 2 

演習 F24 2 

演習 F25 2 

演習 F26 2 
演習 F27 2 

演習 F28 2 

演習 F29 2 

演習 F30 2 
演習 F31 2 

演習 F32 2 
 
② 指定科目Ｂ２ 
文芸・思想文献講読 1 2 

文芸・思想文献講読 2 2 

文芸・思想文献講読 3 2 

文芸・思想文献講読 4 2 
 
③ 指定科目Ｃ 
文学講義 401 2 

（文明批評論１）  

文学講義 402 2 

（文明批評論２）  
文学講義 403 2 

（文芸評論１）  

文学講義 404 2 

（文芸評論２）  
文学講義 405 2 

（文化翻訳論１）  

文学講義 406 2 

（文化翻訳論２）  
文学講義 407 2 

（マンガ/アニメ表現論１）  

文学講義 408 2 

（マンガ/アニメ表現論２）  
文学講義 409 2 

（小説創作論１）  

文学講義 410 2 

（小説創作論２）  
文学講義 411 2 

（詩創作論１）  

文学講義 412 2 

（詩創作論２）  
文学講義 413 2 

（ジェンダー論）  

文学講義 414 2 

（広告文芸論）  

文学講義 415 2 

（文芸編集論）  

文学講義 416 2 

（演劇）  
文学講義 417 2 

（現代歌謡論）  

文学講義 418 2 

（世界文学論１）  
文学講義 419 2 

（世界文学論２）  

哲学講義 1 2 

（西洋哲学）  
哲学講義 2 2 

（東洋哲学）  

哲学講義 3 2 

（芸術論１）  
哲学講義 4 2 

（芸術論２）  

哲学講義 5 2 

（現代思想の諸問題１）  
哲学講義 6 2 

（現代思想の諸問題２）  

哲学講義 7 2 

（死生論）  
哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

現代倫理 2 

卒業論文（制作）・卒業論文(制作)指導演習 10 
 
 
３ 自由科目 
 指定単位を超えて修得した全学共通科目・文学部基幹科目・指定科目，文学部他学科指定科目，
他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目,大学院文学研究科の科目及びキリスト
教学研究科の科目を自由科目の単位として卒業要件単位に算入することができる。ただし, 他学
部科目及び５大学間単位互換制度による他大学の科目はあわせて 16 単位まで，大学院文学研究
科の科目及びキリスト教学研究科の科目はあわせて 8 単位まで卒業要件単位に算入することが
できる。 
 
４  随意科目 
国語科教育法１ 2 

国語科教育法演習１ 2 

国語科教育法２ 2 

国語科教育法演習２ 2 
 
文学科文芸・思想専修は，全学共通科目 28 単位，必修科目 8 単位（うち基幹科目 2 単位），選

択科目 60 単位（うち基幹科目 10 単位），自由科目 28 単位，計 124 単位以上を修得しなければな
らない。 
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 [６] ＧＬＡＰ 
 
１  必修科目 
Tutorial 1 2 

Tutorial 2 2 

Liberal Arts in Higher Education 4 
GL111 2 

GL202 2 

Second Year Seminar 2 

Globalism and Humanities 4 

Citizenship Education 4 

International Business 4 
Final Year Seminar 1 2 

Final Year Seminar 2 2 

Graduation Paper 8 
 
２ 選択科目 
① 英語リベラルアーツ（ELA）科目
World History 4 
Culture and Fine Arts 4 

Political Sociology 4 

Nature of the Earth 4 

Literature and Society 4 
Economic Thought 4 

Health and Wellness 4 

Topics in Environment 2 
Topics in Natural Science 2 

Topics in Humanities and Arts 2 

GLAP Special Seminar 1 2 

GLAP Special Seminar 2 2 
Career Planning 2 

 
② GLAP 夏季短期集中プログラム科目
University Education in the World 2 

University in Modern Society 2 

Career and University Education   2 

in the Global World  
 
③ 海外留学研修
Study Abroad 1 12 Study Abroad 2 12 
 

④ Global Studies Electives 

Global Studies Pre-Seminar  2 Cross-Fields Research   4 
 
＜Global Studies Humanities＞
Humanites First Seminar 2 

Christianity in Japan 2 
Japanese Literature in the World 2 

Japan in Asian Context 2 

Rethinking European Literatures 2 

Traditional Arts in Japan 2 
Postmodern Turn in Japanese Arts 2 

Development of Gender Studies 2 

Intellectual History of Japan 2 

Seminar in Literature 2 
and Culture Studies 1  

Seminar in Literature 2 

and Culture Studies 2  
Seminar in Literature 2 

and Culture Studies 3  

Seminar in Literature 2 

and Culture Studies 4  
Seminar in Literature 2 

and Culture Studies 5  

Seminar in Literature 2 

and Culture Studies 6  

 
＜Global Studies Citizenship＞ 

 

Citizenship First Seminar 2 
Principles of Sociology 2 

Global Sociology 2 

Global City 2 

Gender/Minority Studies 2 
International Relations 2 

UN and International Organizations 2 

Civil Society Organization (NGO/NPO) and 2 

Corporate Social Responsibilities  

Area Studies - Africa, Islam and Asia 2 
Sociological Studies A 2 

Sociological Studies B 2 

Sociological Studies C 2 

Sociological Studies D 2 
Lecture and Discussion on Gender C 2 

Lecture and Discussion on Culture D 2 

  

 
 
＜Global Studies Business＞
Business First Seminar 2 
Business and Society 2 

Introduction to Finance 2 

Introduction to Accounting 2 

Introduction to Marketing 2 
Corporate Finance and Valuation 2 

Financial Statement Analysis 2 

Marketing Research 2 
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Advanced Business Project 4 

Business Project 2 

Business Communication 2 
Marketing Communications and Penetrating  2 

the Japanese Market  

Intercultural Business Management 2 

Global Innovation Management 2 

International Human Resource Management 2 
Global Strategic Management 2 

Marketing Positioning Strategy 2 
 
３ 自由科目 
 GLAP は，全学共通科目 10 単位，必修科目 38 単位，選択科目 60 単位（英語リベラルアーツ（ELA）
科目を 20単位，GLAP夏季短期集中プログラム科目を 2単位，海外留学研修または Global Studies 
Electives を 38 単位），自由科目 16 単位以上，計 124 単位以上を修得しなければならない。な
お，Global Studies Electives において Humanities，Citizenship，Business より 1 つのフィ
ールドを選択し，当該分野の科目を 14 単位以上修得しなければならない。 
 指定単位を超えて修得した英語リベラルアーツ（ELA）科目を Global Studies Electives の単
位として、卒業要件単位に算入する。また、指定単位を超えて修得した選択科目，全学共通科目，
各学部専門教育科目，5 大学間単位互換制度による他大学の科目及び留学認定科目を自由科目の
単位として卒業要件単位に算入することができる。 
 
 
Ⅲ 経済学部 
 
（1）経済学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
① 必修科目 
社会経済学入門 2 ミクロ・マクロ経済学入門 2 
 
２ 選択科目 
① 基本選択科目 
社会経済学1 2 
社会経済学2 2 
初級ミクロ経済学1 2 

初級ミクロ経済学2 2 
初級マクロ経済学1 2 
初級マクロ経済学2 2 

 
② 共通選択科目 1 
基礎ゼミナール1 2 
基礎ゼミナール2 2 
データ分析入門1 2 
データ分析入門2 2 
統計学1 2 
統計学2 2 
経済数学入門 2 
経済史1 2 

経済史2 2 
外書講読・英A 2 
外書講読・英B 2 
経営学1 2 
経営学2 2 
簿記1 2 
簿記2 2 
  

 
③ 共通選択科目 2 
応用社会経済学1 2 
応用社会経済学2 2 
中級ミクロ経済学 2 
中級マクロ経済学 2 
経済学史1 2 
経済学史2 2 
経済統計学1 2 
経済統計学2 2 
計量経済学1 2 
計量経済学2 2 
日本経済論1 2 
日本経済論2 2 
国際経済論 2 
世界経済論 2 
財政学1 2 
財政学2 2 
金融論1 2 
金融論2 2 
日本経済史1 2 
日本経済史2 2 
データ分析演習A 2 

データ分析演習B 2 
Short-term Study Abroad Program in Economics(USA)  6 
  
Short-term Study Abroad Program in Economics(UK)  8 
Short-term Study Abroad Program in Economics(CAN)  6 
Short-term Study Abroad Program in Economics(CHN) 6 
Short-term Study Abroad Program in Economics(AUS)  6 
Short-term Study Abroad Program in Economics(PHL)  4 
Japanese Economy1 2 
Japanese Economy2 2 
Japanese Economic History1 2 
Japanese Economic History2  2 
Japanese Management1 2 
Japanese Management2 2 
Economics 2 
Statistics 2 
Accounting1 2 
Accounting2 2 
Finance1 2 
Finance2 2 
Introductory English for Current Economic Issues1 2 
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Introductory English for Current Economic Issues2 2 
Intermediate English for Current Economic Issues1 2 
Intermediate English for Current Economic Issues2 2 
  

Economics Applied to Current Issues1 2 
Economics Applied to Current Issues2 2 
  

④ 学科選択科目 
数理経済学 2 
景気変動論1 2 
景気変動論2 2 
社会思想史 2 
現代社会思想 2 
ヨーロッパ経済史1 2 
ヨーロッパ経済史2 2 
経営史1 2 
経営史2 2 
公共経済学1 2 
公共経済学2 2 
産業経済論1 2 
産業経済論2 2 
労働経済論1 2 
労働経済論2 2 
社会政策論1 2 
社会政策論2 2 
農業経済論 2 
農業政策論 2 
都市政策論1 2 
都市政策論2 2 

環境経済学1 2 
環境経済学2 2 
開発経済学 2 
アジア経済論 2 
アメリカ経済論 2 
アメリカ経済政策論 2 
国際貿易論 2 
国際経済政策論 2 
経済政策論1 2 
経済政策論2 2 
租税論1 2 
租税論2 2 
地方財政論1 2 
地方財政論2 2 
証券経済論 2 
証券市場論 2 
外国為替論 2 
国際金融論 2 
統計調査論1 2 
統計調査論2 2 

 
３ 自由科目 
① 自由選択科目 1 
アジア経済史1 2 
アジア経済史2 2 
アメリカ経済史1 2 
アメリカ経済史2 2 
中小企業論1 2 
中小企業論2 2 
消費者政策論 2 
生活経済論 2 
比較公共政策論1 2 
比較公共政策論2 2 
社会開発論 2 
現代経済論 2 
現代経済演習１ 2 
現代経済演習２ 2 
医療経済論 2 
福祉経済論 2 
流通経済論 2 
流通政策論 2 
EU経済論 2 
地域経済統合論 2 
中国経済論 2 
中国経済政策論 2 
国際政治経済学 2 
会計学1 2 
会計学2 2 
中級簿記1 2 
中級簿記2 2 
ファイナンス基礎 2 
経営分析論1 2 
経営分析論2 2 
財務会計論1 2 
財務会計論2 2 
管理会計論1 2 
管理会計論2 2 
原価計算論1 2 
原価計算論2 2 

会計監査論1 2 
会計監査論2 2 
租税法1 2 
租税法2 2 
上級簿記1 2 
上級簿記2 2 
国際会計論1 2 
国際会計論2 2 
会計情報論1 2 
会計情報論2 2 
税務会計論 2 
会計政策論 2 
環境会計論 2 
非営利会計論 2 
会計史1 2 
会計史2 2 
コーポレートファイナンス1 2 
コーポレートファイナンス2 2 
金融工学 2 
ポートフォリオ論 2 
金融機関論 2 
金融政策論 2 
年金経済論 2 
保険論 2 
金融史 2 
現代企業論1 2 
現代企業論2 2 
国際経営論1 2 
国際経営論2 2 
マーケティング論1 2 
マーケティング論2 2 
コーポレートガバナンス論1 2 
コーポレートガバナンス論2 2 
企業法1 2 
企業法2 2 
ゼミナールA 4 
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ゼミナールB 4 
ゼミナール（単年度） 4 
外書講読・独A 2 
外書講読・独B 2 
外書講読・仏A 2 
外書講読・仏B 2 
データサイエンス概論 2 
調査実習 4 
経済地理学1 2 
経済地理学2 2 
課題解決演習A 2 
課題解決演習B 2 
課題解決演習C 2 
企画講座1 2 
企画講座2 2 
企画講座3 2 
企画講座4 2 
企画講座5 2 

企画講座6 2 
企画講座７ 2 
インターンシップ 4 
キャリアデザイン論 2 
キャリアコンサルティング論 2 
憲法1 2 
憲法2 2 
民法1 2 
民法2 2 
経済法1 2 
経済法2 2 
行政学1 2 
行政学2 2 
地方自治論 2 
労働法 4 
経済ビッグデータ解析入門 2 
機械学習入門 2 

 
 
② 自由選択科目 2
日本史 2 
世界史 2 
政治学 2 
地誌学1 2 

地誌学2 2 
地理学概説1 2 
地理学概説2 2 
自然地理学1 2 

自然地理学2 2 
心理学1 2 
心理学2 2 
宗教思想1 2 
宗教思想2 2 
哲学概論1 2 
哲学概論2 2 

 

４ 随意科目 

社会・地理歴史科教育法 1        2 
社会・地理歴史科教育法 2 2 
社会・地理歴史科教育法演習 1 2 
社会・地理歴史科教育法演習 2 2 
社会・公民科教育法 1 2 
  

社会・公民科教育法 2 2 
社会・公民科教育法演習 1 2 
社会・公民科教育法演習 2 2 
商業科教育法 1 2 
商業科教育法演習 1 2 

  

経済学科は，全学共通科目を 28 単位，専門教育必修科目を 4 単位，選択科目を 58 単位（基本
選択科目を 8 単位，共通選択科目 1 を 14 単位，共通選択科目 2 を 12 単位，学科選択科目を 24
単位），自由科目を 34 単位以上，合計 124 単位以上を修得しなければならない。 
ただし，全学共通科目で卒業要件単位数を超えて修得した単位・自由選択科目 2・他学部科目・

５大学間単位互換制度・入学後の他大学認定科目における修得単位は 14 単位までを卒業要件単
位に算入することができる。なお,自由選択科目 2・他学部科目・５大学間単位互換制度・入学
後の他大学認定科目における修得単位は 8 単位を上限とする。 
 
 
（2）会計ファイナンス学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
① 必修科目 
簿記 1 2 

簿記 2 2 

会計学 1 2 

会計学 2 2 

社会経済学入門 2 

ミクロ・マクロ経済学入門 2 
 
２ 選択科目 
① 共通選択科目 1 
基礎ゼミナール 1 2 

基礎ゼミナール 2 2 

データ分析入門 1 2 

データ分析入門 2 2 
統計学 1 2 

統計学 2 2 

経済数学入門 2 

外書講読・英 A 2 

外書講読・英 B 2 

経営学 1 2 
経営学 2 2 

社会経済学 1 2 
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社会経済学 2 2 

初級ミクロ経済学 1 2 

初級マクロ経済学 1 2 

  
 
 
②  共通選択科目 2
中級簿記 1 2 
中級簿記 2 2 

ファイナンス基礎 2 

経営分析論 1 2 

経営分析論 2 2 
金融論 1 2 

金融論 2 2 

景気変動論 1 2 

景気変動論 2 2 
初級ミクロ経済学 2 2 

初級マクロ経済学 2 2 

データ分析演習 A 2 

データ分析演習 B    2 
Short-term Study Abroad Program in Economics(USA)     6 

Short-term Study Abroad Program in Economics(UK)     8 

Short-term Study Abroad Program in Economics(CAN)     6 
Short-term Study Abroad Program in Economics(CHN)    6 

Short-term Study Abroad Program in Economics(AUS)  6   

Short-term Study Abroad Program in Economics(PHL)  4 

Japanese Economy1 2  
Japanese Economy2 2 

Japanese Economic History1 2 

  

  

Japanese Economic History2 2 
Japanese Management1 2 

Japanese Management2 2 

Economics 2 
Statistics 2 
Accounting1 2 

Accounting2 2 

Finance1 2 

Finance2 2 

Introductory English for Economic Issues1 2 

Introductory English for Economic Issues2 2 

Intermediate English for Economic Issues1 2 

Intermediate English for Economic Issues2 2 
Economics Applied to Current Issues1 2 

Economics Applied to Current Issues2 2 

  

  

③ 学科選択科目 
Ａ アカウンティング 
財務会計論 1 2 

財務会計論 2 2 
管理会計論 1 2 

管理会計論 2 2 

原価計算論 1 2 

原価計算論 2 2 
会計監査論 1 2 

会計監査論 2 2 

租税法 1 2 

租税法 2 2 
上級簿記 1 2 

上級簿記 2 2 

国際会計論 1 2 
国際会計論 2 2 

会計情報論 1 2 

会計情報論 2 2 

税務会計論 2 
会計政策論 2 

環境会計論 2 

非営利会計論 2 

会計史 1 2 
会計史 2 2 

 
Ｂ ファイナンス 
コーポレートファイナンス 1 2 

コーポレートファイナンス 2 2 

証券経済論 2 

証券市場論 2 
外国為替論 2 

国際金融論 2 

計量経済学 1 2 

計量経済学 2 2 

金融工学 2 

ポートフォリオ論 2 

金融機関論 2 

金融政策論 2 
年金経済論 2 

保険論 2 

金融史 2 

 
Ｃ マネジメント 
経営史 1 2 
経営史 2 2 

現代企業論 1 2 

現代企業論 2 2 

国際経営論 1 2 
国際経営論 2 2 

マーケティング論 1 2 
マーケティング論 2 2 

コーポレート・ガバナンス論 1 2 

コーポレート・ガバナンス論 2 2 

企業法 1 2 
企業法 2 2 

 
３ 自由科目 
① 自由選択科目 1
経済史 1 2 
経済史 2 2 

経済学史 1 2 
経済学史 2 2 
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経済統計学 1 2 

経済統計学 2 2 

日本経済論 1 2 
日本経済論 2 2 

国際経済論 2 

世界経済論 2 

日本経済史 1 2 
日本経済史 2  2 

経済政策論 1 2 

経済政策論 2 2 

財政学 1 2 
財政学 2 2 

国際貿易論 2 

国際経済政策論 2 

応用社会経済学 1 2 
応用社会経済学 2 2 

中級ミクロ経済学 2 

中級マクロ経済学 2 

公共経済学 1 2 
公共経済学 2 2 

現代経済論 2 

現代経済演習１ 2 

現代経済演習２ 2 
数理経済学 2 

社会思想史 2 

現代社会思想 2 

EU 経済論 2 
地域経済統合論 2 

中国経済論 2 

中国経済政策論 2 

国際政治経済学 2 
ヨーロッパ経済史 1 2 

ヨーロッパ経済史 2 2 

アジア経済史 1 2 

アジア経済史 2 2 
アメリカ経済史 1 2 

アメリカ経済史 2 2 

産業経済論 1 2 

産業経済論 2 2 
労働経済論 1 2 

労働経済論 2 2 

環境経済学 1 2 

環境経済学 2 2 
開発経済学 2 

アジア経済論 2 

アメリカ経済論 2 

アメリカ経済政策論 2 
租税論 1 2 

租税論 2 2 

地方財政論 1 2 

地方財政論 2 2 
社会政策論 1 2 

社会政策論 2 2 

農業経済論 2 

農業政策論 2 

都市政策論 1 2 
都市政策論 2 2 

中小企業論 1 2 

中小企業論 2 2 

消費者政策論 2 
生活経済論 2 

比較公共政策論 1 2 

比較公共政策論 2 2 

社会開発論 2 
医療経済論 2 

福祉経済論 2 

流通経済論 2 

流通政策論 2 
ゼミナール A 4 

ゼミナール B 4 

ゼミナール（単年度） 4 

データサイエンス概論 2 
統計調査論 1 2 

統計調査論 2 2 

調査実習 4 

外書講読・独 A 2 
外書講読・独 B 2 

外書講読・仏 A 2 

外書講読・仏 B 2 

経済地理学 1 2 
経済地理学 2 2 

課題解決演習 A 2 

課題解決演習 B 2 

課題解決演習 C 2 
企画講座 1 2 

企画講座 2 2 

企画講座 3 2 

企画講座 4 2 
企画講座 5 2 
企画講座 6 2 

企画講座７ 2 

インターンシップ 4 
キャリアデザイン論 2 

キャリアコンサルティング論 2 

憲法 1 2 

憲法 2 2 
民法 1 2 

民法 2 2 

経済法 1 2 

経済法 2 2 
行政学 1 2 

行政学 2 2 

地方自治論 2 

労働法 4 
経済ビッグデータ解析入門 2 

機械学習入門 2 

② 自由選択科目 2 

日本史  2  
世界史  2  
政治学  2  
地誌学 1  2  

地誌学 2  2  
地理学概説 1  2  
地理学概説 2  2  
自然地理学 1  2  
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自然地理学 2  2  
心理学 1  2  
心理学 2  2  
宗教思想 1  2  

宗教思想 2  2  
哲学概論 1  2 
哲学概論 2  2 

 

４ 随意科目 
社会・公民科教育法 1 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 

商業科教育法１ 2 

商業科教育法演習１ 2 

 
 会計ファイナンス学科は，全学共通科目を 28 単位，専門教育必修科目を 12 単位，選択科目を
58 単位（共通選択科目 1 を 14 単位，共通選択科目 2 を 12 単位，学科選択科目を 32 単位），自
由科目を 26 単位以上，合計 124 単位以上を修得しなければならない。 
 ただし，全学共通科目で卒業要件単位数を超えて修得した単位・自由選択科目 2・他学部科目・
５大学間単位互換制度・入学後の他大学認定科目における修得単位は 14 単位までを卒業要件単
位に算入することができる。なお,自由選択科目 2・他学部科目・５大学間単位互換制度・入学
後の他大学認定科目における修得単位は 8 単位を上限とする。 
 
（3）経済政策学科専門教育科目 
 
１  必修科目 
① 必修科目 
社会経済学入門 2 
ミクロ・マクロ経済学入門 2 

政策分析概論 2 

 
２ 選択科目 
① 基本選択科目
社会経済学1 2 
社会経済学2 2 
初級ミクロ経済学1 2 

初級ミクロ経済学2 2 
初級マクロ経済学1 2 
初級マクロ経済学2 2 

 
② 共通選択科目 1
基礎ゼミナール1 2 
基礎ゼミナール2 2 
データ分析入門1 2 
データ分析入門2 2 
統計学1 2 
統計学2 2 
経済数学入門 2 
経済史1 2 

経済史2 2 
外書講読・英A 2 
外書講読・英B 2 
経営学1 2 
経営学2 2 
簿記1 2 
簿記2 2 
  

 
③ 共通選択科目 2 
経済政策論1 2 
経済政策論2 2 
財政学1 2 
財政学2 2 
社会政策論1 2 
社会政策論2 2 
産業経済論1 2 
産業経済論2 2 
国際経済論 2 
世界経済論 2 
データ分析演習A 2 
データ分析演習B 2 
金融論1 2 
金融論2 2 
日本経済論1 2 
日本経済論2 2 
経済統計学1 2 
経済統計学2 2 
計量経済学1 2 
計量経済学2 2 
データサイエンス概論 2 

Short-term Study Abroad Program in Economics(USA)  6 
Short-term Study Abroad Program in Economics(UK)  8 
Short-term Study Abroad Program in Economics(CAN)  6 
Short-term Study Abroad Program in Economics(CHN) 6 
Short-term Study Abroad Program in Economics(AUS)  6 
Short-term Study Abroad Program in Economics(PHL)  4 
Japanese Economy1 2 
Japanese Economy2 2 
Japanese Economic History1 2 
Japanese Economic History2 2 
Japanese Management1 2 
Japanese Management2 2 
Economics 2 
Statistics 2 
Accounting1 2 

Accounting2 2 

Finance1 2 

Finance2 2 

Introductory English for Economic Issues1 2 
Introductory English for Economic Issues2 2 
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Intermediate English for Economic Issues1 2 
Intermediate English for Economic Issues2 2 

Economics Applied to Current Issues1 2 
Economics Applied to Current Issues2 2 

 
 
④ 学科選択科目 
Ａ 公共サービスと生活 
租税論1 2 
租税論2 2 
地方財政論1 2 
地方財政論2 2 
都市政策論1 2 
都市政策論2 2 
環境経済学1 2 
環境経済学2 2 
消費者政策論 2 

生活経済論 2 
比較公共政策論1 2 
比較公共政策論2 2 
公共経済学1 2 
公共経済学2 2 
医療経済論 2 
福祉経済論 2 
年金経済論 2 

 
Ｂ 競争と規制 
農業経済論 2 
農業政策論 2 
中小企業論1 2 
中小企業論2 2 
労働経済論1 2 
労働経済論2 2 

流通経済論 2 
流通政策論 2 
現代企業論1 2 
現代企業論2 2 
金融機関論 2 
金融政策論 2 

 
Ｃ グローバル化と地域 
国際貿易論 2 
国際経済政策論 2 
開発経済学 2 
アジア経済論 2 
外国為替論 2 
国際金融論 2 
社会開発論 2 

国際政治経済学 2 
アメリカ経済論 2 
アメリカ経済政策論 2 
ＥＵ経済論 2 
地域経済統合論 2 
中国経済論 2 
中国経済政策論 2 

 
Ｄ 政策と法 
憲法1 2 
憲法2 2 
経済法1 2 
経済法2 2 
行政学1 2 
行政学2 2 
地方自治論 2 

労働法 2 
民法1 2 
民法2 2 
企業法1 2 
企業法2 2 
租税法1 2 
租税法2 2 

 
３  自由科目 
① 自由選択科目 1
経済学史1 2 
経済学史2 2 
日本経済史1 2 
日本経済史2 2 
証券経済論 2 
証券市場論 2 
景気変動論1 2 
景気変動論2 2 
応用社会経済学1 2 
応用社会経済学2 2 
中級ミクロ経済学 2 
中級マクロ経済学 2 
現代経済論 2 
現代経済演習１ 2 
現代経済演習２ 2 
数理経済学 2 
社会思想史 2 
現代社会思想 2 
ヨーロッパ経済史1 2 
ヨーロッパ経済史2 2 
経営史1 2 
経営史2 2 
アジア経済史1 2 

アジア経済史2 2 
アメリカ経済史1 2 
アメリカ経済史2 2 
会計学1 2 
会計学2 2 
中級簿記1 2 
中級簿記2 2 
ファイナンス基礎 2 
経営分析論1 2 
経営分析論2 2 
財務会計論1 2 
財務会計論2 2 
管理会計論1 2 
管理会計論2 2 
原価計算論1 2 
原価計算論2 2 
会計監査論1 2 
会計監査論2 2 
上級簿記1 2 
上級簿記2 2 
国際会計論1 2 
国際会計論2 2 
会計情報論1 2 
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会計情報論2 2 
税務会計論 2 
会計政策論 2 
環境会計論 2 
非営利会計論 2 
会計史1 2 
会計史2 2 
コーポレートファイナンス1 2 
コーポレートファイナンス2 2 
金融工学 2 
ポートフォリオ論 2 
保険論 2 
金融史 2 
国際経営論1 2 
国際経営論2 2 
マーケティング論1 2 
マーケティング論2 2 
コーポレートガバナンス論1 2 
コーポレートガバナンス論2 2 
外書講読・独A 2 
外書講読・独B 2 
外書講読・仏A 2 
外書講読・仏B 2 
  

ゼミナールA 4 
ゼミナールB 4 
ゼミナール（単年度） 4 
統計調査論1 2 
統計調査論2 2 
調査実習 4 
経済地理学1 2 
経済地理学2 2 
課題解決演習A 2 
課題解決演習B 2 
課題解決演習C 2 
企画講座1 2 
企画講座2 2 
企画講座3 2 
企画講座4 2 
企画講座5 2 
企画講座6 2 
企画講座７ 2 
インターンシップ 4 
キャリアデザイン論 2 
キャリアコンサルティング論 2 
経済ビッグデータ解析入門 2 
機械学習入門 2 
  

 
② 自由選択科目 2 
日本史 2 
世界史 2 
政治学 2 
地誌学1 2 
地誌学2 2 
地理学概説1 2 
地理学概説2 2 
自然地理学1 2 
  

自然地理学2 2 
心理学1 2 
心理学2 2 
宗教思想1 2 
宗教思想2 2 
哲学概論1 2 
哲学概論2 2 
  
  

４ 随意科目 
社会・地理歴史科教育法 1                2 
社会・地理歴史科教育法 2 2 
社会・地理歴史科教育法演習 1 2 
社会・地理歴史科教育法演習 2 2 
社会・公民科教育法 1 2 

社会・公民科教育法 2 2 
社会・公民科教育法演習 1 2 
社会・公民科教育法演習 2 2 
商業科教育法 1 2 
商業科教育法演習 1 2 

 
経済政策学科は，全学共通科目を 28 単位，専門教育必修科目を 6 単位，選択科目を 64 単位（基

本選択科目を 4 単位，共通選択科目 1 を 16 単位，共通選択科目 2 を 16 単位，学科選択科目を
28 単位），自由科目を 26 単位以上，合計 124 単位以上を修得しなければならない。 
 ただし，全学共通科目で卒業要件単位数を超えて修得した単位・自由選択科目 2・他学部科目・
５大学間単位互換制度・入学後の他大学認定科目における修得単位は 14 単位までを卒業要件単
位に算入することができる。なお,自由選択科目 2・他学部科目・５大学間単位互換制度・入学
後の他大学認定科目における修得単位は 8 単位を上限とする。 
 
 
Ⅳ 理学部 
＊は 2023 年度以前入学者に適用 
 
（1）数学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
線形代数学入門  2 

線形代数学入門演習  1 

集合と写像  2 

線形代数学 1  2 
線形代数学 1 演習  1 

微分と積分入門  2 

微分と積分入門演習  1 

微分と積分 1  2 

微分と積分 1 演習  1 

計算機入門 1  2 
計算機入門 1 演習  1 

計算機入門 2  2 
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計算機入門 2 演習  1 

線形代数学 2  2 

線形代数学 2 演習  1 
群論入門  2 

群論入門演習  1 

微分と積分 2  2 

微分と積分 2 演習  1 

微分と積分 3  2 

微分と積分 3 演習  1 
数学講究 8  

応用数学講究 8 

 
 
２  選択科目 
① 専門選択科目１ 
代数学 1 2 

代数学 1 演習 1 

代数学 2 2 

代数学 2 演習 1 
幾何学 1 2 

幾何学 1 演習 1 

幾何学 2 2 

幾何学 2 演習 1 

解析学 1 2 

解析学 1 演習 1 

解析学 2 2 

解析学 2 演習 1 
情報数理 1 2 

情報数理 1 演習 1 

情報数理 2 2 

情報数理 2 演習 1 
 
② 専門選択科目２ 
代数学 3 2 
幾何学 3 2 
解析学 3 2 

情報数理 3 2 

代数学 4 2 

幾何学 4 2 

解析学 4 2 

情報数理 4 2 

現代数学概論 2 

 
③ 専門選択科目３ 
整数論入門 2 
微分方程式入門 2 

数学セミナー1 2 

数学セミナー2 2 

数学セミナー3 2 
数学セミナー4 2 

計算機 1 2 

計算機 2 2 

計算機 3 2 
計算機 4 2 

確率と統計 1 2 

確率と統計 2 2 

情報科学 1 2 
情報科学 2 2 

情報科学 3 2 

情報科学 4 2 

情報科学 6 2 
計算機諸論 1 2 

計算機諸論 2 2 

計算機諸論 3 2 

情報科学諸論 1 2 
情報科学諸論 2 2 

情報科学諸論 3 2 

情報科学諸論 4 2 

情報科学諸論 6 2 
応用数学諸論 1 2 

応用数学諸論 2 2 

応用数学諸論 3 2 

応用数学諸論 4 2 
応用数学諸論 5 2 

応用数学諸論 6 2 

代数学諸論 1 2 

代数学諸論 2 2 

  
代数学諸論 3 2 

代数学諸論 4 2 

代数学諸論 5 2 

代数学諸論 6 2 
幾何学諸論 1 2 

幾何学諸論 2 2 

幾何学諸論 3 2 

幾何学諸論 4 2 
幾何学諸論 5 2 

幾何学諸論 6 2 

解析学諸論 1 2 

解析学諸論 2 2 
解析学諸論 3 2 

解析学諸論 4 2 

解析学諸論 5 2 

解析学諸論 6 2 
確率論諸論 1 2 

確率論諸論 2 2 

確率論諸論 3 2 

確率論諸論 4 2 
統計数学諸論 1 2 

統計数学諸論 2 2 

統計数学諸論 3 2 

統計数学諸論 4 2 
科学英語 1 （数） 2 

科学英語 2 （数） 2 

物理学（数） 2 

線形代数学続論 2 
確率論序論１ 2 

確率論序論３ 2 

数理統計学序論１ 2 

数理統計学序論２ 2 

8 
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数理統計学序論３ 2 

  

  

  
④ 学部共通科目 
理学とキャリア 2 

理数教育企画 2 

科学史 2 

数学ことはじめ 2 
科学の倫理 2 

知的財産権概論 2 

サイエンスコミュニケーション入門 2 

地学概説 2 

理学とビジネスリーダーシップ（ＢＬ４） 2 

医学概論 2 

短期海外留学プログラム 1 2 
短期海外留学プログラム 2 2 

短期海外留学プログラム 3 2 

短期海外留学プログラム 4 2 
 
３ 自由科目 
① 数学科自由科目 
情報産業論 2 
情報社会論 2 

情報と倫理 2 

情報科学 A 2 
情報科学 B 2 

 
４ 随意科目 
*地学総合実験 1 

共通教育ゼミナール 1 2 

共通教育ゼミナール 2 2 
数学科教育法 1 2 

数学科教育法 2 2 

数学科教育法演習 1 2 

数学科教育法演習 2 2 

情報科教育法 1 2 
情報科教育法演習 1 2 

理科総合実験 2 
 
 数学科は，全学共通科目 28 単位，専門教育科目必修科目を 40 単位，選択科目を 26 単位（専
門選択科目 1 を 12 単位，専門選択科目 2 を 2 単位，専門選択科目 3 を 8 単位，学部共通科目を
4 単位），自由科目を 34 単位以上，計 128 単位以上を修得しなければならない。 
 自由科目には，指定単位数を超えて修得した専門選択科目 1～3 及び学部共通科目の単位を算
入することができる。また，数学科自由科目，理学部他学科科目，他学部科目，言語自由科目（全
学共通），指定単位数を超えて修得した総合系科目（全学共通），並びに 5 大学間単位互換制度に
よる他大学の科目から，合わせて 16 単位までを算入することができる。 
 
（2）物理学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
物理学概論 2 

熱力学 2 
力学 1 2 

力学 2 2 

微分積分 1 2 

微分積分 2 2 
線形代数 1 2 

線形代数 2 2 

基礎数学演習 1 

基礎物理学演習 1 1 
基礎物理学演習 2 1 

コンピュータ実験 1 1 

コンピュータ実験 2 1 

解析力学 2 
波動と量子 2 

電磁気学 1 2 

電磁気学 2 2 
物理数学 1 2 

物理数学 2 2 

物理学演習 1 1 

物理学演習 2 1 
物理数学演習 1 

基礎物理実験 2 

量子力学 1 2 

統計力学 1 2 
統計力学演習 1 1 

物理学実験 1 4 

卒業研究 1 4 

卒業研究 2 4 
量子力学演習 1 1 

 
２ 選択科目 
① 専門選択科目 1 
物理入門ゼミナール 2 

物理計測論 2 

流体力学 2 
エレクトロニクス 2 

情報処理 2 

物理数学 3 2 

宇宙物理概論 2 

原子核概論 2 

惑星物理概論 2 

原子・分子・光物理概論 2 
素粒子概論 2 

物性物理学 2 

量子光学 2 

電磁気学３ 2 
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物理学特別講義 1 2 

物理学特別講義 2 2 

理論物理学講究 1 （相対論） 2 
理論物理学講究 2 （素粒子論） 2 

理論物理学講究 3 （宇宙物理学） 2 

理論物理学講究 5 （数理物理学） 2 

理論物理学講究 6 （統計物理学） 2 
原子核・放射線物理学講究 1 （原子核物理学） 2 

原子核・放射線物理学講究 2 （天体核物理学） 2 

原子核・放射線物理学講究 3 （原子・分子物理学） 2 

  

原子核・放射線物理学講究 4 （放射線物理学） 2 

原子核・放射線物理学講究 5 （ハドロン物理学） 2 
宇宙地球系物理学講究 1 （宇宙放射線物理学） 2 

宇宙地球系物理学講究 7 （惑星大気物理学） 2 

宇宙地球系物理学講究 8 （惑星物理学） 2 

宇宙地球系物理学講究 9  2 

（高エネルギー宇宙物理学）  

研究所実習（物） 2 

  
 
② 専門選択科目 2 
化学（物） 2 
生物学（物） 2 

科学英語 1 （物） 2 

科学英語 2 （物） 2 
*化学実験（物） 1 

*生物学実験（物） 1 
 
③ 専門選択科目 3 
量子力学 2 2 

統計力学 2 2 

物理学実験 2 4 

量子力学・統計力学演習 2 1 
 
④ 学部共通科目 
理学とキャリア 2 

理数教育企画 2 

科学史 2 

数学ことはじめ 2 
科学の倫理 2 

知的財産権概論 2 

サイエンスコミュニケーション入門 2 

地学概説 2 

*地学総合実験 1 

理学とビジネスリーダーシップ（ＢＬ４） 2 

医学概論 2 

短期海外留学プログラム 1 2 
短期海外留学プログラム 2 2 

短期海外留学プログラム 3 2 

短期海外留学プログラム 4 2 

理科総合実験 2 
 
３ 自由科目 
 
４ 随意科目 
共通教育ゼミナール 1 2 

共通教育ゼミナール 2 2 

理科教育法 1 2 

理科教育法 2 2 

理科教育法演習 1 2 

理科教育法演習 2 2 

 物理学科は，全学共通科目 28 単位，専門教育科目必修科目を 56 単位，選択科目を 24 単位（専
門選択科目 1 を 12 単位，専門選択科目 2 を 4 単位，専門選択科目 3 を 4 単位，学部共通科目を
4 単位），自由科目を 16 単位以上，計 124 単位以上を修得しなければならない。 
 自由科目には，指定単位数を超えて修得した選択科目の単位を算入することができる。また，
理学部他学科科目，他学部科目，言語自由科目（全学共通），並びに 5 大学間単位互換制度によ
る他大学の科目の単位を算入することができる。 
 
 
（3）化学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
物理化学入門 2 

基礎化学実験 2 

有機化学入門 2 

無機化学入門 2 
数学（化） 2 

分析化学 1 2 

有機化学 1 2 

物理化学 1 2 
物理学 1（化） 2 

化学実験 A 2 

物理化学 2 2 

反応速度論 2 

有機化学 2 2 

有機構造決定法 2 

分析化学入門 2 
無機化学 1 2 

科学英語（化） 2 

化学実験 B 4 

化学実験 C 4 
輪講 2 

卒業研究 8 

 
２ 選択科目 
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① 専門選択科目 
基礎物理学 2 

化学ゼミナール 2 
生物学（化） 2 

物理学 2 2 

分析化学 2 2 

情報科学（化） 2 
有機化学 3 2 

無機化学 2 2 

有機化学演習 2 

物理化学演習 2 
錯体化学 1 2 

分析化学 3 2 

光物理化学 2 

分子動力学論 2 

天然物有機化学 2 

有機合成化学 2 
物性科学 2 

物理化学 3 2 

錯体化学 2 2 

分子軌道論 2 
高分子化学 2 

高分子物性 2 

化学の最前線 2 

研究実験 1 2 
研究実験 2 2 

*物理学実験（化） 2 

*生物学実験（化） 1 

  
 

② 学部共通科目
理学とキャリア 2 

理数教育企画 2 

科学史 2   
数学ことはじめ 2  

科学の倫理 2 

知的財産権概論 2 

サイエンスコミュニケーション入門 2 
地学概説     2 

*地学総合実験 1 

理学とビジネスリーダーシップ（ＢＬ４） 2 

医学概論 2 
短期海外留学プログラム 1 2 

短期海外留学プログラム 2 2 

短期海外留学プログラム 3 2 

短期海外留学プログラム 4 2 
理科総合実験 2 

３ 自由科目 
 
４ 随意科目 
共通教育ゼミナール 1 2 
共通教育ゼミナール 2 2 

理科教育法 1 2 

理科教育法 2 2 
理科教育法演習 1 2 

理科教育法演習 2 2 
 
 化学科は，全学共通科目 28 単位，専門教育科目必修科目を 52 単位，選択科目を 28 単位（専
門選択科目を 24 単位，学部共通科目を 4 単位），自由科目を 16 単位以上，計 124 単位以上を修
得しなければならない。 
 自由科目には，指定単位数を超えて修得した選択科目の単位を算入することができる。また，
理学部他学科科目，他学部科目，言語自由科目（全学共通），並びに 5 大学間単位互換制度によ
る他大学の科目の単位を算入することができる。 
 
（4） 生命理学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
生命理学概論 2 

生物学序論 2 

化学序論 2 

基礎情報科学 2 
生命理学基礎実験 2 

生物化学 1 2 

分子細胞学 1 2 

*物理学実験（生） 1 
*化学実験（生） 1 

分子生物学 1 2 

生物化学 2 2 

基礎化学 2 

分子生物学 2 2 

生物物理学 1 2 

分子細胞学 2 2 
生命理学実験 1 5 

分子生物学 3 2 

分子細胞学 3 2 

生命理学実験 2A 5 
生命理学実験 2B 5 

卒業研究 8 

輪講 2 
 
２ 選択科目 
① 専門選択科目１ 
植物科学 1 2 
動物科学 2 

微生物科学 2 

生物物理学 2 2 
分子神経学 2 

分子免疫学 2 
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分子発生生物学 2 

生命理学実験法 2 

植物科学 2 2 

科学英語 1（生） 2 

生物統計学 2 
 

 
② 専門選択科目２
物理学 1 （生） 2 

生命理学ゼミナール 1 2 

物理学 2 2 

多様性の生物学 2 

生命理学ゼミナール 2 2 

生命倫理 2 

バイオテクノロジー 2 

科学英語 2（生） 2 

バイオインフォマティクス 2 

生命理学の最前線 2 

生命理学特別演習 1 1 

生命理学特別演習 2 1 
 
③ 学部共通科目 
理学とキャリア 2 

理数教育企画 2 

科学史 2 

数学ことはじめ 2 
科学の倫理 2 

知的財産権概論 2 

サイエンスコミュニケーション入門 2 

地学概説 2 

*地学総合実験 1 

理学とビジネスリーダーシップ（ＢＬ４） 2 

医学概論 2 

短期海外留学プログラム 1 2 
短期海外留学プログラム 2 2 

短期海外留学プログラム 3 2 

短期海外留学プログラム 4 2 

理科総合実験 2 
 
３ 自由科目 
 
４ 随意科目 
共通教育ゼミナール 1 2 

共通教育ゼミナール 2 2 
理科教育法 1 2 

理科教育法 2 2 

理科教育法演習 1 2 
理科教育法演習 2 2 

  生命理学科は，全学共通科目 28 単位，専門教育科目必修科目を 55 単位，選択科目を 24 単位
（専門選択科目 1 を 12 単位，専門選択科目 2 を 8 単位，学部共通科目を 4 単位），自由科目を
17 単位以上，計 124 単位以上を修得しなければならない。 
 自由科目には，指定単位数を超えて修得した選択科目の単位を算入することができる。また，
理学部他学科科目，他学部科目，言語自由科目（全学共通），並びに 5 大学間単位互換制度によ
る他大学の科目の単位を算入することができる。 
 
 
Ⅴ 社会学部 
 
Ａ 社会学部共通科目 
 
１ 必修科目 
社会学原論 1 2 
社会学原論 2 2 
社会調査法 1 2 

社会調査法 2 2 
基礎演習 2 

 
２ 専門教育選択科目 1 
① 社会学科科目 
現代社会論 2 
自己と他者の社会学 2 
成熟社会論 2 

公共性の社会学 2 
現代社会変動論 2 

 
② 現代文化学科科目 
文化の社会理論 2 
都市社会論 2 
グローバル社会論 2 

環境社会論 2 
現代文化論 2 

 
③ メディア社会学科科目 
情報社会論 2 
メディア社会学 2 

メディア・コミュニケーション論 2 
ジャーナリズム論 2 
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３ 専門教育選択科目 2 
① 領域横断科目 
コミュニケーション論 2 
ジェンダーの社会学 2 
宗教社会学 2 
地域社会学 2 
現代社会と政策 2 
グローバリゼーション論 2 
消費社会論 2 
文化の社会学 2 
都市とメディア 2 
文化表象論 2 
流行論 2 
比較社会・文化論 2 
生命・身体の社会学 2 
開発・発展の社会学 2 
「人間の安全保障」と NGO 2 
紛争と和解・共生 2 
エスノメソドロジー 2 

教育社会学 2 
青年期の社会学 2 
職業選択・キャリア形成論 2 
ダイバーシティとキャリア 2 
現代社会研究 A 2 
現代社会研究 B 2 
現代社会研究 C 2 
現代社会研究 D 2 
現代社会研究 E 2 
現代社会研究 F 2 
Sociological Studies A 2 
Sociological Studies B 2 
Sociological Studies C 2 
Sociological Studies D 2 
社会学古典文献講読 2 
災害の社会学 2 

 
② 社会調査科目 
フィールドスタディーズ 2 
社会統計学 2 

多変量解析 2 
社会調査演習 4 

 
③ ソーシャルデータサイエンス系科目 
プログラミング基礎実習 B 2 
プログラミング応用実習 B 2 
ソーシャルデータサイエンス概論 2 
ソーシャルデータサイエンス実習１B 2 

ソーシャルデータサイエンス１基礎 2 
ソーシャルデータサイエンス１発展 2 
ソーシャルデータサイエンス２基礎 2 
ソーシャルデータサイエンス２発展 2 

 
④ 学部英語科目 
Introduction to Sociology A 2 
Introduction to Sociology B 2 
Introduction to Sociology C 2 
Introduction to Sociology D 2 
Introduction to Sociology E 2 
Lecture & Discussion Gender A 2 
Lecture & Discussion Gender B 2 
Lecture & Discussion Gender C 2 
Lecture & Discussion on Globalization A 2 
Lecture & Discussion on Globalization B 2 
Lecture & Discussion on Culture A 2 
Lecture & Discussion on Culture B 2 
Lecture & Discussion on Culture C 2 

Lecture & Discussion on Culture D 2 

Lecture & Discussion on Media and  

Communication A 

2 

Lecture & Discussion on Media and  

Communication B 

2 

  

Lecture & Discussion on Media and  2 
 Communication C  
Lecture & Discussion on Media and 2 

Communication D  
Writing Academic English A 2 
Writing Academic English B 2 
Writing Academic English C 2 
Writing Academic English D 2 
Writing Academic English E 2 
Global Study Program (Sydney) 6 
Principles of Sociology 2 
Global City 2 
International Relations 2 
Civil Society Organization(NGO/NPO) and 2 
 Corporate Social Responsibilities  
Global Sociology 2 
Gender/Minority studies 2 
UN and International Organizations 2 
Area Studies - Africa, Islam and Asia 2 

 
４ 自由科目 
① 隣接領域科目 
現代史 2 
政治学 A（政治学理論） 2 
政治学 B（現代政治） 2 
現代経済 2 
国際関係論 2 
社会心理学 2 

文化人類学 2 
社会言語学 2 
科学技術論 2 
数理科学 2 
国際政治と紛争 2 
国際政治 2 
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社会認識と哲学 2 情報社会と倫理 2 
 
② その他
自主講座  
 
 
Ｂ 各学科専門教育科目 
 
（1）社会学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
専門演習 1 2 
 
２ 専門教育選択科目 1 
 
＜中級調査法科目＞ 
データ分析法 2 
  

質的研究法 2 
  

 
＜演習＞ 
専門演習 2A 2 
  

専門演習 2B 2 
  

 
＜卒業論文＞ 
卒業論文演習 1 2 

卒業論文演習 2 2 

卒業論文 8 

 
＜卒業研究＞ 
卒業研究 1 2 卒業研究 2 2 

 
３ 専門教育選択科目 2 
＜理論と方法領域＞ 
社会学理論 2 

社会学史 2 

計量社会学 2 

シミュレーションの社会学 2 

データ対話型分析法 2 

＜自己と関係領域＞ 
アイデンティティ論 2 

相互行為論 2 

逸脱の社会学 2 

  

差別と偏見の社会学 2 

セクシュアリティの社会学 2 

  

＜生活と人生領域＞ 
家族社会学 2 

ライフコース論 2 

共生社会論 2 

保健・医療の社会学 2 

少子・高齢社会論 2 

＜公共性と政策領域＞ 
福祉の社会学 2 

平等と公正 2 

社会問題の社会学 2 

公共政策とガバナンス 2 

ＮＰＯ／ＮＧＯの社会学 2 

 
＜構造と変動領域＞
労働社会学 2 

社会階層論 2 

社会運動論 2 

社会人口学 2 

歴史社会学 2 

 
＜その他＞ 
寄附講座 4 
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４ 自由科目 
＜隣接科目＞ 
哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

世界史概論 1 2 

世界史概論 2 2 

日本史概論 1 2 

日本史概論 2 2 

世界史 2 

日本史 2 

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

国際政治 4 

 
５ 随意科目 
社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
 
 
  社会学科は，全学共通科目 28 単位，必修科目を 12 単位（社会学部共通科目から 10 単位，学
科科目から 2 単位），選択科目を，卒業論文による卒業の場合には社会学部共通科目から専門教
育選択科目 1 を 14 単位（うち自学科科目から 6 単位），学科科目から 16 単位（演習 4 単位，卒
業論文 12 単位）の計 30 単位，卒業研究による卒業の場合には社会学部共通科目から専門教育選
択科目 1 を 14 単位（うち自学科科目から 6 単位），学科科目から卒業研究を 4 単位の計 18 単位，
専門教育選択科目 2 を，卒業論文による卒業の場合には 22 単位，卒業研究による卒業の場合に
34 単位，そして自由科目を 32 単位以上，合計 124 単位以上を修得しなければならない。ただし，
両者とも，卒業要件単位を超えて修得した専門教育選択科目 1・2，隣接領域科目及び隣接科目
（制限なし）,社会学部他学科科目(32 単位まで)，次のもの【他学部科目，５大学間単位互換制
度による他大学の科目，指定を超えて修得した全学共通科目】をあわせて 16 単位まで，及び留
学単位認定科目(12 単位まで)を自由科目の単位として算入することができる。 
 
（2）現代文化学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
 
＜演習＞ 
専門演習 1 2 
 
２ 専門教育選択科目 1 
 
＜中級調査法科目＞ 
データ分析法 2 
  

質的研究法 2 
  

 
＜演習＞ 
専門演習 2A 2 
  
  

専門演習 2B 2 
  

＜卒業論文＞ 
卒業論文演習 1 2 

卒業論文演習 2 2 

卒業論文 8 

 
 
＜卒業研究＞ 
卒業研究 1 2 卒業研究 2 2 
 
３ 専門教育選択科目 2 
＜都市とコミュニティ領域＞ 
都市社会構造論 2 

グローバル都市論 2 

都市マイノリティ論 2 

都市コミュニティ論 2 

まちづくり論 2 

都市生活誌 2 

都市文化論 2 
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＜グローバル化とエスニシティ領域＞ 
文化変容論 2 

エスニシティ論 2 

マイグレーション論 2 

多文化の社会理論 2 

国際社会学 2 

民族文化誌 2 

エスノグラフィー論 2 

  
 
＜環境とエコロジー領域＞ 
環境と文化 2 

くらしの環境史 2 

環境の思想 2 

環境教育論 2 

自然環境保全論 2 

環境政策論 2 

環境と人類 2 

 
＜価値とライフスタイル領域＞ 
消費文化論 2 

アートの社会学 2 

パフォーマンス文化論 2 

ポピュラーカルチャー論 2 

セラピー文化論 2 

写真文化論 2 

生活文化論 2 

＜その他＞ 
戦後の日本社会に影響を与えた「古典」を読む 2 寄付講座 2 
 
４ 自由科目 
＜隣接科目＞ 
哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

世界史概論 1 2 

世界史概論 2 2 

日本史概論 1 2 

日本史概論 2 2 

世界史 2 

日本史 2 

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

国際政治 4 

 
５ 随意科目 
社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
 
 
  現代文化学科は，全学共通科目 28 単位，必修科目を 12 単位（社会学部共通科目から 10 単位，
学科科目から 2 単位），選択科目を，卒業論文による卒業の場合には社会学部共通科目から専門
教育選択科目 1 を 14 単位（うち自学科科目から 6 単位），学科科目から 16 単位（演習 4 単位，
卒業論文 12 単位）の計 30 単位，卒業研究による卒業の場合には社会学部共通科目から専門教育
選択科目 1 を 14 単位（うち自学科科目から 6 単位），学科科目から卒業研究を 4 単位の計 18 単
位，専門教育選択科目 2 を，卒業論文による卒業の場合には 22 単位，卒業研究による卒業の場
合に 34 単位，そして自由科目を 32 単位以上，合計 124 単位以上を修得しなければならない。た
だし，両者とも，卒業要件単位を超えて修得した専門教育選択科目 1・2，隣接領域科目及び隣
接科目（制限なし）,社会学部他学科科目(32 単位まで)，次のもの【他学部科目，５大学間単位
互換制度による他大学の科目，指定を超えて修得した全学共通科目】をあわせて 16 単位まで，
及び留学単位認定科目(12 単位まで)を自由科目の単位として算入することができる。 
 
（3）メディア社会学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
専門演習 1 2 
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２ 専門教育選択科目 1 
 
 
＜中級調査法科目＞ 
データ分析法 2 
  

質的研究法 2 
  

＜演習＞ 
専門演習 2A 2 
  
  

専門演習 2B 2 
  

＜卒業論文＞ 
卒業論文演習 1 2 

卒業論文演習 2 2 

卒業論文 8 

 
＜卒業研究＞ 
卒業研究 1 2 卒業研究 2 2 
 
３ 専門教育選択科目 2 
＜社会システムとテクノロジー領域（領域展開科目）＞ 
メディア・テクノロジー・社会 2 メディア産業論 2 
 
＜社会システムとテクノロジー領域（領域応用科目）＞ 
コミュニケーション政策論 2 

グローバル・コミュニケーション論 2 

リスク・コミュニケーション論 2 

出版産業論 2 

視覚文化論 2 

メディアとスポーツ 2 
 
＜生活世界の経験と歴史領域（領域展開科目）＞ 
メディア史 2 メディア素養論 2 
 
＜生活世界の経験と歴史領域（領域応用科目）＞ 
オーディエンス論 2 

若者とメディア 2 

音楽社会学 2 

災害情報論 2 

映像メディア論 2 

広告・PR論 2 

メディア・環境・コミュニティ 2 

 
＜ジャーナリズムと公共性領域（領域展開科目）＞ 
情報法 2 比較ジャーナリズム史 2 
 
＜ジャーナリズムと公共性領域（領域応用科目）＞ 
ニュースの社会学 1 2 

ニュースの社会学 2 2 

ニュースの社会学 3 2 

ニュースの社会学 4 2 

ニュースの社会学 5 2 

ニュースの社会学 6 2 

世論調査論 2 

 
＜実習・実践科目クラスター＞ 
メディア・調査実習入門１～４ 2 

メディア・調査実習応用１～６ 2 

メディア・調査実習入門５～６ 2 

メディアインターンシップ入門 2 

メディア社会特殊講義（１） 2 

メディア社会特殊講義（２） 2 
メディア社会特殊講義（3） 2 
メディア社会特殊講義（4） 2 
メディア社会特殊講義（5） 2 

メディア社会特殊講義（６） 2 

４ 自由科目 
＜隣接科目＞
哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

世界史概論 1 2 

世界史概論 2 2 

日本史概論 1 2 

日本史概論 2 2 

世界史 2 

日本史 2 

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 
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心理学 1 2 

心理学 2 2 

国際政治 4 

   
５ 随意科目 
社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
 
メディア社会学科は，全学共通科目 28 単位，必修科目を 12 単位（社会学部共通科目から 10

単位，学科科目から２単位），選択科目を，卒業論文による卒業の場合には社会学部共通科目か
ら専門教育選択科目 1 を 14 単位（うち自学科科目から６単位），学科科目から 16 単位（演習４
単位，卒業論文 12 単位）の計 30 単位，卒業研究による卒業の場合には社会学部共通科目から専
門教育選択科目 1 を 14 単位（うち自学科科目から６単位），学科科目から卒業研究を４単位の計
18 単位，専門教育選択科目 2 を，卒業論文による卒業の場合には 22 単位，卒業研究による卒業
の場合に 34単位，そして自由科目を 32単位以上，合計 124単位以上を修得しなければならない。
ただし，両者とも，卒業要件単位を超えて修得した専門教育選択科目 1・2，隣接領域科目及び
隣接科目（制限なし）,社会学部他学科科目(32 単位まで)，次のもの【他学部科目，５大学間単
位互換制度による他大学の科目，指定を超えて修得した全学共通科目】をあわせて 16 単位まで，
及び留学単位認定科目(12 単位まで)を自由科目の単位として算入することができる。 
 
 
 
Ｃ 国際社会コース 
 
１ 必修科目 
＜社会学部共通科目＞
社会学原論 1 2 

社会学原論 2 2 

社会調査法 1 2 

社会調査法 2 2 

基礎演習 2 

 
＜学科科目＞ 
Reading Sociology in English 2 

 
２ 専門教育選択科目 1 
＜社会学部共通科目＞ 
現代社会論 2 

自己と他者の社会学 2 

成熟社会論 2 

公共性の社会学 2 

現代社会変動論 2 

文化の社会理論 2 

都市社会論 2 

グローバル社会論 2 

環境社会論 2 

現代文化論 2 

情報社会論 2 

メディア社会学 2 

メディア・コミュニケーション論 2 

ジャーナリズム論 2 

 
＜中級調査法科目＞ 
データ分析法 2 
  

質的研究法 2 
  

 
＜演習＞ 
専門演習 2A 2 
  
  

専門演習 2B 2 
  

＜卒業論文＞ 
卒業論文演習 1 2 

卒業論文演習 2 2 

卒業論文 8 

 
＜卒業研究＞ 
卒業研究 1 2 卒業研究 2 2 
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３ 専門教育選択科目 2（コース指定選択科目）
＜社会学部共通科目（領域横断科目）＞ 
グローバリゼーション論 2 

消費社会論 2 

流行論 2 

比較社会・文化論 2 

開発・発展の社会学 2 

「人間の安全保障」と NGO 2 

紛争と和解・共生 2 

職業選択・キャリア形成論 2 

ダイバーシティとキャリア 2 

現代社会研究 A 2 

現代社会研究 B 2 

現代社会研究 C 2 

現代社会研究 D 2 

現代社会研究 E 2 

現代社会研究 F 2 

Sociological Studies A 2 

Sociological Studies B 2 

Sociological Studies C 2 

Sociological Studies D 2 

Global Study Program (Sydney) 6 

Principles of Sociology 2 

Global City 2 

International Relations 2 

Civil Society Organization(NGO/NPO) and 2 

  Corporate Social Responsibilities  

Global Sociology 2 

Gender/Minority studies 2 

UN and International Organizations 2 

Area Studies - Africa, Islam and Asia 2 

 
 
＜社会学部共通科目（隣接領域科目）＞ 
国際関係論 2 文化人類学 2 
 
＜社会学部共通科目（社会調査科目）＞ 
社会統計学 2 

多変量解析 2 

社会調査演習 4 

 
＜社会学科科目＞ 
少子・高齢社会論 2 

共生社会論 2 

公共政策とガバナンス 2 

家族社会学 2 

労働社会学 2 

逸脱の社会学 2 

社会階層論 2 

社会運動論 2 

平等と公正 2 

NPO/NGOの社会学 2 

社会人口学 2 

 
＜現代文化学科科目＞ 
国際社会学 2 

消費文化論 2 

民族文化誌 2 

文化変容論 2 

エスニシティ論 2 

環境教育論 2 

エスノグラフィー論 2 

グローバル都市論 2 

都市マイノリティ論 2 

マイグレーション論 2 

多文化の社会理論 2 

アートの社会学 2 

ポピュラーカルチャー論 2 

 
＜メディア社会学科科目＞ 
ニュースの社会学 1 2 

若者とメディア 2 

情報法 2 

ニュースの社会学 2 2 

リスク・コミュニケーション論 2 

グローバルコミュニケーション論 2 

比較ジャーナリズム史 2 

オーディエンス論 2 

出版産業論 2 

視覚文化論 2 

メディア・環境・コミュニティ 2 

メディアとスポーツ 2 
 
４ 専門教育選択科目 3 
＜Introduction to Sociology＞ 
Introduction to Sociology A 2 

Introduction to Sociology B 2 

Introduction to Sociology C 2 

Introducion to Sociology D 2 

Introducion to Sociology E 2 

 
＜Lecture & Discussion＞ 
Lecture & Discussion on Gender A 2 Lecture & Discussion on Gender B 2 
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Lecture & Discussion on Gender C 2 

Lecture & Discussion on Globalization A 2 

Lecture & Discussion on Globalization B 2 

Lecture & Discussion on Culture A 2 

Lecture & Discussion on Culture B 2 

Lecture & Discussion on Culture C 2 

Lecture & Discussion on Culture D 2 

  

Lecture & Discussion on Media and 
 Communication A 

2 

Lecture & Discussion on Media and 
 Communication B 

2 

Lecture & Discussion on Media and 2 

Communication C  

Lecture & Discussion on Media and 2 

Communication D  

 
＜Writing Academic English＞ 
Writing Academic English A 2 

Writing Academic English B 2 

Writing Academic English C 2 

Writing Academic English D 2 

Writing Academic English E 2 

 
５ 自由科目 
① コース指定自由科目（社会学部）共通科目 
＜領域横断科目＞ 
コミュニケーション論 2 

ジェンダーの社会学 2 

宗教社会学 2 

地域社会学 2 

現代社会と政策 2 

文化の社会学 2 

都市とメディア 2 

文化表象論 2 

生命・身体の社会学 2 

エスノメソドロジー 2 

教育社会学 2 

青年期の社会学 2 

社会学古典文献講読 2 

災害の社会学 2 
 
＜社会調査科目＞ 
フィールドスタディーズ 2 

  

  

  
 
 
＜ソーシャルデータサイエンス系科目＞ 
プログラミング基礎実習 B 2 

プログラミング応用実習 B 2 

ソーシャルデータサイエンス概論 2 

ソーシャルデータサイエンス実習１B 2 

ソーシャルデータサイエンス１基礎 2 

ソーシャルデータサイエンス１発展 2 

ソーシャルデータサイエンス２基礎 2 

ソーシャルデータサイエンス２発展 2 
 
 
＜隣接領域科目＞ 
現代史 2 

政治学 A（政治学理論） 2 

政治学 B（現代政治） 2 

現代経済 2 

社会心理学 2 

社会言語学 2 

科学技術論 2 

数理科学 2 

国際政治と紛争 2 

国際政治 2 

社会認識と哲学 2 

情報社会と倫理 2 
 
 
② コース指定自由科目（学科科目）
社会学理論 2 

社会学史 2 

計量社会学 2 

シミュレーションの社会学 2 

データ対話型分析法 2 

アイデンティティ論 2 

相互行為論 2 

差別と偏見の社会学 2 

セクシュアリティの社会学 2 

ライフコース論 2 

保健・医療の社会学 2 

福祉の社会学 2 

社会問題の社会学 2 

歴史社会学 2 

都市社会構造論 2 

都市コミュニティ論 2 

まちづくり論 2 

都市生活誌 2 

都市文化論 2 

環境と文化 2 

くらしの環境史 2 

環境の思想 2 

自然環境保全論 2 

環境政策論 2 
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環境と人類 2 

パフォーマンス文化論 2 

セラピー文化論 2 

写真文化論 2 

生活文化論 2 

メディア・テクノロジー・社会 2 

コミュニケーション政策論 2 

災害情報論 2 

メディア産業論 2 

メディア史 2 

ニュースの社会学 3 2 

ニュースの社会学 4 2 

ニュースの社会学 5 2 

ニュースの社会学 6 2 

映像メディア論 2 

広告・PR論 2 

音楽社会学 2 

メディア素養論 2 

世論調査論 2 

メディア社会特殊講義（1） 2 

メディア社会特殊講義（2） 2 

メディア社会特殊講義（3） ２ 

メディア社会特殊講義（4） 2 

メディア社会特殊講義（5） 2 

メディア社会特殊講義（6） ２ 

メディア・調査実習入門１～４ 2 

メディア・調査実習応用１～６ 2 

メディア・調査実習入門５～６ 2 

メディアインターンシップ入門 2 

 
＜その他＞ 
戦後の日本社会に影響を与えた「古典」を読む 2 寄附講座 2 
 
③ 自由科目（隣接科目） 
哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

世界史概論 1 2 

世界史概論 2 2 

日本史概論 1 2 

日本史概論 2 2 

世界史 2 

日本史 2 

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

国際政治 4 

 
６ 随意科目 
社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
 
国際社会コースは，全学共通科目 28 単位，必修科目を 12 単位（社会学部共通科目から 10 単位，

学科科目から２単位），選択科目を，卒業論文による卒業の場合には社会学部共通科目から専門教育
選択科目 1 を 14 単位，学科科目から 16 単位（演習４単位，卒業論文 12 単位）の計 30 単位，卒業研
究による卒業の場合には社会学部共通科目から専門教育選択科目 1を 10単位，学科科目から卒業研
究を４単位の計 18単位，専門教育選択科目 2を，卒業論文による卒業の場合には 14単位，卒業研究
による卒業の場合に 22 単位，専門教育選択科目 3 を 12 単位,そして自由科目を 32 単位以上，合計
124 単位以上を修得しなければならない。ただし，両者とも，卒業要件単位を超えて修得した専門教育
選択科目 1・2・3，コース指定自由科目及び隣接科目（制限なし）,次のもの【他学部科目，５大学間単位
互換制度による他大学の科目，指定を超えて修得した全学共通科目】をあわせて 16 単位まで，及び留
学単位認定科目(12 単位まで)を自由科目の単位として算入することができる。 

 
D ソーシャルデータサイエンスコース 
 
１ 必修科目 
＜社会学部共通科目＞
社会学原論 1 2 

社会学原論 2 2 

社会調査法 1 2 

社会調査法 2 2 

基礎演習 2 

 
＜学科科目＞
専門演習１ 2 

  

データ分析法 2 

 2 
 
＜ソーシャルデータサイエンス系講義科目＞
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ソーシャルデータサイエンス概論 2 

情報社会論 2 

メディア・コミュニケーション論 2 

  
 
＜ソーシャルデータサイエンス系演習科目＞
プログラミング基礎実習 A 2 

プログラミング応用実習 A 2 

  

ソーシャルデータサイエンス実習１A 2 

ソーシャルデータサイエンス実習２ 2 

 
２ 専門教育選択科目 1 
＜社会学部共通科目＞ 
現代社会論 2 

自己と他者の社会学 2 

成熟社会論 2 

公共性の社会学 2 

現代社会変動論 2 

文化の社会理論 2 

都市社会論 2 

グローバル社会論 2 

環境社会論 2 

現代文化論 2 

メディア社会学 2 

ジャーナリズム論 2 

 
＜演習＞ 
専門演習 2A 2 
  
  

専門演習 2B 2 
  

＜卒業論文＞ 
卒業論文演習 1 2 

卒業論文演習 2 2 

卒業論文 8 

 
３ 専門教育選択科目 2（コース指定選択科目）
 
＜社会調査科目＞ 
社会統計学 2 

多変量解析 2 

社会調査演習 4 

計量社会学 2 

  

フィールドスタディーズ 2 
データ対話型分析法 2 

質的研究法 2 
  

 
＜ソーシャルデータサイエンス系講義科目＞ 
ソーシャルデータサイエンス１基礎 2 

ソーシャルデータサイエンス１発展 2 

  

ソーシャルデータサイエンス２基礎 2 

ソーシャルデータサイエンス２発展 2 

 
＜社会と技術関連科目＞ 
社会認識と哲学 2  

情報社会と倫理 2  

科学技術論 2  

メディア・テクノロジー・社会 2  

メディア素養論 2  

シミュレーションの社会学 2  

コミュニケーション政策論 2  

災害情報論 2  

 
 
４ 自由科目 コース指定自由科目（共通科目） 
 
＜領域横断科目＞ 
コミュニケーション論 2 

ジェンダーの社会学 2 

宗教社会学 2 

地域社会学 2 

現代社会と政策 2 

グローバリゼーション論 2 

消費社会論 2 

文化の社会論 2 

都市とメディア 2 

文化表象論 2 

流行論 2 

比較社会・文化論 2 
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生命・身体の社会学 2 

開発・発展の社会学 2 

「人間の安全保障」と NGO 2 

紛争と和解・共生 2 

エスノメソドロジー 2 

教育社会学 2 

青年期の社会学 2 

職業選択・キャリア形成論 2 

ダイバーシティとキャリア 2 

現代社会研究 A 2 

現代社会研究 B 2 

現代社会研究 C 2 

現代社会研究 D 2 

現代社会研究 E 2 

現代社会研究 F 2 

社会学古典文献購読 2 

Sociological Studies A 2 

Sociological Studies B 2 

Sociological Studies C 2 

Sociological Studies D 2 
 
 
 
＜社会学部共通科目（学部英語科目）＞ 
Introduction to Sociology A 2 

Introduction to Sociology B 2 

Introduction to Sociology C 2 

Introduction to Sociology D 2 

Introduction to Sociology E 2 

Lecture & Discussion on Gender A 2 

Lecture & Discussion on Gender B 2 

Lecture & Discussion on Gender C 2 

Lecture & Discussion on Globalization A 2 

Lecture & Discussion on Globalization B 2 

Lecture & Discussion on Culture A 2 

Lecture & Discussion on Culture B 2 

Lecture & Discussion on Culture C 2 

Lecture & Discussion on Culture D 2 

Lecture & Discussion on Media and 2 

Communication A  

Lecture & Discussion on Media and 2 

Communication B  

Lecture & Discussion on Media and 
 Communication C 

2 

  

Lecture & Discussion on Media and 
 Communication D 

2 

Writing Academic English A 2 

Writing Academic English B 2 

Writing Academic English C 2 

Writing Academic English D 2 

Writing Academic English E 2 

Global Study Program (Sydney) 6 

Principles of Sociology 2 

Global City 2 

International Relations 2 

Civil Society Organization(NGO/NPO) and 2 

  Corporate Social Responsibilities  

Global Sociology 2 

Gender/Minority studies 2 

UN and International Organizations 2 

Area Studies - Africa, Islam and Asia 2 

  

＜隣接領域科目＞ 
現代史 2 

政治学 A(政治学理論) 2 

政治学 B(現代政治) 2 

現代経済 2 

国際関係論 2 

社会心理学 2 

文化人類学 2 

社会言語論 2 

数理科学 2 

国際政治と紛争 2 

国際政治 2 

  
 
＜その他＞ 
自主講座 2 

  

 2 

 2 
 
５ コース指定自由科目（学科科目） 
 
＜社会学科科目＞ 

 
社会学理論 2 

社会学史 2 

アイデンティティ論 2 

相互行為論 2 

逸脱の社会学 2 

差別と偏見の社会学 2 

セクシュアリティの社会学 2 

家族社会学 2 

ライフコース論 2 

共生社会論 2 

保険・医療の社会学 2 

少子・高齢社会論 2 

福祉の社会学 2 

平等と公平 2 
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社会問題の社会学 2 

公共政策とガバナンス 2 

NPO/NGOの社会学 2 

労働社会学 2 

社会階層論 2 

社会運動論 2 

社会人口学 2 

歴史社会学 2 
 
＜現代文化学科科目＞ 
都市社会構造論 2 

グローバル都市論 2 

都市マイノリティ論 2 

都市コミュニティ論 2 

まちづくり論 2 

都市生活誌 2 

都市文化論 2 

文化変容論 2 

エスニシティ論 2 

マイグレーション論 2 

多文化の社会理論 2 

国際社会学 2 

民族文化誌 2 

エスノグラフィー論 2 

環境と文化 2 

くらしの環境史 2 

環境の思想 2 

環境教育論 2 

自然環境保全論 2 

環境政策論 2 

環境と人類 2 

消費文化論 2 

アートの社会学 2 

パフォーマンス文化論 2 

ポピュラーカルチャー論 2 

セラピー文化論 2 

写真文化論 2 

生活文化論 2 

＜メディア社会学科科目＞
メディア産業論 2 

グローバルコミュニケーション論 2 

リスク・コミュニケーション論 2 

出版産業論 2 

視覚文化論 2 

メディアとスポーツ 2 

メディア史 2 

オーディエンス論 2 

若者とメディア 2 

音楽社会学 2 

ニュースの社会学 2 

映像メディア論 2 

広告・PR論 2 

メディア・環境・コミュニティ 2 

情報法 2 

比較ジャーナリズム史 2 

ニュースの社会学 1 2 

  

ニュースの社会学 2 2 

ニュースの社会学 3 2 

ニュースの社会学 4 2 

ニュースの社会学 5 2 

ニュースの社会学 6 2 

世論調査論 2 

メディア・調査実習入門１～４ 2 

メディア・調査実習応用１～６ 2 

メディア・調査実習入門５～６ 2 

メディア社会特殊講義（1） 2 

メディア社会特殊講義（2） 2 

メディア社会特殊講義（3） 2 

メディア社会特殊講義（4） 2 

メディア社会特殊講義（5） 2 

メディア社会特殊講義（6） 2 

メディアインターンシップ入門 2 

  

 
＜その他＞ 
戦後の日本社会に影響を与えた「古典」を読む 2 寄附講座 2 
 
③ 自由科目（隣接科目） 
哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

世界史概論 1 2 

世界史概論 2 2 

日本史概論 1 2 

日本史概論 2 2 

世界史 2 

日本史 2 
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地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

国際政治 4 

 
６ 随意科目 
社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
 

 
ソーシャルデータサイエンスコースは，全学共通科目 28単位，必修科目を 28単位（社会学部共通科

目から 24単位，学科科目から 4単位），選択科目を，社会学部共通科目から専門教育選択科目 1を 8
単位，学科科目から 16 単位（演習４単位，卒業論文 12 単位）の計 24 単位，専門教育選択科目 2 を，
コース指定選択科目（社会調査科目）から 2単位、コース指定選択科目（SDS系講義科目）から 4単位、
コース指定選択科目（社会と技術関連科目）から 4 単位、そして自由科目を 34 単位以上，合計 124 単
位以上を修得しなければならない。ただし，両者とも，卒業要件単位を超えて修得した専門教育選択科
目 1・2・３，コース指定自由科目及び隣接科目（制限なし）,次のもの【他学部科目，５大学間単位互換制
度による他大学の科目，指定を超えて修得した全学共通科目】をあわせて 16 単位まで，及び留学単位
認定科目(12 単位まで)を自由科目の単位として算入することができる。 

 
 

Ⅵ 法学部 
 
（1）法学科専門教育科目 
 
１ 選択科目 
① 法学科Ａ  
法学入門 2 

政治学入門 2 

憲法（１） 4 

憲法（２） 2 

民法（１） 2 

民法（２） 4 

民法（３） 2 

刑法（１） 4 

刑法（２） 4 

商法（１） 4 

商法（２） 2 

比較憲法 2 

行政法 1 4 

行政法 2 4 

国際法 1 4 

国際法 2 4 

民事訴訟法（１） 4 

民事訴訟法（２） 2 

労働法 4 

刑事学 4 

法哲学 4 

法社会学 1 2 

法社会学 2 2 

刑事訴訟法 4 

民事執行・保全法 2 

  
 
② 法学科Ｂ 演習系科目 演習論文  
社会調査法 2 

民法（４） 4 

商法（３） 2 

商法（４） 2 

金融取引法 1 2 

金融取引法 2 2 

倒産法 2 

国際民事手続法 2 

国際私法（１） 2 

国際私法（２） 2 

国際ビジネス法総合・基礎 2 

国際ビジネス法総合 1A 2 

国際ビジネス法総合 1B 2 

国際ビジネス法総合 2 2 

環境法 1 2 

環境法 2 2 

少年法 2 

社会保障法 2 

経済法 1 2 

経済法 2 2 

国際経済法 1 2 

国際経済法 2 2 

租税法 1 2 

租税法 2 2 

知的財産法 4 

英米法 1 2 

英米法 2 2 

比較法 2 

外国法 2 

法制史 2 

法政ゲートウェイ講義 2 

法学特殊講義 2 
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法学特殊講義 4 

現代政治理論 4 

国際政治 4 

環境政治 2 

行政学 1 2 

行政学 2 2 

日本政治論 4 

ヨーロッパ政治論 4 

アメリカ政治論 4 

アジア政治論 4 

日本政治史 4 

日本政治思想史（１） 2 

日本政治思想史（２） 2 

欧州政治思想史 4 

政治社会学 2 

政治過程論 1 2 

政治過程論 2 2 

比較政治理論 2 

公共政策論 2 

地方自治 2 

比較政治 1 2 

比較政治 2 2 

比較政治 3 2 

日本外交論 2 

国際政治史 2 

平和研究 2 

政治学特殊講義 2 

会計学  4 

財政学 4 

社会政策論 4 

経済原論 4 

統計学 4 

社会科学情報処理 2 

キャリア意識の形成 2 

法学部合同講義 6 

法学部特別講義 2 

キャリアデザイン―インターンシップを通じた学修 2 

自治体長期インターンシップ A 2 

自治体長期インターンシップ B 2 

海外研究論文 4 

Negotiation Basics 2 

Introduction to Legal Studies A 2 

Introduction to Legal Studies B 2 

Contract A 2 

Contract B 2 

Torts 2 

Dispute Resolution 2 

Civil Procedure 2 

Moot Court 2 

Corporate Law A 2 

Corporate Law B 2 

International Business Law A 2 

International Business Law B 2 

International Business Law C 2 

Cross-Border Litigation 2 

Anglo-American Law A 2 

Anglo-American Law B 2 

Labor Law 2 

Property 2 

Intellectual Property Law 2 

Fiduciary Law 2 

Financial Law 2 

Advanced Legal Writing A 2 

Advanced Legal Writing B 2 

基礎文献講読 2 

法学基礎演習 2 

政治学基礎演習 2 

公務基礎演習 2 

演習 2 

演習 4 

法政外国語演習 2 

公務実践演習 2 

憲法発展演習 2 

行政法発展演習 2 

民法発展演習 2 

商法発展演習 2 

民事訴訟法発展演習 2 

刑法発展演習 2 

刑事訴訟法発展演習 2 

演習論文 2 
 
③ 法学部自由科目 
情報処理入門 2 

日本史概説 2 

世界史概説 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

哲学的人間学 2 

倫理思想 2 

現代倫理 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

自然地理学 1 2 

自然地理学 2 2 

社会・地理歴史科教育法 1 2 

社会・地理歴史科教育法 2 2 

社会・地理歴史科教育法演習 1 2 

社会・地理歴史科教育法演習 2 2 

社会・公民科教育法 1 2 

社会・公民科教育法 2 2 

社会・公民科教育法演習 1 2 

社会・公民科教育法演習 2 2 
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④ 法学部言語科目【随意科目】 
 
法政リーディング&ライティング 2 
 
 
 法学科は，全学共通科目 28 単位以上，専門教育選択科目区分の科目を 80 単位，全学共通科目・
専門教育の各科目で卒業要件単位数を超えて修得した科目並びに法学部自由科目・留学認定・他
学部等・５大学間単位互換制度の各科目から 16 単位，合計 124 単位を修得しなければならない。 
 
（2）政治学科専門教育科目 
 
１ 選択科目 
① 政治学科Ａ 
法学入門 2 

政治学入門 2 

憲法（１） 4 

憲法（２） 2 

民法概論 4 

現代政治理論 4 

国際政治 4 

行政学 1 2 

行政学 2 2 

日本政治論 4 

ヨーロッパ政治論 4 

アメリカ政治論 4 

アジア政治論 4 

日本政治史 4 

日本政治思想史（１） 2 

  

日本政治思想史（２） 2 

欧州政治思想史 4 

政治社会学 2 

政治過程論 1 2 

政治課程論 2 2 

比較政治理論 2 

比較憲法 2 

地方自治 2 

比較政治 1 2 

比較政治 2 2 

比較政治 3 2 

国際法 1 4 

国際法 2 4 

労働法 4 

  

② 政治学科Ｂ 演習系科目 演習論文 
民法（１） 4 

民法（２） 4 

民法（３） 2 

民法（４） 4 

刑法（１） 4 

刑法（２） 4 

環境法 1 2 

環境法 2 2 

経済原論 4 

統計学 4 

社会調査法 2 

環境政治 2 

公共政策論 2 

日本外交論 2 

国際政治史 2 

平和研究 2 

政治学特殊講義 2 

行政法 1 4 

行政法 2 4 

商法（１） 4 

商法（２） 2 

商法（３） 2 

商法（４） 2 

金融取引法 1 2 

金融取引法 2 2 

民事訴訟法（１） 4 

民事訴訟法（２） 2 

国際民事手続法 2 

倒産法 2 

民事執行・保全法 2 

国際私法（１） 2 

国際私法（２） 2 

国際ビジネス法総合・基礎 2 

国際ビジネス法総合 1A 2 

国際ビジネス法総合 1B 2 

国際ビジネス法総合 2 2 

刑事訴訟法 4 

刑事学 4 

少年法 2 

社会保障法 2 

経済法 1 2 

経済法 2 2 

国際経済法 1 2 

国際経済法 2 2 

租税法 1 2 

租税法 2 2 

知的財産法 4 

英米法 1 2 

英米法 2 2 

法哲学 4 

法社会学 1 2 

法社会学 2 2 

比較法 2 

外国法 2 
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法制史 2 

法政ゲートウェイ講義 2 

法学特殊講義 2 

法学特殊講義 4 

会計学 4 

財政学 4 

社会政策論 4 

社会科学情報処理 2 

キャリア意識の形成 2 

法学部合同講義 6 

法学部特別講義 2 

キャリアデザイン―インターンシップを通じた学修 2 

自治体長期インターンシップ A 2 

自治体長期インターンシップ B 2 

海外研究論文 4 

Negotiation Basics 2 

Introduction to Legal Studies A 2 

Introduction to Legal Studies B 2 

Contract A 2 

Contract B 2 

Torts 2 

Dispute Resolution 2 

Civil Procedure 2 

Moot Court 2 

Corporate Law A 2 

Corporate Law B 2 

International Business Law A 2 

International Business Law B 2 

International Business Law C 2 

Cross-Border Litigation 2 

Anglo-American Law A 2 

Anglo-American Law B 2 

Labor Law 2 

Property 2 

Intellectual Property Law 2 

Fiduciary Law 2 

Financial Law 2 

Advanced Legal Writing A 2 

Advanced Legal Writing B 2 

基礎文献講読 2 

法学基礎演習 2 

政治学基礎演習 2 

公務基礎演習 2 

演習 2 

演習 4 

法政外国語演習 2 

公務実践演習 2 

憲法発展演習 2 

行政法発展演習 2 

民法発展演習 2 

商法発展演習 2 

民事訴訟法発展演習 2 

刑法発展演習 2 

刑事訴訟法発展演習 2 

演習論文 2 

  
 
③ 法学部自由科目 
情報処理入門 2 

日本史概説 2 

世界史概説 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

哲学的人間学 2 

倫理思想 2 

現代倫理 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

自然地理学 1 2 

自然地理学 2 2 

社会・地理歴史科教育法 1 2 

社会・地理歴史科教育法 2 2 

社会・地理歴史科教育法演習 1 2 

社会・地理歴史科教育法演習 2 2 

社会・公民科教育法 1 2 

社会・公民科教育法 2 2 

社会・公民科教育法演習 1 2 

社会・公民科教育法演習 2 2 
 
④ 法学部言語科目【随意科目】 
 
法政リーディング&ライティング 2 
 
政治学科は，全学共通科目 28 単位以上，専門教育選択科目区分の科目を 80 単位，全学共通科

目・専門教育の各科目で卒業要件単位数を超えて修得した科目並びに法学部自由科目・留学認
定・他学部等・５大学間単位互換制度の各科目から 16 単位，合計 124 単位を修得しなければな
らない。 
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（3）国際ビジネス法学科専門教育科目 
 
１ 選択科目 
① 国際ビジネス法学科Ａ 
法学入門 2 

政治学入門 2 

憲法（１） 4 

憲法（２） 2 

民法概論 4 

刑法（１） 4 

刑法（２） 4 

商法（１） 4 

商法（２） 2 

商法（３） 2 

商法（４） 2 

倒産法 2 

民事執行・保全法 2 

国際私法（１） 2 

国際私法（２） 2 

国際ビジネス法総合・基礎 2 

国際ビジネス法総合 1A 2 

国際ビジネス法総合 1B 2 

国際ビジネス法総合 2 2 

労働法 4 

経済法 1 2 

経済法 2 2 

国際経済法 1 2 

国際経済法 2 2 

租税法 1 2 

租税法 2 2 

知的財産法 4 

英米法 1 2 

英米法 2 2 

 
② 国際ビジネス法学科Ｂ 演習系科目 演習論文
民法（１） 4 

民法（２） 4 

民法（３） 2 

民法（４） 4 

比較憲法 2 

行政法 1 4 

行政法 2 4 

国際法 1 4 

国際法 2 4 

環境法 1 2 

環境法 2 2 

金融取引法 1 2 

金融取引法 2 2 

民事訴訟法（１） 4 

民事訴訟法（２） 2 

国際民事手続法 2 

刑事訴訟法 4 

刑事学 4 

少年法 2 

社会保障法 2 

法哲学 4 

法社会学 1 2 

法社会学 2 2 

比較法 2 

外国法 2 

法制史 2 

法政ゲートウェイ講義 2 

法学特殊講義 2 

法学特殊講義 4 

現代政治理論 4 

国際政治 4 

環境政治 2 

行政学 1 2 

行政学 2 2 

日本政治論 4 

ヨーロッパ政治論 4 

アメリカ政治論 4 

アジア政治論 4 

日本政治史 4 

日本政治思想史（１） 2 

日本政治思想史（２） 2 

欧州政治思想史 4 

政治社会学 2 

政治過程論 1 2 

政治過程論 2 2 

比較政治理論 2 

公共政策論 2 

地方自治 2 

比較政治 1 2 

比較政治 2 2 

比較政治 3 2 

日本外交論 2 

国際政治史 2 

平和研究 2 

政治学特殊講義 2 

会計学 4 

財政学 4 

社会政策論 4 

経済原論 4 

統計学 4 

社会調査法 2 

社会科学情報処理 2 

キャリア意識の形成 2 

法学部合同講義 6 

法学部特別講義 2 

キャリデザイン―インターンシップを通じた学修 2 

自治体長期インターンシップ A 2 

自治体長期インターンシップ B 2 

海外研究論文 4 

Negotiation Basics 2 
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Introduction to Legal Studies A 2 

Introduction to Legal Studies B 2 

Contract A 2 

Contract B 2 

Torts 2 

Dispute Resolution 2 

Civil Procedure 2 

Moot Court 2 

Corporate Law A 2 

Corporate Law B 2 

International Business Law A 2 

International Business Law B 2 

International Business Law C 2 

Cross-Border Litigation 2 

Anglo-American Law A 2 

Anglo-American Law B 2 

Labor Law 2 

Property 2 

Intellectual Property Law 2 

Fiduciary Law 2 

Financial Law 2 

Advanced Legal Writing A 2 

Advanced Legal Writing B 2 

基礎文献講読 2 

法学基礎演習 2 

政治学基礎演習 2 

公務基礎演習 2 

演習 2 

演習 4 

法政外国語演習 2 

公務実践演習 2 

憲法発展演習 2 

行政法発展演習 2 

民法発展演習 2 

商法発展演習 2 

民事訴訟法発展演習 2 

刑法発展演習 2 

刑事訴訟法発展演習 2 

演習論文 2 

 
③ 法学部自由科目 
情報処理入門 2 

日本史概説 2 

世界史概説 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

哲学的人間学 2 

倫理思想 2 

現代倫理 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

自然地理学 1 2 

自然地理学 2 2 

社会・地理歴史科教育法 1 2 

社会・地理歴史科教育法 2 2 

社会・地理歴史科教育法演習 1 2 

社会・地理歴史科教育法演習 2 2 

社会・公民科教育法 1 2 

社会・公民科教育法 2 2 

社会・公民科教育法演習 1 2 

社会・公民科教育法演習 2 2 
 
 
④ 法学部言語科目【随意科目】 
 
法政リーディング&ライティング 2 
 
 国際ビジネス法学科は，全学共通科目 28 単位以上，専門教育選択科目区分の科目を 66 単位，
全学共通科目・専門教育の各科目で卒業要件単位数を超えて修得した科目並びに法学部自由科
目・留学認定・他学部等・５大学間単位互換制度の各科目から 30 単位，合計 124 単位を修得し
なければならない。 
 
 
（4）国際ビジネス法学科グローバルコース専門教育科目 
 
１ 選択科目 
① 学びの精神 
Law and Society in Japan A 2 Law and Society in Japan B 2 
 
 
② 国際ビジネス法学科グローバルコースＡ
Introduction to Legal Studies A 2 

Introduction to Legal Studies B 2 

Contract A 2 

Contract B 2 

Negotiation Basics 2 

Torts 2 
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Legal Presentation 2 

Legal Writing 2 

Anglo-American Law A 2 

Anglo-American Law B 2 

Dispute Resolution 2 

Labor Law 2 

Property 2 

International Business Law A 2 

International Business Law B 2 

International Business Law C 2 

法学部合同講義 6 

Civil Procedure 2 

Moot Court 2 

Corporate Law A 2 

Corporate Law B 2 

Intellectual Property Law 2 

Cross-Border Litigation 2 

Fiduciary Law 2 

Financial Law 2 

Advanced Legal Writing A 2 

Advanced Legal Writing B 2 

法学入門 2 

民法概論 4 

労働法 4 

経済法 1 2 

経済法 2 2 

国際経済法 1 2 

国際経済法 2 2 

租税法 1 2 

租税法 2 2 

商法（1） 4 

商法（2） 2 

商法（3） 2 

商法（4） 2 

知的財産法 4 

国際私法（１） 2 

国際私法（２） 2 

国際ビジネス法総合・基礎 2 

国際ビジネス法総合 1A 2 

国際ビジネス法総合 1B 2 

国際ビジネス法総合 2 2 

 
③ 国際ビジネス法学科グローバルコース B、演習系科目、演習論文 
法学特殊講義 2 

法学特殊講義 4 

Contemporary Culture in Japn 2 

Religion and Society in Asia 2 

Japan in Asia 2 

Ethnicity and Globalization in Japan 2 

Multiculturalism in Japan 2 

Social Movements and Social Change 2 

Tourism Study 1(Business) 2 

Tourism Study 2(Society) 2 

Tourism Study 3(Destination) 2 

Tourism Study 4(Culture) 2 

Japanese Economy 1 2 

Japanese Economy 2 2 

Japanese Economic History 1 2 

Japanese Economic History 2 2 

Marketing Management in Japan 2 

Business and Society 2 

Financial Statement Analysis 2 

Modern Consumer Culture and Society 2 

Accounting 1 2 

Accounting 2 2 

Finance 1 2 

Finance 2 2 

Japanese Management 1 2 

Japanese Management 2 2 

政治学入門 2 

憲法（１） 4 

憲法（２） 2 

民法（１） 4 

民法（２） 4 

民法（３） 2 

民法（４） 4 

刑法（１） 4 

刑法（２） 4 

民事訴訟法（１） 4 

民事訴訟法（２） 2 

刑事訴訟法 4 

倒産法 2 

民事執行・保全法 2 

英米法 1 2 

英米法 2 2 

比較憲法 2 

行政法 1 4 

行政法 2 4 

国際法 1 4 

国際法 2 4 

環境法 1 2 

環境法 2 2 

金融取引法 1 2 

金融取引法 2 2 

国際民事手続法 2 

刑事学 4 

少年法 2 

社会保障法 2 

法哲学 4 

法社会学 1 2 

法社会学 2 2 

比較法 2 

外国法 2 

法制史 2 

法政ゲートウェイ講義 2 
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現代政治理論 4 

国際政治 4 

環境政治 2 

行政学 1 2 

行政学 2 2 

日本政治論 4 

ヨーロッパ政治論 ４ 

アメリカ政治論 4 

アジア政治論 4 

日本政治史 4 

日本政治思想史（１） 2 

日本政治思想史（２） 2 

欧州政治思想史 4 

政治社会学 2 

政治過程論 1 2 

政治過程論 2 2 

比較政治理論 2 

公共政策論 2 

地方自治 2 

比較政治 1 2 

比較政治 2 2 

比較政治 3 2 

日本外交論 2 

国際政治史 2 

平和研究 2 

政治学特殊講義 2 

会計学 4 

財政学 4 

社会政策論 4 

経済原論 4 

統計学 4 

社会調査法 2 

社会科学情報処理 2 

キャリア意識の形成 2 

キャリアデザイン―インターンシップを通じた学

修 2 

自治体長期インターンシップ A 2 

自治体長期インターンシップ B 2 

法学部特別講義 2 

海外研究論文 4 

First-Year Seminar 2 

政治学基礎演習 2 

公務基礎演習 2 

演習 2 

演習 4 

法政外国語演習 2 

公務実践演習 2 

憲法発展演習 2 

行政法発展演習 2 

民法発展演習 2 

商法発展演習 2 

民事訴訟法発展演習 2 

刑法発展演習 2 

刑事訴訟法発展演習 2 

演習論文 2 

 
④ 法学部自由科目 
情報処理入門 2 

日本史概説 2 

世界史概説 2 

宗教思想 1 2 

宗教思想 2 2 

哲学的人間学 2 

倫理思想 2 

現代倫理 2 

地誌学 1 2 

地誌学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

哲学概論 1 2 

哲学概論 2 2 

地理学概説 1 2 

地理学概説 2 2 

自然地理学 1 2 

自然地理学 2 2 

社会・地理歴史科教育法１ 2 

社会・地理歴史科教育法２ 2 

社会・地理歴史科教育法演習１ 2 

社会・地理歴史科教育法演習２ 2 

社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

⑤ 法学部言語科目【随意科目】 
法政リーディング＆ライティング 2 

 国際ビジネス法学科グローバルコースは，全学共通科目 24 単位以上，学びの精神 4 単位，専
門教育選択科目区分の科目を 66 単位，全学共通科目・専門教育の各科目で卒業要件単位数を超
えて修得した科目並びに法学部自由科目・日本語教育センター科目（※）・留学認定・他学部等・
５大学間単位互換制度の各科目から30単位，合計124単位を修得しなければならない。（※）PEACE 
プログラム生及び留学生（外国人書類選考入試）のみ履修可。 
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Ⅶ 観光学部 
 
（1）観光学科専門教育科目 

 
１ 必修科目 
① 専門必修科目 
観光学概論 2 
 
２ 選択科目 
① 学科選択科目 1 
基礎演習 2 

観光史 2 

観光事業論 2 

観光経済学 2 

観光経営学 2 

観光行動論 2 

マーケティング 2 

観光地経営論 2 
 
② 学科選択科目 2 
観光政策･行政論 2 

経営戦略論 2 

観光計画論 2 

観光施設論 2 

観光心理学 2 

地域経済学 2 

ホテル経営論 2 

旅行産業論 2 

風土と観光 2 

観光感性論 2 

消費論 2 

  
③ 学科選択科目 3 
国際観光政策論 2 

投資計画論１ 2 

企業情報分析 2 

簿記論 2 

ホテル運営論 2 

外食産業論 2 

観光交通論(鉄道等) 2 

観光交通論(国際航空) 2 

旅行産業演習 1(A) 2 

旅行産業演習 1(B) 2 

宿泊産業演習 1(A) 2 

宿泊産業演習 1(B) 2 

エコツーリズム論 2 

都市観光論 2 

市民参加とまちづくり 2 

サービス・マネジメント 2 

宿泊産業論 2 

ホテルアセットマネジメント論 2 

コンベンション産業論 2 

経営財務論 2 

都市型エンターテイメント論 2 

旅行産業演習 2(A) 2 

旅行産業演習 2(B) 2 

宿泊産業演習 2(A) 2 

宿泊産業演習 2(B) 2 

  

政策評価論 2 

地域デザイン論 2 

環境･景観論 2 

都市計画論 2 

施設・空間造形論 2 

観光関連法 2 

投資計画論２ 2 

旅行情報システム 2 

旅行業経営実務 2 

農村観光論 2 

ヘリテージと観光 2 

レジャー論 2 

情報処理演習 2 

地域経営論 2 

地域社会論 2 

GIS 演習 2 

観光デザイン論 2 

観光ビジネスプロジェクト A 2 

観光ビジネスプロジェクト B 2 

観光リスクマネジメント 2 

フィールドワーク論 2 

宿泊ビジネスプロジェクト 1(A) 2 

宿泊ビジネスプロジェクト 1(B) 2 

宿泊ビジネスプロジェクト 2(A) 2 

宿泊ビジネスプロジェクト 2(B) 2 

 
④ 他学科選択科目 
他学科の学科選択科目 1・2・3  

 
３ 自由科目 
① 学部自由科目
グローバル・スタディ・プログラム１ 2 

グローバル・スタディ・プログラム２ 2 

Introduction to Tourism 1 2 

Introduction to Tourism 2 2 
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Tourism Study 1 (Business) 2 

Tourism Study 2 (Society) 2 

Tourism Study 3 (Destination) 2 

Tourism Study 4 (Culture) 2 

Current Trends in Tourism 1 2 

Current Trends in Tourism 2 2 

観光特論（TＳE） 2 

演習(2 年)A 2 

演習(2 年)B 2 

演習(3 年)A 2 

演習(3 年)B 2 

卒業研究指導 A 2 

卒業研究指導 B 2 

卒業論文 6 

観光インターンシップ 2 

長期海外インターンシップ 10 

経団連インターンシップ 2 

観光ビジネス概論 2 

交通産業特論 2 

観光 IT 戦略論 2 
 
② 関連基礎科目 
データ情報処理 2 

法学 1 2 

法学 2 2 

政治学 2 

経済学 2 

経営学 2 

社会学 1 2 

社会学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

地理学 1 2 

地理学 2 2 

日本史 1 2 

日本史 2 2 

外国史 1 2 

外国史 2 2 

地誌学 2 

生涯学習支援論 1 2 

生涯学習支援論 2 2 

生涯学習概論 1 2 

生涯学習概論 2 2 

社会教育経営論 1 2 

社会教育経営論 2 2 

自然地理学 2 

文学 2 

哲学 2 

人類学 2 

美学 2 

民法 2 

観光学科は，全学共通科目 28 単位，専門必修科目を２単位，学科選択科目 1 を６単位，学科
選択科目 2 を 10 単位, 学科選択科目 3 を 30 単位，他学科選択科目を 14 単位，自由科目を 34
単位，合計 124 単位以上を修得しなければならない。ただし，指定単位を超えて修得した学科選
択科目 1・2・3，他学科選択科目の全てを自由科目として卒業要件単位に算入することができる。
また言語自由科目，指定単位数を超えて修得した全学共通科目，他学部科目，５大学間単位互換
制度による他大学の科目は合わせて 20 単位までを自由科目として卒業要件単位に算入すること
ができる。 
 
（2）交流文化学科専門教育科目 
１ 必修科目 
① 専門必修科目 
観光学概論 2 
 
２ 選択科目 
① 学科選択科目 1 
基礎演習 2 

観光人文学概論 2 

観光社会学概論 2 

観光人類学概論 2 

観光地理学概論 2 

観光文学概論 2 

観光歴史学概論 2 

 
② 学科選択科目 2 
観光社会学 1（都市） 2 

観光社会学 2（移動） 2 

観光社会学 3（ジェンダー） 2 

観光社会学 4（文化） 2 

観光社会学 5（メディア） 2 

観光社会学 6（若者） 2 

観光社会学 7（文化遺産） 2 

観光人類学 1（文化の表象） 2 

観光人類学 2（エスニシティ） 2 

観光人類学 3（民俗） 2 

観光人類学 4（宗教） 2 

観光人類学 5（グローバリゼーション） 2 

観光人類学 6（コミュニティ） 2 

観光人類学 7（開発援助） 2 

観光人類学 8（生態） 2 

観光地理学 1（都市） 2 

観光地理学 2（農村） 2 

観光地理学 3（リゾート地） 2 
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観光地理学 4（文化） 2 

観光地理学 5（自然環境） 2 

観光地理学 6（日本地誌） 2 

観光地理学 7（外国地誌 1） 2 

観光地理学 8（外国地誌 2） 2 

観光地理学 9（外国地誌 3） 2 

観光地理学 10（外国地誌 4） 2 

観光文学 1（移動） 2 

観光文学 2（SF） 2 

観光文学 3（紀行文） 2 

観光文学 4（トラベルライティング） 2 

観光文学 5（思想） 2 

観光歴史学 1（近世） 2 

観光歴史学 2（近代） 2 

観光歴史学 3（現代） 2 

観光学講義 2 

文献講読 2 

フィールドワーク論 2 
 
③ 学科選択科目 3 
観光と文化 1（芸術） 2 

観光と文化 2（メディア） 2 

観光と文化 3（ポップカルチャー） 2 

観光と文化 4（スポーツ） 2 

観光と文化 5（食） 2 

観光と文化 6（風景） 2 

観光と文化 7（産業） 2 

観光と社会 1（移動） 2 

観光と社会 2（交通） 2 

観光と社会 3（政策） 2 

観光と社会 4（医療） 2 

観光と社会 5（環境） 2 

観光と社会 6（国際関係） 2 

観光と社会 7（国際協力） 2 
 
④ 他学科選択科目 

 

他学科の学科選択科目 1・2・3  

 
３ 自由科目 
① 学部自由科目 
グローバル・スタディ・プログラム１ 2 

グローバル・スタディ・プログラム２ 2 

Introduction to Tourism 1 2 

Introduction to Tourism 2 2 

Tourism Study 1 (Business) 2 

Tourism Study 2 (Society) 2 

Tourism Study 3 (Destination) 2 

Tourism Study 4 (Culture) 2 

Current Trends in Tourism 1 2 

Current Trends in Tourism 2 2 

観光特論（TSE） 2 

演習（2 年）A 2 

演習（2 年）B 2 

演習（3 年）A 2 

演習（3 年）B 2 

卒業研究指導 A 2 

卒業研究指導 B 2 

卒業論文 6 

観光インターンシップ 2 

長期海外インターンシップ 10 

経団連インターンシップ 2 

観光ビジネス概論 2 

交通産業特論 2 

観光 IT 戦略論 2 
 
 
② 関連基礎科目 
データ情報処理 2 

法学 1 2 

法学 2 2 

政治学 2 

経済学 2 

経営学 2 

社会学 1 2 

社会学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

地理学 1 2 

地理学 2 2 

日本史 1 2 

日本史 2 2 

外国史 1 2 

外国史 2 2 

地誌学 2 

生涯学習概論 1 2 

生涯学習概論 2 2 

生涯学習支援論 1 2 

生涯学習支援論 2 2 

社会教育経営論 1 2 

社会教育経営論 2 2 

自然地理学 2 

文学 2 

哲学 2 

人類学 2 

美学 2 

民法 2 

 
４ 随意科目 
社会・地理歴史科教育法 1 2 

社会・地理歴史科教育法 2 2 

社会・地理歴史科教育法演習 1 2 

社会・地理歴史科教育法演習 2 2 
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 交流文化学科は，全学共通科目 28 単位，専門必修科目を２単位，学科選択科目 1 を８単位，
学科選択科目 2 を 30 単位, 学科選択科目 3 を８単位,他学科選択科目 14 単位，自由科目を 34
単位，合計 124 単位以上を修得しなければならない。ただし，指定単位を超えて修得した学科選
択科目 1・2・3，他学科選択科目の全てを自由科目として卒業要件単位に算入することができる。
また言語自由科目，指定単位数を超えて修得した全学共通科目，他学部科目，５大学間単位互換
制度による他大学の科目は合わせて 20 単位までを自由科目として卒業要件単位に算入すること
ができる。 
 
 
Ⅷ コミュニティ福祉学部 
 
（1）福祉学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
社会福祉の原理と政策 1 2 

基礎演習（学びの技法を含む） 2 

社会福祉入門演習 2 

社会問題のインターセクショナリティ 2 
 
２ 選択科目 
① 専門基礎科目 
異文化スタディ 2 

情報処理１ 2 

情報処理２ 2 

ノーマライゼーション論 2 

社会福祉とキャリア形成 2 

家族をめぐる福祉問題 2 

現代社会とケアシステム 2 

ソーシャルワークの理論と方法１ 2 

メンタルヘルスと福祉 2 

ソーシャルワークの基盤と専門職 1 2 

ソーシャルワークの基盤と専門職 2 2 

児童福祉論 2 

高齢者福祉論 2 

障害者福祉論 2 

社会保障総論 2 

  
 
 
②専門応用科目
グローバル社会で活躍するための英語（福祉系） 2 

現代コミュニティ福祉学特別講義（福祉系） 2 

海外留学・海外インターンシップを目指す人

への英語（福祉系） 2 

英語で学ぶ海外の福祉の現状 2 

人権論 2 

福祉文化論 2 

社会福祉調査の基礎 2 

ジェンダーとセクシュアリティ入門 2 

障害学入門 2 

社会福祉発達史１ 2 

社会福祉発達史２ 2 

心理学理論と心理的支援 2 

社会理論と社会システム 2 

医学概論 2 

子ども理解と子育て支援論 2 

貧困に対する支援 2 

高齢者福祉実践論 2 

地域福祉論１ 2 

地域福祉論２ 2 

女性福祉論 2 

保健医療と福祉 2 

発達障害支援論 2 

ソーシャルワークの理論と方法 2 2 

ソーシャルワークの理論と方法 3 2 

社会保障論 2 

刑事司法と福祉 2 

Human Diversity and Social Justice in 

Social Work 2 

権利擁護を支える法制度 2 

社会福祉の原理と政策 2 2 

ソーシャルワークの理論と方法４ 2 

福祉マネジメント論 2 

福祉情報と ICT 2 

ケアマネジメント論 2 

福祉学特論 2 

医療ソーシャルワーク実践論 2 

支援者支援論：ストレスマネジメントを学ぶ 2 

セルフヘルプグループ論 2 

多文化ソーシャルワーク論 2 

比較福祉国家論 2 

ケアの倫理と社会福祉 2 

社会福祉調査実践論 2 

災害福祉論 2 

居住福祉論 2 

教育福祉論 2 

ソーシャルワーク演習 2 

ソーシャルワーク演習（専門）１ 3 

ソーシャルワーク実習指導 1 1 

インターンシップ 4 

ソーシャルワーク実習指導 2 4 

ソーシャルワーク実習 5 

ソーシャルワーク演習（専門）２ 4 
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キャリア形成演習 4 

卒業研究 6 

卒業研究指導演習 2 

  

 
③専門関連科目 
心理学 1 2 

心理学 2 2 

生涯学習概論 1 2 

生涯学習概論 2 2 

生涯学習支援論 1 2 

生涯学習支援論 2 2 

社会教育経営論 1 2 

社会教育経営論 2 2 
 
 福祉学科は，全学共通科目 28 単位以上，専門必修科目を８単位，専門基礎科目を 16 単位，専
門応用科目を 50 単位、自由科目を 24 単位以上、合計 126 単位以上を別に定める方法に従って修
得しなければならない。ただし，卒業要件単位を超えて修得した全学共通科目，選択科目，及び
専門関連科目，他学部科目，他学科科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目を自由科目
として卒業要件単位に算入することができる。 
 
 
 
（2）コミュニティ政策学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
 
①必修科目（共通）
基礎演習（学びの技法を含む） 2 

コミュニティ政策学入門 2 

社会調査入門 2 

コミュニティ学演習 1A 2 

コミュニティ学演習 1B 2 

  

政策学演習 1A 2 

政策学演習 1B 2 

講読演習 A 2 

講読演習 B 2 

社会調査実習 4 

 
②必修科目（コミュニティ学専修）
コミュニティ学入門演習 2   

 
③必修科目（政策学専修）
政策学入門演習 2   
 
 
２ 選択科目 
①スタディスキル科目
統計学入門  2 
リサーチ・デザイン  2 
質的リサーチ  2 
データ分析入門  2 
データ分析法  2 
キャリアデザイン  2 
政策分析のメソドロジー  2 
情報処理 1  2 
情報処理 2  2 
情報処理 3  2 
  
  
  

情報処理 4      2 
異文化スタディ      2 
グローバル社会で活躍するための英語（コミ

ュニティ政策系） 2 
海外留学・海外インターンシップを目指す人

への英語（コミュニティ政策系） 2 
英語で学ぶコミュニティ政策 2 
現代コミュニティ福祉学特別講（コミュニテ

ィ政策系） 2 
英語で学ぶ社会問題 2 
  
  

 
② 専門基礎科目 
コミュニティ福祉とキリスト教 2 
少子高齢社会論 2 
国際ＮＧＯ論 2 
現代コミュニティ論 2 

貧困と格差 2 
コミュニティ・ビジネス 2 
持続可能な福祉コミュニティ 2 
社会問題の社会学 2 
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福祉社会論 2 
フィールドワーク入門 2 
公共空間論 2 
地域学への招待 2 
コミュニティ開発論 2 
地方自治論 2 
政策学の基礎知識 2 
経営組織論 2 

コミュニティ人間形成論 2 
ボランティア・NPO 論 2 
若者政策 2 
日本近現代史 2 
地域社会と法 2 
地域社会と経済 2 
地域社会と政治 2 
地域社会と労働 2 

 
③ 専門応用科目 
Ａ コミュニティ学専修
現代キリスト教人間学 2 

いのちの倫理学 2 

生活困窮者支援 2 

日本の文化とコミュニティ 2 

公共哲学 2 

コミュニティと福祉 2 

まちづくり論 2 

国際福祉論 2 

社会開発論 2 

Global Society and Local Communities  2 

都市と地域 2 

シェアライフ論 2 

社会運動論 2 

いのちの尊厳とジェンダー 2 

差別論 2 

地球コミュニティ論 2 

家族社会学 2 

コミュニティ心理学 2 

国際平和論 2 

ファシリテーション論 2 

比較宗教学 2 

アートとコミュニティ 2 

現代生活学 2 

国際経済論 2 

国際移動論 2 

多文化共生論 2 

自然災害論 2 

村落社会論 2 

地域交通論 2 

現代環境論 2 

地域地理学 2 

ファンドレイジング論 2 

インターンシップ 4 

コミュニティ学演習 2A 2 

コミュニティ学演習 2B 2 

卒業論文 6 
 
Ｂ 政策学専修 
政策科学 2 

地方財政論 2 

福祉経済学 2 

行政学 2 

政策過程論 2 

市民教育論 2 

自治体政策論 2 

福祉政治学 2 

パートナーシップ論 2 

社会的連帯経済論 2 

社会教育論 2 

政策評価論 2 

コミュニティ・オーガナイジング論 2 

オンブズマンと市民参加 2 

サービスラーニング論 2 

Introduction to Local Governance 2 

福祉制度論 2 

経営戦略論 2 

居住福祉 2 

グローバリゼーション論 2 

協同組合論 2 

NPO マネジメント論 2 

社会思想史 2 

マス・コミュニケーション論 2 

現代資本主義論 2 

ジェンダー政策論 2 

契約と法 2 

政策法務 2 

地域経営論 2 

地方自治法 2 

都市計画論 2 

比較政治経済 2 

インターンシップ 4 

政策学演習 2A 2 

政策学演習 2B 2 

卒業論文 6 
 
 
④ 専門関連科目 
社会学 1 2 

社会学 2 2 

心理学 1 2 

心理学 2 2 

法学 1 2 

法学 2 2 

政治学 2 

経済学 2 
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生涯学習概論 1 2 

生涯学習概論 2 2 

生涯学習支援論 1 2 

生涯学習支援論 2 2 

社会教育経営論 1 2 

社会教育経営論 2 2 
 
３ 随意科目 
社会・公民科教育法１ 2 

社会・公民科教育法２ 2 

社会・公民科教育法演習１ 2 

社会・公民科教育法演習２ 2 
 
 
コミュニティ政策学科コミュニティ学専修は全学共通科目を 28 単位以上、専門必修科目（共

通）を 10 単位、専門必修科目（コミュニティ学専修）を 2 単位、スタディスキル科目を 6 単位、
専門基礎科目を 18 単位、専門応用科目を 42 単位、自由科目を 20 単位以上、合計 126 単位以上
を別に定める方法に従って修得しなければならない。 
 
専門応用科目については、専修を問わず履修可能であるが、専門応用科目（コミュニティ学専

修）から 28 単位以上を修得する必要がある。 
 
卒業要件単位を超えて修得した全学共通科目と選択科目、専門関連科目、他学部科目、他学科

科目、5 大学間単位互換制度による他大学の科目を自由科目として卒業要件単位に算入すること
ができる。 

 
なお、専門必修科目（共通）のうち、コミュニティ学演習 1A・B（政策学演習 1A・B）、講読演

習 A・B、社会調査実習から 4 単位を選択必修とする。 
 
コミュニティ政策学科政策学専修は全学共通科目を 28 単位以上、専門必修科目（共通）を 10

単位、専門必修科目（政策学専修）を 2 単位、スタディスキル科目を 6 単位、専門基礎科目を
18 単位、専門応用科目を 42 単位、自由科目を 20 単位以上、合計 126 単位以上を別に定める方
法に従って修得しなければならない。 
 
専門応用科目については、専修を問わず履修可能であるが、専門応用科目（政策学専修）から

28 単位以上を修得する必要がある。 
 
卒業要件単位を超えて修得した全学共通科目と選択科目、専門関連科目、他学部科目、他学科

科目、5 大学間単位互換制度による他大学の科目を自由科目として卒業要件単位に算入すること
ができる。 
 
なお、専門必修科目（共通）のうち、政策学演習 1A・B（コミュニティ学演習 1A・B）、講読演

習 A・B、社会調査実習から 4 単位を選択必修とする。 
 
【2023 年度以降 募集停止】 
（3）スポーツウエルネス学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
スポーツウエルネス学入門 2 

基礎演習（学びの技法を含む） 2 

運動方法学演習 1 2 

運動方法学演習 2 2 

運動方法学演習 9 2 

スポーツウエルネスワークショップ A 2 

スポーツウエルネスワークショップ B 2 

スポーツウエルネスワークショップ C 2 

卒業研究指導演習 2 

卒業研究 ベイシックコース 2 

卒業研究 アドバンストコース 8 

 
２ 選択科目 
① 学部共通科目 
ノーマライゼーション論    2 
情報処理 1    2 

情報処理 2    2 

ウエルネス福祉演習    2 

キャリア形成論 1    2 
キャリア形成論 2    2 

ウエルネス福祉論    2 

現代キリスト教人間学    2 
社会調査法    2 

社会福祉調査の基礎    2 

人権論    2 

福祉文化論    2 
生涯スポーツ論 2 

情報処理 3 2 
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情報処理 4 2 

グローバル社会で活躍するための英語 1 2 

グローバル社会で活躍するための英語 2 2 
高齢社会システム論 2 

ジェンダー論 2 

障害学入門 2 

家族社会学 2 
コミュニティ福祉とキリスト教 2 

社会保障総論 2 

人間心理の深層 2 

日本の文化と思想 2 
発育・発達・加齢論 2 

コミュニティ平和論 2 

家族心理学の基礎 2 

ファシリテーション論 2 

ライフサイクルの心理学 2 

リスクマネジメント論 2 
セクノロジー 2 

グリーフスタディ 2 

アジアの宗教と文化 2 

社会福祉発達史 1 2 
社会福祉発達史 2 2 

地域コミュニティと生協 2 

異文化スタディ 2 

現代コミュニティ福祉学特別講義 A 2 
現代コミュニティ福祉学特別講義 B 2 

心理学理論と心理的支援 2 
社会理論と社会システム 2 

 
② 学科科目   
Ａ 専門基礎科目 
ウエルネス科学総論    2 
運動処方・療法    2 

生理学    2 

運動生理学    2 

スポーツ科学総論    2 
介護概論    2 

運動方法学    2 

解剖学    2 

運動方法学演習 3 2 
運動方法学演習 4 2 

運動方法学演習 5 2 

運動方法学演習 6 2 

運動方法学演習 7 2 
運動方法学演習 8 2 

循環器検査・救急処置演習 2 

 
Ｂ 専門基幹科目 
アダプテッドスポーツ論 2 

トレーナー演習 2 

生活習慣病の科学 2 

身体文化論 2 

スポーツ政策 2 

健康政策 2 

スポーツコーチ学 2 

スポーツ社会学 2 

運動・スポーツ栄養学 2 

測定評価演習 2 

余暇生活論 2 

スポーツウエルネス心理学 2 

ウエルネススポーツ医学 2 

ストレングス・コンディショニング論 2 

海外留学・海外インターンを目指す人への英語（スポーツウエルネス系）  2 

英語で学ぶスポーツマネジメント・スポーツビジネス 2 

International Society and Sport 2 

 
Ｃ 専門展開科目 
コミュニティスポーツ論 2 

ウエルネスプロモーション論 2 

レクリエーション援助論 2 

レクリエーション援助演習 2 

リハビリテーション論 2 

小児保健・精神保健 2 

ユニバーサルスポーツ援助技術演習 2 

健康運動指導演習 2 

障害者スポーツ論 2 

障害者スポーツ実践論 2 

スポーツビジネス論 2 

スポーツジャーナリズム 2 

動作分析法演習 2 

スポーツコーチング演習 2 

スポーツ倫理学 2 

バイオメカニクス 2 

スポーツマネジメント論 2 

スポーツコーチング特論 2 

メンタルマネジメント 2 

公衆衛生学 2 

インターンシップ 4 

専門演習 1 2 

専門演習 2 2 

 
①  専門関連科目 
心理学 1 2 

心理学 2 2 

生涯学習概論 1 2 

生涯学習概論 2 2 

生涯学習支援論 1 2 

生涯学習支援論 2 2 

社会教育経営論 1 2 

社会教育経営論 2 2 
 
 
３ 随意科目 
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保健体育科教育法 1 2 

保健体育科教育法 2 2 

保健体育科教育法演習 1 2 

保健体育科教育法演習 2 2 
 
 スポーツウエルネス学科の卒業研究ベイシックコースは，全学共通科目 28 単位以上，必修科
目を 16 単位，学部共通科目を 16 単位，専門基礎科目を 10 単位，専門基幹科目を 12 単位，専門
展開科目を 22 単位，自由科目を 22 単位，合計 126 単位を別に定める方法に従って修得しなけれ
ばならない。卒業研究アドバンストコースは，全学共通科目 28 単位以上，必修科目を 22 単位，
学部共通科目を 16 単位，専門基礎科目を 10 単位，専門基幹科目を 10 単位，専門展開科目を 18
単位，自由科目を 22 単位，合計 126 単位を別に定める方法に従って修得しなければならない。
ただし，いずれのコースにおいても，卒業要件単位を超えて修得した全学共通科目，選択科目，
及び専門関連科目，他学部科目，他学科科目，５大学間単位互換制度による他大学の科目から
22 単位までを自由科目として卒業要件単位に算入することができる。 
 
 
Ⅸ 経営学部 
 
（1）経営学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
経営学入門 2 
経済学入門 2 

会計学入門 2 
  

 
２ 選択科目 
① 基礎科目 
Ａ ビジネス基礎 
リーダーシップ入門（ＢＬ0） 2 グッド・ビジネス 2 
 
Ｂ コンセントレーション基礎 
ビジネス概論Ａ 
（マーケティング・マネジメント・コミュニケーション） 

2 ビジネス概論Ｂ 
（会計学・ファイナンス・経済学） 

2 

 
Ｃ ビジネスリテラシー 
ＩＣＴリテラシー 2 
ビジネスリテラシー1 2 
ビジネスリテラシー2 2 

経営学のための数学 2 
社会調査実習 4 

 
② 基幹科目 
Ａ ＢＬＰ 
ＢＬ1 2 
ＢＬ2 2 
ＢＬ3-A  2 

ＢＬ3-B  2 
ＢＬ3-C 2 
ＢＬ4 2 

 
Ｂ ＧＢＩ 
ＣＳＲ 2 
経営史 2 
ビジネスロー 2 
経営と社会 2 
コーポレートガバナンス 2 
  

サステナビリティ＆ビジネス 2 
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ 2 
グッド・ビジネス・ワークショップ 2 
Ｇｏｏｄ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｓｅｍｉｎａｒ 2 
Ｂａｓｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ 2 

 
③ コンセントレーション科目 
サービス・マーケティング 2 
流通システム論 2 
マーケティング・リサーチ 2 
マーケティング・マネジメント 2 
Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ Ｓｔｒａｔｅｇｙ 2 
デジタル・トランスフォーメーション 2 
伝統産業とマーケティング 2 
消費者行動論 2 
マーケティング・コミュニケーション 2 
リテイル・マーケティング 2 
Ｍｏｄｅｒｎ Ｃｏｎｓｕｍｅｒ Ｃｕｌｔｕｒｅ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ 2 
マーケティング・セオリー 2 
データ・マイニング 2 

組織と戦略 2 
経営と技術 2 
国際経営論 2 
経営と心理 2 
組織行動論 2 
マネジメントの理論 2 
経営戦略論 2 
異文化コミュニケーション論 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
人材マネジメント論 2 
組織マネジメント 2 
生産管理論 2 
比較組織論 2 
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イノベーション・マネジメント 2 
Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
ビジネスエコノミクス 2 
財務会計 2 
管理会計 2 
財務諸表分析 2 
コーポレート・ファイナンス 2 
Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ 2 
Ｆｉｎａｎｃｅ 2 
会計監査 2 
税務会計 2 
インベストメント 2 
ファイナンスのための数学 2 
Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ Ｆｉｎａｎｃｅ ａｎｄ Ｖａｌｕａｔｉｏｎ 2 
Ｌａｎｇｕａｇｅ ａｎｄ Ｃｕｌｔｕｒｅ 2 
Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｓｍａｌｌ Ｇｒｏｕｐ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
グローバリゼーションと地域 2 
コミュニケーション・リサーチ 2 
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
Ｂａｓｉｃｓ ｉｎ Ｆｉｎａｎｃｅ 2 
Ｂａｓｉｃｓ ｉｎ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ 2 

Ｂａｓｉｃｓ ｉｎ Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ Ｆｉｎａｎｃｅ 2 
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ 2 
ワークショップ演習 A 2 
ワークショップ演習 B 2 
ワークショップ演習 C 2 
ワークショップ演習 D 2 
ワークショップ演習 E 2 
ワークショップ演習 F 2 
ワークショップ演習 G 2 
ワークショップ演習 H 2 
ワークショップ演習 Ｉ 2 
ワークショップ演習 Ｊ 2 
2年次演習1  2 
2年次演習2 2 
3年次演習1 2 
3年次演習2 2 
卒論演習1 2 
卒論演習2 2 
卒業論文 4 

 
④ Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ，Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 
Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 1 2 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 2 2 
Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 3 3 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 4 3 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 5 1 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 6 1 
Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 7 1 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 8 1 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 9 8 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ (Ｐｒｅ-ｄｅｐａｒｔｕｒｅ) 1 
Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 1 2 

Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 2 2 

Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 3 2  

Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 4 2 
Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 5 2 

 
３ 自由科目 
① 企業人セミナー・自主講座 
企業人セミナー1 2 
企業人セミナー2 2 
企業人セミナー3 2 
経営学部特別講義 1 2 

経営学部特別講義 2 2 
経営学部特別講義 3 2 
経営学部特別講義 4 2 

 
② インターンシップ・短期留学プログラム 
Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｔｅｒｎｓｈｉｐ 4 
Ｌｏｎｇ－ｔｅｒｍ Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｔｅｒｎｓｈｉｐ 10 
Ｓｈｏｒｔ－ｔｅｒｍ Ｓｔｕｄｙ Ａｂｒｏａｄ Ｐｒｏｇｒａｍ １ 4 

Ｓｈｏｒｔ－ｔｅｒｍ Ｓｔｕｄｙ Ａｂｒｏａｄ Ｐｒｏｇｒａｍ ２ 4 
Ｓｐｏｒｔｓ Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 

 
③ 国際経営分野 
Ｏｖｅｒｓｅａｓ ＥＡＰ （海外ＥＡＰ） 4 
ＥＡＰ 1 2 
ＥＡＰ 2 6 
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ 2 
Advanced Business Project 4 
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ – A 2 
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ – B 2 
ＥＳＰ－A 2 
ＥＳＰ－B 2 
Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ ａｎｄ  2 

Ｐｅｎｅｔｒａｔｉｎｇ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｍａｒｋｅｔ  
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｈｕｍａｎ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ｓｔａｔｅｍｅｎｔ Ａｎａｌｙｓｉｓ 2 
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ 2 
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 4 
（Ｕｖｉｃ Ｓｕｍｍｅｒ Ｐｒｏｇ）  
Ａｒｇｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｄｅｂａｔｅ 2 
Ｊａｐａｎｅｓｅ ａｎｄ Ｅａｓｔ Ａｓｉａｎ  2 
 Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓ  
Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 

 
 経営学科は，全学共通科目で 28 単位，専門教育科目で必修科目６単位，選択科目の基礎科目
４単位，基幹科目 56 単位，自由科目 30 単位，合計 124 単位を修得しなければならない。なお，
専門演習は 16 単位を限度として専門選択科目に算入する。   
 指定単位を超えて修得した専門選択科目，全学共通科目，他学部科目，５大学間単位互換制度
による他大学の科目の単位を自由科目の単位として卒業単位に算入することができる。ただし，
全学共通科目，他学部科目,５大学間単位互換制度による他大学科目から卒業単位に算入するこ
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とができるのは，あわせて 12 単位までとする。 
 
 
（2）国際経営学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
経営学入門 2 
経済学入門 2 

会計学入門 2 
  

 
 
２ 選択科目 
① 基礎科目 
Ａ ビジネス基礎 
リーダーシップ入門（ＢＬ0） 2 
グッド・ビジネス 2 
国際経営論 2 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ – A 2 
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ – B 2 

 
Ｂ コンセントレーション基礎 
ビジネス概論A 
（マーケティング・マネジメント・コミュニケーション） 

2 ビジネス概論B 
（会計学・ファイナンス・経済学） 

2 

 
Ｃ ビジネスリテラシー 
ＩＣＴリテラシー 2 
ビジネスリテラシー1 2 
ビジネスリテラシー2 2 

経営学のための数学 2 
社会調査実習 4 

 
 
② 基幹科目 
Ａ ＢＢＬ 
Ｏｖｅｒｓｅａｓ ＥＡＰ （海外ＥＡＰ） 4 
Introduction to BBL（BBL0） 2 
ＥＡＰ 1 2 
ＥＡＰ 2 6 

ＥＳＰ－A 2 
ＥＳＰ－B 2 
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ 2 
Advanced Business Project 4 

 
Ｂ ＧＢＩ 
ＣＳＲ 2 
経営史 2 
ビジネスロー 2 
経営と社会 2 
コーポレートガバナンス 2 

サステナビリティ＆ビジネス 2 
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ 2 
グッド・ビジネス・ワークショップ 2 
Ｇｏｏｄ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｓｅｍｉｎａｒ 2 
Ｂａｓｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ 2 

 
③ コンセントレーション科目 
Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ Ｓｔｒａｔｅｇｙ 2 
マーケティング・マネジメント 2 
伝統産業とマーケティング 2 
Ｍｏｄｅｒｎ Ｃｏｎｓｕｍｅｒ Ｃｕｌｔｕｒｅ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ 2 
Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ ａｎｄ 
Ｐｅｎｅｔｒａｔｉｎｇ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｍａｒｋｅｔ 

2 

デジタル・トランスフォーメーション 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 4 
 （Ｕｖｉｃ Ｓｕｍｍｅｒ Ｐｒｏｇ）  
経営と心理 2 
組織と戦略 2 
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｈｕｍａｎ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
人材マネジメント論 2 
Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ 2 
Ｆｉｎａｎｃｅ 2 
財務会計 2 
インベストメント 2 
Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ｓｔａｔｅｍｅｎｔ Ａｎａｌｙｓｉｓ 2 
Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ Ｆｉｎａｎｃｅ ａｎｄ Ｖａｌｕａｔｉｏｎ 2 

Ｌａｎｇｕａｇｅ ａｎｄ Ｃｕｌｔｕｒｅ 2 
Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｓｍａｌｌ Ｇｒｏｕｐ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
Ａｒｇｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｄｅｂａｔｅ 2 
異文化コミュニケーション論 2 
組織行動論 2 
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ 2 
Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 
Ｊａｐａｎｅｓｅ ａｎｄ Ｅａｓｔ Ａｓｉａｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓ 2 
グローバリゼーションと地域 2 
マーケティング・コミュニケーション 2 
コミュニケーション・リサーチ 2 
Ｂａｓｉｃｓ ｉｎ Ｆｉｎａｎｃｅ 2 
Ｂａｓｉｃｓ ｉｎ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ 2 
Ｂａｓｉｃｓ ｉｎ Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ Ｆｉｎａｎｃｅ 2 
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ 2 
ワークショップ演習 A 2 
ワークショップ演習 B 2 
ワークショップ演習 C 2 
ワークショップ演習 D 2 
ワークショップ演習 E 2 
ワークショップ演習 F 2 
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ワークショップ演習 G 2 
ワークショップ演習 H 2 
ワークショップ演習 Ｉ 2 
ワークショップ演習J 2 
2年次演習1 2 
2年次演習2 2 

3年次演習1 2 
3年次演習2 2 
卒論演習1 2 
卒論演習2 2 
卒業論文 4 

 
④ Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ，Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 
Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 1 2 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 2 2 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 3 3 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 4 3 
Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 5 1 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 6 1 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 7 1 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 8 1 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ 9 8 

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ (Ｐｒｅ-ｄｅｐａｒｔｕｒｅ) 1 

Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 1 2 

Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 2 2 
Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 3 2  

Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 4 2 

Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 5 2 

 
３ 自由科目 
① 企業人セミナー・自主講座 
企業人セミナー1 2 
企業人セミナー2 2 
企業人セミナー3 2 
経営学部特別講義 1 2 

経営学部特別講義 2 2 
経営学部特別講義 3 2 
経営学部特別講義 4 2 

 
② インターンシップ・短期留学プログラム 
Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｔｅｒｎｓｈｉｐ 4 
Ｌｏｎｇ－ｔｅｒｍ Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｔｅｒｎｓｈｉｐ 10 
Ｓｈｏｒｔ－ｔｅｒｍ Ｓｔｕｄｙ Ａｂｒｏａｄ Ｐｒｏｇｒａｍ １ 4 

Ｓｈｏｒｔ－ｔｅｒｍ Ｓｔｕｄｙ Ａｂｒｏａｄ Ｐｒｏｇｒａｍ ２ 4 
Ｓｐｏｒｔｓ Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 2 

 
③ 経営分野 
ＢＬ1 2 
ＢＬ2 2 
ＢＬ3-A 2 
ＢＬ3-B  2 
ＢＬ3-C  2 
ＢＬ4 2 
コーポレート・ファイナンス 2 
マーケティング・セオリー 2 
データ・マイニング 2 
管理会計 2 
経営戦略論 2 
生産管理論 2 
比較組織論 2 
サービス・マーケティング 2 

消費者行動論 2 
流通システム論 2 
マーケティング・リサーチ 2 
経営と技術 2 
マネジメントの理論 2 
ビジネスエコノミクス 2 
財務諸表分析 2 
リテイル・マーケティング 2 
組織マネジメント 2 
イノベーション・マネジメント 2 
会計監査 2 
税務会計 2 
ファイナンスのための数学 2 

 
 国際経営学科は，全学共通科目で 28 単位，専門教育科目で必修科目６単位，選択科目の基礎
科目６単位，基幹科目 54 単位，自由科目 30 単位，合計 124 単位を修得しなければならない。な
お，専門演習は 16 単位を限度として専門選択科目に算入する。   
 指定単位を超えて修得した専門選択科目，全学共通科目，他学部科目，５大学間単位互換制度
による他大学の科目の単位を自由科目の単位として卒業単位に算入することができる。ただし，
全学共通科目，他学部科目，５大学間単位互換制度による他大学科目から卒業単位に算入するこ
とができるのは，あわせて 12 単位までとする。 
 
 
Ⅹ 現代心理学部 
 
（1）心理学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
現代心理学入門 2 
キャリアと心理学 2 
心理学概論1 2 
心理学概論2 2 

心理学統計法1 2 
心理学統計法2 2 
心理学実験実習１（心理学実験） 2 
心理学調査実習1 2 
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心理学実験実習2（心理学実験） 1 
心理学調査実習2 1 

心理学文献講読1 2 
心理学文献講読2 2 

 
２ 選択科目 
①学部コラボレーション科目 
学部コラボレーション科目 1 2 

  

学部コラボレーション科目 2 2 

  
 
② 学科選択科目Ａ 
心理学演習 A1 2 
心理学演習 A2 2 

心理学演習 B1 2 

心理学演習 B2 2 

心理学演習 C1 2 
心理学演習 C2 2 

心理学演習 D1 2 

心理学演習 D2 2 

心理学演習 E1 2 
心理学演習 E2 2 

心理学演習 F1 2 

心理学演習 F2 2 
心理学演習 G1 2 

心理学演習 G2 2 

心理学演習 H1 2 

心理学演習 H2 2 
心理学演習 I1 2 

心理学演習 I2 2 

心理学演習 J1 2 

心理学演習 J2 2 
心理学演習 K1 2 

心理学演習 K2 2 
 
③ 学科選択科目Ｂ 
知覚心理学（知覚・認知心理学）  2 

学習心理学（学習・言語心理学）  2 
認知心理学（知覚・認知心理学）  2 

発達心理学  2 

社会心理学（社会・集団・家族心理学） 2 

産業・組織心理学 2 

臨床心理学概論 2 

生理心理学（神経・生理心理学） 2 
教育心理学（教育・学校心理学） 2 

感情・人格心理学 2 

家族心理学（社会・集団・家族心理学） 2 

 
④ 学科選択科目Ｃ  

心理学研究法 1    2 

心理学研究法 2    2 

心理学研究法 3 2 

心理学研究法 4（心理的アセスメント） 2 
 
 
 
⑤ 学科選択科目Ｄ 
精神疾患とその治療 2 

心理学的支援法 2 
言語心理学（学習・言語心理学） 2 

消費者心理学 2 

司法・犯罪心理学 2 

コミュニティ心理学 2 
神経心理学（神経・生理心理学） 2 

心理学海外体験プログラム 2 

文化心理学 2 

学校心理学（教育・学校心理学） 2 
障害者・障害児心理学      2 

健康・医療心理学 2 

福祉心理学 2 
人体の構造と機能及び疾病 2 

自己理解・他者理解の心理学 2 
行動分析学 2 

比較認知科学 2 

キャリアの心理学演習 2 

社会調査概論 2 

社会調査設計法 2 

社会調査演習 4 

 
 
⑥ 学科選択科目 E 

卒業論文  8 

卒業論文指導演習 1 2 

卒業論文指導演習 2 2 

 
 
 
３ 自由科目 
＜自由選択科目＞ 
心理学原書講読（入門） 2 

心理学英語文献講読演習 1 2 

心理学英語文献講読演習 2 2 

心理学英語表現演習 1 2 
心理学英語表現演習 2 2 

英語心理学研究法演習 1 2 

英語心理学研究法演習 2 2 
英語心理学特講 2 

短期海外留学プログラム 2 

情報処理 2 

公認心理師の職責 2 
関係行政論 2 
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心理演習 2 

心理実習 2 

観光心理学 2 

 
 心理学科卒業論文選択者は，全学共通科目 28 単位，必修科目 22 単位，学部コラボレーション
科目 2 単位，学科選択科目Ａ４単位，学科選択科目Ｂ10 単位，学科選択科目Ｃ４単位，学科選
択科目Ｄ16 単位，学科選択科目Ｅ12 単位，自由科目 26 単位，合計 124 単位以上を修得しなけれ
ばならない。 
 心理学科卒業論文非選択者は，全学共通科目 28 単位，必修科目 22 単位，学部コラボレーショ
ン科目 2 単位，学科選択科目Ａ４単位，学科選択科目Ｂ10 単位，学科選択科目Ｃ４単位，学科
選択科目Ｄ16 単位，自由科目 38 単位，合計 124 単位以上を修得しなければならない。 
自由科目は，上記科目のほか，指定単位を超えて修得した科目（全学共通科目，学部コラボレ

ーション科目，学科選択科目），現代心理学部他学科科目，他学部科目，５大学間単位互換制度
による他大学の科目である。 
 
（2）映像身体学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
現代心理学入門     2 

入門演習1     2 

入門演習2     2 

映像身体学入門1 2 
映像身体学入門2 2 
映像身体学とキャリア 2 

 
２ 選択科目 
① 学部コラボレーション科目
学部コラボレーション科目 1 2 学部コラボレーション科目 2 2 
 
② 学科選択科目Ａ 
基礎演習 1 2 

基礎演習 2 2 
基礎演習 3 2 

基礎演習 4 2 

基礎演習 5 2 

基礎演習 6 2 
基礎演習 7 2 

基礎演習 8 2 

基礎演習 9 2 

基礎演習 10 2 
基礎演習 11 2 

  

基礎演習 12 2 

基礎演習 13 2 
基礎演習 14 2 

基礎演習 15 2 
身体学文献講読 1 2 
身体学文献講読 2 2 
身体学文献講読 3 2 
映像学文献講読 1 2 
映像学文献講読 2 2 
映像学文献講読 3 2 
映像身体学文献講読 2 

 
③ 学科選択科目Ｂ 
専門演習 A1   2 

専門演習 A2   2 
専門演習 B1   2 

専門演習 B2   2 

専門演習 C1   2 

専門演習 C2   2 
専門演習 D1   2 

専門演習 D2   2 

専門演習 E1   2 

専門演習 E2   2 
専門演習 F1   2 

専門演習 F2   2 

専門演習 G1   2 

専門演習 G2   2 
専門演習 H1   2 

専門演習 H2   2 

専門演習 I1   2 

専門演習 I2   2 
専門演習 J1   2 

専門演習 J2   2 

専門演習 K1   2 

専門演習 K2    2 
専門演習 L1 2 

専門演習 L2 2 

専門演習 M1 2 

専門演習 M2 2 
専門演習 N1 2 

専門演習 N2 2 

専門演習 O1 2 

専門演習 O2 2 
専門演習 P1 2 

専門演習 P2 2 
 
 
④ 学科選択科目Ｃ 
他者の現象学 2 
アフォーダンス 2 

フィルム・スタディーズの基礎 2 
オートポイエーシス 2 
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養生論の思想 2 

生命システム論 2 

現代思想概説 2 
身体社会論 2 

映像社会論 2 

生態心理学 2 

身体表現史 2 
映像表現史 2 

生態心理学実験  2 

身体系ワークショップ 1 2 

身体系ワークショップ 2 2 
身体系ワークショップ 3 2 

身体系ワークショップ 4 2 

身体系ワークショップ 5 2 

身体系ワークショップ 6 2 
身体系ワークショップ 7 2 

映像系ワークショップ 1 2 

映像系ワークショップ 2 2 

映像系ワークショップ 3 2 
映像系ワークショップ 4 2 

映像系ワークショップ 5 2 

映像系ワークショップ 6 2 

超域系ワークショップ 1 2 
戯曲シナリオ演習 1 2 

戯曲シナリオ演習 2 2 

映像シナリオ演習 1 2 

映像シナリオ演習 2 2 
映像シナリオ演習 3 2 

身体の思想 2 

現代演劇論 1 2 

現代演劇論 2 2 
比較舞踊論 2 

パフォーマンスと身体 2 

身体人類学 2 

芸術人類学 2 
メディア論 2 

映像の思想 2 

アメリカ映画論 2 

ヨーロッパ映画論 2 

日本映画論 2 
アジア映画論 2 

ドキュメンタリー映画論 2 

写真映像論 2 

イメージとメディア 2 
芸術の思想 2 

映像技術論 1 2 

映像技術論 2 2 

ファッションの思想 2 
広告論 2 

映像人類学 2 

ジェンダー文化論 2 

ポストコロニアル論 2 
音の思想 1 2 

音の思想 2 2 

言語芸術論 2 

視聴覚文化論 2 
認知科学 2 

アートの心理学 2 

芸能の理論と歴史 2 

映像身体学特講 1 2 
映像身体学特講 2 2 

映像身体学特講 3 2 

映像身体学特講 4 2 

映像身体学特講 5 2 
映像身体学特講 6 2 

映像身体学特講 7 2 

映像身体学特講 8 2 

映像技術入門 A 2 
映像技術入門 B 2 

映像技術中級 1 2 

映像技術中級 2 2 

舞台技術演習 2 
都市の記憶と表象文化 2 

 
⑤ 学科選択科目Ｄ 
卒業論文・卒業制作 8 

卒業論文・卒業制作指導演習 1 2 

卒業論文・卒業制作指導演習 2 2 

 
３ 自由科目 
＜自由選択科目＞ 
短期海外留学プログラム 2 
 
 映像身体学科は，全学共通科目 28 単位，必修科目 16 単位，学部コラボレーション科目 2 単位，
学科選択科目Ａ2 単位，学科選択科目Ｂ～Ｄ56 単位，自由科目 20 単位，合計 124 単位以上を修
得しなければならない。 
自由科目は，上記科目のほか，指定単位を超えて修得した科目（全学共通科目，学部コラボレ

ーション科目，学科選択科目），現代心理学部他学科科目，他学部科目，５大学間単位互換制度
による他大学の科目である。 
 
 
ⅩⅠ 異文化コミュニケーション学部 
 
（1）異文化コミュニケーション学科一般専門教育科目 
 
１ 必修科目 
① 学部必修科目 
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異文化コミュニケーション研究入門 2 
基礎演習A 2 

基礎演習B 2 
Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｅｘｃｈａｎｇｅ 2 

 
２ 選択科目 
① 学びの精神
Ｃｏｌｌｅｇｅ Ｌｉｆｅ Ｐｌａｎｎｉｎｇ A 2 Ｃｏｌｌｅｇｅ Ｌｉｆｅ Ｐｌａｎｎｉｎｇ B 2 
 
② 基盤科目
コミュニケーションセミナー1（ドイツ語） 2 
コミュニケーションセミナー1（フランス語） 2 
コミュニケーションセミナー1（スペイン語） 2 
コミュニケーションセミナー1（中国語） 2 
コミュニケーションセミナー1（朝鮮語） 2 
コミュニケーションセミナー1（ロシア語） 2 
コミュニケーションセミナー2（ドイツ語） 2 
コミュニケーションセミナー2（フランス語） 2 
コミュニケーションセミナー2（スペイン語） 2 
コミュニケーションセミナー2（中国語） 2 
コミュニケーションセミナー2（朝鮮語） 2 
コミュニケーションセミナー2（ロシア語） 2 
コミュニケーションセミナー3A-R（英語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（ドイツ語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（フランス語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（スペイン語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（中国語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（朝鮮語） 4 
ドイツ語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
ドイツ語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
フランス語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
フランス語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
スペイン語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
スペイン語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
中国語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
中国語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
朝鮮語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
朝鮮語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
ビジネス日本語コミュニケーション演習 2 
キャリア実践演習A 2 
キャリア実践演習B 2 
諸言語特別演習A 2 
諸言語特別演習B 2 
海外留学研修A 12 
海外留学研修B 14 
キャリア形成実習 2 
インターンシップ 2 

海外日本語教育実践 2 
海外日本語教育インターンシップ 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ A 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ B 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ C 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ D 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ E 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ F 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ G 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ H 2 
日本語コミュニケーションA 2 
日本語コミュニケーションB 2 
日本語コミュニケーションC 2 
日本語コミュニケーションD 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ A 4 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ B 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ C 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ D 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ E 4 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ F 2 
海外留学研修C１ 12 
海外留学研修C2 12 
Study Abroad in Asia A 12 
Study Abroad in Asia B 12 
留学、学びのデザイン、キャリア 2 
海外フィールドスタディＡ 2 
海外フィールドスタディＢ 2 
国内フィールドスタディＡ 2 
国内フィールドスタディＢ 2 
サービスラーニングＡ 2 
サービスラーニングＢ 2 
サービスラーニングC 2 
言語研究調査法 2 
異文化トレーニング演習 2 
コミュニケーション研究調査法 2 
フィールドワーク 2 

 
③ 基礎科目 
異文化コミュニケーション概論 2 
英語学概論 2 
日本語学概論A 2 
日本語学概論B 2 
コンピュータ・リテラシー 2 
文化人類学概論 2 
視覚芸術概論 2 
音楽学概論 2 
言語学概論 2 
通訳翻訳学概論 2 

コミュニケーション研究概論 2 
国際協力・開発学概論 2 
カルチュラル・スタディーズ概論 2 
グローバル化とジェンダー 2 
人間環境概論 2 
多文化共生概論 2 
グローバル化と宗教 2 
メディアコミュニケーション概論 2 
国際協力・紛争研究概論 2 

 
 
④ 専門科目 
対人コミュニケーション論 2 
集団コミュニケーション論 2 
グローバル社会とコミュニケーション 2 
非言語コミュニケーション論 2 
説得コミュニケーション論 2 

バイリンガリズム研究 2 
社会言語学 2 
認知言語学 2 
語用論 2 
通訳入門 2 
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文化記号論 2 
エスニシティとナショナリズム 2 
英語圏文学論 2 
間文化研究 2 
国際協力・開発学特論 2 
宗教と文化 2 
国際協力・紛争研究特論 2 
子どもの貧困 2 
国際協力とビジネス 2 
音楽学特論 2 
視覚芸術特論 2 
人と移動 2 
多文化共生特論 2 
日本語学特論 2 
心理言語学 2 
英語科教育研究 2 
第1言語習得理論 2 
第2言語習得理論 2 
外国語教育評価論 2 
日本語教授法A 2 
日本語教授法B 2 
日本語教育実習 4 
コミュニケーション文法 2 
英語教育学 2 
英語コミュニケーション教育学 2 
言語研究特論 2 
逐次通訳 2 
同時通訳入門 2 
翻訳入門 2 
翻訳応用実践1 2 
翻訳応用実践2 2 
通訳翻訳実習 2 
通訳翻訳特論 2 

異文化コミュニケーション特論 2 
コミュニケーション・テクノロジーと社会 2 
コミュニケーション特論 2 
グローバル文化研究特論 2 
カルチュラル・スタディーズ特論 2 
グローバル化と思想 2 
言語文化論 2 
グローバル化と言語 2 
自然共生特論 2 
人間環境特論 2 
グローバル研究調査法 2 
Ｔｅａｃｈｉｎｇ Ｅｎｇｌｉｓｈ ｔｏ Ｓｐｅａｋｅｒｓ ｏｆ Ｏｔｈｅｒ 2 
 Ｌａｎｇｕａｇｅ： Ｂａｓｉｃ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ  
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ 2 
Ｔｒａｎｓｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｉｎｅｍａ 2 
Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｒｅｌｉｇｉｏｎｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｉｎ Ａｓｉａ 2 
Ｊａｐａｎ ｉｎ Ａｓｉａ 2 
Ｅｔｈｎｉｃｉｔｙ ａｎｄ Ｇｌａｂａｌｉｚａｔｉｏｎ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｍｕｌｔｉｃｕｌｔｕｒａｌｉｓｍ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｐｏｌｉｃｙ ａｎｄ Ｍｕｌｔｉｌｉｎｇｕａｌｉｓｍ 2 
Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ ＩＣＣ  2 
Social Movements and Social Change 2 
Ｍｏｔｉｖａｔｉｏｎ ｉｎ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
ｉｎ ｔｈｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍ  
Advanced Seminar: Intercultural Communication 4 
Advanced Seminar: Language and Identity 4 
Advanced Seminar: International Cooperation 4 
Advanced Seminar: Gender and Communication 4 
Advanced Seminar: Globalization and Ｍedia 4 

 
⑤ 専門演習・卒業研究 
専門演習1 2 
専門演習2 2 

専門演習3 2 
卒業研究 4 

 

⑥卒業課題 

卒業課題Ａ  2 卒業課題Ｂ   2 

異文化コミュニケーション学科一般学生は，全学共通科目 24 単位，学びの精神 4 単位，専門教
育科目については学部必修科目 8 単位，基盤科目 20 単位，基礎科目 12 単位，専門科目 26 単位，
更に，選択により以下の科目を修得し，合計 124 単位以上を修得しなければならない。 
① 卒業研究選択者 

専門演習・卒業研究 10 単位，自由科目 20 単位 
② 卒業課題選択者 

卒業課題 4 単位，自由科目 26 単位 
 自由科目には，指定単位を超えて修得した選択科目・全学共通科目・他学部科目・言語自由科
目・５大学間単位互換制度による他大学の科目及び留学認定科目を算入することができる。 
 
（2）異文化コミュニケーション学科 Dual Language Pathway 専門教育科目 
 
１ 必修科目 
① 学部必修科目 
Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｓｋｉｌｌｓ A 2 
Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｓｋｉｌｌｓ B 2 

Overview of Intercultural Communication Studies 2 
Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｅｘｃｈａｎｇｅ 2 

 
 
② 専門演習・卒業研究
Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｓｅｍｉｎａｒ 1 2 
Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｓｅｍｉｎａｒ 2 2 

Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｓｅｍｉｎａｒ 3 2 
Ｓｅｎｉｏｒ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ａｎｄ Ｔｈｅｓｉｓ 4 
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２ 選択科目 
① 学びの精神 
Ｃｏｌｌｅｇｅ Ｌｉｆｅ Ｐｌａｎｎｉｎｇ A 2 Ｃｏｌｌｅｇｅ Ｌｉｆｅ Ｐｌａｎｎｉｎｇ B 2 
 
② 基盤科目
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 1(Ｇｅｒｍａｎ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 1(Ｆｒｅｎｃｈ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 1(Ｓｐａｎｉｓｈ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 1(Ｃｈｉｎｅｓｅ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 1(Ｋｏｒｅａｎ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 1 (Russian) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 2(Ｇｅｒｍａｎ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 2(Ｆｒｅｎｃｈ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 2(Ｓｐａｎｉｓｈ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 2(Ｃｈｉｎｅｓｅ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 2(Ｋｏｒｅａｎ) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 2 (Russian) 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 3A-R(Ｅｎｇｌｉｓｈ) 4 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 3B-R(Ｇｅｒｍａｎ) 4 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 3B-R(Ｆｒｅｎｃｈ) 4 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 3B-R(Ｓｐａｎｉｓｈ) 4 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 3B-R(Ｃｈｉｎｅｓｅ) 4 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ 3B-R(Ｋｏｒｅａｎ) 4 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ A 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ B 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ C 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ D 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ E 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ F 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ G 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ H 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｇｅｒｍａｎ A 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｇｅｒｍａｎ B 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｆｒｅｎｃｈ A 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｆｒｅｎｃｈ B 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｓｐａｎｉｓｈ A 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｓｐａｎｉｓｈ B 2 

Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｃｈｉｎｅｓｅ A 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｃｈｉｎｅｓｅ B 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｋｏｒｅａｎ A 2 
Ｌｅｃｔｕｒｅ ｉｎ Ｋｏｒｅａｎ B 2 
Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｓｔｕｄｙ Ｐｒｏｇｒａｍ A 12 
Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｓｔｕｄｙ Ｐｒｏｇｒａｍ B 14 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ(Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ) A 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｍｉｎａｒ(Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ) B 2 
Overseas Japanese Language Teaching Practicum 2 
Overseas Japanese Language Education Internship 2 
Career Development Practicum 2 
Ｉｎｔｅｒｎｓｈｉｐ 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ E 4 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ F 2 
Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｓｔｕｄｙ Ｐｒｏｇｒａｍ Ｃ１ 12 
Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｓｔｕｄｙ Ｐｒｏｇｒａｍ Ｃ２ 12 
Study Abroad in Asia A 12 
Study Abroad in Asia B 12 
Study Abroad, Study Planning, and Career 
Development 2 
Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｆｉｅｌｄ Ｓｔｕｄｙ Ａ 2 
Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｆｉｅｌｄ Ｓｔｕｄｙ Ｂ 2 
Ｄｏｍｅｓｔｉｃ Ｆｉｅｌｄ Ｓｔｕｄｙ Ａ 2 
Ｄｏｍｅｓｔｉｃ Ｆｉｅｌｄ Ｓｔｕｄｙ Ｂ 2 
Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ａ 2 
Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｂ 2 
Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｃ 2 
Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｍｅｔｈｏｄｓ ｉｎ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｓｔｕｄｉｅｓ 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｔｒａｉｎｉｎｇ 2 
Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｍｅｔｈｏｄｓ 2 
 ｉｎ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ  
Ｆｉｅｌｄｗｏｒｋ 2 

 
③ 基礎科目
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ ａｎｄ 2 
 Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｎｇ Ｓｔｕｄｉｅｓ  
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｍｅｄｉａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｓｔｕｄｉｅｓ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 2 
 Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ａｎｄ Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ  
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ ｔｈｅ Ｓｔｕｄｙ ｏｆ Ｅｎｇｌｉｓｈ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ａｎｔｈｒｏｐｏｌｏｇｙ 2 
Ｇｌｏｂａｌｉｚａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｇｅｎｄｅｒ 2 

 
④ 専門科目 
Ｐｓｙｃｈｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ 2 
Ｓｏｃｉｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ 2 
Ｃｏｎｇｎｉｔｉｖｅ Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ 2 
Ｐｒａｇｍａｔｉｃｓ 2 
Ｔｈｅｏｒｉｅｓ ｏｆ Ｓｅｃｏｎｄ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ  2 
Ｂｉｌｉｎｇｕａｌｉｓｍ 2 
Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ ａｎｄ Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ ｉｎ  2 
 Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ  
Ｔｅａｃｈｉｎｇ Ｅｎｇｌｉｓｈ ｔｏ Ｓｐｅａｋｅｒｓ ｏｆ Ｏｔｈｅｒ 2 
 Ｌａｎｇｕａｇｅ： Ｂａｓｉｃ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ  
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｎｇ 2 
Ｃｏｎｓｅｃｕｔｉｖｅ Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓ Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ 2 
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ 1 2 
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ 2 2 
Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｎｇ Ｐｒａｃｔｉｃｕｍ 2 
Topics in Translation and Interpreting 2 
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ 2 

Ｔｒａｎｓｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｉｎｅｍａ 2 
Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｒｅｌｉｇｉｏｎｓ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｉｎ Ａｓｉａ 2 
Ｊａｐａｎ ｉｎ Ａｓｉａ 2 
Ｅｔｈｎｉｃｉｔｙ ａｎｄ Ｇｌｏｂａｌｉｚａｔｉｏｎ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｍｕｌｔｉｃｕｌｔｕｒａｌｉｓｍ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｐｏｌｉｃｙ ａｎｄ Ｍｕｌｔｉｌｉｎｇｕａｌｉｓｍ 2 
Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ ＩＣＣ  2 
Ｓｏｃｉａｌ Ｍｏｖｅｍｅｎｔｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉａｌ Ｃｈａｎｇｅ 2 
Ｍｏｔｉｖａｔｉｏｎ ｉｎ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
 ｉｎ ｔｈｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍ  
Advanced Seminar: Intercultural Communication 4 
Advanced Seminar: Language and Identity 4 
Advanced Seminar: International Cooperation 4 
Advanced Seminar: Gender and Communication 4 
Advanced Seminar: Globalization and Ｍedia 4 
対人コミュニケーション論 2 
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集団コミュニケーション論 2 
グローバル社会とコミュニケーション 2 
非言語コミュニケーション論 2 
説得コミュニケーション論 2 
文化記号論 2 
エスニシティとナショナリズム 2 
英語圏文学論 2 
間文化研究 2 
国際協力・開発学特論 2 
宗教文化 2 
国際協力・紛争研究特論 2 
子どもの貧困 2 
国際協力とビジネス 2 
音楽学特論 2 
視覚芸術特論 2 
人と移動 2 
多文化共生特論 2 
日本語学特論 2 
英語科教育研究 2 

第1言語習得理論 2 
日本語教授法A 2 
日本語教授法B 2 
日本語教育実習 4 
コミュニケーション文法 2 
英語教育学 2 
英語コミュニケーション教育学 2 
言語研究特論 2 
異文化コミュニケーション特論 2 
コミュニケーション・テクノロジーと社会 2 
コミュニケーション特論 2 
グローバル文化研究特論 2 
カルチュラル・スタディーズ特論 2 
グローバル化と思想 2 
言語文化論 2 
グローバル化と言語 2 
自然共生特論 2 
人間環境特論 2 
グローバル研究調査法 2 

 
⑤ 自由科目 
Ｂａｓｉｃ Ｓｅｍｉｎａｒ Ａ 2 
Ｂａｓｉｃ Ｓｅｍｉｎａｒ Ｂ 2 

ベーシックセミナーA 2 
ベーシックセミナーB 2 

 
 異文化コミュニケーション学科 Dual Language Pathway 学生は，全学共通科目 24 単位，学び
の精神 4 単位，専門教育科目については学部必修科目 8 単位，基盤科目 20 単位，基礎科目 12
単位，専門科目 26 単位，更に，選択により以下の科目を修得し，合計 124 単位以上を修得しな
ければならない。 
① 卒業研究選択者 
専門演習・卒業研究 10 単位，自由科目 20 単位 
② 卒業課題選択者 
卒業課題 4 単位，自由科目 26 単位 
 自由科目には，指定単位を超えて修得した選択科目・全学共通科目・他学部科目・言語自由科
目・５大学間単位互換制度による他大学の科目及び留学認定科目を算入することができる。 
 
（3）異文化コミュニケーション学科 Transitional Bilingual Program 専門教育科目 
 
１ 必修科目 
① 学部必修科目 
Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｓｋｉｌｌｓ A 2 
Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｓｋｉｌｌｓ B 2 
  
  
  

Overview of Intercultural Communication Studies 2 
Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｅｘｃｈａｎｇｅ 2 
  
 
 

２ 選択科目 
① 学びの精神 
Ｃｏｌｌｅｇｅ Ｌｉｆｅ Ｐｌａｎｎｉｎｇ A 2 Ｃｏｌｌｅｇｅ Ｌｉｆｅ Ｐｌａｎｎｉｎｇ B 2 
 
② 基盤科目
コミュニケーションセミナー１（ドイツ語） 2 
コミュニケーションセミナー１（フランス語） 2 
コミュニケーションセミナー１（スペイン語） 2 
コミュニケーションセミナー１（中国語） 2 
コミュニケーションセミナー１（朝鮮語） 2 
コミュニケーションセミナー１（ロシア語） 2 
コミュニケーションセミナー2（ドイツ語） 2 
コミュニケーションセミナー2（フランス語） 2 
コミュニケーションセミナー2（スペイン語） 2 
コミュニケーションセミナー2（中国語） 2 
コミュニケーションセミナー2（朝鮮語） 2 
コミュニケーションセミナー2（ロシア語） 2 
コミュニケーションセミナー3A-R（英語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（ドイツ語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（フランス語） 4 

コミュニケーションセミナー3B-R（スペイン語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（中国語） 4 
コミュニケーションセミナー3B-R（朝鮮語） 4 
ドイツ語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
ドイツ語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
フランス語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
フランス語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
スペイン語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
スペイン語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
中国語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
中国語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
朝鮮語Ｌｅｃｔｕｒｅ A 2 
朝鮮語Ｌｅｃｔｕｒｅ B 2 
ビジネス日本語コミュニケーション演習 2 
キャリア実践演習A 2 
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キャリア実践演習B 2 
諸言語特別演習A 2 
諸言語特別演習B 2 
海外留学研修A 12 
海外留学研修B 14 
キャリア形成実習 2 
インターンシップ 2 
海外日本語教育実践 2 
海外日本語教育インターンシップ 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ A 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ B 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ C 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ D 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ E 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ F 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ G 2 
Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ H 2 
日本語コミュニケーションA 2 
日本語コミュニケーションB 2 
日本語コミュニケーションC 2 
日本語コミュニケーションD 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ A 4 

Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ B 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ C 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ D 2 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ E 4 
Ｊａｐａｎ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｐｒｏｇｒａｍ F 2 
海外留学研修C１ 12 
海外留学研修C2 12 
Study Abroad in Asia A 12 
Study Abroad in Asia B 12 
留学、学びのデザイン、キャリア 2 
海外フィールドスタディＡ 2 
海外フィールドスタディＢ 2 
国内フィールドスタディＡ 2 
国内フィールドスタディＢ 2 
サービスラーニングＡ 2 
サービスラーニングＢ 2 
サービスラーニングC 2 
言語研究調査法 2 
異文化トレーニング演習 2 
コミュニケーション研究調査法 2 
フィールドワーク 2 

 
 
 
③ 基礎科目
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ ａｎｄ 2 
 Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｎｇ Ｓｔｕｄｉｅｓ  
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｍｅｄｉａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｓｔｕｄｉｅｓ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 2 
 Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ａｎｄ Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ  
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ ｔｈｅ Ｓｔｕｄｙ ｏｆ Ｅｎｇｌｉｓｈ 2 
Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ａｎｔｈｒｏｐｏｌｏｇｙ 2 

Ｇｌｏｂａｌｉｚａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｇｅｎｄｅｒ 2 
日本語学概論Ａ 2 
日本語学概論Ｂ 2 
国際協力・紛争研究概論 2 
人間環境概論 2 
多文化共生概論 2 
グローバル化と宗教 2 
視覚芸術概論 2 
音楽学概論 2 
コンピュータ・リテラシー 2 

 
 
④ 専門科目 
対人コミュニケーション論 2 
集団コミュニケーション論 2 
グローバル社会とコミュニケーション 2 
非言語コミュニケーション論 2 
説得コミュニケーション論 2 
バイリンガリズム研究 2 
社会言語学 2 
認知言語学 2 
語用論 2 
通訳入門 2 
文化記号論 2 
エスニシティとナショナリズム 2 
英語圏文学論 2 
間文化研究 2 
国際協力・開発学特論 2 
宗教と文化 2 
国際協力・紛争研究特論 2 
子どもの貧困 2 
国際協力とビジネス 2 
音楽学特論 2 
視覚芸術特論 2 
人と移動 2 
多文化共生特論 2 
日本語学特論 2 
心理言語学 2 
英語科教育研究 2 

第1言語習得理論 2 
第2言語習得理論 2 
外国語教育評価論 2 
日本語教授法A 2 
日本語教授法B 2 
日本語教育実習 4 
コミュニケーション文法 2 
英語教育学 2 
英語コミュニケーション教育学 2 
言語研究特論 2 
逐次通訳 2 
同時通訳入門 2 
翻訳入門 2 
翻訳応用実践１ 2 
翻訳応用実践２ 2 
通訳翻訳実習 2 
通訳翻訳特論 2 
異文化コミュニケーション特論 2 
コミュニケーション・テクノロジーと社会 2 
コミュニケーション特論 2 
グローバル文化研究特論 2 
カルチュラル・スタディーズ特論 2 
グローバル化と思想 2 
言語文化論 2 
グローバル化と言語 2 
自然共生特論 2 
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人間環境特論 2 
グローバル研究調査法 2 
Ｔｅａｃｈｉｎｇ Ｅｎｇｌｉｓｈ ｔｏ Ｓｐｅａｋｅｒｓ 2 
ｏｆ Ｏｔｈｅｒ Ｌａｎｇｕａｇｅ: Ｂａｓｉｃ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ   
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ 2 
Ｔｒａｎｓｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｉｎｅｍａ 2 
Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｒｅｌｉｇｉｏｎ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｉｎ Ａｓｉａ 2 
Ｊａｐａｎ ｉｎ Ａｓｉａ 2 
Ｅｔｈｎｉｃｉｔｙ ａｎｄ Ｇｌｏｂａｌｉｚａｔｉｏｎ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｍｕｌｔｉｃｕｌｔｕｒａｌｉｓｍ ｉｎ Ｊａｐａｎ 2 
Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｐｏｌｉｃｙ ａｎｄ Ｍｕｌｔｉｌｉｎｇｕａｌｉｓｍ 2 

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ ＩＣＣ  2 
Ｓｏｃｉａｌ Ｍｏｖｅｍｅｎｔｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉａｌ Ｃｈａｎｇｅ 2 
Ｍｏｔｉｖａｔｉｏｎ ｉｎ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 2 
Ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 2 
ｉｎ ｔｈｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍ  
Advanced Seminar: Intercultural Communication 4 
Advanced Seminar: Language and Identity 4 
Advanced Seminar: International Cooperation 4 
Advanced Seminar: Gender and Communication 4 
Advanced Seminar: Globalization and Ｍedia 4 

 
⑤ 専門演習・卒業研究
専門演習１ 2 
専門演習２ 2 
  

専門演習３ 2 
卒業研究 4 

⑥ 卒業課題 

卒業課題 A  2 
  

卒業課題 B   2 
  

 
 異文化コミュニケーション学科 Transitional Bilingual Program に属する学生は，全学共通
科目 24 単位，学びの精神 4 単位，専門教育科目については学部必修科目 8 単位，基盤科目 20
単位，基礎科目 12 単位，専門科目 26 単位，更に，選択により以下の科目を修得し，合計 124
単位以上を修得しなければならない。 
① 卒業研究選択者 
専門演習・卒業研究 10 単位，自由科目 20 単位 
② 卒業課題選択者 
卒業課題 4 単位，自由科目 26 単位 
 自由科目には，指定単位を超えて修得した選択科目・全学共通科目・他学部科目・言語自由科
目・５大学間単位互換制度による他大学の科目及び留学認定科目を算入することができる。 
 
（4）異文化コミュニケーション学科 Intercultural Communication for Global Leadership 専
門教育科目 
 
１ 必修科目 
① 学びの精神 
College Life Planning A 2 College Life Planning B 2 
  
② 学部必修科目 
Academic Skills A 2 
Academic Skills B 2 
Overview of Language and Communication 
Studies 2 

Overview of Global Studies 2 
Cultural Exchange 2 

 
 
２ 選択科目 
①PEACE 選択科目
Humanities Study1 2 

Humanities Study2 2 

Humanities Study3 2 

Humanities Study4 2 

Humanities Study5 2 

Humanities Study6 2 

Humanities Lecture1 2 

Humanities Lecture2 2 

Japanese Economy1 2 

Japanese Economy2 2 

Japanese Management1 2 

Japanese Management2 2 

Japanese Economic History1 2 

Japanese Economic History2 2 

Accounting（Introductory）1 2 

Accounting（Introductory）2 2 

Finance（Introductory）1 2 

Finance（Introductory）2 2 

Sociological Studies A 2 

Sociological Studies B 2 

Sociological Studies C 2 

Sociological Studies D 2 

Lecture and Discussion on Gender C 2 

Lecture and Discussion on Culture D 2 

Torts 2 

Comparative Family Law 2 
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Introduction to Legal Studies A 2 

Introduction to Legal Studies B 2 

Contract A 2 

Contract B 2 

Constitutional Law A 2 

Constitutional Law B 2 

Criminal Procedure 2 

Financial Statement Analysis 2 

Tourism Study 1（Business） 2 

Tourism Study 2（Society） 2 

Tourism Study 3（Destination） 2 

Tourism Study 4（Culture） 2 

Global Society and Local Communities 2 

Specialized Psychology Lecture 2 

Cultural Psychology 2 

 
② 基盤科目
Communication Seminar 1 (German) 2 

Communication Seminar 1 (French) 2 

Communication Seminar 1 (Spanish) 2 

Communication Seminar 1 (Chinese) 2 

Communication Seminar 1 (Korean) 2 

Communication Seminar 1 (Russian) 2 

Communication Seminar 2 (German) 2 

Communication Seminar 2 (French) 2 

Communication Seminar 2(Spanish) 2 

Communication Seminar 2(Chinese) 2 

Communication Seminar 2 (Korean) 2 

Communication Seminar 2 (Russian) 2 

Communication Seminar 3B-R (German) 4 

Communication Seminar 3B-R (French) 4 

Communication Seminar 3B-R (Spanish) 4 

Communication Seminar 3B-R (Chinese) 4 

Communication Seminar 3B-R (Korean) 4 

Lecture in German A 2 

Lecture in German B 2 

Lecture in French A 2 

Lecture in French B 2 

Lecture in Spanish A 2 

Lecture in Spanish B 2 

Lecture in Chinese A 2 

Lecture in Chinese B 2 

Lecture in Korean A 2 

Lecture in Korean B 2 

Service Learning C 2 

Overseas Field Studies A 2 

Overseas Field Studies B 2 

Domestic Field Studies A 2 

Domestic Field Studies B 2 

Overseas Japanese Language Teaching Practicum 2 

Overseas Japanese Language Education Internship 2 

Japan Studies Program A 2 

Japan Studies Program E 2 

Japan Studies Program F 2 

Study Abroad, Study Planning, and Career 

Development 2 

Japanese Communication A 2 

Japanese Communication B 2 

Japanese Communication C 2 

Japanese Communication D 2 

Seminar in Japanese Language Business 

Communication 2 

Career Skills Development A 2 

Career Skills Development B 2 

 
③ 基礎科目 
Introduction to Linguistics 2 

Introduction to the Study of English 2 

Introduction to Translation and Interpreting 

Studies 2 

Introduction to Communication 2 

Introduction to Intercultural Communication 2 

Introduction to Media Communication 2 

Introduction to Cultural Studies 2 

Introduction to International Development and 

Cooperation 
2   

2 

Introduction to Cultural Anthropology 2 

Globalization and Gender 2 

 
④ 専門科目
Psycholinguistics 2 

Sociolinguistics 2 

Cognitive Linguistics 2 

Pragmatics 2 

Theories of Second Language Acquisition 2 

Bilingualism 2 

Measurement and Evaluation in Language 

Education 2 

Teaching English to Speakers of Other Language:  

Basic Principles 2 

Motivation in Language Learning 2 

Intercultural Communication in the Language 

Classroom 2 

Introduction to Interpreting 2 

Consecutive Interpreting 2 

Introduction to Simultaneous Interpreting 2 

Introduction to Translation 2 

Intermediate Translation 1 2 

Intermediate Translation 2 2 

Translation and Interpreting Practicum 2 

Topics in Translation and Interpreting 2 

Communication and Citizenship 2 

Transcultural Cinema 2 

Contemporary Culture in Japan 2 

Religion and Society in Asia 2 

Japan in Asia 2 

Ethnicity and Globalization in Japan 2 

Multiculturalism in Japan 2 
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Language Policy and Multilingualism 2 

Social Movements and Social Change 2 

Advanced Seminar: Intercultural Communication 4 

Advanced Seminar: Language and Identity 4 

Advanced Seminar: International Cooperation 4 

Advanced Seminar: Gender and Communication 4 

Advanced Seminar: Globalization and Ｍedia 4 

Special Topics in ICC  2 

文化記号論 2 

第 1 言語習得理論 2 

英語教育学 2 

英語コミュニケーション教育学 2 

英語科教育研究 2 

日本語学特論 2 

日本語教授法 A 2 

日本語教授法 B 2 

日本語教育実習 4 

コミュニケーション文法 2 

言語研究特論 2 

非言語コミュニケーション論 2 

異文化コミュニケーション特論 2 

対人コミュニケーション論 2 

集団コミュニケーション論 2 

説得コミュニケーション論 2 

グローバル社会とコミュニケーション 2 

コミュニケーション・テクノロジーと社会 2 

コミュニケーション特論 2 

グローバル文化研究特論 2 

カルチュラル・スタディーズ特論 2 

グローバル化と思想 2 

宗教と文化 2 

エスニシティとナショナリズム 2 

人と移動 2 

言語文化論 2 

グローバル化と言語 2 

多文化共生特論 2 

国際協力・開発学特論 2 

国際協力・紛争研究特論 2 

子どもの貧困 2 

国際協力とビジネス 2 

自然共生特論 2 

人間環境特論 2 

間文化研究 2 

音楽学特論 2 

視覚芸術特論 2 

英語圏文学論 2 

グローバル研究調査法 2 

⑤ 専門演習・卒業研究 

Advanced Seminar 1  2 
Advanced Seminar 2  2 

Advanced Seminar 3  2 
Senior Research and Thesis  4 

⑥ 卒業課題 
Senior Project A  2 Senior Project B  2 

 
異文化コミュニケーション学科 Intercultural Communication for Global Readership に属す

る学生は，全学共通科目 24 単位，学びの精神 4 単位，専門教育科目については学部必修科目 10
単位，PEACE 選択科目 10 単位，基盤科目 8 単位，基礎科目 12 単位，専門科目 26 単位，更に，
選択により以下の科目を修得し，合計 124 単位以上を修得しなければならない。 
① 卒業研究選択者 
Advanced Seminar・Senior Research and Thesis10 単位，自由科目 20 単位 
② 卒業課題選択者 
Senior Project 4 単位，自由科目 26 単位 
 自由科目には，指定単位を超えて修得した選択科目・全学共通科目・他学部科目・言語自
由科目・５大学間単位互換制度による他大学の科目及び留学認定科目を算入することができ
る。 

 
ⅩⅡ スポーツウエルネス学部 
 
（1）スポーツウエルネス学科専門教育科目 
１ 必修科目 
基礎演習（学びの技法を含む） 2 

スポーツウエルネス学入門 2 

スポーツマンシップ論 2 

スポーツリーダーシップ論 2 

スポーツウエルネスワークショップ A 2 

スポーツウエルネスワークショップ B 2 

スポーツウエルネスワークショップ C 2 

卒業研究指導演習 2 

卒業研究（ベイシックコース） 2 

卒業研究（アドバンストコース） 8 
 
２ 選択科目 
① 専門基礎科目 
運動方法学演習１ 2 
運動方法学演習２ 2 
運動方法学演習３ 2 

運動方法学演習４ 2 
運動方法学演習５ 2 
運動方法学演習６ 2 
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運動方法学演習７ 2 
運動方法学演習８ 2 
運動方法学演習９ 2 
運動方法学演習１０ 2 
運動方法学演習１１ 2 
運動方法学演習１２ 2 
運動方法学演習１３ 2 
運動方法学演習１４ 2 
運動方法学演習１５ 2 
運動方法学演習１６ 2 
運動方法学演習１７ 2 
運動方法学演習１８ 2 
情報処理１ 2 
情報処理２ 2 
異文化スタディ 2 
キャリア形成論 2 
ウエルネス科学総論 2 
スポーツ科学総論 2 

運動方法学 2 
生涯スポーツ論 2 
運動生理学 2 
生理学 2 
運動処方・療法 2 
解剖学１ 2 
解剖学２ 2 
アスレティックトレーナーの役割 2 
ウエルネスと時間生物学 2 
ウエルネス理解のための基礎生命科学 2 
環境・サスティナビリティ論 2 
ウエルネス理解のための細胞生物学 2 
抗加齢医学とウエルネス 2 
体育原理・体育史 2 
スポーツ教育論 2 
データサイエンス概論 2 

スポーツウエルネス学特別講義 A 2 

 
② 専門基幹科目 
身体文化論 2 
発育・発達・加齢論 2 
スポーツウエルネス心理学（基礎） 2 
ストレングス・コンディショニング論（基礎） 2 
運動・スポーツ栄養学（基礎） 2 
スポーツ社会学 2 
測定評価演習 2 
アダプテッド・スポーツ論 2 
ダイバーシティ・スポーツ論 2 
スポーツ政策 2 
健康政策 2 
スポーツコーチ学 2 
コーチングスキル 2 
スポーツ・健康産業論 2 
コンディショニングの実際 2 
コンディショニング概論 2 

アスレティックリハビリテーション&リコン

ディショニング概論 2 
測定と評価 2 
スポーツ医学（外傷・障害）１ 2 
スポーツ医学（外傷・障害）２ 2 
コンディショニングの方法 2 
アスレティックリハビリテーション実習１ 2 
スポーツと法 2 
生物多様性と人間社会 2 
応用生命科学 2 
学校保健・学校安全 2 
スポーツデータ収集演習 2 
キャリア教育実習 4 
スポーツ科学の応用と活用 2 
スポーツ現場におけるリスクの管理と対応 2 

 
 
③ 専門展開科目 
レクリエーション援助論 2 

レクリエーション援助演習 2 

メンタルマネジメント 2 

スポーツジャーナリズム 2 

バイオメカニクス 2 

スポーツ倫理学 2 

ウエルネスプロモーション論 2 

スポーツビジネス論 2 

スポーツマネジメント論 2 

コミュニティスポーツ論 2 

障害者スポーツ論 2 

小児保健・精神保健 2 

公衆衛生学 2 

ユニバーサルスポーツ援助技術演習 2 

健康運動指導演習 2 

障害者スポーツ実践論 2 

リハビリテーション論 2 

スポーツコーチング演習 2 

専門演習１ 2 

専門演習２ 2 

スポーツコーチング特論 2 

動作分析法演習 2 

ダイバーシティ・スポーツ演習 2 

生活習慣病の科学 2 

運動処方・療法演習 2 

スポーツウエルネス心理学（応用） 2 

運動・スポーツ栄養学（応用） 2 

組織マネジメントサービス論 2 

スポーツ行政学 2 

アスレティックリハビリテーション&リコン

ディショニング１ 2 

アスレティックリハビリテーション&リコン

ディショニング２ 2 

救急処置 2 

ストレングス・コンディショニング論（応用） 2 

スポーツ医学（内科） 2 
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アスレティックリハビリテーション実習２ 2 

アスレティックリハビリテーション実習３ 2 

アスレティックリハビリテーション実習４ 2 

運動障害と運動負荷試験 2 

スポーツ教材論 2 

学校運動部指導論 2 

スポーツ人類学 2 

スポーツ工学演習 2 

スポーツ哲学 2 

スポーツデータ解析演習 2 

スポーツビジネスコミュニケーション演習 2 

 
④ 専門英語科目 
Quantitative Research Methods in Sport and 

Exercise 2 

Reading and Comprehension in Sport and 

Wellness (Basic) 2 

English Communication in Sport １ 2 

Introduction to Sport and Wellness Overseas 2 

International Society and Sport  2 

Comparative Sport Culture 2 

Motivational Psychology in Sports and Exercise 2 

Reading and Comprehension in Sport and 

Wellness (Advanced)  2 

English Communication in Sport ２ 2 

English for Future Careers in Sport and 

Wellness 2 

Contemporary Issues in Global Sports 2 

Psychology of Well-Functioning and 

Performance 2 

 
⑤ 専門関連科目
心理学 1 2 

心理学 2 2 

生涯学習概論 1 2 

生涯学習概論 2 2 

生涯学習支援論 1 2 

生涯学習支援論 2 2 

社会教育経営論 1 2 

社会教育経営論 2 2 

 

３ 随意科目

保健体育科教育法 1 2 
保健体育科教育法 2 2 
  
  

保健体育科教育法演習 1 2 
保健体育科教育法演習 2 2 
  
  

スポーツウエルネス学科の卒業研究ベイシックコースは、全学共通科目 28 単位以上、専門必
修科目を 14 単位、卒業研究科目を 4 単位、専門基礎科目を 22 単位、専門基幹科目を 12 単位、
専門展開科目を 22 単位、専門英語科目を 4 単位、自由科目を 20 単位以上、合計 126 単位以上を
修得しなければならない。 
 
卒業研究アドバンストコースは、全学共通科目 28 単位、専門必修科目を 14 単位、卒業研究科

目を 10 単位、専門基礎科目を 22 単位、専門基幹科目を 10 単位、専門展開科目を 18 単位、専門
英語科目を 4 単位、自由科目を 20 単位以上、合計 126 単位以上を修得しなければならない。 
 
いずれのコースにおいても、卒業要件単位を超えて修得した全学共通科目、選択科目、及び専

門関連科目、他学部科目、他学科科目、５大学間単位互換制度による他大学の科目を自由科目と
して卒業要件単位に算入することができる。 
 
なお、専門基礎科目のうち、運動方法学演習１～運動方法学演習１８から、12 単位を選択必

修とする。 
 
 
 
XⅢ 環境学部 
 
（1） 環境学科専門教育科目 
 
１ 必修科目 
リベラルアーツとしての環境学原論１ 2 
リベラルアーツとしての環境学原論２ 2 
環境科学入門１ 2 

環境科学入門２ 2 
環境フィールドスタディ１ 2 
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２ 選択科目 
 
①基幹科目 
A 環境総合 
気候変動とカーボンニュートラル 2 
生物多様性とネイチャーポジティブ 2 
環境汚染・公害とわたしたちの社会 2 

資源循環とサーキュラーエコノミー 2 
環境アセスメントと持続可能な開発 2 
環境データサイエンス 2 

B 人間と社会 
自然環境と人間社会 2 
環境倫理 2 
環境教育・ESD とシティズンシップ 2 
環境法入門 2 

環境政策・経済学入門 2 
環境学のための社会調査法入門 2 
Environmental Issues in Japan and the World 2 

  
  
C 化学と技術 
環境統計学基礎 2 
環境物理学基礎 2 
環境化学基礎 2 
環境生物学基礎 2 

環境地学基礎 2 
環境デザイン･マネジメント 2 
Natural Science of Triple Planetary Crisis 2 

 
②発展科目 

＜自然科学領域＞ 

地球化学 2 
材料化学 2 
陸上生物学 2 
海洋生物学 2 
生物生態学 2 
分子生物学 2 
微生物学 2 
環境毒性学 2 
熱力学 2 

地球流体力学 2 
気候学 2 
科学史・科学哲学 2 
地球環境史 2 
環境化学実習 2 
環境生命実習 2 
環境数値解析 2 
気象学実習 2 

 

＜人文・社会科学領域＞ 

法学概論 2 
国際環境法 2 
環境行政法 2 
環境ガバナンス 2 
市民参加と合意形成 2 
環境と国際政治 2 
気候・エネルギー政策論 2 
経済学概論 2 
環境経済学 2 
環境と国際経済 2 
サステナビリティ経営論 2 
環境コミュニケーション 2 
環境社会学 2 
環境社会調査法実践 2 

環境と人権 2 
環境アクションと市民社会 2 
持続可能な開発と国際協力 2 
エシカル消費論 2 
環境とメディア 2 
環境正義のための紛争解決学 2 
社会変革の環境教育学・ＥＳＤ論 2 
参画と対話のファシリテーション 2 
共創のコーディネーション 2 
環境心理学 2 
地誌学概論 2 
環境文学 2 
環境とアート 2 

 

＜環境総合領域＞ 

地理学概論 2 
都市環境学 2 
資源循環学 2 

エネルギー科学 2 
測量学 2 
食品科学 2 
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③実践科目 
環境フィールドスタディ２ 2 
環境リーダーシップ EL1 2 
環境リーダーシップ EL2 2 
環境リーダーシップ EL3 2 
環境リーダーシップ EL4 2 
短期フィールドワーク A 1 
短期フィールドワーク B 1 
短期フィールドワーク C 1 
長期フィールドワーク A 2 
長期フィールドワーク B 2 
長期フィールドワーク C 2 

長期フィールドワーク D 2 
長期フィールドワーク E 2 
短期ワークエクスペリエンス A 1 
短期ワークエクスペリエンス B 1 
長期ワークエクスペリエンス A 2 
長期ワークエクスペリエンス B 2 
プロジェクト実習 A 2 
プロジェクト実習 B 2 
インタープリテーション実習 2 
Environmental Interpretation in English 2 
野外活動実習 2 

 
 
④卒業論文・プロジェクト関係科目 
専門演習１ 2 
専門演習２ 2 
卒業論文・プロジェクト演習１ 2 
卒業論文・プロジェクト演習２ 2 
卒業論文 8 

卒業プロジェクト 8 
環境コロキウム１ 1 
環境コロキウム２ 1 
留学レポートセミナー 1 

 
 
３ 自由科目 
①専門導入科目 
大学への数学 2 
大学への物理学 2 
大学への化学 2 

大学への生物学 2 
自然科学のための数学 2 

 
 
②専門関連科目 
日本史 2 
世界史 2 

理科総合実験 2 

 
 
４ 随意科目 
社会・公民科教育法１ 2 
社会・公民科教育法２ 2 
社会・公民科教育法演習１ 2 
社会・公民科教育法演習２ 2 
  

理科教育法１ 2 
理科教育法２ 2 
理科教育法演習１ 2 
理科教育法演習２ 2 
 

環境学科は，全学共通科目 28 単位，専門教育科目については必修科目を 10 単位，選択科目
のうち基幹科目を 16 単位以上，発展科目 12 単位以上、実践科目 6 単位以上併せて 52 単位，卒
業論文・プロジェクト関係科目を 18 単位，自由科目を 16 単位以上，合計 124 単位以上を修得
しなければならない。 
 自由科目には，指定単位数を超えて修得した選択科目の単位を算入することができる。また，
専門導入科目，専門関連科目，他学部科目，言語自由科目（全学共通），並びに 5 大学間単位互
換制度による他大学の科目の単位を算入することができる。 
 
 
ⅩⅣ 学芸員，司書，司書教諭及び社会教育主事 
 
（1）学芸員の資格取得に必要な博物館に関する科目 
① 必修科目 
生涯学習概論 2 

博物館概論 2 

博物館経営論 2 

博物館資料論 2 

博物館資料保存論 2 

博物館展示論 2 

博物館教育論 2 

博物館情報・メディア論 2 

見学・学内実習 2 

博物館実習（館園実習） 1 
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② 選択必修科目 
日本文化史 1 2 

考古学 1 2 

美術史 1 2 

民俗学 1 2 

博物館論演習 2 

科学史 2 

地学概説 2 

物理学に該当する科目 2 

化学に該当する科目 2 

生物学に該当する科目 2 
  
本大学の全ての学部・大学院に在籍する学生で，学芸員の資格を取得しようとする者は，学芸

員の資格取得に必要な博物館に関する科目から必修科目 10 科目 19 単位，選択必修科目２科目以
上４単位以上，計 23 単位以上を修得しなければならない。 

 
（2）司書の資格取得に必要な図書館に関する科目 
① 必修科目 
生涯学習概論 2 

図書館概論 2 

図書館制度・経営論 2 

図書館情報技術論 2 

図書館サービス概論 2 

情報サービス論 2 

児童サービス論 2 

情報検索演習 2 

情報サービス演習 2 

図書館情報資源概論 2 

情報資源組織論 2 

メタデータ演習 2 

情報アーキテクチャ演習 2 

図書館実習 2 
 
② 選択必修科目 
図書館基礎特論 2 

図書館サービス特論 2 

図書館情報資源特論 2 

図書・図書館史 2 

図書館 UX論 2 

図書館総合演習 2 
 
③ 随意科目 
学校経営と学校図書館 2 
 
 本大学の全ての学部・大学院に在籍する学生で，司書の資格を取得しようとする者は，司書の
資格取得に必要な図書館に関する科目から必修科目 14 科目 28 単位，選択必修科目２科目以上４
単位以上,計 32 単位以上を修得しなければならない。 
 
（3）司書教諭の資格取得に必要な学校図書館に関する科目 
① 必修科目 
学校経営と学校図書館 2 

図書館情報資源概論 2 

情報資源組織論 2 

学習指導と学校図書館 2 

読書と豊かな人間性 2 

情報メディアの活用 2 

図書館概論 2 

情報サービス論 2 
 
② 随意科目 
図書館実習（司書教諭） 2 

図書・図書館史 2 

図書館サービス特論 2 

図書館総合演習 2 
 本大学の全ての学部・大学院に在籍する学生で，司書教諭の資格を取得しようとする者は,司
書教諭の資格取得に必要な学校図書館に関する科目から必修科目8科目16単位を修得し,かつ教
育職員免許状を取得しなければならない。 
 
（4）社会教育主事の資格取得に必要な社会教育に関する科目 
 「池袋キャンパス開講科目」 
① 必修科目 
生涯学習概論 1 2 

生涯学習概論 2 2 

生涯学習支援論 1 2 

生涯学習支援論 2 2 

社会教育経営論 1 2 

社会教育経営論 2 2 

社会教育実践演習 4 

 
②選択必修科目 
現代社会と社会教育 2 

人権と社会教育 2 

家庭教育論 2 

教育と福祉 2 

博物館概論 2 

図書館概論 2 
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教育原論 2 

教育心理学 2 

教育社会学 1 2 

教育社会学 2 2 
 

 
「新座キャンパス開講科目」 

① 必修科目 
生涯学習概論 1 2 

生涯学習概論 2 2 

生涯学習支援論 1 2 

生涯学習支援論 2 2 

社会教育経営論 1 2 

社会教育経営論 2 2 

社会教育実践演習 4 

 
②選択必修科目
教育原論 2 

教育心理学 2 

発達心理学 2 

ノーマライゼーション論 2 

福祉文化論 2 

障害者福祉論 2 

ボランティア・NPO論 2 

現代コミュニティ論 2 

コミュニティ開発論 2 

公共哲学 2 

コミュニティスポーツ論 2 

 
 本大学の全ての学部・大学院に在籍する学生で，社会教育主事の資格を取得しようとする者は，
原則として所属するキャンパスで開設する社会教育主事の資格取得に必要な社会教育に関する
科目から必修科目 16単位，選択必修科目 8単位以上，計 24単位以上を修得しなければならない。 
 
ⅩV 日本語教育センター 
 
1 日本語教育センター科目 
 
日本語 Ｊ１－１ 1 

日本語 Ｊ１－２ 1 

日本語 Ｊ１－３ 1 
日本語 Ｊ１－４ 1 

日本語 Ｊ１－５ 1 

日本語 Ｊ２－１ 1 

日本語 Ｊ２－２ 1 
日本語 Ｊ２－３ 1 

日本語 Ｊ２－４ 1 

日本語 Ｊ２－５ 1 

日本語 Ｊ３－１ 1 
日本語 Ｊ３－２ 1 

日本語 Ｊ３－３  1 

日本語 Ｊ３－４ 1 

日本語 Ｊ３－５ 1 
日本語 Ｊ４－１ 1 

日本語 Ｊ４－２ 1 

日本語 Ｊ４－３ 1 

日本語 Ｊ４－４ 1 
日本語 Ｊ５－１ 1 

日本語 Ｊ５－２ 1 

日本語 Ｊ５－３ 1 

日本語 Ｊ５－４ 1 
日本語 Ｊ６－１ 1 

日本語 Ｊ６－２ 1 

日本語 Ｊ６－３ 1 

日本語 Ｊ６－４ 1 
総合日本語６－８Ａ１ 1 

総合日本語６－８Ｂ１ 1 

総合日本語６－８Ａ２ 1 

総合日本語６－８Ｂ２ 1 
総合日本語６－８Ａ３ 1 

総合日本語６－８Ｂ３ 1 

総合日本語６－８Ａ４ 1 

総合日本語６－８Ｂ４ 1 

総合日本語６－８Ａ５ 1 
総合日本語６－８Ｂ５ 1 
総合日本語６－８Ａ6 1 
総合日本語６－８Ｂ６ 1 
総合日本語６－８Ａ７ 1 
総合日本語６－８Ｂ７ 1 

総合日本語６－８Ｃ１ 1 

総合日本語６－８Ｄ１ 1 

総合日本語６－８Ｃ２ 1 
総合日本語６－８Ｄ２ 1 

総合日本語６－８Ｃ３ 1 

総合日本語６－８Ｄ３ 1 

総合日本語６－８Ｃ４ 1 
総合日本語６－８Ｄ４ 1 

総合日本語６－８Ｃ５ 1 

総合日本語６－８Ｄ５ 1 
総合日本語６－８Ｃ６ 1 
総合日本語６－８Ｄ６ 1 
総合日本語６－８Ｃ７ 1 
総合日本語６－８Ｄ７ 1 

日本語 Ｊ７－１ 1 
日本語 Ｊ７－２ 1 

日本語 Ｊ７－３ 1 

日本語 Ｊ７－４ 1 

総合日本語４－６Ａ 1 
総合日本語４－６Ｂ 1 

総合日本語４－６Ｃ 1 

総合日本語４－６Ｄ 1 

Business Japanese I1 1 
Business Japanese I2 1 



 学則- 109 - 

Business Japanese I3 1 

Business Japanese I4 1 

Business Japanese I5 1 
日本語 Ｊ０ 3 

日本語 Ｊ１Ｓ 3 

日本語 Ｊ２Ｓ 3 

日本語 Ｊ３Ｓ 3 
日本語演習 １Ａ 1 

日本語演習 １Ｂ 1 

日本語演習 ２Ａ 1 

日本語演習 ２Ｂ 1 
日本語演習 ３Ａ 1 

日本語演習 ３Ｂ 1 

Japanese Language and Japanese Culture A 1 

Japanese Language and Japanese Culture B 1 
Japanese Language and Japanese Society A 1 

Japanese Language and Japanese Society B 1 

漢字Ａ 1 

漢字Ｂ 1 
Business Japanese A1 1 

Business Japanese A2 1 

Business Japanese A3 1 

Business Japanese A4 1 
Business Japanese A5 1 
法政リーディング＆ライティング 2 

日本語・日本文化社会講義 1A4 4 
日本語・日本文化社会講義 1B4 4 
日本語・日本文化社会講義 2A4 4 
日本語・日本文化社会講義 2B4  4 
日本語・日本文化社会講義 3A4 4 
日本語・日本文化社会講義 3B4  4 
日本語 1A2 2 
日本語 1B2 2 
日本語 2A2 2 
日本語 2B2 2 
日本語 3A2 2 
日本語 3B2 2 

日本語 Ｊ８－ＡＡ 2 

日本語 Ｊ８－ＡＢ 2 

日本語 Ｊ８－ＡＣ 2 
日本語 Ｊ８－ＢＡ 2 

日本語 Ｊ８－ＢＢ 2 

日本語 Ｊ８－Ｃ 2 

日本語 Ｊ８－Ｄ 2 
日本語 Ｊ８－ＥＡ 2 

日本語 Ｊ８－ＥＢ 2 

日本語 Ｊ８－ＦＡ 2 

日本語 Ｊ８－ＦＢ 2 
日本語 Ｊ８－Ｇ 2 

 
 
 
 
 
表２の１（第 28 条関係） 

入学検定料 35,000 円 
 
別表２の２（第 28 条関係） 
大学入学共通テスト利用入試及び外国人留学生入試（書類選考による募集制度），学校長推薦に
よる募集制度（PEACE／NEXUS）及び英語トラック選抜制度（PEACE）の受験者 

入学検定料 

大学入学共通テスト利用入試 18,000 円 
外国人留学生入試(書類選考による募集制度 15,000 円 
学校長推薦による募集制度（PEACE、NEXUS）及
び英語トラック選抜制度（PEACE) 

10,000 円 

別表２の３（第 41 条関係） 
入学金 200,000 円 

備 考 再入学の場合は，２分の１相当額を納めなければならない。 
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表２の４（第 41 条関係）                          （単位 円） 

学部学科プログラム 学年 授業料 実験・実習費 合計 

文学部 
 

１年次 1,178,000 ― 1,178,000 

（教育学科初等教育専攻を除く） ２年次 1,178,000 ― 1,178,000 

  
 

３年次 1,178,000 ― 1,178,000 

 ４年次 1,128,000 ― 1,128,000 

  (**)４年次 1,078,000 ― 1,078,000 

文学部 １年次 1,178,000 ― 1,178,000 

 教育学科初等教育専攻 ２年次 1,178,000 ― 1,178,000 

   ３年次 1,178,000 10,000 1,188,000 

  ４年次 1,128,000 ― 1,128,000 

    (**)４年次 1,078,000 ― 1,078,000 

文学部 １年次 1,900,000 ― 1,900,000 

 グローバル ２年次 1,900,000 ― 1,900,000 

 ・リベラルアーツ ３年次 1,900,000 ― 1,900,000 

・プログラム ４年次 1,850,000 ― 1,850,000 

  (**)４年次 1,800,000 ― 1,800,000 

経済・法・観光学部 １年次 1,171,000 ― 1,171,000 
（国際ビジネス法学科グローバ ２年次 1,171,000 ― 1,171,000 
 ルコースを除く） ３年次 1,171,000 ― 1,171,000 

 ４年次 1,121,000 ― 1,121,000 

  (**)４年次 1,071,000 ― 1,071,000 

法学部 

（国際ビジネス法学科グロー

バルコース） 

１年次 

２年次 

３年次 

４年次 

1,271,000 

1,271,000 

1,271,000 

1,221,000 

― 

― 

― 

― 

1,271,000 

1,271,000 

1,271,000 

1,221,000 

社会学部 １年次 1,171,000 15,000 1,186,000 

 ２年次 1,171,000 15,000 1,186,000 

 ３年次 1,171,000 15,000 1,186,000 

 ４年次 1,121,000 15,000 1,136,000 

 (**)４年次 1,071,000 15,000 1,086,000 

理学部 １年次 1,598,000 ― 1,598,000 

 数学科 ２年次 1,598,000 ― 1,598,000 

    ３年次 1,598,000 ― 1,598,000 

  ４年次 1,548,000 ― 1,548,000 

  (**)４年次 1,498,000 ― 1,498,000 

理学部 １年次 1,598,000 10,000 1,608,000 

 物理学科 ２年次 1,598,000 20,000 1,618,000 

    ３年次 1,598,000 40,000 1,638,000 

  ４年次 1,548,000 120,000 1,668,000 

    (**)４年次 1,498,000 120,000 1,618,000   

理学部 １年次 1,598,000 40,000 1,638,000 

 化学科 ２年次 1,598,000 80,000 1,678,000 

 ３年次 1,598,000 ― 1,598,000 

   ４年次 

(**)４年次 
1,548,000 

1,498,000 

80,000 

80,000 

1,628,000 

1,578,000 
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    （単位 円） 

学部学科プログラム 学年 授業料 実験・実習費 合計 

理学部 １年次 1,598,000 40,000 1,638,000 

 生命理学科 ２年次 1,598,000 40,000 1,638,000 

    ３年次 1,598,000 80,000 1,678,000 

  ４年次 1,548,000 80,000 1,628,000 

    (**)４年次 1,498,000 80,000 1,578,000 

コミュニティ福祉学部 １年次 1,178,000 3,000 1,181,000 

 福祉学科 ２年次 1,178,000 3,000 1,181,000 

  ３年次 1,178,000     3,000 1,181,000 

  ４年次 1,128,000 ― 1,128,000 

  
 

(**)４年次 1,078,000 ― 1,078,000 

コミュニティ福祉学部 

 ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科 

 １年次 

２年次 

３年次 

４年次 

(**)４年次 

1,178,000 

1,178,000 

1,178,000 

1,128,000 

1,078,000 

3,000 

 3,000 

3,000 

― 

― 

1,181,000 

1,181,000 

1,181,000 

1,128,000 

1,078,000 

コミュニティ福祉学部 
 

(*)４年次 1,128,000 15,000 1,143,000 

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科  (**)４年次 1,078,000 15,000 1,093,000 

経営学部 １年次 1,171,000 40,000 1,211,000 

    ２年次 1,171,000 20,000 1,191,000 

    ３年次 1,171,000 20,000 1,191,000 

  ４年次 1,121,000 20,000 1,141,000 

    (**)４年次 1,071,000 20,000 1,091,000 

現代心理学部 １年次 1,215,000 15,000 1,230,000 

 心理学科 ２年次 1,215,000 15,000 1,230,000 

    ３年次 1,215,000 15,000 1,230,000 

  ４年次 1,165,000 15,000 1,180,000 

    (**)４年次 1,115,000 15,000 1,130,000 

現代心理学部 １年次 1,240,000 15,000 1,255,000 

映像身体学科 ２年次 1,240,000 15,000 1,255,000 

    ３年次 

４年次 

(**)４年次 

1,240,000 

1,190,000 

1,140,000 

15,000 1,255,000 

 15,000 

15,000 

1,205,000 

1,155,000   

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 １年次 1,178,000 10,000 1,188,000 

 ２年次 1,178,000 3,000 1,181,000 

 ３年次 1,178,000 3,000 1,181,000 

 ４年次 1,128,000 3,000 1,131,000 

 (**)４年次 1,078,000 1,000 1,079,000 

スポーツウエルネス学部 １年次 

２年次 
1,240,000 

1,240,000 

30,000 

15,000 

1,270,000 

1,255,000 

 ３年次 

４年次 
1,240,000 

1,190,000 

15,000 

15,000 

1,255,000 

1,205,000 

環境学部 １年次 

 
1,350,000 40,000 1,390,000 

(*)：2020～2022 年度入学者 

(**):2015～2019 年度入学者  
備 考 
１ 授業料は在籍料 120,000 円（半期 60,000 円）を含むものとし，休学の場合は在籍料のみ
徴収する。 

２ 文学部教育学科初等教育専攻の者は実験・実習費 10,000 円を納めなければならない。 
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３ 理学部において、履修要項の定めるところにより実験を履修しない者および在学留学中の
者は実験・実習費は不要とする。同様に、物理学科、化学科、生命理学科のすべての年度入
学者において、配当年次以外の年次に実験科目を履修する場合は、各実験科目に定められた
金額を加えて徴収する。2 年～4 年次配当の理科総合実験を履修する者については、20,000
円を徴収する。 

  理学部物理学科において、4 年次卒業研究 1、2 として理論物理学を選択する者は、実験・
実習費は不要とする。また、理学部物理学科において、3・4 年次配当の選択実験（物理学
実験 2）を履修する者については 1 科目あたり 40,000 円を、2～4 年次配当の選択実験（化
学実験（物）・生物学実験（物））を履修する者については 1 科目あたり 20,000 円を、それ
ぞれ徴収する。 

  理学部化学科において、3・4 年次に配当されている選択実験（研究実験 1, 研究実験 2）
を履修する者については 1 科目あたり 40,000 円を、物理学実験（化）を履修する者につい
ては 10,000 円を、生物学実験（化）を履修する者については 1 科目あたり 20,000 円を、そ
れぞれ徴収する。 

  理学部生命理学科において、物理学実験（生）を履修する者については 10,000 円を、化
学実験（生）を履修する者については 20,000 円を、それぞれ徴収します。 

   
４ コミュニティ福祉学部の「ソーシャルワーク実習指導１」若しくは「精神保健福祉援助実
習指導１」を履修する者は，上記納入金に加えて実習登録費 3,000 円を，「ソーシャルワー
ク実習」を履修する者は，上記納入金に加えて実習費 62,000 円を，「精神保健福祉援助実習」
を履修する者は，上記納入金に加えて実習費 50,000円を納めなければならない。 

 
５ NEXUS プログラム 4.5年コースの 1 年次第 1 学期目の学費は，別表２の５に定める。 
 
６ 異文化コミュニケーション学部の海外留学研修を履修する者の授業料は，履修する年次の
授業料を減免し，次の通りとする。（2022 年度以降入学者は大学間協定校へ留学する場合を
除く） 

  2，3 年次 939,000 円 
  ※新型コロナウイルス感染拡大に係る特例として，４年次に海外留学研修を履修する者の

授業料は，2020年度～2023年度入学者 889,000円，2019年度入学者 839,000円とする。 
 
７ 環境学部において 3・4 年次配当の理科総合実験を履修する者については、20,000 円を徴
収する。 

 
別表２の５（第 41 条関係） 

NEXUS プログラム 4.5 年コースの 1 年次第 1 学期目学費 
                            （単位 円） 

学部 学科 授業料 

文学部 589,000 

経済学部 585,500 

社会学部 585,500 

法学部  585,500 

コミュニティ福祉学部 589,000 

経営学部 585,500 

現代心理学部 

 心理学科 
607,500 

現代心理学部 

 映像身体学科 
620,000 

スポーツウエルネス学部 620,000 

環境学部 675,000 

 
備 考       
１ 授業料は在籍料半期 60,000 円を含むものとし，休学の場合は在籍料のみ徴収する。 
２ １年次第２学期目以降は，所属学部学科の授業料を適用する。   
３ 実験・実習費は、1 年次第 2 学期目より，所属学部学科で定められた実験・実習費を徴収
することとする。学部カリキュラムへの合流が 1 年次第 2 学期目より遅れる場合，学部カリ
キュラムに合流するまでの期間，実験・実習費は徴収しない。   
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別表３（第 47 条関係） 
 

 
 
 
 
 
 

 
備 考 

 １ 社会教育主事の資格取得に必要な社会教育に関する科目の受講料は，次の学部・学科の学
生に限り，20,000 円とする。 

   文学部教育学科，観光学部，コミュニティ福祉学部，現代心理学部，スポーツウエルネス
学部 

 ２ 大学院博士課程後期課程の大学院学生で，大学院博士前期課程（修士課程）在学時に別表
３に掲げる各資格取得に係る受講登録をし，本学則中に定める当該資格取得に係る要件単位
を修得しないまま空白の期間なくして後期課程に進学した者は，当該資格取得に係る受講料
は不要とする。 

 
別表４  削除 
 
別表５（第 49 条関係） 

 
別表６（第 51 条，第 52 条関係） 
 

選  考  料 12,000 円 
登  録  料 40,000 円（年額） 
受  講  料（1 単位につき）   36,000 円 

 
 備 考 
 １ 第 51 条第２項の規定による科目等履修生に限り選考料及び登録料は第２年目においては

これを徴収しない。 
 ２ 本学の学部又は大学院研究科を卒業，修了したことがある者及び特別外国人学生として在

籍したことがある者の選考料及び登録料については 2 分の 1 額とする。 
 ３ 他の教育研究機関との協定により科目等履修生を受け入れる場合，本表にかかわらず，当

該協定に基づき選考料，登録料及び受講料を協定による金額とすることができる。 

教育職員免許状取得に必要な教職に関する専門科目の受講料 35,000 円 

学芸員の資格取得に必要な博物館に関する科目の受講料 35,000 円 

司書の資格取得に必要な図書館に関する科目の受講料 35,000 円 

司書教諭の資格取得に必要な学校図書館に関する科目の受講料 15,000 円 

社会教育主事の資格取得に必要な社会教育に関する科目の受講料 30,000 円 

項     目 邦 文 英 文 

入 学 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
退 学 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
在 学 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
卒 業 （ 見 込 ） 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
成 績 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
修 了 証 明 書 （1 通につき） 300 円  
単 位 修 得 証 明 書 （1 通につき） 300 円  
学 力 に 関 す る 証 明 書 （1 通につき） 300 円  
教 育 職 員 免 許 状 取 得 見 込 証 明 書 （1 通につき） 300 円  
社会福祉士指定科目履修（見込）証明書 （1 通につき） 300 円  
精神保健福祉士指定科目履修（見込）証明書 （1 通につき） 300 円  
公認心理師試験卒業証明書・科目履修証明書 （1 通につき） 300 円  
科 目 等 履 修 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
聴 講 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
学 士 号 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
調 査 書 （1 通につき） 300 円  
学 生 証 再 発 行 （1 通につき） 2,000 円  
通 学 定 期 乗 車 券 発 行 控 （1 通につき） 300 円  
科 目 等 履 修 生 証 再 発 行 （1 通につき） 2,000 円  
教育 職員免許状大 学一括申 請手数 料 （1 通につき） 800 円  
学校 図書館司書教 諭講習申 込手数 料 （1 通につき） 800 円  
学 位 記 等 再 発 行 （1 通につき） 20,000 円  
そ の 他 の 証 明 書 （1 通につき） 300 円 400 円 
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別表７（第 1 条関係） 

学部 教育研究上の目的 

文学部 文学部は，世界の多様な文学・言語・文化・歴史・思想・
教育に関するテキストや事象に触れる教育研究を通じ
て，幅広い人文的教養と深い人間理解に裏打ちされ，主
体的な批評精神をもって社会に貢献できる人間を育てる
ことを目的とする。 

経済学部 経済学部は，教育研究を通じて，幅広い視野と柔軟な頭
脳をもって，変動する経済社会に対応できる，自立的な
思考能力をもった人材を社会に送り出すことを目的とす
る。 

理学部 理学部は，教育と研究を通じて「科学の専門性を持った

教養人」を育成することを目的とする。具体的には「科

学の専門知識を有し，専門分野を中心とした領域での課

題解決能力を発揮する人材」，「これらの知識や能力を

大学院教育によって更に高度に発展させようという人

材」，加えて，「自信と誇りを持って社会に出て，大学

で学んだ科学的考え方を活用できる人材」の育成をする。 

社会学部 建学の精神“PRO DEO ET PATRIA”（普遍的なる真理を探

究し、私たちの世界、社会、隣人のために尽くす）にも

とづき、社会学及び関連領域の学修をつうじて、社会の

問題を発見し、分析し、提言できる人間を育てる。 

法学部 法学部は，法学・政治学の教育研究を通じて，法曹・行

政・企業・ジャーナリズム・政治・NPO など多様な分野

でリーダーシップをとり，社会や組織の形成と発展を担

う人材の育成を目的とする。 

観光学部 観光学部は，観光関連分野に関する教育研究を通じて，

広範囲で高度な学識を持ち，諸問題の解決を担う総合的

な判断力と優れたリーダーシップを備えた有為な人材を

育成することを目的とする。 

コミュニティ福祉学部 コミュニティ福祉学部は，「いのちの尊厳のために(Vitae 

Dignitati)」という基本理念に立ち，教育研究を通じて，

コミュニティを基盤とした福祉社会構築に貢献できる人

材を養成することを目的とする。 

経営学部 経営学部は，教育研究を通じて，価値観が多様化し急変

する現代社会において，明確なビジョンと高潔さを有し，

持続可能な社会の構築に向けて，経営学に関する専門知

識を生かしつつリーダーシップを発揮する人材を育成す

ることを目的とする。 

 

現代心理学部 現代心理学部は「人間とは何か」という古くからの根本

問題を，心，身体，映像に関する諸学の教育研究を通じ

て，サイエンス，フィロソフィ，アートが融合した，現

代世界にふさわしい方法で探究することをその目的とす

る。 

異文化コミュニケーション学部 異文化コミュニケーション学部は，変化を続ける世界の

中で，複数の視点からものごとを考え，柔軟な思考力を

もって実践的に問題と向き合うことによって，多様で「異

なる」他者と共生し，持続可能な未来を創ることのでき

る人材を育成する。 
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学部 教育研究上の目的 

スポーツウエルネス学部 「すべての人の生きる歓びのために」という基本理念に

立ち、スポーツウエルネス学の教育研究活動を通じて、

人間の可能性の追求と誰もが快適で活力に満ちたウエル

ネス社会の実現に寄与する人材を養成する。 

環境学部 環境学部は,自然環境と人間の関係を複合的な視点でと

らえ、環境問題の解決と持続可能な社会への変革に貢献

できる力の育成を目的とする。文理の枠を超えて幅広く

知識を身につけ,現実の課題と結びつけながら活用でき

る能力と,環境正義の概念を理解し,自らの強みを活かし

ながら,対話と協働の関係を構築できるリーダーシップ

を養う。 
 
 
別表８（第 5 条の 2 関係） 
 

 登録料 10,000円（年額）  
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(2)立教大学大学学則変更事項を記載した書類 

 

◯変更の事由 

2026 年 4月から、環境学部を新設することに伴い、収容定員を増加するため。 

◯変更点 

1. 改正履歴 

改正履歴に「2026 年 4月 1日」を追加 

2. 第 3条(学部、学科等) 

① 表に以下を追加 

・学部 環境学部 

・学科 環境学科 

・入学定員 204 名 

・収容定員 816 名 

② 学部全体の合計を以下のとおり変更 

・入学定員 5,066名 

・収容定員 20,264名 

3. 第 5条(学士の学位) 

第 4項の表に以下を追加 

・学部 環境学部 

・学科 環境学科 

・専攻分野名 環境学 

4. 第 10条、第 10条の５ 

第 18条の７を第 18条の８とする 

5. 第 11条(教育職員免許状関係) 

第 2項の表に以下を追加 

・学部 環境学部 

・学科 環境学科 

・種類・教科-中学校教諭専修免許状 社会、理科 

・種類・教科-高等学校教諭専修免許状 公民、理科 

6. 新第 14 節及び第 18 条の 8の追加 

① 第 14 節及び第 15 節を、それぞれ第 15 節及び第 16 節とする。 

② 第 18 条の 7の後に、第 14 節及び第 18 条の 8を加える。 

7. 附則 

 施行期日(2026 年 4月 1日)を追加 

8. 別表 1(第 13 条-第 19 条関係)(授業科目等) 

① I全学共通科目 B 言語系科目 1 必修科目 *ロシア語に「環境学部」を追加。２ 自由科 

目の表１、表３に「環境学部」を追加。 
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② 「XII 学芸員課程、司書、司書教諭及び社会教育主事」及び「XIII 日本語教育センター」を

それぞれ「XIV 学芸員課程、司書、司書教諭及び社会教育主事」及び「XV 日本語教育セ

ンター」とする。 

③ 「XⅢ 環境学部」を追加 

9. 別表 2の 4(第 41 条関係)、別表 2の 5 (第 41 条関係) 

表に「環境学部環境学科」を追加 

10．別表 7(第 1条関係)(教育研究上の目的) 

表に環境学部を追加 

 

以上 

 



(3)立教大学大学学則変更部分の新旧対照表

立教大学学則 立教大学学則

第１章　総 則 第１章　総 則
第1条～第２条（略） 第1条～第２条（略）

学　部 学　科 入学定員
編入学定員

収容定員 学　部 学　科 入学定員
編入学定員

収容定員

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

スポーツ ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科 230名 230名 スポーツ ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科 230名 230名

ウエルネス ウエルネス

学部 学部

環境学部 環境学科 204名 816名 （新設） （新設） （新設） （新設）

合計 5,066名 0名 20,264名 合計 4,862名 0名 19,448名

第４条～第５条３（略） 第４条～第５条３（略）

専攻分野 専攻分野

（略）
コミュニケー

（略）
コミュニケー

ｽﾎﾟｰﾂ ｽﾎﾟｰﾂ

ｳｴﾙﾈｽ学 ｳｴﾙﾈｽ学

環境学 （新設）

第２章　教育課程 第２章　教育課程
第１節　単位 第１節　単位

小学校教諭
1種免許状

中学校教諭
1種免許状

高等学校教諭
1種免許状

小学校教諭
1種免許状

中学校教諭
1種免許状

高等学校教諭
1種免許状

第５条　４　学部・学科において授与する学士の学位の専攻分
野名を次のとおりとする。

第５条　４　学部・学科において授与する学士の学位の専攻分
野名を次のとおりとする。

第１１条（略）

第１０条の２～第１０条の４（略）

（旧）

第９条（略） 第９条（略）

第５条の２～第８条（略） 第５条の２～第８条（略）

（略） （略）

環境学部 環境学科

学部 学科

（新）

第３条　本大学の学部，学科及びその収容定員は，次のとおり
とする。

第３条　本大学の学部，学科及びその収容定員は，次のとおり
とする。

（略）

第１１条３，４（略） 第１１条３，４（略）

環境学部 環境学科
社会
理科

公民
理科

（新設） （新設） （新設） （新設）

２　本大学の各学部・学科・専攻・専修において取得できる教育
職員免許状の種類及び免許教科は，次のとおりとする。

２　本大学の各学部・学科・専攻・専修において取得できる教育
職員免許状の種類及び免許教科は，次のとおりとする。

（略） （略）

（新設） （新設）

第１０条 第１０条

　学生は，第13条から第18条の７に定める所定の授業科目を履
修し，所定の単位を修得しなければならない。

　学生は，第13条から第18条の８に定める所定の授業科目を履
修し，所定の単位を修得しなければならない。

第１０条の２～第１０条の４（略）

第１０条の５ 第１０条の５

　第９条第３項に定める授業科目の履修により修得できる単位
数は，第１３条から第１８条の８に定める所定の単位のうち，６０
単位を上限として卒業に必要な単位とすることができる。

　第９条第３項に定める授業科目の履修により修得できる単位
数は，第１３条から第１８条の７に定める所定の単位のうち，６０
単位を上限として卒業に必要な単位とすることができる。

第１１条（略）

学部 学科

保健体育

学　　科

種　類　・　教　科

学　部 学　　科

種　類　・　教　科

スポーツウエルネス学部 スポーツウエルネス学科 スポーツウエルネス学部 スポーツウエルネス学科

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙ
ﾈｽ学部

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学
科

保健体育 保健体育
ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙ
ﾈｽ学部

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学
科

保健体育

学　部

（略） （略）（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

（3年次） （3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次） （3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次） （3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）（3年次）
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（旧）（新）

（新設）
（新設）

（略） （略）

第３章　試験 第３章　試験
第４章　入学，編入学，休学，復学，退学，再入学及び除籍 第４章　入学，編入学，休学，復学，退学，再入学及び除籍
第５章　留学 第５章　留学
第６章　学費その他 第６章　学費その他
第６章の２　特別外国人学生 第６章の２　特別外国人学生

第８章　賞罰 第８章　賞罰
第９章　教職員組織 第９章　教職員組織
第１０章　教授会 第１０章　教授会
第１１章　附属施設 第１１章　附属施設

（略） （略）

　　　附　則
本学則は，2026年４月１日から施行する。

第１５節　学芸員，司書，司書教諭及び社会教育主事 第１４節　学芸員，司書，司書教諭及び社会教育主事
第１９条（略）

第１２条（略）第１２条（略）

第１２章　改廃 第１２章　改廃

（新設）

第１９条（略）

第７章　科目等履修生・特別聴講学生・短期プログラム受講生 第７章　科目等履修生・特別聴講学生・短期プログラム受講生

第１６節　日本語教育センター 第１５節　日本語教育センター
第１９条の２ 第１９条の２

第２節～第１３節（略） 第２節～第１３節（略）

　環境学部の専門教育科目及びその単位並びに履修方法は，
別表１のとおりとする。

（新設）

第１４節　　　環境学部
第１８条の８
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別表1(第 13 条-第 19 条関係) 別表1(第 13 条-第 19 条関係)

Ⅰ　全学共通科目 Ⅰ　全学共通科目

Ａ　総合系科目 Ａ　総合系科目

（略） （略）

B　言語系科目 B　言語系科目

1　必修科目 1　必修科目

（略） （略）

*ロシア語は ，文学部，経済学部，社会学部，法学部，観光学部， *ロシア語は ，文学部，経済学部，社会学部，法学部，観光学部，

コミュニティ福祉学部（コミュニティ政策学科・スポーツウエルネス コミュニティ福祉学部（コミュニティ政策学科・スポーツウエルネス

学科）現代心理学部、異文化コミュニケーション学部 ，スポーツ 学科）現代心理学部、異文化コミュニケーション学部 ，スポーツ

ウエルネス学部，環境学部のみ選択可 ウエルネス学部，（新設）のみ選択可

２　自由科目 ２　自由科目

（略） （略）

表１ 表１
言語 必要単位 言語 必要単位
英語 6 英語 6

現代心理学部 現代心理学部

環境学部 （新設）

英語 6 英語 6
ドイツ語，フランス
語，スペイン語，
中国語，朝鮮語，
日本語のうちいず
れか１言語

4

ドイツ語，フランス
語，スペイン語，
中国語，朝鮮語，
日本語のうちいず
れか１言語

4

（略） （略）

表３　NEXUSプログラム学生 表３　NEXUSプログラム学生

言語 必要単位 言語 必要単位

現代心理学部 現代心理学部

（略） （略）

XIII　環境学部 （新設）

（1）　環境学科専門教育科目 （新設）

１　必修科目 （新設）

リベラルアーツとしての環境学原論１ 2 （新設）

リベラルアーツとしての環境学原論２ 2 （新設）

環境科学入門１ 2 （新設）

環境科学入門２ 2 （新設）

環境フィールドスタディ１ 2 （新設）

（旧）（新）

経済学部

社会学部

法学部

観光学部

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部 ドイツ語，フランス
語，スペイン語，
中国語，朝鮮語，
ロシア語,日本語
のうちいずれか１

言語

4

社会学部

法学部

観光学部

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部

（ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科・ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈ
ｽ学科）

*ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科は募集停止

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学部

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学部

環境学部

日本語 10

学部
文学部

経済学部

4

理学部
経営学部
コミュニティ福祉学部（福祉学
科）

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学部

*ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科は募集停止

（ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科・ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈ
ｽ学科）

ドイツ語，フランス
語，スペイン語，
中国語，朝鮮語，
ロシア語,日本語
のうちいずれか１

言語

学部
文学部

法学部

経営学部

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部

コミュニティ福祉学部

理学部
経営学部
コミュニティ福祉学部（福祉学
科）

学部
文学部

経済学部

社会学部

学部
文学部

日本語 10

経済学部

社会学部

法学部

経営学部

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部

コミュニティ福祉学部

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学部

（新設）
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（旧）（新）

２　選択科目 （新設）

①　基幹科目 （新設）

A　環境総合 （新設）

気候変動とカーボンニュートラル 2 （新設）

生物多様性とネイチャーポジティブ 2 （新設）

環境汚染・公害とわたしたちの社会 2 （新設）

資源循環とサーキュラーエコノミー 2 （新設）

環境アセスメントと持続可能な開発 2 （新設）

環境データサイエンス 2 （新設）

B　人間と社会 （新設）

自然環境と人間社会 2 （新設）

環境倫理 2 （新設）

環境教育・ESDとシティズンシップ 2 （新設）

環境法入門 2 （新設）

環境政策・経済学入門 2 （新設）

環境学のための社会調査法入門 2 （新設）

Environmental Issues in Japan and the World 2 （新設）

C　化学と技術 （新設）

環境統計学基礎 2 （新設）

環境物理学基礎 2 （新設）

環境化学基礎 2 （新設）

環境生物学基礎 2 （新設）

環境地学基礎 2 （新設）

環境デザイン･マネジメント 2 （新設）

Natural Science of Triple Planetary Crisis 2 （新設）

②発展科目 （新設）

＜自然科学領域＞ （新設）

地球化学 2 （新設）

材料化学 2 （新設）

陸上生物学 2 （新設）

海洋生物学 2 （新設）

生物生態学 2 （新設）

分子生物学 2 （新設）

微生物学 2 （新設）

環境毒性学 2 （新設）

熱力学 2 （新設）

地球流体力学 2 （新設）

気候学 2 （新設）

科学史・科学哲学 2 （新設）

地球環境史 2 （新設）

環境化学実習 2 （新設）

環境生命実習 2 （新設）

環境数値解析 2 （新設）

気象学実習 2 （新設）

＜人文・社会科学領域＞ （新設）

法学概論 2 （新設）

国際環境法 2 （新設）

環境行政法 2 （新設）

環境ガバナンス 2 （新設）

市民参加と合意形成 2 （新設）

環境と国際政治 2 （新設）

気候・エネルギー政策論 2 （新設）

経済学概論 2 （新設）

環境経済学 2 （新設）

経済学概論 2 （新設）

環境と国際経済 2 （新設）

サステナビリティ経営論 2 （新設）

環境社会学 2 （新設）

環境社会調査法実践 2 （新設）

環境と人権 2 （新設）

環境アクションと市民社会 2 （新設）

持続可能な開発と国際協力 2 （新設）
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（旧）（新）

エシカル消費論 2 （新設）

環境とメディア 2 （新設）

環境正義のための紛争解決学 2 （新設）

社会変革の環境教育学・ＥＳＤ論 2 （新設）

参画と対話のファシリテーション 2 （新設）

共創のコーディネーション 2 （新設）

環境心理学 2 （新設）

地誌学概論 2 （新設）

環境文学 2 （新設）

環境とアート 2 （新設）

＜環境総合領域＞ （新設）

地理学概論 2 （新設）

都市環境学 2 （新設）

資源循環学 2 （新設）

エネルギー科学 2 （新設）

測量学 2 （新設）

食品科学 2 （新設）

③実践科目 （新設）

環境フィールドスタディ２ 2 （新設）

環境リーダーシップEL1 2 （新設）

環境リーダーシップEL2 2 （新設）

環境リーダーシップEL3 2 （新設）

環境リーダーシップEL4 2 （新設）

短期フィールドワークA 1 （新設）

短期フィールドワークB 1 （新設）

短期フィールドワークC 1 （新設）

長期フィールドワークA 2 （新設）

長期フィールドワークB 2 （新設）

長期フィールドワークC 2 （新設）

長期フィールドワークD 2 （新設）

長期フィールドワークE 2 （新設）

短期ワークエクスペリエンスA 1 （新設）

短期ワークエクスペリエンスB 1 （新設）

長期ワークエクスペリエンスA 2 （新設）

長期ワークエクスペリエンスB 2 （新設）

プロジェクト実習A 2 （新設）

プロジェクト実習B 2 （新設）

インタープリテーション実習 2 （新設）

Environmental Interpretation in English 2 （新設）

野外活動実習 2 （新設）

④卒業論文・プロジェクト関係科目 （新設）

専門演習１ 2 （新設）

専門演習２ 2 （新設）

卒業論文・プロジェクト演習１ 2 （新設）

卒業論文・プロジェクト演習２ 2 （新設）

卒業論文 8 （新設）

卒業プロジェクト 8 （新設）

環境コロキウム１ 1 （新設）

環境コロキウム２ 1 （新設）

留学レポートセミナー 1 （新設）

３　自由科目 （新設）

専門導入科目 （新設）

大学への数学 2 （新設）

大学への物理学 2 （新設）

大学への化学 2 （新設）

大学への生物学 2 （新設）

自然科学のための数学 2 （新設）

専門関連科目 （新設）

日本史 2 （新設）

世界史 2 （新設）

理科総合実験 2 （新設）
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（旧）（新）

４　随意科目 （新設）

社会・公民科教育法１ 2 （新設）

社会・公民科教育法２ 2 （新設）

社会・公民科教育法演習１ 2 （新設）

社会・公民科教育法演習２ 2 （新設）

理科教育法１ 2 （新設）

理科教育法２ 2 （新設）

理科教育法演習１ 2 （新設）

理科教育法演習２ 2 （新設）

（新設）

別表2の4(第 41 条関係) 別表2の4(第 41 条関係)

(単位 円) (単位 円)

学部学科
プログラム

学年 授業料 実験・実習費 合計
学部学科
プログラム

学年 授業料 実験・実習費 合計

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

環境学部 １年次 1,350,000 40,000 1,390,000 （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

別表2の5(第 41 条関係) 別表2の5(第 41 条関係)

NEXUSプログラム 4.5 年コース の 1 年次第 1 学期目学費 NEXUSプログラム 4.5 年コース の 1 年次第 1 学期目学費 

（単位 円） （単位 円）

別表７ 別表７

環境学科は，全学共通科目 28 単位，専門教育科
目については必修科目を10単位，選択科目のうち
基幹科目を16単位以上，発展科目12単位以上、実
践科目6単位以上併せて52単位，卒業論文・プロ
ジェクト関係科目を18単位，自由科目を16単位以
上，合計 124 単位以上を修得しなければならな
い。
　自由科目には，指定単位数を超えて修得した選
択科目の単位を算入することができる。また，専門
導入科目，専門関連科目，他学部科目，言語自由
科目（全学共通），並びに 5 大学間単位互換制度
による他大学の科目の単位を算入することができ
る。

学部 教育研究上の目的 学部 教育研究上の目的

学部学科プログラム 授業料 学部学科プログラム 授業料

（略） （略） （略） （略）

スポーツウエルネ
ス学部

（略） （略）

スポーツウエル
ネス学部

（略） スポーツウエル
ネス学部

（略）

環境学部 環境学部は、自然環境と人間の関係を複
合的な視点でとらえ、環境問題の解決と持
続可能な社会への変革に貢献できる力の
育成を目的とする。文理の枠を超えて幅広
く知識を身につけ、現実の課題と結びつけ
ながら活用できる能力と、環境正義の概念
を理解し、自らの強みを活かしながら、対
話と協働の関係を構築できるリーダーシッ
プを養う。

（新設） （新設）

スポーツ
ウエルネ
ス学部

スポーツ
ウエルネ
ス学部

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

（略） （略）

（略）
スポーツウエルネ

ス学部
（略）

環境学部 675,000 （新設） （新設）
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学則変更の趣旨等を記載した書類 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

令和８（2026）年度からの収容定員を下表のとおり変更する。 

変更前 変更後 増減

収容定員 収容定員 収容定員

文学部 3,672 3,672 0

キリスト教学科 200 200 0

史学科 860 860 0

教育学科 404 404 0

文学科 2,208 2,208 0

経済学部 2,736 2,736 0

経済学科 1,328 1,328 0

会計ファイナンス学科 704 704 0

経済政策学科 704 704 0

理学部 1,168 1,168 0

数学科 264 264 0

物理学科 308 308 0

化学科 308 308 0

生命理学科 288 288 0

社会学部 2,076 2,076 0

社会学科 692 692 0

現代文化学科 692 692 0

メディア社会学科 692 692 0

法学部 2,340 2,340 0

法学科 1,440 1,440 0

政治学科 440 440 0

国際ビジネス法学科 460 460 0

観光学部 1,480 1,480 0

観光学科 780 780 0

交流文化学科 700 700 0

コミュニティ福祉学部 1,400 1,400 0

福祉学科 520 520 0

コミュニティ政策学科 880 880 0

経営学部 1,540 1,540 0

経営学科 920 920 0

国際経営学科 620 620 0

現代心理学部 1,276 1,276 0

心理学科 572 572 0

映像身体学科 704 704 0

異文化コミュニケーション学部 840 840 0

異文化コミュニケーション学科 840 840 0

スポーツウエルネス学部 920 920 0

スポーツウエルネス学科 920 920 0

環境学部 0 816 816

環境学科 0 816 816

19 ,448 20 ,264 816

新学部設置

備考

合計

学部名 学科名

設置等の趣旨（本文）‐2‐



イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

立教大学環境学部を設置する必要性 

１）社会的背景：環境危機の深刻化と大学による環境教育・環境人材育成への期待

現代社会は深刻な環境危機の時代にあるといわれる。国連は、なかでも気候変動、生物多様性の損失、

汚染を三大地球危機（Triple Planetary Crisis）と呼び、その複合的な悪化が地球と人類の今後を阻む

可能性を警告している。自然資源を利用してきた人間社会の発展がついに地球の限界（プラネタリー・バ

ウンダリー）を超えつつあることが指摘され、特に温室効果ガスの蓄積による「地球沸騰化」を早急にく

い止めなければ、人間社会の存続が危ぶまれる状況となっている。 

令和６（2024）年 5 月に閣議決定された日本の「第六次環境基本計画」は、三大地球危機にくわえ、人

口減少と東京一極集中や、経済の長期停滞といった国内の問題も相まって、日本の環境、経済、社会が深

刻な状況に陥っていることへの「強い『危機感』」を示しつつ、持続可能な社会としての「循環共生型社

会」を実現すべく、これまでの経済社会システムの延長線上での対応にとどまらず、システムそのものを

変革（Transformative Change）する必要性を論じている。特に令和２（2020）年に、日本全体としてカ

ーボンニュートラルを 2050年までに達成することが宣言され、令和５（2023）年７月に「脱炭素成長型

経済構造移行推進戦略（ＧＸ推進戦略）」が閣議決定されたことを踏まえ、あらゆる分野で変革、移行を

推進する施策が計画されている。そして、そうした変革の実現に向け、国と大学が連携し、環境人材育成

の積極的な推進と環境研究・技術開発の体制整備に取り組む重要性が示されている。 

このように、環境危機に対処し、従来のシステムそのものを変革するためには、環境に関わる科学的な

知見、アプローチに従い、経済や社会システムへの深い理解を踏まえ、課題に対し創造的に取り組むこと

のできる人材が必要である。環境に関わる文系、理系双方の知識と視座を持ち、総合的な判断、行動をで

きる人材が、政府、地方公共団体、企業、市民団体といったあらゆるセクターで、今求められている。 

また、同じく令和６（2024）年５月に閣議決定された「環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境

教育並びに協働取組の推進に関する基本的な方針」では、日本そして世界の深刻な環境危機を乗り越え

るために、環境教育や環境保全のための協働取組を、個人の行動変容だけでなく、中長期的な社会システ

ムの変革へとつなげていくことを前提に推進していく必要性が詳細に記されている。特に大学の役割と

して、環境課題に関する研究促進にくわえ、幼少中高を通じた学校教育や地域・民間団体等との対話と協

働を通じた学びへの参画と促進、産官学民の様々な主体をつなぎながら環境を軸とした学生や地域住民、

事業者等への教育機会の提供推進を通じ、社会変革の担い手を育成することへの期待が示されている。

また、今後のわが国の最重要課題のひとつとして、若者の社会変革への参加の促進が挙げられ、若者が環

境問題について関心やアイデアを発信する機会や、実際の社会での活動に参画する機会を通じ、経験を

通じて社会を変革する力を育んでいくことの重要性が強調されている。 

こうした協働取組と若者の参画を通じた社会変革は、環境課題だけでなく、現代社会が直面するあらゆ

る課題の解決に向けて求められる。若者を含む様々な主体をつなぎ、その参画を得て、対話と協働を通じ

て課題解決に取り組んでいくことが、社会変革を生む原動力になる。つまり、対話の関係を築きながら協

働取組を促し広げることのできる人材の育成が、今、広く求められている。 例えば、気候変動問題に関

していえば、現在の化石燃料依存型の社会システムをどのように評価し、どのようにリデザインするか、
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その移行過程で忘れてはならないことは何か、社会変革に向けた課題を考え、関係者との対話と協働を

通じ、解決策を実践していくことが重要である。 

また、その実践において、環境正義を重要な視点としてそなえ、ありとあらゆる人々の暮らしと健全な

生態系が持続可能なものとなるよう取り組んでいかなければならない。環境危機やその対応の中で、特

にシステムの変革を進める過程では、取り残されたり、しわ寄せを受けたりする人たちが生まれる。こう

した人々の存在に注意を払い、格差を是正しながら公正な過程を通じ課題解決に取り組むことができる

人、つまり環境正義の視点を持ちながら社会変革に取り組むことのできる人の育成が、今、急務となって

いる。 

環境問題は科学的な調査、分析、シミュレーション等により明らかになり、データに基づいて対策が講

じられる。環境問題やその対策が経済に及ぼす影響もデータに基づく分析が必要である。環境課題への

取り組みには、様々なデータの解析、統計処理、ＧＩＳやＧＰＳといった情報技術が不可欠であり、デー

タサイエンスや情報技術を十分に活用できることも重要である。ＤＸ（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）とＧＸが同時進行で進むなか、環境負荷を低減しつつ人間性を尊重した新しい社会インフラを創

造する力のある人材育成が急務となっている。 

【参考資料 URL】 

１）第六次環境基本計画

https://www.env.go.jp/council/02policy/41124_00012.html 

２）脱炭素成長型経済構造移行推進戦略（ＧＸ推進戦略）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/index.html 

３）環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組の推進に関する基本的な方針

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01376.html 

２）日本の大学における環境教育・環境人材育成

このように、環境危機の時代を乗り越える新しい経済社会システムへの変革を担う力・人材の育成が強

く期待される中、大学教育には、そうした社会的要請に応える新たな教育の創造が求められている。日本

の大学における環境教育・人材育成の取組は、1970 年代に理工系領域で「環境」を名称に含む学部・学

科開設が広がり、1990 年代に入って社会科学領域や学際領域でも「環境」系学部・学科開設が進んだ。

2000年代に入ると、平成 17（2005）年から開始された「持続可能な開発のための教育の 10年」とも連動

しながら、文科省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）」（公募テーマの一つに「持続可能

な社会につながる環境教育の推進」を提示、採択 30件）、環境省「アジア環境人材育成イニシアティブ推

進事業」（採択 11大学）、文科省「戦略的環境リーダー育成拠点形成事業」（採択 17大学）等の施策によ

り新たなプログラム開発とネットワーク構築が促され、平成 23（2011）年には大学・企業・行政・ＮＰ

Ｏ等の連携プラットフォームとして「環境人材育成コンソーシアム」が発足した。現在、1970 年代から

1990 年代にかけて広く設置された環境系学部・学科・研究科等の多くが各大学内の改組等を経て姿を変

え、2000 年代以降開発された環境人材育成プログラムやコンソーシアムは多くが取り組みを縮小、中断

している。環境問題がグローバル化し、その解決へ向けた取り組みも高度化・複雑化するとともに、これ

までの経済社会システムの延長線上に持続可能な未来はないことが広く認識されるいま、これまでとは
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異なる新たな教育の創造を、時限型プログラムではなく学部・学科の設置による大学の責任として真正

面から取り組む必要がある。 

一方、文科省は令和４年度第２次補正予算にもとづき「成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に

向けた基金による継続的支援（以下、大学・高専機能強化支援事業）」を実施してきた。脱炭素やデジタ

ル化の進展といった世界の潮流にもとづく産業構造の抜本的変革を踏まえた教育・人材育成の「成長と

分配の好循環」を実現するために、意欲ある大学等の「大胆な組織再編」が支援される施策であり、特に

理工系教育の充実が期待されている。 

３）立教大学に環境学部を設置する必要性

このように、環境危機の時代を乗り越えるため、またグリーン・デジタルといった世界の潮流に合致す

る成長分野をけん引するため、大学教育が経済社会システム変革を担う力・人材を育成する新しい教育

に本腰を据えて取り組むことが求められる状況を踏まえ、立教大学は「環境学部環境学科」を設置するこ

とを決意し、上述の「大学・高専機能強化支援事業」において令和５年度の選定を受けた。 

本学は、建学から 150年間、「Pro Deo et Patria ― 普遍的なる真理を探求し、私たちの世界、社会、

隣人のために」をその精神として掲げ、キリスト教と「リベラルアーツ」に基づく教育を推進してきた。

イギリス国教会にルーツを持つ聖公会を礎とし、設立当初から単に既存の職業に就く能力を育成するの

ではなく「人格の陶冶」を支えることを目指してきた本学のリベラルアーツ教育は、「学びの精神～なぜ

学ぶのか」「学びの技法～どのように学ぶのか」を理学部、社会学部、経済学部、経営学部、法学部とい

った多様な専門領域を横断しながら考える全学共通科目にくわえ、サービスラーニングなど実践的な学

びを重視する複合的なカリキュラムとして進化し、「専門性に立つ教養人」を育ててきた。 

また、平成 18（2006）年度の経営学部開設とともに本学が他大学に先駆けて開発、蓄積してきたリー

ダーシップ教育は、「シェアド・リーダーシップ」の理念に基づき、「権限やカリスマ性が無くとも、チー

ムをまとめ、活性化し、仲間の力を引き出すことができる『柔らかなリーダーシップ』」を育てることを

掲げ、広く社会から評価されてきた。平成 25（2013）年度からは、経営学部以外の学生も履修できる全

学プログラムとして「グローバル・リーダーシップ・プログラム（立教ＧＬＰ）」を展開し、連携企業が

提示する課題に対し学生がチームで取り組む「リーダーシップ入門」など、現場・社会の実状と学修をつ

なげながら自身と仲間のリーダーシップを育む科目を開講し、学生からも大変高い人気を集めている。 

さらに、立教大学は、「専門性に立つグローバル教養人」を育成することを目指すグローバル教育プロ

グラムを全学的に展開している。「英語ディベート」の必修化や「専門領域を英語で学ぶ」ための段階的

科目開講、「複言語・複文化主義」に基づく第二外国語教育の充実、中・長期海外留学プログラムにくわ

え、グローバル教育センターが提供する海外ワークエクスペリエンスや国連ユースボランティア、「国際

協力人材育成」プログラムなどの実践科目を通じ、充実したグローバル教育を実施し、社会的に高い評価

を得ている。 

このように本学が他大学に先駆けて発展させてきたリベラルアーツ教育、リーダーシップ教育、グロー

バル教育の豊富な特色ある実績を土台としつつ、理学部、法学部、経済学部、経営学部などを含む既存の

11 学部、理学研究科・法学研究科・経済学研究科など 15 研究科、ＥＳＤ研究所や共生社会研究センター

などの研究機関の活動のなかで展開されてきた環境課題への取組も基盤とし、環境学部環境学科（以下、

本学部という）を開設する。「リベラルアーツとサイエンスを軸にした立教型環境リーダーの育成」を掲
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げ、環境問題の解決と持続可能な社会の実現に向けて、グローカルかつ分野横断的な対話と協働に基づ

き行動できる力を育てることを目指す。立教大学にとっては、理学部に次ぐ２番目の自然科学系領域を

柱に含む学部の誕生となり、<Global Liberal Arts & Sciences>教育の学内モデルとして全学に共有す

る役割を率先して担うこととなる。 

本学部では、文理の枠を超える多角的な視座と持続可能な世界への変革を担う実践力を育成すること

をコンセプトとし、実績を重ねてきたリベラルアーツ教育、リーダーシップ教育、グローバル教育を発展

させた教育プログラムを編成する。国内外のフィールドでの学びを重視し、様々な専門家・関係者と対話

し協働するための「つなぐ」リーダーシップを育てて、「次代を担う新しい環境リーダー」の輩出を推進

する。日本の首都、また世界有数の都市である東京を拠点とし、全国・世界から学生が集う大学として、

環境省をはじめとする国の環境行政中枢機関や、都・区市町村自治体、都内を本拠地とする企業やＮＧＯ

／ＮＰＯなどと緊密に連携しつつ、全国・海外の地域社会とのネットワークを構築し、各地域が直面する

環境課題にローカル且つグローバルな視野から取り組む協働のつながりのハブとなることを目指してい

く。 

また、本学部は、「環境正義」の理念を前面に掲げ学部教育全体を通じ追求していくが、これも国内の

大学にはまだほとんど見られない重要な特徴のひとつとなる。人々の暮らしやあらゆる生命に様々な悪

影響を及ぼす気候変動や公害などの環境問題について、特に社会的、経済的に弱い立場におかれている

人がより深刻な被害を受けやすいこと、また対策の実施に当たっても、取り残される人やしわ寄せを受

ける人が出やすいことを認識し、公正な社会と環境の保全をともに実現することが必要だとする「環境

正義」の考え方は、近年、国際社会でその重要性が盛んに論じられ、先述の「第六次環境基本計画」をは

じめ日本の政策においても言及されるようになっている。キリスト教理念にもとづき、世界の隣人を愛

し、苦しむものへの共感性を育むことを是とする本学であるからこそ、この理念を基軸とし、すべての学

生に、「環境正義」のために自身の専門性を活かすことへの意識を育み、さらに学外の環境課題に関わる

人たちがこの理念を共有してともに働くネットワークを築くハブとなる。そして、令和５年度の大学・高

専機能強化支援事業「学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援（支援１）」においても本学

部の構想が選定されており、現在大学・高専成長分野転換支援基金助成金支援を受けながら学部設置に

向け準備を進めている。 

なお、本申請による収容定員の増加は、地域における大学の振興及び若者の雇用機会の創出による若者

の修学及び就業の促進に関する法律（平成 30年法律第 37号）第 13条第２号の規定を活用するものであ

り、特定地域内学部収容定員の増加に係る届出書類は別途提出済みである（資料１）。 

以上を踏まえ、本学が目指す、<Global Liberal Arts & Sciences>教育の学内モデルとして全学に共

有する役割を率先して担いながら、文理の枠を超える多角的な視座と持続可能な世界への変革を担う実

践力を育成し、次代を担う新しい「環境リーダー」を多く輩出するため、本学部の定員を入学定員 204人、

収容定員 816人とする。 
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ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（１）教育課程の変更内容について

１．環境学部環境学科 

本学部の教育理念は、環境危機に取り組む観点から、対話と協働の関係を構築できるリーダーシップを

育むことであり、リベラルアーツ教育、リーダーシップ教育、フィールド教育を３つの柱とし、「環境正

義」の理念と社会変革への意志を共有した、次代を担う「環境リーダー」の育成を目指す。また、環境学

の特定の分野に限った教育ではなく、文理の枠を超え、環境学に関する幅広い学問分野を融合的に学び、

現代の環境問題にアプローチすることとしている。新設する本学部のカリキュラムにおいては、本学が

目指す、文理融合の<Global Liberal Arts & Sciences>教育の学内モデルとして文理の枠を超え、複数

の学問分野を融合的に学ぶことをめざし、多様な専門分野の講義科目を配置する。具体的には全体とし

て「環境正義」の理念と社会変革への意志の共有を基盤に、リベラルアーツ教育、環境リーダーシッププ

ログラム、フィールド学習を３つの柱とする。

また、文理の枠を超える多角的な視座と持続可能な世界への変革を担う実践力を育成するカリキュラ

ム体系とするため、主に(1)社会科学・自然科学の基礎を学ぶ「基幹科目」、(2)人文社会科学・自然科学

の様々な分野を含む 50以上の「発展科目」、(3)国内外の現場での学びやリーダーシップなどの実践力を

習得する「実践科目」の３つの科目区分を中心に構成し、それらに応じた科目を配置する。 

２．全学共通科目 

本申請における収容定員の増減は、環境学部環境学科合計で収容定員が 816人増加することになる。 

本学では、全ての学部学生が履修することができる全学共通科目を開講し、全ての学部学生に 28単位

の修得を卒業要件として求めている。全学共通科目は、各学部ではなく全学共通カリキュラム運営セン

ターが運営しているため、収容定員の増減及び新学部設置による教育課程の変更はない。また、全学共通

科目は、言語系（外国語のコミュニケーション能力と異文化対応能力を培うための科目群）と総合系（広

い視野と総合的な判断力をベースに、現代に対応した総合的な知性と感性を養うための科目群）に大別

されるが、前者のうち英語関連科目のみで 1,000 以上、後者で 700 以上（ともにシラバス検索結果／同

一科目名称で複数開講している科目を含む。）の多種多様な科目を開講している。本申請により、開講科

目の種類を増加させることはないが、少人数で開講している必修の言語系科目やスポーツ実習科目につ

いては、開講コマ数を増加する。 

（２）教育方法及び履修指導方法の変更内容について

１．環境学部環境学科 

（新設学部の専門科目の教育方法及び履修指導方法） 

本学では、全ての学部が、教育課程を「全学共通科目」（「言語系科目」及び「総合系科目」）と「専門

科目」に大別することとしており、本学部においてもそれに倣う。「専門科目」は、学年の進行に従って
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配置し、学修の基盤、学習の核そして問題意識の拡大のため、「専門必修科目」、「基幹科目」、「発展科目」、

「実践科目」、「卒業論文・プロジェクト関係科目」、「専門導入科目」及び「専門関連科目」に区分する。 

【専門科目－専門必修科目】 

環境学部での学修を通じ、一つの立場、一つの考え方にとらわれず、文理の壁を越えた様々な分野にま

たがる視野・視点・視座から物事をとらえ、「環境正義」の理念に立って、環境に関する知識やスキルを

現場の実状と関連づけて実践的に活用し、社会の変革に参画する意志と力を育んでいくための素地を形

成する科目群を、初年次生向け専門必修科目として設定する。科目構成は表のとおりである。 

形態 配当学期 科目名称 概要 

講義 １年次 

春 

リベラルアーツとし

ての環境学原論１ 

環境学の多様なアプローチとその関係性を春学期・秋学

期の１年を通して学びながら、教員と学生のそれぞれが

環境正義にもとづく環境問題の解決と持続可能な社会

の実現に向けてどのような役割を担うのかをともに考

える。 

講義 １年次 

秋 

リベラルアーツとし

ての環境学原論２ 

講義 

＋実験 

１年次 

春 

環境科学入門１ 地球環境に関する基本的な知識と現代の環境問題を理

解するための自然科学的な基礎を学ぶ。１では化学と生

物学、２では気候学、気象学、地学とデータサイエンス

を扱い、各分野の講義・実習をそれぞれの専門性を持つ

教員がオムニバス形式で担当する。 

講義 

＋実験 

１年次 

秋 

環境科学入門２ 

実習 １年次 

通年 

環境フィールドスタ

ディ１ 

実際の地域課題や現地の自然環境を題材として、様々な

学問分野の知識や視点がどのように関連しているかを

学ぶ。文理をまたぐ複数の教員が同行し、それぞれの視

座から、環境正義にもとづく持続可能な地域づくりを議

論、指導しながら、現場の多様な人・組織との対話・協

働を体験的に学ぶ。 

【専門科目－基幹科目】 

環境学部における専門的な学修の基礎を構築する基幹科目を、初年次より選択し履修する。環境に関わ

る重要なトピックについて、文理を横断する多様な専門性を持つ教員陣が異なる視点・視座にもとづく

対話を通じ多角的に取り上げる科目群「Ａ：環境総合」、人文・社会科学系の基礎を学ぶ科目群「Ｂ：人

間と社会」、自然科学系の基礎を学ぶ科目群「Ｃ：科学と技術」を設定する。Ａより４単位以上、ＢとＣ

よりそれぞれ６単位以上の履修を求め、すべての学生が文理をまたぐ多角的な視座、異なる専門性をつ

なぐ意識を獲得する機会とする。 

区分 科目名称 

Ａ：環境総合 気候変動とカーボンニュートラル 

生物多様性とネイチャーポジティブ 
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文理を横断する多様な専門性を持つ教員陣が

異なる視点・視座にもとづく対話を通じ多角的

に環境課題を論じる 

環境汚染・公害とわたしたちの社会 

資源循環とサーキュラーエコノミー 

環境アセスメントと持続可能な開発 

環境データサイエンス 

Ｂ：人間と社会 

人文・社会科学系の基礎を学ぶ 

自然環境と人間社会 

環境倫理 

環境教育・ＥＳＤとシティズンシップ 

環境法入門 

環境政策・経済学入門 

環境学のための社会調査法入門 

Environmental Issues in Japan and the World 

Ｃ：科学と技術 

自然科学系の基礎を学ぶ 

環境統計学基礎 

環境物理学基礎 

環境化学基礎 

環境生物学基礎 

環境地学基礎 

環境デザイン・マネジメント 

Natural Science of Triple Planetary Crisis 

【専門科目－発展科目】 

発展科目は、環境学を構成する自然科学領域、人文・社会科学領域、環境総合領域の多様な分野から構

成される科目群である。自然科学領域においては、化学、生物・生態学、気候・気象学、環境史学を柱と

して、講義と実験・実習科目を設置する。人文・社会科学領域においては、法学、政策学、経済学、社会

学、教育学を柱として、文学やアート、環境課題解決に不可欠な対話と協働を実現するための心理学、フ

ァシリテーションやコーディネーションといった実践的な知識・技能も取り上げる。環境総合領域にお

いては、文理の枠を越えて環境課題をとらえるための科目を設置する。 

【専門科目－実践科目】 

実践科目は、持続可能な未来に向けた対話と協働を導く「環境リーダーシップＥＬ１～４」、環境課題

の現場で実践的な活動を行う「フィールドスタディ２」「短期フィールドワークＡ～Ｃ」「長期フィールド

ワークＡ～Ｅ」、社会変革へ向け行動する力と意志を育む「短期・長期ワークエクスペリエンスＡ・Ｂ」

「プロジェクト実習Ａ・Ｂ」、環境と人間をつなぐ「インタープリテーション実習」「Environmental 

Interpretation in English」「野外活動実習」から構成される。 

【専門科目－卒業論文・プロジェクト関係科目】 

卒業論文・プロジェクト関係科目は、学問的な研究を行い論文を執筆する「卒業論文」、または実際の

課題解決を自ら計画・実行する「卒業プロジェクト」が用意され、これらのいずれかを選択して履修する。

加えて「卒業論文・プロジェクト演習１・２」とそれに先立つ「専門演習１・２」により、論文の執筆指

設置等の趣旨（本文）‐9‐



導、プロジェクトの立案、実行に関する指導、そのための専門知識の獲得や議論を行う。学生同士、学生

と教員が分野の垣根を越えて交流し環境学の全体像を描くことを目的とする「環境コロキウム１・２」を

開講する。 

【専門科目－専門導入科目】 

専門導入科目は、高校の理系科目の履修の差を埋める科目として展開し、数学、物理、化学、生物の内

容を取り上げ、大学での学修への円滑な移行を目的とする。 

【専門科目－専門関連科目】 

専門関連科目は、教育職員免許状取得のための要件となる教科及び教科の指導法に関する科目を展開

している。 

２．全学共通科目 

全学共通科目は、各学部ではなく全学共通カリキュラム運営センターが運営しているため、収容定員の

増減及び新学部設置による教育方法及び履修指導方法は既存学部と同様である。 

（３）教員組織の変更内容について

１．環境学部環境学科 

（新設学部の教員組織） 

基幹教員数は 18人、うち半数の９名を教授、残る半数を准教授で構成する。 

本学部の理念を実現するために、文理の枠を越えた多様な専門分野に根ざしながら環境課題に関わる

研究と実践、教育の最先端で活躍し、環境正義にもとづく社会変革に向けた教育と研究を担う意志を共

有する教員により構成する。また、文理融合・リベラルアーツ教育、現場と密接に連携する実践教育、対

話と協働を実現するリーダーシップ教育を軸に、環境正義の理念を共有する環境リーダーを育成する本

学部の教育目標や教育課程等に共感し、分野を越えたチームティーチングの充実と、そのためのＦＤ活

動等に熱意を注ぐことができ、これまでの経験に基づき貢献する力を持つ者で構成する。 

本学部が研究対象とする中心的な学問分野は「環境学」であるが、教育研究上の目的のなかで「自然環

境と人間の関係を複合的な視点でとらえること」「文理の枠を越え幅広く知識を得ること」を強調してい

るとおり、自然科学、人文社会科学の多様な領域を幅広く扱いながら、環境課題の解決や持続可能な社会

への変革につながる実践的な環境学研究・教育を展開していくことを計画している。これを担うために、

環境化学、生命科学、生物学、気候力学、環境史学、環境工学、環境デザイン学、環境地理学、環境政策

学、環境経済学、環境法学、環境社会学、環境教育学、経営学といった、環境学を支える多様な分野の専

門家集団として教員組織を構成する（下表参照）。 

基幹教員全員が、大学等の機関や研究所での実務経験を持ち、１名を除き博士の学位を取得、残る１名

も環境分野において官民セクター双方をまたぐ豊富な実務経験と大学院指導経験を持つ。すべての教員

が、環境学および各専門分野において高度の教育研究上の指導能力、業績等を有する。 
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No 職位 専門分野 No 職位 専門分野 

① 教授 環境化学 ⑩ 准教授 地理学 

② 教授 環境化学 ⑪ 教授 環境政策学 

③ 教授 環境化学工学 ⑫ 准教授 環境政策学 

④ 教授 海洋生物学、環境保全学 ⑬ 教授 環境政策学 

⑤ 准教授 生命科学 ⑭ 准教授 国際法学、環境法学 

⑥ 准教授 気候力学 ⑮ 教授 環境教育学 

⑦ 准教授 環境史学、古気候学 ⑯ 教授 環境社会学 

⑧ 准教授 環境デザイン学 ⑰ 准教授 環境経済学 

⑨ 准教授 環境工学 ⑱ 教授 経営学、組織行動論 

また、専門科目における主要科目区分ごとの基幹教員の配置状況は以下の通りであり、適切に基幹教員

を配置している。 

区分 割合 

専門必修科目 97.3％ 

基幹科目 77.2％ 

発展科目 57.1％ 

実践科目 91.5％ 

卒業論文・卒業プロジェクト関係科目 100.0％ 

２．全学共通科目 

全学共通科目の担当教員は、予め定められた基準に基づいて各学部から選出される専任教員と兼任教

員とで構成している。従って、新設する環境学部が選出の対象となる以外に、本申請による変更はない。 

（４）施設・設備の変更内容について

（新設学部の施設・設備の利用予定） 

教員の研究室は本学での基準に則り、令和７（2025）年度中に完成予定の新教育研究棟にて各専任教員

に 20㎡の研究室が割り当てられる。教員間の日常的な議論やコミュニケーションが可能となるような工

夫をしながら配置する予定である。 

教室は池袋キャンパスに設置されている教室を他学部・他研究科と共有して使用する。また、本学部の

設置により、池袋キャンパスの在籍学生数が増加するが、令和６（2024）年度および令和９（2027）年度

にキャンパス既存施設の改修により教室を増加する。本学部の設置により在籍学生数が増加したとして

も、完成年度となる 2029年までには教室増加の対応がなされ、池袋キャンパスにおける教育研究に支障

はない。 
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また、本学部が実験及び実習で使用する施設・設備は以下のとおりである。 

施設名 利用内容 

学生実験室（100㎡×1＝100 ㎡） 環境科学入門 1、環境化学実習、環境生命実習の実習で

使用する。赤外分光装置や紫外可視吸光分光装置などの

化が分析装置や、顕微鏡、インキュベーターなどを設置

する。各種サンプルの化学分析や、生物の顕微鏡観察、

インキュベーターによる培養などを行う。

サーバー室（20㎡×1＝20㎡） 気象データの取得、解析を行うためのサーバーを設置す

る。 

本学部では上記で述べた施設・設備について、現在、（仮称）新ミッチェル館の建設計画工事（令和８

年（2026 年）度中に竣工予定）を進めており、収容定員が増加しても現在と同等以上の教育研究内容を

担保することができる。また、本学部のカリキュラムでは実験科目は主に２年次以降（令和９年（2027年）

度）に配置されていることや、実験施設を一か所に集中して設置する集約型施設にすることで、学年進行

によって在籍学生数が増加した場合でも、本学部が目指す教育研究をより効率的に行うことができるよ

うになる。 
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（１）新設組織の概要

①新設組織の概要

新設組織 入学定員 編入学定員 収容定員 
所在地 

（教育研究を行うキャンパス） 

立教大学 

環境学部環境学科 
204名 なし 816名 東京都豊島区西池袋 3-34-1 

②新設組織の特色

■養成する人材像、学位の分野を踏まえた新設組織の特色

立教大学（以下、「本学」という）は、環境学部環境学科（以下、「本学部」という）を新

設することを予定している。 

本学部の教育研究上の目的は「自然環境と人間の関係を複合的な視点でとらえ、環境問題

の解決と持続可能な社会への変革に貢献できる力の育成を目的とする。文理の枠を超えて

幅広く知識を身につけ、現実の課題と結びつけながら活用できる能力と、環境正義の概念を

理解し、自らの強みを活かしながら、対話と協働の関係を構築できるリーダーシップを養

う。」である。 

この目的に基づいて、次のような人材を養成する。 

１）環境に関する基礎知識を自然科学・社会科学・人文科学の観点から幅広く身につけ、

現実の課題と結びつけながら理解できる人材 

２）自然環境を科学的に捉え、社会経済システムに関わる技術と学識をそれぞれの立場で

活用できる人材 

３）様々な関係者や異なる分野の専門家を対話を通じてつなぎ、協働の関係を構築しなが

ら、地域社会及び国際社会に貢献できる人材 

４）“Environmental Justice”（環境正義）の概念を理解し、環境問題の解決とサステナ

ブル社会への変革のために行動できる人材 

学位の分野は、本学のこれまでの教育・研究の実績と成果を基盤として、理学関係、法学

関係、経済学関係の学際・複合領域とする。 

本学部カリキュラムの特色は、次の４点である。 

第一に、文理を融合したリベラルアーツ教育を行う。本学が創立以来、150年にわたって

実践してきたリベラルアーツ教育を「環境学」をテーマに取り組み、文理を融合したカリキ

ュラムを編成する。また、本学の既設組織である理学部、法学部、経済学部等で積み重ねて

きた教育研究の実績を基盤に、「環境学」が有する学際性に配慮した多様な科目群を展開す

る。 

学生確保（本文）-2-



第二に、フィールドで実践力を身につける。１年次必修科目であるフィールドスタディに

始まり、４年間で国内外に赴き、その土地ごとの環境問題を実際に経験するだけでなく、フ

ィールドワークやプロジェクト実習といった実践系科目では、その課題に取り組み、環境問

題の解決に貢献する実践力を身につける。 

第三に、対話と協働を導くリーダーシップを身につける。本学では、「チームの目標達成

に向けて全員が発揮できるリーダーシップ」を立教型リーダーシップと呼び、全学共通科目

としてグローバルリーダーシッププログラム（ＧＬＰ）や経営学部によるビジネスリーダー

シッププログラム（ＢＬＰ）を展開してきた実績と経験を活用して、環境学部独自のプログ

ラムとして、様々な専門家や利害関係者、ステークホルダーとの間で対話と協働を導く力を

育成する「環境リーダーシッププログラム（ＥＬＰ）」を展開する。 

最後に、“Environmental Justice”「環境正義」の理念に基づく社会変革への意思を共有

する。環境問題が地域間、世代間等で不公正性を有していることを認識し、「環境正義」の

理念を尊重しながら、環境課題の解決にあたることができる力を育むカリキュラムを編成

する。 

■新設組織と関連する既設組織 

新設する環境学部環境学科は、本学が創立以来実践してきたリベラルアーツ教育と、既設

組織の教育研究活動の実績に基づいて設置するものであり、特に、理学部化学科、法学部法

学科、経済学部経済学科を基盤とするものである。なお、これら学部学科において新設組織

開設後の改編等の予定はない。 

既設組織 入学定員 編入学定員 収容定員 
所在地 

（教育研究を行うキャンパス） 

立教大学 

理学部化学科 
77名 なし 308名 東京都豊島区西池袋 3-34-1 

立教大学 

法学部法学科 
360名 なし 1,440名 東京都豊島区西池袋 3-34-1 

立教大学 

経済学部経済学科 
332名 なし 1,328名 東京都豊島区西池袋 3-34-1 
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（２）人材需要の社会的な動向等 

①新設組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析 

「高等教育をはじめとする教育の在り方について、国としての方向性を明確にするとと

もに、誰もが生涯にわたって学び続け学び直しができるよう、教育と社会との接続の多様

化・柔軟化を推進する」ことを目的として、令和３年 12月に設置が閣議決定された、内閣

総理大臣を議長とする教育未来創造会議による、令和４年５月 10日付「我が国の未来をけ

ん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言）」では、脱炭素化の推進にあたり

「2050 カーボンニュートラル表明自治体のうち、約９割が外部人材の知見を必要とする」

ことから、これらの知見を有するいわゆる「グリーン人材」が不足することを指摘し、今後

の基本的考え方の一つに「社会課題への対応、SDGs への貢献」を挙げて「国民全体のデジ

タルリテラシーの向上を図るとともに、地球規模の課題である脱炭素社会の構築、再生可能

エネルギーの活用、地方創生などの課題解決による価値創造を推進し、Society5.0 と持続

可能な開発目標（SDGs）達成の双方を実現する『Society5.0 for SDGs』に向けて取り組む」

こととしている。また、目指したい人材育成の在り方として、「デジタル、人工知能、グリ

ーン（脱炭素化など）、農業、観光など科学技術や地域振興の成長分野をけん引する高度専

門人材の育成」を重視することが示された。 

また、令和６年５月 14日に閣議決定された、文部科学省と環境省による「環境保全活動、

環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組の推進に関する基本的な方針」では、異

常高温等の気候変動の危機を踏まえて 2050年カーボンニュートラルの実現をはじめとした

持続可能な社会への変革が急務であることを指摘し、社会変革における若者の参画、環境教

育等に取り組む人材の確保・育成に向けて取り組んでいくことが示された。こうした国・政

府等の「グリーン人材」育成に向けた諸方針について、本学部はその教育・研究の面から貢

献することができるものである。 

さらに、前掲した「環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組の

推進に関する基本的な方針」においては、環境教育で育みたい力として、 

・問題や現象の背景を理解する力 

・多面的かつ総合的なものの見方を重視し体系的に思考する力（システム思考） 

・物事を批判的にとらえ代替案を思考する力（クリティカル思考） 

・創造的に思考する力 

・未来像を予測して計画を立てる力 

・データや情報を分析する力 

・協調的に課題を解決する力 

・複雑さやリスクに対応する力 

・コミュニケーションをとる力 

・リーダーシップを発揮する力 
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・シティズンシップを発揮して市民として参加する力 など 

を例示しており、これらは、前述した本学部の育成する人材像とも合致するものである。 

続けて、同方針では、環境教育の実践において大切にしたい点について、 

・環境「の中で」「について」「のため」の教育を状況や目的に応じ組み合わせること 

・人々の個性や多様性を尊重し、安心して参加できる環境を整えること 

・多様な立場や状況、価値観の人々の間の対等な出会いを促すこと 

・学習者の気づきや力を引き出し、学び合いを促進すること（ファシリテーション） 

・主体は「教える人」ではなく「学ぶ人」であることを意識し、自己決定を尊重すること 

・学習者自らが感性を働かせて考えるプロセスを設けること 

・各自の考えや学びの結果を共有し、振り返るプロセスを設けること 

・事物や事象の背後にある意味や関係性を解くこと（インタープリテーション） 

・人と人、人と自然、人と地域・社会のつながりを十分に意識すること 

・経済や社会との関係に留意し、環境、経済、社会の統合的な向上を意識すること 

・活動に遊びや創造の要素を取り入れること 

・日常での体験に加え、旅などの非日常的な体験において感動や学びを引き出すこと 

・特定の結論や価値観に誘導しないよう留意すること 

・個人の行動だけでなく、組織や地域等における集団の取組を重視すること 

などを示しており、この点も、本学部の特色と適合するものであり、本学部が育成しようと

する人材への社会的需要が認められると考える。 

なお、本学が位置する東京都豊島区では、「豊島区環境基本計画（2019-2030）」において、

「みんなが主役―文化とともに発展するエコシティとしま」を推進している。本学部はこの

ような地域課題や豊島区の重点政策に対しても、教育研究の両面でアプローチが可能であ

り、本学部が輩出する人材への需要は地域的にも大いに存在するものである。 

学校法人河合塾がまとめた「2024 年度私立大入試結果」によれば、表１のとおり、私立

大学全体の志願者総数が令和４（2022）年度から令和６（2024）年度にかけて減少傾向であ

ることに対し、本学部の学部系統としてもっとも近しい「総合・環境・情報・人間」系統は、

同３年度間で大きな増減がなく推移しており、今後も安定して志願者を集めることが期待

できる。 

【表１：私立大学志願者数の推移】 

2022年度 2023年度 前年比 2024年度 前年比 

全体 3,206,705人 3,081,623人 96.1％ 3,046,822人 98.9％ 

総合・環境・

情報・人間 
132,250 人 132,697人 100.3％ 132,661 人 99.9％ 

（出典：学校法人河合塾「2024年度私立大入試結果」より作成） 
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【参考資料 URL】 

１）我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言） 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouikumirai/teigen.html 

２）環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組の推進に関する基本

的な方針 

 https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01376.html 

３）豊島区環境基本計画（2019-2030） 

https://www.city.toshima.lg.jp/148/kuse/shisaku/shisaku/kekaku/008719.html 

４）河合塾「2024年度私立大入試結果」 

https://www.keinet.ne.jp/exam/past/pdf/24s_zentai.pdf 

②中長期的な 18歳人口等対象人口の全国的、地域的動向の分析 

令和７年１月の中央教育審議会大学分科会（第 181回）の資料によれば、18歳人口は 2026

年の 109万人から 2035年には 96万人と、およそ 13万人減少するとされており、全国的に

18 歳人口の減少には歯止めがかかっていない。また、本学が立地する東京都と埼玉県、ま

たこれに隣接する千葉県及び神奈川県（以下「一都三県」という）の 18歳人口の推計にお

いても全国と同様に減少傾向にある（表２）。 

【表２：一都三県の 18歳人口予測】 （単位：万人） 

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 

埼玉県 6.2 6.1 6.1 6.0 6.0 5.9 5.9 5.9 5.6 

千葉県 5.2 5.1 5.1 5.1 5.0 5.0 5.0 4.9 4.7 

東京都 10.5 10.6 10.6 10.3 10.3 10.4 10.6 10.6 10.3 

神奈川県 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.3 7.3 7.3 7.0 

（出典：株式会社教育企画センターが学校基本調査をもとに作成した資料 

https://www.pcpe.jp/blog/20240325-223/を加工して作成） 

その一方で、大学（学部）への進学者の推移を見ると、表３のとおり本学における入学者

の主な出身都道府県である一都三県では大きく減少することなく、維持ないし増加傾向で

推移している。本学では、志願者の約８割が一都三県の出身者で構成されているため、全国

的な 18歳人口の減少傾向の影響を一定程度受けるものの、大学進学率の上昇に伴って、今

後も入学者数を確保できることが見込まれる。よって、新設学部の十分な定員充足が可能で

あるといえる。 
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【表３：全国および一都三県の大学（学部）進学者数の推移】 （単位：人） 

令和３（2021） 令和４（2022） 令和５（2023） 令和６（2024） 

全国 534,312 546,589 546,498 535,721 

埼玉県 31,214 32,130 32,155 31,792 

千葉県 26,437 27,354 27,277 26,830 

東京都 66,352 68,782 68,980 68,115 

神奈川県 39,004 40,847 41,045 40,364 

（出典：令和３年度～同６年度学校基本調査をもとに作成） 

【参考資料 URL】 

中央教育審議会大学分科会（第 181回）資料 

https://www.mext.go.jp/content/20250128-mxt_koutou02-000039884_14.pdf 

③新設組織の主な学生募集地域 

■主な学生募集地域 

本学既設学部の一般選抜における出身高校所在地域別の入学者数は表４のとおりであり、

全体の 78.9％が一都三県で構成されている。こうした状況を踏まえて、本学部では一都三

県を主な学生募集地域として設定する。ただし、環境問題は都市部でのみ生じているわけで

はないこと、学生の多様化を促す意味からも、全国から学生を確保することができるように

周知・ＰＲ活動に取り組む。 

【表４：令和６（2024）年度一般選抜の出身高校所在地域別状況】 

志願者数 合格者数 入学者数 

北海道・東北 1,562 388 67 

北関東 3,050 819 153 

一都三県 44,399 12,987 2,101 

甲信越・東海 4,022 1,143 204 

近畿 828 150 28 

中国 600 156 20 

四国 301 82 14 

九州・沖縄 1,375 297 54 

その他（外国等） 358 72 19 

合計 56,495 16,094 2,660 

また、資料１のとおり、本学部を設置する東京都の状況を見ると、一都三県に所在する高

等学校の出身者でおよそ７割を構成しており、本学既設学部の状況と同様の傾向が見て取

学生確保（本文）-7-

https://www.mext.go.jp/content/20250128-mxt_koutou02-000039884_14.pdf


れる。さらに、日本私立学校振興・共済事業団が作成する「私立大学・短期大学等入学志願

動向」によれば、東京都の大学・学部の定員充足状況（資料１）は直近３年度に 103％前後

で推移しており、学生の確保が充分に可能な地域であると言える。 

④既設組織の定員充足の状況

既設組織の入学定員の直近５年間の充足状況については、資料２のとおりである。いずれ

の学科においても、年度による変動は見られるものの、おおむね安定して 0.95～1.00で推

移していることから、本学のＰＲ・広報活動が一定の成果を挙げており、新設学部において

も定員の充足は可能であると考える。なお、一部の既設組織において、0.9を下回る入学定

員充足状況が生じているが、翌年度には学生を充分に確保できているため、大きな問題は生

じていない。 
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（３）学生確保の見通し 

①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

ア 既設組織における取組とその目標 

学生確保に向けた取り組みについては、学部学科別ではなく全学部学科共通で展開して

いる。そのため、以下に記載する数値は大学全体で集計したものであり、次のとおりである。 

また、既設学科等の学生募集のためのＰＲ活動の過去の実績については、資料３のとおり

となっており、学生確保に向けて戦略的に推進する入学センターと各学部を中心に全事務

部局の職員が協力し、これらの取り組みを推進している。 

■オープンキャンパスの開催 

令和６（2024）年度オープンキャンパスは８月２日、３日、５日に池袋キャンパスにて３

日間、８月７日、８日に新座キャンパスにて２日間の計５日間にわたって実施した。５日間

の合計来場者数は 47,800 人であった。 

池袋キャンパスの主要プログラム（大学説明会、入試説明会、各学部説明、各学科体験授

業、留学説明会、キャリア説明会、立教生によるトークライブ、立教生によるキャンパスツ

アー）を事前予約制にして実施したが、体験授業等においては予約開始後数分で満席となる

ような学科もあり、高校生等の参加者からのニーズが高いことがわかる。 

■高等学校での進学ガイダンス 

高等学校での進学ガイダンスに年間を通じて参加し、高校生に対して、大学の特色、各学

部の内容、学費・奨学金、取得資格、進路状況、入試制度等について説明を行っている。令

和６（2024）年度においては、延べ 230校で実施した（模擬授業を含む）。 

■高等学校教員対象入試説明会 

毎年６月上旬に、高等学校教員対象の大学説明会をオンラインで実施している。教育の特

色、入試結果、入試制度、キャリア・就職の特長について周知するとともに、個別質問にも

対応している。令和６（2024）年度は事前申し込み 318人、ライブ配信時の視聴者は 235人

であった。 

■進学相談会 

毎年度４月から翌年３月まで、受験生及び保護者対象の進学相談会に参加し、個別相談に

応じるとともに、大学パンフレット等を配布している。令和６（2024）年度は全国 148会場

に参加した（資料参加を含む）。 

なお、令和５（2023）年８月に開催したオープンキャンパスへの来場者のうち、同年度に
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実施した入試の受験状況は表５のとおりである。本学のオープンキャンパスは、中学生から

高校３年生、既卒者まで幅広く来場することから、来場者数のうち概ね２割強が当該年度に

実施する入試の対象者となっている。オープンキャンパスに来場した高校３年生・既卒者の

うち、およそ 1/3程度が本学を志願しており、さらに合格した場合はうち５～６割程度が入

学していることがわかる。こうした状況から、オープンキャンパス来場者の本学への志願度

合いは強く、ＰＲ活動としてのオープンキャンパスは本学にとって有意義な活動といえる。 

【表５：令和５（2023）年度オープンキャンパス来場者の入試出願動向】 

来場者数 

（約） 

高 3・既

卒 (a) 

志願者数 

(b) 

志願率 

(=b/a) 

合格者数 

(c) 

入学者数 

(d) 

入学率 

(=d/c) 

8月 3日 15,000 3,512 1,364 38.8% 419 226 53.9% 

8月 4日 14,700 3,613 1,383 38.3% 471 253 53.7% 

8月 5日 14,200 2,808 932 33.2% 272 161 59.1% 

イ 新設組織における取組とその目標 

■オープンキャンパス 

本学ではこれまで、例年８月上旬にオープンキャンパスを開催しており、令和６（2024）

年度の池袋キャンパスでのオープンキャンパスにおいて、「新設学部構想内容の説明」およ

び「環境学の学びの体験授業」を実施した。 

・８月２日（金）：学部構想内容の説明（２回）12:40～13:30、15:20～16:10 各回 185名 

・８月３日（土）：学部構想内容の説明（２回）12:40～13:30、15:20～16:10 各回 185名 

体験授業（２回）11:20～12:10、14:00～14:50 各回 185名 

全プログラムを事前予約制とし、予約はすべて満席となった。参加した高校２年生、高校

１年生からは、事後のアンケートで「興味が湧いた」、「もっと詳しく知りたい」、「入試科目

を早く知りたい」、「受験したい」等のコメントが見られ、一定のＰＲ効果があったと考えら

れる。 

なお、令和７（2025）年度は本学部の入試広報も盛り込んだ内容を企画し、本学部の特設

コーナーを設けて教育の理念や特色、カリキュラム、入試制度について紹介するほか、令和

６（2024）年に引き続き、環境学の実際の学びに関する体験授業も用意して高校生の興味を

喚起するように努める計画である。また、高校生や保護者からの入試制度に関する相談につ

き、個別に対応する機会も設定する。オープンキャンパスへの参加者や資料請求を行った者

に対しても、本申請に関する認可後に改めて入試要項等の適切な情報提供を速やかに行う。 

■リーフレット、大学ウェブサイト内の専用ページ、パンフレット 

新設学部の学生確保に向けた具体的な取組として、リーフレットを作成し、本学と連携関

係にある高等学校を中心に、本学部の新設および構想内容について高校教員との懇談会に
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て説明を行った後に、日を改めて各高等学校に訪問し、高校生を対象に本学部の説明会を実

施している。本学部の開設時期や入学者選抜の方式について、決まり次第知らせてほしい等

の要望が寄せられるなど、高等学校関係者から非常に高い関心が示されている。また、大学

ウェブサイト内に専用の特設サイトを設け、随時情報を更新し、積極的にＷＥＢ上でもＰＲ

活動を行っている。さらに、本学部のパンフレットを作成し、本学部の設置認可後には、高

等学校関係者と受験生・保護者を対象とした入試広報活動をより積極的に展開する計画で

ある。 

■高等学校関係者を対象とした入試広報活動 

これまで、本学では 230 校以上の高等学校を訪問して本学の教育研究活動や入試制度に

ついて説明を行ってきた。令和６（2024）年度は、高等学校教員対象の大学説明会を開催し、

個別の質問に対応したところである。 

新設組織の開設前年度となる令和７（2025）年度においても、既設学部と本学部の入試広

報のためにこれらの活動を実施する。特に、本学に対して継続的に入学実績が確認できる高

等学校に対しては、本申請に関する認可後速やかに、その事実を伝達し、今後の入試広報活

動の予定を告知する文書を発送する計画である。その後、高等学校を直接訪問して、本学部

の教育の特色や入試制度について説明を行う。また、本学部の設置に伴い、令和８（2026）

年度入試に向けた広報は、環境関連分野や社会課題・地域課題に関連する教育活動に力を入

れている全国の高等学校にも範囲を拡大する計画である。これらの様々な機会を活用して、

新設を目指す本学部に関する情報を伝えることができるように努める。 

■高等学校在学中の生徒や保護者を対象とした入試広報活動 

受験情報誌・ウェブサイトや進学相談会の際に資料請求のあった者に対する大学案内・入

試関連資料の送付のほか、インターネット（本学のウェブサイトや受験情報サイトのウェブ

サイトへの情報掲出）やオープンキャンパスを通じた直接的な情報提供を行っている。令和

７（2025）年度は本申請の認可書受領後、速やかに本学ウェブサイトで学生募集に関する情

報提供を開始し、高校訪問によって高校関係者に伝達する情報をウェブサイトからも入手

することができるようにする。 

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、新設組織での入学者の見込み数 

 令和６（2024）年度の既設組織の入学者実績においては、一般選抜が 55.0％、学校推薦

型選抜が 35.5％、総合型選抜 9.5％の構成割合となっている。このうち、学校推薦型選抜

は、本学を設置する学校法人内に設置する高等学校、建学の精神を共有するキリスト教の日

本聖公会に連なる高等学校、本学への入学実績や地域特性・教育内容などを総合的に検討し

選定した高等学校に推薦を依頼した結果である。本学部の開設に際しても、引き続き各高等

学校との連携関係を強化していくことで、入学定員 204名の 35％程度を見込む。 
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 また、表３（前掲）のとおり、令和５（2023）年度オープンキャンパス来場者のうち当該

年度の対象となる高校 3年生と既卒者について、33～38％程度が本学を志願している。令和

６（2024）年度に実施したオープンキャンパスの本学部関連プログラムにおいては、全６回

で 1,000名を超える高校生が参加しており、このうち 33～38％程度が志願したとすると 400

名程度の志願者を得ることが見込まれる。令和７（2025）年度も引き続きこうした取り組み

を積極的に進めることで、一般選抜で入学定員 204 名の 55％程度を見込む。 

②競合校の状況分析（立地条件、養成人材、教育内容と方法の類似性と定員充足状況） 

ア 競合校の選定理由と環境学部との比較分析、優位性 

競合校の選定理由としては、学校種の類似性は、本学と同様の「私立大学（４年制）」で

あること、学問分野の類似性は、当該大学の教育課程の編成状況を踏まえ、学校基本調査の

学科系統分類表の中分類を参考にしつつ、学校法人河合塾の分類による学際系「環境」の大

学・学部であること、所在地の類似性については、新設組織における主な学生募集地域とし

ている「東京都」と「神奈川県」に所在している大学の教育組織であること、学力層の類似

性は、学校法人河合塾による偏差値を参考に新設組織が想定する学力層と同程度の教育組

織であることから、以下の３大学を選定した。 

・慶応義塾大学環境情報学部 

・法政大学人間環境学部 

・東京都市大学環境学部 

■競合校との比較分析 

教育内容と方法 

 取り上げた３大学のいずれも、環境学系の学部系統と位置付けることができるが、それぞ

れに教育研究の軸を置く領域があったうえで、環境学が有する学際性を担保している。本学

部の大きな特徴は、本学が建学以来、実践を積み重ねてきたリベラルアーツ教育を基盤に、

文理を融合・横断する教育課程の編成にあり、自然科学系の科目群、人文・社会科学系の幅

広い科目群からそれぞれ要件単位数以上を修得する。また、高等学校で文系に重点を置いて

学んできた学生であっても、大学での学びへとつなぐ理系の導入科目群を用意することで、

文系・理系の境界なく学ぶことができるカリキュラムとしている。 

 また、本学部で新たに「環境リーダーシッププログラム（略称：ＥＬＰ）」を開発し展開

する点も他大学にはない大きな特徴である。本学が二十年余りにわたって、「立教型リーダ

ーシップ」と名付け経営学部や全学共通科目で実践してきた、「チームの目標を達成するた

めに全員発揮型のリーダーシップ」を育む教育を、新たに環境学部のプログラムとして開発

する。これからのグリーン人材に求められるスキルの一つとしてリーダーシップを位置付

け、地方自治体や企業等と連携し、ＥＬ１～ＥＬ４の実践的な科目を展開する。本学のリー

ダーシップ教育は企業人事担当者からも高い評価を得ており、本学部を卒業する学生に対
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しても高い評価を得られることが期待できる。 

入試 

 本学部が予定している一般選抜（一般入試）では、文系方式と理系方式の二通りの方法で

選抜を実施することとしており（表６参照）、大学入学共通テスト利用入試においても、文

系と理系の双方で科目選択が可能な入試方法とする。このように、志願者が高等学校におい

て力を入れて取り組んだ教科・科目で受験することができる入試方法を用意することで、多

様な背景をもつ学生で本学部が構成されることを目指している。こうした入試方法は、併願

が想定される競合校と比較すると特徴的であり、より多くの志願者に受験機会を確保する

ものである。 

【表６：環境学部の一般入試実施予定科目】 

文
系
方
式 

国語 
「現代の国語」、「言語文化」（漢文を除く）、「論理国語」、「文学

国語、「古典探究」（漢文を除く） 

地理歴史、 

公民、数学 

「地理総合，地理探究」、「歴史総合，日本史探究」、「歴史総合，

世界史探究」、「公共，政治・経済」、「数学」（数学Ⅰ、数学Ⅱ、数

学Ａ、数学Ｂ［数列］、数学Ｃ［ベクトル］）のうちから１科目選

択 

外国語 
英語資格・検定試験のスコア、もしくは大学入学共通テスト「外

国語（『英語』）」のいずれか 

理
系
方
式 

理科 
「物理」（物理基礎、物理）、「化学」（化学基礎、化学）、「生物」

（生物基礎、生物）のうちから１科目選択 

数学 「数学」（数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃ） 

英語 
英語資格・検定試験のスコア、もしくは大学入学共通テスト「外

国語（『英語』）」のいずれか 

修学支援 

 本学では全ての学部にアカデミックアドバイザーを置くことを定めている。本学部の場

合、基幹教員１名あたり一学年 12～14名程度の学生を担当し、初年次からの履修指導、学

生生活全般に関する相談を行う。特に、本学部においては、自然科学・人文科学・社会科学

系の科目を広範に展開することから、学生が年度当初に履修計画を作成するうえで、教員か

らのアドバイジングが重要である。定期的に実施する個別面談で、学生の学びに対する意欲

の確認と今後のキャリア形成に向けた助言を行い、学生の修学における問題点を解消でき

るように努める。 

また、本学では全学部に共通する奨学金制度を運用しており、奨学目的の奨学金制度と、
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育成目的の奨学金制度を幅広く展開している。主な給与型の奨学金制度としては、修学が困

難な学生を対象とする「学部給与奨学金」（年額 50万円）、一都三県以外に所在する高等学

校の出身者で経済的な困難を抱える学生を対象とする「自由の学府奨学金」（年額 50万円）、

留学プログラムに参加する学生向けの「グローバル奨学金」（プログラム内容、渡航先に応

じて 10～50万円）、家計急変時に修学を継続できるように支援する「緊急給与奨学金」（年

額 30万円）等、競合する他大学と比較しても充実した奨学金制度を設けており、本学部に

おいてもこれらの制度を活用して修学支援に取り組む。 

就職支援 

 本学ではキャリア支援方針として「①学生が、社会的および職業的に自立した個人として

の自分らしい人生のあり方を追求できるように支援する。②学生が、一生を通じて自らの資

質を向上させ、教養をもって社会に貢献できる人となるよう支援する。」ことを掲げ、キャ

リア支援・就職支援を主管する全学組織であるキャリアセンターと各学部が協働すること

により、充実した就職支援体制を構築している。キャリアセンターでは、就職ガイダンス、

業界企業研究講座、自己分析講座等の 80種類を超えるプログラムを毎年度 300回以上開催

しており、１年次から４年次にかけて適時適切な情報提供と４年間にわたる継続的な支援

を実施している。また、本学の特徴として、各学部にキャリア支援のコーディネーターを専

属で配置し、キャリアセンターと連携しながら各学部の正課プログラムにおけるキャリア

支援を実施している。新設組織においても、これらの就職支援体制のもと、個々の学生に寄

り添った就職支援を実施する。 

 なお、既設組織における卒業生の就職率は、直近の３年度で 97.4％、97.5％、97.7％と

推移しており、本学の就職支援体制が一定の成果を挙げていると言える。 

取得できる資格 

 本学部で取得できる資格は以下の通りである。中学「社会」・高校「公民」ならびに中学

「理科」・高校「理科」の教職課程を有している点は、競合する他大学にはない本学部の特

徴である（教職課程認定申請中）。 

＊教員免許状（中学校一種「社会」、高等学校一種「公民」） 

＊教員免許状（中学校一種「理科」、高等学校一種「理科」） 

 なお、全学部の学生を対象に開講している学校・社会教育講座科目を履修することによっ

て、以下の資格を取得できる。 

＊学芸員 

＊司書 

＊司書教諭 

  ＊社会教育主事 
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イ 競合校の入学志願動向等

本学部と併願が想定される大学の入学定員の充足状況は、下記の表７のとおりである。 

【表７：競合校の過去３年度入学定員充足状況】 

入学 

定員 

R4 年度 R5 年度 R6 年度 
平均 

充足率 
入学 

者数 
充足率 

入学 

者数 
充足率 

入学 

者数 
充足率 

慶應義塾大学 

環境情報学部 
425 469 110% 412 96% 455 107% 104% 

法政大学 

人間環境学部 
343 341 99% 365 106% 295 86% 97% 

東京都市大学 

環境学部 
180 189 105% 187 103% 199 110% 106% 

本学部と併願が想定される各大学が公表している令和４年度から令和６年度の平均の入

学定員充足状況は、環境学系の各大学のいずれも安定して入学者を確保していることがわ

かる。直近の令和６年度入学者については、慶應義塾大学環境情報学部で入学定員 425人に

対して、入学者数 455人、定員充足率 104％、法政大学人間環境学部で入学定員 343人に対

して、入学者数 295 人、定員充足率 86％、東京都市大学環境学部で入学定員 180 人に対し

て、入学者数 199人、定員充足率 106％となっている。年度によって、入学定員充足率に増

減はあるものの、３か年の平均で見れば 100％前後となっており、環境学系の学部について

は 18歳人口の減少期においても安定した入学者動向であると言える。 

ウ 学生納付金等の金額設定の理由

学生納付金（学費等納入金）については、入学金 200,000 円は本学の既設学部と同額で

ある。授業料は 1,350,000 円、実験・実習費については１年次が 40,000 円、２年次以降

20,000円としている（別途、学生健康保険互助組合費 3,500 円）。新設学部の学生納付金の

総額（年額）は、１年次が 1,593,500円、２年次以降は 1,373,500円となる。また、納入方

法は、各年度始めに一括納入か、春学期・秋学期のそれぞれ始めまでに分納（２回）するこ

ととして定めている。本学の人文科学・社会科学系の既設学部と比較した場合、新設学部の

授業料が年間で 10万円程度高く設定している。新設学部の教育課程は文理融合型の教育カ

リキュラムであり、実験・実習科目も含めた理系科目も半数程度配置されていることから、

このような学生納付金の設定を行った。 

また、本学部と併願が想定される競合校の学生納付金は表８のとおりであり、学生確保の

観点から見ても、競合校と比較しても同程度の金額設定となっていることを確認しており、

適切であるといえる。 
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【表８：競合校の学生納付金一覧】 （単位：円） 

慶應義塾大学 

環境情報学部 

法政大学 

人間環境学部 

東京都市大学 

環境学部 

入学金 200,000 240,000 250,000 

授業料 1,090,000 831,000 1,326,000 

実験実習費 - - - 

施設費等 310,000 228,000 

その他 71,350 16,000 60,000 

合計 1,671,350 1,315,000 1,636,000 

③学生確保に関するアンケート調査 

本学部の設置計画を策定するにあたり、定員充足の見込みについて客観的な根拠となる

データから検証することを目的として、本学部の開設初年度に受験対象となる高等学校の

在校生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

ア 高校生アンケートの概要 

調査目的 令和８（2026）年度に立教大学が設置構想中の「環境学部環境学科 (仮称) 」（入学

定員204名）における志願者・入学者等の学生確保の見通しを測定するためのアンケー

トを実施した。 

調査対象 [調査対象]令和８年３月に高校卒業予定である高校２年生（令和６年度） 

[調査地域]「環境学部環境学科（仮称）」の主たる学生募集エリアと想定される東京都

を始めとする関東地方を含む東日本全域の高等学校 271 校から調査の協力を得た。 

調査内容 ・回答者の基本情報（性別、居住地） 

・卒業後の志望進路 

・志望する大学等の設置者 

・興味のある学問分野 

・立教大学「環境学部環境学科（仮称）」特色への興味・関心 

・立教大学「環境学部環境学科（仮称）」への受験・入学意向 

調査時期 令和６年５月～９月 ※令和６年８月実施の立教大学オープンキャンパスを含む 

調査方法 高校側の希望に基づき、紙方式・WEB方式のいずれかでアンケート調査を実施。 

[紙方式] アンケート用紙・「環境学部環境学科（仮称）」概要およびリーフレット

を必要部数送付。ホームルームで配付の上、その場で回答し回収いただいた。 

[WEB方式] 担当教員のメールアドレスにアンケート調査サイトURLおよびアクセス用

QRコードを送付。自校対象生徒のタブレット端末等に配信の上、原則その場で回答し

送信するよう促していただいた。 
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回収件数 有効回答数43,204件 

（うち高校 271 校から 42,718件、令和６（2024）年８月２・３・５日オープンキャンパ

スにて 486 件回収） 

イ 高校生アンケートの結果 

(1)立教大学「環境学部環境学科」への受験・入学意向

本高校生アンケート調査に回答した合計 43,204 名のうち、7,621 名（回答者全体の

18.7％）より立教大学「環境学部環境学科」への受験意向（第一志望～第三志望以降の合

計）が示され、入学定員 204 名の 37.4倍となった。 

一方、「第一志望として受験する」とした 732 名のうち、立教大学「環境学部 環境学科

(仮称)」に合格した場合「入学する」としたのは 627名であった。また、「第二志望とし

て受験する」とした 1,112名のうち、「環境学部環境学科」に合格した場合「志望順位が

上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」としたのは 663名、「第三志望以降として

受験する」とした 5,777名のうち「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学す

る」としたのは 4,908 名であった。 

「環境学部環境学科」を第一志望で受験し合格した場合、他大学の受験結果に関わらず

入学意向を示す高校生が 627 名（入学定員 204 名の 3.1 倍）いた。また、第二・第三志

望以降で受験し合格いた場合、志望順位が上位の志望校合否結果により入学意向を示す

高校生が 5,571名（同 27.3倍）いた。 

(2)クロス集計（大学進学＞私立大学＞「環境学」に興味＞受験意向＞入学意向）

「高校卒業後の希望進路（問３）」、「進学先の大学設置者種別（問４）」、「興味のある学

問分野（問５）」、「受験意向（問７）」、「入学意向（問８）」の五重クロス集計を行ったと

ころ、「大学進学を希望」し、かつ「私立大学を希望」し、かつ「環境学に興味」を持ち、

その上で立教大学「環境学部環境学科」への受験意向を示したのは 1,373 名（第一志望～

第三志望以降の合計）、入学定員 204名の 6.7 倍となった。そのうち「第一志望として受

験する」とした上で「入学する」とした者は 219名であった。同様に「第二志望として受

験する」とし「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」とした者は 196

名、「第三志望以降として受験する」とし「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合

に入学する」とした者は 721名いた。 

五重クロス集計を経てもなお、立教大学「環境学部環境学科」を第一志望で受験し合格

した場合、他大学の受験結果に関わらず入学意向を示す高校生が、予定する入学定員 204

名を上回る 219名いた。また、第二・第三志望以降で受験し合格した場合、志望順位が上

位の志望校合否結果により入学意向を示す高校生が 917名いた。 

以上より、開設初年度に受験対象となる一部の高等学校の在校生に限定した調査結果に
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おいても、本学の環境学部環境学科への入学希望の高さをうかがうことができる。 

資料４：立教大学「環境学部 環境学科 (仮称) 」設置構想についての高校生アンケート調

査（令和６年９月：株式会社 KEIアドバンス／株式会社高等教育総合研究所） 

④人材需要に関するアンケート調査等

本学部の設置計画を策定するうえで、環境学部の人材の養成に関する目的その他の教育

研究上の目的が、社会的な人材需要の見通しを踏まえた計画であることを客観的根拠とな

るデータから検証することを目的として、本学への求人実績や卒業生の採用実績がある関

連企業等を対象として、環境学部で養成する人材の必要性及び卒業生に対する採用意向に

関するアンケート調査を実施した。 

ア 人材需要アンケートの概要

調査目的 令和８（2026）年度に立教大学が設置構想中の「環境学部環境学科 (仮称) 」（入学

定員204名）における卒業後の採用の見通しを測定するためのアンケートを実施し

た。 

調査対象 立教大学「環境学部環境学科 (仮称) 」が養成する人材の採用が見込まれる以下の事

業所に依頼 

・立教大学卒業生の採用実績先企業

・主要官公庁、都道府県庁

・ＮＰＯ（環境保全が主業務／有給職員５名以上）

以上合計 2,587 件 

調査内容 ・回答事業所の基本情報（業種・所在地・従業員または職員規模、新卒採用の際に求

める能力・資質） 

・環境への取り組み（環境保全責任者の勤務状況、脱炭素経営の取り組み）

・立教大学「環境学部環境学科 (仮称) 」が養成する人材の社会的ニーズ

・立教大学「環境学部環境学科 (仮称) 」 が養成する人材の採用意向

調査時期 令和６年５月～６月 

調査方法 調査対象事業所に対しアンケートを郵送し依頼。 

（紙方式・web 方式での回答方法を案内し、いずれかで回答を依頼） 

回収件数 有効回答数 316 件（回収率 12.2%） 

イ 人材需要アンケートの結果

(1)立教大学｢環境学部環境学科(仮称)｣が養成する人材の社会的ニーズ

回答事業所の 74.7％にあたる 236事業所から立教大学「環境学部環境学科（仮称）」で

養成する人材のニーズは高いとの回答を得ており、「環境学部環境学科」が養成する人材
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について、全体の３／４の事業所がその社会的ニーズについて認める結果となっている。 

(2)立教大学｢環境学部環境学科(仮称)｣が養成する人材の採用意向

回答事業所の 58.9％にあたる 186事業所から立教大学「環境学部環境学科 (仮称)」の

卒業予定者の採用意向が示されており、当該 186事業所における採用可能人数（単年度）

の合計は、入学定員の 204名を大きく上回る 366名であった。 

このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の関連企業等に限定した調

査結果においても、環境学部環境学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかがえるこ

とから、卒業後の進路については見通しがあると考えられる。 

資料５：「環境学部環境学科 (仮称) 」設置構想についての人材需要アンケート（令和６年

７月：株式会社 KEIアドバンス／株式会社高等教育総合研究所） 

（４）新設組織の定員設定の理由

環境学部の定員設定の理由は、一都三県の高等学校・中学校・小学校の生徒・児童数、一

都三県の高等学校を卒業した者の大学進学状況、既設組織の定員充足の状況、競合校の入学

志願動向等、さらには、開設初年度に受験対象となる高等学校の在校生に対する進学需要調

査の結果に加えて、本学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等を対象とした

人材需要調査の結果などを総合的に踏まえたものであり、合理性のある設定であると考え

ている。 
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
ﾆｼﾊﾗ ﾚﾝﾀ

西原　廉太
＜令和3年4月1日＞

博士
（神学）

立教大学学長
（令和3.4～令和11.3）

現　職
（就任年月）
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（用紙　日本産業規格Ａ４横型）
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調書
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